
IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
初版：2012年 07月 27日

最終更新：2013年 03月 29日

シスコシステムズ合同会社
〒107-6227 東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先：シスココンタクトセンター

0120-092-255 （フリーコール、携帯・PHS含む）
電話受付時間：平日 10:00～12:00、13:00～17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/



【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（ www.cisco.com/jp/go/safety_warning/ ）
をご確認ください。本書は、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきま

しては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更され
ている場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容

については米国サイトのドキュメントを参照ください。また、契約等の記述については、弊社販

売パートナー、または、弊社担当者にご確認ください。

このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されることがあります。このマニュアルに記載されている表現、情報、および推奨

事項は、すべて正確であると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものとします。このマニュアルに記載されている製品の使用

は、すべてユーザ側の責任になります。

対象製品のソフトウェアライセンスおよび限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されています。添付されていない場合には、代理店にご連絡く
ださい。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB's public domain version
of the UNIX operating system.All rights reserved.Copyright © 1981, Regents of the University of California.

ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよびソフトウェアは、障害も含めて「現状のまま」として提供されます。シスコお

よびこれら各社は、商品性の保証、特定目的への準拠の保証、および権利を侵害しないことに関する保証、あるいは取引過程、使用、取引慣行によって発生する保証

をはじめとする、明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものとします。

いかなる場合においても、シスコおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用できないことによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめとする、

間接的、派生的、偶発的、あるいは特殊な損害について、あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知らされていても、それらに対する責任を一切負わないものと

します。

このマニュアルで使用している IPアドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび電話番号を示すものではありません。マニュアル内の例、コマンド出力、ネット
ワークトポロジ図、およびその他の図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に実際のアドレスおよび電話番号が使用されていたとしても、それは意

図的なものではなく、偶然の一致によるものです。

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries.To view a list of Cisco trademarks, go to this URL:http://
www.cisco.com/go/trademarks.Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners.The use of the word partner does not imply a partnership
relationship between Cisco and any other company.(1110R)

© 2011–2013 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

http://www.cisco.com/go/trademarks
http://www.cisco.com/go/trademarks


目次

最初にお読みください 1

Locator/ID Separation Protocol（LISP）の概要 3

機能情報の確認 3

LISPを設定するための前提条件 4

LISPの設定に関する制約事項 4

LISPの設定に関する情報 4

LISP機能の概要 4

LISPネットワーク要素の機能 5

LISP代替論理トポロジ 6

LISPトンネルルータ 6

LISP入力トンネルルータ（ITR） 6

LISP Map Resolver 7

LISP Map Server 7

LISPのプロキシ ETR 8

LISPのプロキシ ITR 8

LISPの概要の機能情報 9

LISP（Locator/ID Separation Protocol）の設定 11

LISPを設定するための前提条件 11

LISPの設定方法 12

2つの IPv4 RLOCと IPv4 EIDのあるデュアルホーム接続 LISPサイトを設定する 12

2つの xTR、2つの IPv4 RLOC、および 1つの IPv4 EIDのあるマルチホーム接続LISP

サイトを設定する 20

2つの xTR、2つの IPv4 RLOC、および IPv4と IPv6両方の EIDを持つマルチホーム

接続 LISPサイトを設定する 28

それぞれが IPv4と IPv6両方の RLOCおよび IPv4と IPv6両方の EIDを持つ 2つの

xTRがある LISPマルチホームサイトを設定する 41

IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
iii



スタンドアロンMap Resolver/Map Serverを使用してプライベートな LISPマッピ

ングシステムを設定する 56

個別に ALT接続されたMap ResolverおよびMap Serverデバイスを使用して、パ

ブリックマッピングシステムを設定する 62

ALT接続の LISP Map Resolverの設定 63

ALT接続の LISP Map Serverの設定 72

PETRと PITRの設定 83

IPv4と IPv6両方の RLOCを備えたプロキシ出力トンネルルータの導入 83

IPv4および IPv6の RLOCを両方備えたプロキシ入力トンネルルータの導

入 86

ロケータ IDセパレーションプロトコルの検証とトラブルシュート 98

その他の参考資料 105

LISPの機能情報 106

LISPマルチキャスト 109

機能情報の確認 109

LISPマルチキャストの前提条件 110

LISPマルチキャストの制約事項 110

LISPマルチキャストに関する情報 110

LISPマルチキャストの設定方法 111

LISPマルチキャストの設定 111

LISPマルチキャストの VRFでの設定 114

LISPマルチキャストの確認 117

LISPマルチキャストの設定例 119

例：LISPマルチキャストの設定 119

例：LISPマルチキャストの VRFでの設定 124

LISPマルチキャストに関する追加情報 125

LISPマルチキャストの機能情報 127

LISP共有モデルの仮想化 129

機能情報の確認 129

LISP共有モデル仮想化に関する情報 130

LISP仮想化の概要 130

LISP共有モデルの仮想化 133

   IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
iv

目次



LISP共有モデル仮想化のアーキテクチャ 134

LISP共有化モデル仮想化の実装に関する考慮事項と警告 135

LISP共有モデル仮想化の設定方法 136

シンプルな LISP共有モデル仮想化を設定する 136

LISP共有モデル仮想化用のプライベート LISPマッピングシステムの設定 145

大規模な LISP共有モデル仮想化を設定する 149

大規模な LISP共有モデル仮想化のリモートサイトを設定する 161

LISP仮想化の検証とトラブルシューティング 169

LISP共有モデル仮想化の設定例 176

その他の参考資料 176

LISP共有モデル仮想化の機能情報 178

LISPパラレルモデルの仮想化 179

機能情報の確認 179

LISPパラレルモデル仮想化に関する情報 179

LISP仮想化の概要 179

LISPパラレルモデルの仮想化 183

LISPのパラレル仮想化モデルアーキテクチャ 184

LISPパラレルモデル仮想化の実装に関する考慮事項と警告 185

LISPパラレルモデル仮想化の設定方法 186

シンプルな LISPパラレルモデル仮想化を設定する 186

LISPパラレルモデル仮想化用のプライベート LISPマッピングシステムの設

定 195

LISP仮想化の検証とトラブルシューティング 199

LISPパラレルモデル仮想化の設定例 206

その他の参考資料 206

LISPパラレルモデル仮想化の機能情報 208

サブネットでの LISPホストモビリティ 209

機能情報の確認 209

サブネットでの LISPホストモビリティに関する情報 209

サブネット全体での LISPホストモビリティの概要 209

LISP Delegate Database Tree（DDT） 211

機能情報の確認 211

IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
v

目次



Delegate Database Tree（DDT）に関する情報 211

LISP Delegate Database Tree（DDT）の概要 211

LISP ESMマルチホップモビリティ 213

機能情報の確認 213

LISP ESMマルチホップモビリティに関する制限事項 214

LISP ESMマルチホップモビリティに関する情報 214

LISP ESMマルチホップモビリティの概要 214

LISP ESMマルチホップモビリティの設定方法 217

ファーストホップルータの設定 217

サイトゲートウェイ xTRの設定 220

xTRの設定 224

Map Server/Map Resolverの設定 226

LISP ESMマルチホップモビリティの設定例 228

例：ファーストホップルータの設定 228

例：サイトゲートウェイ xTRの設定 229

例：xTRの設定 229

例：Map Server Map Resolverの設定 230

LISP ESMマルチホップモビリティに関する追加情報 230

LISP ESMマルチホップモビリティの機能情報 230

Disjoint RLOCドメインの LISPサポート 233

機能情報の確認 233

Disjoint RLOCドメインの LISPサポートの前提条件 234

Disjoint RLOCドメインの LISPサポートの制限事項 234

Disjoint RLOCドメインの LISPのサポートに関する情報 234

Disjoint RLOCドメインの LISPサポートの概要 234

Disjoint RLOCドメインの LISPサポートの設定方法 237

xTRの設定 237

MSMRの設定 242

RTRの設定 246

Disjoint RLOCドメインの LISPサポートの確認 250

Disjoint RLOCドメインの LISPサポートの設定例 251

例：xTRの設定 252

   IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
vi

目次



例：MSMRの設定 253

例：RTRの設定 253

例：Disjoint RLOCドメインの LISPサポートの確認 254

Disjoint RLOCドメインの LISPサポートに関する追加情報 255

Disjoint RLOCドメインの LISPサポートの機能情報 256

LISPデータプレーンセキュリティ 257

機能情報の確認 258

LISPデータプレーンセキュリティの前提条件 258

LISPデータプレーンセキュリティの制約事項 258

LISPデータプレーンセキュリティに関する情報 258

送信元 RLOCカプセル化解除のフィルタリング 258

LISPパケット転送用の TCPベースのセッション 260

LISPデータプレーンセキュリティの設定方法 260

MSMRの設定 260

xTRの設定 262

PxTRの設定 264

Map Serverの LISPデータプレーンセキュリティの確認 265

xTRまたは PxTRのLISPデータプレーンセキュリティの確認とトラブルシューティ

ング 266

LISPデータプレーンセキュリティの設定例 268

例：MSMRの設定 268

例：xTRの設定 268

例：PxTRの設定 269

LISPデータプレーンセキュリティに関する追加情報 269

LISPデータプレーンセキュリティの機能情報 270

LISP Reliable Registration 273

LISP Reliable Registrationに関する情報 273

LISP Reliable Map Registration 273

LISP Reliable Registrationの確認 275

LISP Reliable Registrationに関する追加情報 277

LISP Reliable Registrationの機能情報 278

オーバーラッププレフィックス 279

オーバーラッププレフィックスの前提条件 279

IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
vii

目次



オーバーラッププレフィックスに関する情報 279

エンドポイント ID（EID） 279

EIDプレフィックス 280

Map Server/Map Resolver（MS/MR） 280

オーバーラッププレフィックスの設定方法 280

オーバーラッププレフィックスの設定 280

オーバーラッププレフィックスの確認 280

オーバーラッププレフィックスに関する追加情報 282

オーバーラッププレフィックスの機能情報 283

LISP Generalized SMR 285

LISP Generalized SMRに関する情報 285

Solicit-Map-Request（SMR） 285

Generalized SMR（GSMR） 286

LISP Generalized SMRの確認 286

LISP Reliable Registrationに関する追加情報 289

LISP Generalized SMRの機能情報 290

TTL伝達の無効化およびサイト ID認定 291

TTL伝達の無効化およびサイト ID認定に関する情報 291

LISPサイト 291

Map Server（MS） 291

ルーティングロケータ（RLOC） 292

Tracerouteツール 292

サイト ID認定 292

TTL伝達 293

サイト ID認定の設定方法 294

サイト ID認定の設定 294

例：サイト ID認定 294

TTL伝達を無効化する方法 295

EIDテーブルの TTL伝達の無効化 295

ルータ LISPタグの TTL伝達の無効化 295

TTL伝達の無効化の確認 296

TTL伝達の無効化およびサイト ID認定に関する追加情報 297

   IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
viii

目次



TTL伝達の無効化およびサイト ID認定の機能情報 298

IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
ix

目次



   IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
x

目次



第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16 に関する重要な情報

Cisco IOS XE Release 3.7.0E（Catalystスイッチ用）および Cisco IOS XE Release 3.17S（アクセス
およびエッジルーティング用）の 2つのリリースが、集約された単一のリリースバージョンと
してCisco IOSXE16に統合され、進化しました。スイッチングおよびルーティングのポートフォ
リオに含まれる幅広いアクセス製品とエッジ製品を盛り込んだ単一のリリースが実現します。

機能が導入されると、技術構成ガイドの「Feature Information」で通知されます。ただし、他の
プラットフォームでその機能がサポートされていた場合、必ず記載されているとは限りませ

ん。特定の機能がご使用のプラットフォームでサポートされているかどうかを確認するには、

製品のランディングページに掲載されている技術構成ガイドを参照してください。製品のラ

ンディングページに技術構成ガイドが表示されれば、その機能はご使用のプラットフォーム

でサポートされています。

（注）
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第 2 章

Locator/ID Separation Protocol（LISP）の概要

Locator ID Separation Protocol（LISP）は、単一 IPアドレスではなく、2つの名前空間を使用する
ネットワークアーキテクチャおよびプロトコルです。

•エンドポイント識別子（EID）：エンドホストに割り当て。

•ルーティングロケータ（RLOC）：グローバルルーティングシステムを構成するデバイス
に割り当て（主にルータ）。

EIDと RLOCの機能を分割することによって、ルーティングシステムのスケーラビリティ、マ
ルチホーミングの効率、および入力トラフィックエンジニアリングの向上を含むいくつかの利

点がもたらされます。

LISPの機能を利用するには、1つ以上の LISP関連デバイスに、LISP特有の設定が必要です。た
とえば、LISPの出力トンネルルータ（ETR）、入力トンネルルータ（ITR）、プロキシ ETR
（PETR）、プロキシ ITR（PITR）、MapResolver（MR）、MapServer（MS）、LISP代替論理ト
ポロジ（ALT）デバイスなどです。

• 機能情報の確認, 3 ページ

• LISPを設定するための前提条件, 4 ページ

• LISPの設定に関する制約事項, 4 ページ

• LISPの設定に関する情報, 4 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

LISP を設定するための前提条件
Locator/ID Separation Protocol（LISP）を設定する前に、導入予定の LISPの展開のタイプを決定す
る必要があります。LISPの展開によって LISPデバイスの必要な機能を定義し、これにより、導
入を完了するのに必要な LISPマッピングサービスやプロキシサービスから、ハードウェア、ソ
フトウェア、その他のサポートを決定します。

LISPの設定には datak9ライセンスが必要です。

LISP の設定に関する制約事項
LISPは、トンネルではサポートされていません。

LISP の設定に関する情報

LISP 機能の概要
問題

インターネットの継続的な普及により、多くの課題が発生しています。これらの課題のうちでも

最も根本的なものは、接続されるデバイスの数が増加し続けても、ルーティングおよびアドレッ

シングシステムが効率的かつ確実に機能するようにすることです。初期のネットワーク研究開発

作業における基本的な見解では、単一の IPアドレスが識別子と場所の両方を含むことにより、
ルーティングの拡張性を最適化できなくなり、マルチホーミングやデバイスのモビリティが妨げ

られるとされました。

ソリューション

Locator IDSeparation Protocol（LISP）は、ルーティングの拡張性を改善し、柔軟なアドレスの割り
当てによりマルチホーミングやプロバイダー非依存性、モビリティ、仮想化を可能にします。LISP
は、2つの異なる IPアドレスを導入することにより、従来のインターネットアーキテクチャに対
する代替手段となります。2つのアドレスのうちの 1つは、全世界のインターネットを通過する
トラフィックをルーティングするルーティングロケータ（RLOC）を示し、2つ目のアドレスはデ
バイス間のネットワークセッションの特定に使用されるエンドポイント ID（EID）を示します。
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次の図は、LISP導入環境の概要を示したもので、LISP環境に存在する3つの基本的環境を含みま
す。つまり、LISPサイト（EID名前空間）、非 LISPサイト（RLOC名前空間）、LISPマッピン
グサービス（インフラストラクチャ）です。

図 1：LISP の導入環境

図に示すように、LISP EID名前空間は、カスタマーエンドのサイトが非 LISP環境で定義される
のと同じように表されますが、相違点が 1つあります。これら LISPサイトで使用される IPアド
レスは、非LISPインターネット（RLOC名前空間）内ではアドバタイズされません。代わりに、
LISPデバイスの出力トンネルルータ（ETR）および入力トンネルルータ（ITR）の両方として機
能する（図では xTRと略記）カスタマーエンドポイントルータでのみ、エンドカスタマーの
LISP機能が導入されます。

マッピングサービスやインターネットインターワーキングをサポートする LISPを完全に実装す
るには、導入の一環として追加の LISPインフラストラクチャコンポーネントを必要とする可能
性があります。上の図に示されているように、追加の LISPインフラストラクチャコンポーネン
トには、Map Resolver（MR）、Map Server（MS）、プロキシ出力トンネルルータ（PETR）、プ
ロキシ入力トンネルルータ（PITR）、LISP代替論理トポロジ（ALT）デバイスなど、LISPロー
ルで機能するデバイスを含みます。

LISP ネットワーク要素の機能
LISPのアーキテクチャは、7つの LISPに特有のネットワークインフラストラクチャコンポーネ
ントを定義します。場合によっては、単一の物理デバイスが、複数の論理コンポーネントを実装

できます。詳細については、次のセクションで説明するLISPのコンポーネントに関する説明を参
照してください。
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LISP 代替論理トポロジ
代替論理トポロジ（ALT）デバイス（すべてのマッピングデータベース導入環境に存在するわけ
ではありません）は、Generic Routing Encapsulation（GRE）トンネルおよびBorderGateway Protocol
（BGP）セッションを介して、Map Resolver、Map Serverやその他の ALTルータに接続します。
ALTルータの唯一の目的は、階層的に個別の EID番号空間の一部を形成するデバイスによってア
ドバタイズされた EID（エンドポイント ID）プレフィックスを承認し、次に、その個別の空間を
示す集約されたEIDプレフィックスをALTの他の部分にアドバタイズすることです。グローバル
インターネットルーティングシステムで行われるのと同様に、この集約はネットワーク全体に伝

達される必要のあるプレフィックスの数を減らすために行われます。MSまたは統合MR/MSは、
ALTルータの機能を実行するように設定できます。

LISP トンネルルータ
ETRは、LISP機能のあるコアネットワークの部分（インターネットなど）にサイトを接続し、サ
イトの EID-to-RLOCマッピングを公開し、マッピング要求メッセージに応答し、サイトのエンド
システムに LISPでカプセル化されたユーザデータをカプセル化解除して配信します。運用中、
ETRは設定済みのすべてのMap Serverに定期的にMap-Registerメッセージを送信します。
Map-Registerメッセージは、ETRのサイトに接続されている EID番号付きネットワークのすべて
の EID-to-RLOCエントリを含みます。

Map-Requestメッセージを受信する ETRは、その要求が権限のある EIDのものに一致することを
検証し、設定されたマッピング情報を含む適切なMap-Replyを作成し、このメッセージを RLOC
がMap-Requestメッセージにリストされている入力トンネルルータ（ITR）に送信します。RLOC
の 1つに当てられた LISPでカプセル化されたパケットを受信する ETRは、そのパケットをカプ
セル化解除し、内部ヘッダーがそのサイトのEID番号付きエンドシステム宛てであることを検証
し、次にそのパケットをサイト内ルーティングを使用してエンドシステムに転送します。

ETR機能は通常、顧客宅内機器（CPE）のルータに実装され、Cisco IntegratedServicesRouter（ISR）
などのソフトウェアスイッチングプラットフォームのハードウェア変更を必要としません。たい

ていの場合、同一の CPEルータが ITRと ETRの両方の機能を提供し、その場合は xTRと呼ばれ
ます。

LISP 入力トンネルルータ（ITR）
ITRは、LISP機能のあるサイトに向かうすべてのトラフィックの EID-to-RLOCマッピングを検索
します。ITRが EID宛てのパケットを受信すると、まずマッピングキャッシュの EIDを調べま
す。ITRが一致を見つけると、LISPヘッダー内でパケットをカプセル化し、RLOCの 1つを送信
元 IPアドレスとし、マッピングキャッシュエントリからの RLOCの 1つを IP接続先とします。
ITRはその後、パケットを通常どおりルーティングします。

ITRのマッピングキャッシュ内にエントリがなければ、ITRはMap-Requestメッセージを設定さ
れたMapResolverの 1つに送信し、次に元のパケットを廃棄します。ITRがMap-Requestメッセー
ジへの応答を受信すると、Map-Replyメッセージの内容と一緒に新しいマッピングキャッシュエ
ントリを作成します。別のパケット（現在は破棄されている元のパケットの再送信など）が到着

すると、新しいマッピングキャッシュエントリを使用してカプセル化および転送を行います。
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Map-Replyメッセージが、接続先がEIDではないことを表示することがあります。この場合、
ネガティブマッピングキャッシュエントリが作成され、パケットがそのキャッシュエントリ

に一致すると、パケットは破棄またはネイティブ転送されます。

（注）

ETRと同様に、ITRは通常、LISPサイトの顧客宅内機器（CPE）ルータ内に実装され、このルー
タは通常、xTR（ETRと ITRコンポーネント両方の機能を実行）として設定されています。

LISP Map Resolver
MSと同様、LISP MRは ALTに接続します。LISP MRの機能は、入力トンネルルータ（ITR）か
らのカプセル化されたMap-Requestメッセージを承認し、それらのメッセージをカプセル化を解
除し、次に、要求された EIDに対して権限を持つ出力トンネルルータ（ETR）を担当するMSに
そのメッセージを転送します。

MRがプライベートマッピングシステム展開のMSと同時に実装されると、MSはカプセル化さ
れたMap-Requestメッセージを権限のある ETRに転送します。LISP ALTがあると、MRは
Map-Requestメッセージを ALTを経て直接、要求された EIDに権限を持つ ETRを担当するMSに
転送します。MRはまた、LISP以外のアドレスに対するクエリーに応答して、NegativeMap-Reply
を ITRに送信します。

LISP Map Server
MSは、クライアント出力トンネルルータ（ETR）からの登録要求を承認し、正常に登録された
それらの ETRの EIDプレフィックスを集約し、Border Gateway Protocol（BGP）を用いて集約さ
れたプレフィックスを代替論理トポロジ（ALT）にアドバタイズすることで、分散 LISPマッピ
ングデータベースの一部を実行します。

小規模なプライベートマッピングシステム展開では、すべての ETRがそれぞれのMSに登録さ
れるように設定した状態で、MSはスタンドアローンとして設定できます（または複数のMSが
あってもよい）。複数の場合、すべてのMSはプライベートマッピングシステム展開内のマッピ
ングシステムの完全な情報を有します。

より大規模またはパブリックマッピングシステム展開では、MSは Generic Routing Encapsulation
（GRE）トンネルと BGPセッションを用いて他のマップサーバーシステムまたは ALTルータに
設定されます。これらの展開には、ETRが登録できるMSは 1つのみ（または冗長性が必要な場
合は少数）で、ALTデバイスを使用して、LISPマッピングシステム全体がすべてのMSとMRデ
バイスで確実に利用できるようにします。

MSが転送するのは LISPコントロールプレーントラフィックのみで、ユーザのデータを転送し
ないため、高パフォーマンスのスイッチング機能を必要とせず、Ciscoサービス統合型ルータ
（ISR）などの汎用ルータの実装に最適です。MSとMR両方の機能は、通常同じデバイスに実装
され、MR/MSデバイスと呼ばれます。
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LISP のプロキシ ETR
LISPの PETRは、非 LISPサイトに代わって ETR機能を実行します。PETRは通常、LISPのサイ
トが非 LISPサイトにトラフィックを送信する必要があるものの、LISPのサイトが、パケットの
送信元としてルーティング不可能な EIDを承認しないサービスプロバイダーのアクセスネット
ワークを介して接続されているときに使用されます。

デュアルスタックの場合、PETRは EIDを 1つのアドレスファミリに、RLOCを異なるアドレス
ファミリに含む LISPサイトで EIDと RLOCが通信するための手段として動作させることもでき
ます。デュアルスタックの PETRは、1つのアドレスファミリ内の LISP EIDのマルチアドレス
ファミリをサポートし、同じアドレスファミリの非 LISPの接続先と、異なるアドレスファミリ
内のコアネットワークを介して通信できるようにします。

例

IPv4のみの RLOC接続をもつ LISPサイトは、IPv4 LISPヘッダー内の IPv6 EIDを、IPv4インター
ネットを介してデュアルスタック PETRに送信でき、そこでパケットはカプセル化が解除され、
非 LISP IPv6インターネットサイトにネイティブに転送されます。

PETRの機能は通常、PITRとしても機能するデバイスで設定されます。PETRと PITRの両方とし
て機能するデバイスは PxTRと呼ばれます。また、PETRは LISPのデータプレーンのトラフィッ
クを伝送し、高パケットレートのデバイスである可能性があります。この高パケットレートの機

能を活用するため、通常、ハードウェアスイッチドプラットフォームや、ハイエンドの Cisco
サービス統合型ルータ（ISR）を含めて展開します。

LISP のプロキシ ITR
LISP PITRは、LISP機能のないサイトに代わって、ITRマッピングデータベース検索や、LISPカ
プセル化機能を実装します。PITRは通常、主要なインターネットエクスチェンジポイント（IXP）
の近く、または ISPのネットワーク内に展開し、そうしたネットワークからの非 LISPの顧客が
LISPサイトに接続できるようにします。ITR機能の実行に加えて、PITRはルーティング不可能な
EIDプレフィックス空間の一部またはすべてを、LISP機能のないインターネットの一部にアドバ
タイズし、それによって非 LISPサイトが PITRへのトラフィックをルーティングして、カプセル
化と LISPサイトへの転送を行います。

ルーティング不可能な EIDプレフィックス空間の PITRアドバタイジングは、PITRによって
アドバタイズされた各プレフィックスで示される多くのEIDプレフィックスを高度に集約する
ことを目的とします。

（注）

PETRと同様、デュアルスタックの場合、PITRは複数のアドレスファミリをサポートします。し
かし PITRは、1つのアドレスファミリから同じアドレスファミリの LISPサイトへ、異なるアド
レスファミリ内のコアネットワークを介した非 LISPのトラフィックをサポートします。

例
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IPv4のみの RLOC接続の LISPサイトは、デュアルスタック PITRの利点を活かして、非 LISPの
IPv6インターネットのユーザが IPv4インターネット経由で IPv6の EIDに到達できるようにしま
す。

PITRの機能は通常、PETRとしても機能するデバイスで設定されます。PETRと PITRの両方とし
て機能するデバイスは PxTRと呼ばれます。また、PITRは LISPのデータプレーンのトラフィッ
クを伝送し、高パケットレートのデバイスである可能性があります。この高パケットレートの機

能を活用するため、通常、ハードウェアスイッチドプラットフォームや、ハイエンドの Cisco®
サービス統合型ルータ（ISR）を含めて展開します。

LISP の概要の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1：LISP の概要の機能情報

機能情報リリース機能名

LISPの概要の機能により、
LISPとそのコンポーネントの
概要を説明します。次の LISP
コンポーネントがサポートされ

ます。

•出力トンネルルータ
（ETR）

•入力トンネルルータ
（ITR）

• LISP代替論理トポロジ
（ALT）デバイス

• Map Resolver（MR）

• Map Server（MS）

•プロキシ ETR（PETR）

•プロキシ ITR（PITR）

15.1(4)M

Cisco IOS XE Release 3.3.0S
LISPの概要
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機能情報リリース機能名

LISPは、LISPサイトの登録
メッセージ整合性検査用に

SHA2ベースの HMACアルゴ
リズムを使用するように設定で

きます。このリリースの前は、

SHA1ベースの HMACアルゴ
リズムのみがサポートされてい

ました。

次のコマンドが変更されまし

た。

• ipv4 etr map-server

• ipv6 etr map-server

15.3(2)T

Cisco IOS XE Release 3.9S
サイト登録での LISP SHA-2の
サポート
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第 3 章

LISP（Locator/ID Separation Protocol）の設定

このガイドでは、出力トンネルルータ（ETR）、入力トンネルルータ（ITR）、プロキシ ETR
（PETR）、プロキシ ITR（PITR）、Map Resolver（MR）、Map Server（MS）、LISP-ALTデバ
イスを含む、LISP関連のすべてのデバイス上で基本的な Locator/ID Separation Protocol（LISP）
機能を設定する方法について説明します。

LISPは、単一 IPアドレスの代わりに 2つの名前空間を使用するネットワークアーキテクチャお
よびプロトコルです。それらの名前空間はエンドポイント ID（EID）と呼ばれ、グローバルルー
ティングシステムを構成するデバイス（主にルータ）に割り当てられているルーティングロケー

タ（RLOC）およびエンドホストに割り当てられます。EIDと RLOCの機能を分割することに
よって、ルーティングシステムのスケーラビリティ、マルチホーミングの効率、および入力ト

ラフィックエンジニアリングの向上をもたらします。

• LISPを設定するための前提条件, 11 ページ

• LISPの設定方法, 12 ページ

• その他の参考資料, 105 ページ

• LISPの機能情報, 106 ページ

LISP を設定するための前提条件
• LISP xTRが、ファーストホップルータ（FH）またはランデブーポイント（RP）でもある
場合、xTRはローカルの LISPデータベースマッピングによりカバーされている接続したイ
ンターフェイスを少なくとも 1つ必要とします。ITRはトラフィックを LISPに転送する前
に、送信元チェックを行い、そのトラフィックストリームの送信元アドレスがローカルEID
（データベースマッピング）であることを確認します。PIM登録および登録ストップのメッ
セージは、ルータ自体から送信されるため、LISPに転送されるにはそのメッセージがデータ
ベースマッピングによりカバーされるインターフェイスから送られる必要があります。ルー

プバックまたはその他の接続インターフェイスでこの目的を満たすことができます。正しい

アドレスが選択されていることを確認するための追加設定は必要ありません。

この前提条件は、送信元チェックを行わないプロキシ xTRでは必要ありません。
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LISP の設定方法

2 つの IPv4 RLOC と IPv4 EID のあるデュアルホーム接続 LISP サイトを設
定する

2つの IPv4 RLOCと IPv4 EIDのあるデュアルホーム接続 LISPサイトを設定するには、次の手順
を実行します。この手順では、LISPサイトはアップストリームのプロバイダーと 2つの接続を持
ち、ITRと ETRの両方として設定された（xTRと呼ばれる）単一のエッジルータを使用します。
RLOCと EIDのプレフィックスはいずれも IPv4です。LISPサイトは、ネットワークコアのMap
Resolver/Map Server（MR/MS）デバイスに登録します。この LISP設定で使用するトポロジを、次
の図に示します。

図 2：2 つの IPv4 RLOC と 1 つの IPv4 EID のあるデュアルホーム接続 LISP サイト

図のトポロジに示したコンポーネントは次のとおりです。

• LISPサイト：

• CPEは LISP ITRおよび ETR（xTR）として機能します。

• LISPの xTRは、IPv4 EIDプレフィクス 172.16.1.0/24に権限を持ちます。

• LISPの xTRはコアへの RLOC接続が 2つあります。SP1への RLOC接続は 10.1.1.2/30
です。SP2への RLOC接続は 10.2.1.2/30です。

•このシンプルなデュアルホーム構成については、LISPのサイトポリシーでサービスプ
ロバイダー（SP）リンク間での入力トラフィックエンジニアリングの均等なロードシェ
アリングを規定しています。
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•マッピングシステム

• LISP xTRの設定に 2つのMap Resolver/Map Server（MR/MS）システムが使用可能であ
ると想定されています。MR/MSには IPv4 RLOC 10.10.10.10と 10.10.30.10があります。

•マッピングサービスは、プライベートなマッピングシステムを介したこのLISPソリュー
ションの一部として、またはパブリックな LISPマッピングシステムとして提供される
ものと想定されます。この LISPサイトの xTRの設定に関しては、特に違いはありませ
ん。

Map ServerおよびMap Resolverの設定は、ここには示されていません。Map
ServerおよびMap Resolverの設定についての詳細は、「スタンドアロンMap
Resolver/Map Serverを使用してプライベートな LISPマッピングシステムを設
定する」セクションを参照してください。

（注）

この手順は、マッピングサービスに LISPMap ServerとMapResolverを使用した場合の、LISP ITR
と ETR（xTR）機能を有効にして設定する方法を示します。

手順の概要

1. configureterminal
2. routerlisp
3. 次のいずれかを実行します。

• database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight

• database-mappingEID-prefix/prefix-lengthipv4-interfacelocatorprioritypriorityweightweight

4. 2番目の RLOCを設定するには、ステップ 3のどちらかを繰り返します。
5. ipv4itr
6. ipv4etr
7. ipv4itrmap-resolvermap-resolver-address
8. ipv4etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key
9. exit
10. iprouteipv4-prefixnext-hop
11. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュ

レーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ス

テッ

プ 1   

LISPコンフィギュレー
ションモードを開始しま

routerlisp

例：

Router(config)# router lisp

ス

テッ

プ 2   す（ソフトウェアの

み）。

この LISPサイトの
EID-to-RLOCのマッピン

次のいずれかを実行します。ス

テッ

プ 3   
• database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight

グ関係と、それに関連す

るトラフィックポリシー

を設定します。

• database-mappingEID-prefix/prefix-lengthipv4-interfacelocatorprioritypriorityweightweight

例：

Router(config-router-lisp)# database-mapping 172.16.1.0/24 10.1.1.2 priority 1
weight 50

•この手順の例では、
単一の EIDプレ
フィックス

172.16.1.0/24が、単

例：

Router(config-router-lisp)# database-mapping 172.16.1.0/24 ipv4-interface
GigabitEthernet0/0/0 priority 1 weight 50

一の IPv4 RLOC
10.1.1.2に関連付け
られていますが、

weight引数 50は、
2番目の
database-mapping
コマンドが次のス

テップで設定される

ことを表していま

す。

• 2番目の例では、ダ
イナミックイン

ターフェイス形式の
database-mapping
コマンドを使用した

設定を示していま

す。この形式は、

RLOCアドレスを
DHCPなどによって
動的に取得する際に

便利です。
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目的コマンドまたはアクション

—2番目の RLOCを設定するには、ステップ 3のどちらかを繰り返します。ス

テッ

プ 4   

IPv4アドレスファミリ
の LISP ITR機能を有効
化します。

ipv4itr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr

ス

テッ

プ 5   

IPv4アドレスファミリ
の LISP ETR機能を有効
化します。

ipv4etr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr

ス

テッ

プ 6   

このルータが IPv4
EID-to-RLOCマッピング

ipv4itrmap-resolvermap-resolver-address

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 10.10.10.10

ス

テッ

プ 7   解決のためのMap
Requestメッセージを送
る LISP Map Resolverの
ロケータアドレスを設定

します。

• Map Resolverのロ
ケータアドレスに

は IPv4または IPv6
のアドレスを指定で

きます。この例で

は、各 xTRには
IPv4RLOC接続しか
ないため、Map
Resolverは IPv4の
ロケータアドレス

を介して到達可能で

す。（詳細について

は、『LISP
Command
Reference』を参照し
てください。）
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目的コマンドまたはアクション

複数のMap
Resolverが利用
可能な場合、

最大 2つの
MapResolverを
設定できま

す。（詳細に

ついては、

『LISP
Command
Reference』を
参照してくだ

さい。）

（注）

IPv4 LISP ETRとして機
能するこのルータがLISP

ipv4etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr map-server 10.10.10.10 key 0 some-key

ス

テッ

プ 8   のマッピングシステムに

登録する際に使用する認

証キー、LISPMap Server
のロケータアドレスを設

定します。

• MapServerは、この
ETR上に設定され
たものに一致する

EIDプレフィック
ス、および同一の認

証キーを使用して設

定する必要がありま

す。
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目的コマンドまたはアクション

MapServerのロ
ケータアドレ

スには IPv4ま
たは IPv6のア
ドレスを指定

できます。こ

の例では、各

xTRには IPv4
RLOC接続しか
ないため、Map
Serverは IPv4
のロケータア

ドレスを介し

て到達可能で

す。（詳細に

ついては、

『LISP
Command
Reference』を
参照してくだ

さい。）

（注）

複数のMap
Serverが使用可
能な場合、最

大 2つのMap
Serverを設定す
ることができ

ます。（詳細

については、

『LISP
Command
Reference』を
参照してくだ

さい。）

（注）

LISPコンフィギュレー
ションモードを終了し、

exit

例：

Router(config-router-lisp)# exit

ス

テッ

プ 9   グローバルコンフィギュ

レーションモードに戻り

ます。
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目的コマンドまたはアクション

すべての IPv4接続先の
アップストリームのネク

iprouteipv4-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.1.1.1

ス

テッ

プ 10   ストホップに向かうデ

フォルトルートを設定し

ます。

• IPv4EIDを送信元と
し、LISPおよび非
LISPの両方のサイ
トを宛先とするパ

ケットはすべて、2
つの方法のいずれか

で転送されます。

•トラフィック
が
LISP-to-LISP
である場合、

LISPでカプセ
ル化され LISP
サイトに送信

•トラフィック
が
LISP-to-non-LISP
である場合は

ネイティブ転

送されます。

•パケットは LISP
EIDが送信元である
場合、および接続先

が次のエントリの1
つに一致する場合

に、LISPでカプセ
ル化する対象とみな

されます。

•現在のマップ
キャッシュの

エントリ

•正当なネクス
トホップを持
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目的コマンドまたはアクション

つデフォルト

ルート

•ルートなし

この設定例では、xTRに
IPv4のRLOC接続がある
ため、アップストリーム

のサービスプロバイダー

へのデフォルトルートが

すべての IPv4パケット
に使用され、LISP処理を
サポートします。

グローバルコンフィギュ

レーションモードを終了

します。

exit

例：

Router(config)# exit

ス

テッ

プ 11   

例：

図 3：2 つの IPv4 RLOC と 1 つの IPv4 EID のあるデュアルホーム接続 LISP サイト

この例では、上の図およびこの手順で示す LISPのトポロジの詳細な設定を示します。

hostname xTR
!
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no ip domain lookup
ip cef
!
interface Loopback0
ip address 172.17.1.1 255.255.255.255
!
interface LISP0
!
interface GigabitEthernet0/0/0
description Link to SP1 (RLOC)
ip address 10.1.1.2 255.255.255.252
!
interface GigabitEthernet0/0/1
description Link to SP2 (RLOC)
ip address 10.2.1.2 255.255.255.252
!
interface GigabitEthernet1/0/0
description Link to Site (EID)
ip address 172.16.1.1 255.255.255.0
!
router lisp
database-mapping 172.16.1.0/24 10.1.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 172.16.1.0/24 10.2.1.2 priority 1 weight 50
ipv4 itr
ipv4 etr
ipv4 itr map-resolver 10.10.10.10
ipv4 itr map-resolver 10.10.30.10
ipv4 etr map-server 10.10.10.10 key 0 some-key
ipv4 etr map-server 10.10.30.10 key 0 some-key
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.1.1.1
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.2.1.1

2 つの xTR、2 つの IPv4 RLOC、および 1 つの IPv4 EID のあるマルチホー
ム接続 LISP サイトを設定する

2つの xTR、2つの IPv4 RLOC、1つの IPv4 EIDのある LISPマルチホーム接続 LISPサイトを設
定するには、次の手順を実行します。この手順では、LISPサイトは 2つのエッジルータを使用し
ます。エッジルータは xTR（それぞれが ITRとETR両方の機能を持つ）として設定され、また、
アップストリームのプロバイダーへの単一の IPv4接続が含まれます。（この例では 2つの異なる
プロバイダーを使用していますが、同一のアップストリームプロバイダーを両方の接続に使用す

ることもできます）。RLOCとEIDのプレフィックスはいずれも IPv4です。LISPサイトは、ネッ
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トワークコアのMap Resolver/Map Server（MR/MS）デバイスに登録します。この一般的なマルチ
ホーム LISP設定で使用するトポロジを、次の図に示します。

図 4：2 つの xTR、2 つの IPv4 RLOC、および 1 つの IPv4 EID のある一般的なマルチホーム接続 LISP サイト

図のトポロジに示したコンポーネントは次のとおりです。

• LISPサイト：

• xTR-1と xTR-2の 2つの CPEルータが LISPサイトを構成しています。

• CPEルータはいずれも、LISP xTR（つまり、ITRと ETR）として機能します。

• LISPサイトは 172.16.1.0/24の IPv4 EIDプレフィックスに対して権限があります。

•各LISPxTRにはコアへの単一の IPv4RLOC接続があります。xTR-1からSP1へのRLOC
接続は 10.1.1.2/30、xTR-2から SP2への RLOC接続は 10.2.1.2/30です。

•このマルチホーム LISPサイトのケースでは、LISPサイトのポリシーにより、入力トラ
フィックエンジニアリングのサービスプロバイダー（SP）リンク間の負荷共有が均等
に指定されています。

•マッピングシステム

• LISP xTRの設定に 2つのMap Resolver/Map Server（MR/MS）システムが使用可能であ
ると想定されています。MR/MSには IPv4 RLOC 10.10.10.10と 10.10.30.10があります。

•マッピングサービスは、プライベートなマッピングシステムを介したこのLISPソリュー
ションの一部として、またはパブリックな LISPマッピングシステムとして提供される
ものと想定されます。これらの LISPサイトの xTRの設定に関しては、違いはありませ
ん。
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Map ServerおよびMap Resolverの設定は、ここには示されていません。Map
ServerおよびMap Resolverの設定についての詳細は、「スタンドアロンMap
Resolver/Map Serverを使用してプライベートな LISPマッピングシステムを設
定する」セクションを参照してください。

（注）

LISPMapServerおよびMapResolverをマッピングサービスに使用する際、LISP ITRとETR（xTR）
機能を設定して有効化するには、（LISPサイトの各xTRに接続した時点で）この手順のステップ
を実行します。この手順の最後にある設定例では、2つの xTR（xTR1および xTR2）の詳細な設
定を示します。

手順の概要

1. configureterminal
2. routerlisp
3. database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight
4. 同じ xTRの 2番目の RLOCを設定するには、ステップ 3を繰り返します。
5. ipv4itr
6. ipv4etr
7. ipv4itrmap-resolvermap-resolver-address
8. Map Resolverに 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 7を繰り返します。
9. ipv4etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key
10. Map Serverに 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 9を繰り返します。
11. exit
12. iprouteipv4-prefixnext-hop
13. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 1   

LISPコンフィギュレーションモード
を開始します（ソフトウェアのみ）。

routerlisp

例：

Router(config)# router lisp

ステッ

プ 2   
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目的コマンドまたはアクション

この LISPサイトの EID-to-RLOCの
マッピング関係と、それに関連する

database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight

例：

Router(config-router-lisp)# database-mapping 172.16.1.0/24 10.1.1.2
priority 1 weight 50

ステッ

プ 3   
トラフィックポリシーを設定しま

す。

•この手順の例では、単一の EID
プレフィックス 172.16.1.0/24
が、2つの異なる xTRを含む
LISPサイトに関連付けられてい
ます。各 xTRにはコアへの単一
の IPv4 RLOC接続があります。
この例では、xTR-1には SP1へ
の IPv4 RLOC接続 10.1.1.2があ
りますが、weight引数 50は 2番
目の database-mappingコマンド
が次のステップで設定されるこ

とを表しています。

この LISPサイトがこれら 2
つの IPv4 RLOCを介して到
達可能であることをマッピ

ングシステムに示すには、

各 xTRに 2つの
database-mappingコマンド
が必要です。この例では、

1つの RLOCが 1つの xTR
に対しローカル（接続中）

であり、その他は他の xTR
に対しローカル（接続中）

です。

（注）

この LISPサイトの xTRの
EID-to-RLOCマッピング関係および

同じ xTRの 2番目の RLOCを設定するには、ステップ 3を繰り返しま
す。

ステッ

プ 4   
関連するトラフィックポリシーを設

定します。例：

Router(config-router-lisp)# database-mapping 172.16.1.0/24 10.2.1.2
priority 1 weight 50

•この手順の例では、xTR-1の 2
番目の RLOC接続には、SP2へ
の IPv4RLOC接続（10.2.1.2）が
あります。
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目的コマンドまたはアクション

LISPサイトに複数のxTRが
ある場合、EID-to-RLOC
マッピングに関する一貫し

た情報をマッピングシステ

ムに提供するため、すべて

の xTRが同一の
database-mappingコマンド
で設定される必要がありま

す。

（注）

IPv4アドレスファミリのLISP ITR機
能を有効化します。

ipv4itr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr

ステッ

プ 5   

IPv4アドレスファミリの LISP ETR
機能を有効化します。

ipv4etr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr

ステッ

プ 6   

このルータが IPv4の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMapRequest

ipv4itrmap-resolvermap-resolver-address

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 10.10.10.10

ステッ

プ 7   
メッセージを送信する LISP Map
Resolverのロケータアドレスを設定
します。

• Map Resolverのロケータアドレ
スには IPv4または IPv6のアド
レスを指定できます。この例で

は、各 xTRには IPv4RLOC接続
しかないため、Map Resolverは
IPv4のロケータアドレスを介し
て到達可能です。（詳細につい

ては、『LISP Command
Reference』を参照してくださ
い。）

複数のMap Resolverが利用
可能な場合、最大 2つの
Map Resolverを設定できま
す。（詳細については、

『LISPCommandReference』
を参照してください。）

（注）
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目的コマンドまたはアクション

このルータが IPv4の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMapRequest

Map Resolverに 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 7
を繰り返します。

ステッ

プ 8   
メッセージを送信する、LISP Map

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 10.10.30.10

Resolverの 2番目のロケータアドレ
スを設定します。

IPv4のLISPETRとして動作するこの
ルータがLISPのマッピングシステム

ipv4etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr map-server 10.10.10.10 key 0
some-key

ステッ

プ 9   
に登録する際に使用する認証キー、

LISP Map Serverのロケータアドレス
を設定します。

•この例では、各 xTRは両方の
Map Serverに登録する必要があ
ります。

• Map Serverは、この ETR上に設
定されたものに一致する EIDプ
レフィックス、および同一の認

証キーを使用して設定する必要

があります。

Map Serverのロケータアド
レスには IPv4または IPv6
のアドレスを指定できま

す。この例では、各 xTRに
は IPv4 RLOC接続しかない
ため、Map Serverは IPv4の
ロケータアドレスを介して

到達可能です。（詳細につ

いては、『LISP Command
Reference』を参照してくだ
さい。）

（注）

複数のMap Serverが使用可
能な場合、最大 2つのMap
Serverを設定することがで
きます。（詳細について

は、『LISP Command
Reference』を参照してくだ
さい。）

（注）

このルータがLISPのマッピングシス
テムに登録する際に使用する認証

Map Serverに 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 9を
繰り返します。

ステッ

プ 10   
キー、および LISP Map Serverの 2番
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr map-server 10.10.30.10 key 0
some-key

目のロケータアドレスを設定しま

す。

LISPコンフィギュレーションモード
を終了し、グローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp)# exit

ステッ

プ 11   

すべての IPv4接続先のアップスト
リームのネクストホップに向かうデ

フォルトルートを設定します。

iprouteipv4-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.1.1.1

ステッ

プ 12   

• IPv4 EIDを送信元とし、LISPお
よび非LISPの両方のサイトを宛
先とするパケットはすべて、2
つの方法のいずれかで転送され

ます。

•トラフィックが
LISP-to-LISPである場合、
LISPでカプセル化され
LISPサイトに送信

•トラフィックが
LISP-to-non-LISPである場
合はネイティブ転送

•パケットはLISPEIDが送信元で
ある場合、および接続先が次の

エントリの 1つに一致する場合
に、LISPでカプセル化する対象
とみなされます。

•現在のマップキャッシュの
エントリ

•正当なネクストホップを持
つデフォルトルート

•ルートなし

この設定例では、xTRに IPv4の
RLOC接続があるため、アップスト
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目的コマンドまたはアクション

リームのサービスプロバイダーへの

デフォルトルートがすべての IPv4パ
ケットに使用され、LISP処理をサ
ポートします。

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了します。

exit

例：

Router(config)# exit

ステッ

プ 13   

例：

図 5：2 つの xTR、2 つの IPv4 RLOC、および 1 つの IPv4 EID のある一般的なマルチホーム接続 LISP サイト

次の例は、上の図とこの手順に示した LISPトポロジの詳細な設定を示します。

xTR-1の設定例：

!
hostname xTR-1
!
no ip domain lookup
ip cef
!
interface Loopback0
ip address 172.17.1.1 255.255.255.255
!
interface LISP0
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!
interface GigabitEthernet0/0/0
description Link to SP1 (RLOC)
ip address 10.1.1.2 255.255.255.252
!
interface GigabitEthernet1/0/0
description Link to Site (EID)
ip address 172.16.1.2 255.255.255.0
!
router lisp
database-mapping 172.16.1.0/24 10.1.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 172.16.1.0/24 10.2.1.2 priority 1 weight 50
ipv4 itr
ipv4 etr
ipv4 itr map-resolver 10.10.10.10
ipv4 itr map-resolver 10.10.30.10
ipv4 etr map-server 10.10.10.10 key 0 some-key
ipv4 etr map-server 10.10.30.10 key 0 some-key
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.1.1.1

xTR-2の設定例：

!
hostname xTR-2
!
no ip domain lookup
ip cef
!
interface Loopback0
ip address 172.17.1.2 255.255.255.255
!
interface LISP0
!
interface GigabitEthernet0/0/0
description Link to SP2 (RLOC)
ip address 10.2.1.2 255.255.255.252
!
interface GigabitEthernet1/0/0
description Link to Site (EID)
ip address 172.16.1.3 255.255.255.0
!
router lisp
database-mapping 172.16.1.0/24 10.1.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 172.16.1.0/24 10.2.1.2 priority 1 weight 50
ipv4 itr
ipv4 etr
ipv4 itr map-resolver 10.10.10.10
ipv4 itr map-resolver 10.10.30.10
ipv4 etr map-server 10.10.10.10 key 0 some-key
ipv4 etr map-server 10.10.30.10 key 0 some-key
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.2.1.1

2 つの xTR、2 つの IPv4 RLOC、および IPv4 と IPv6 両方の EID を持つマ
ルチホーム接続 LISP サイトを設定する

2つの xTR、2つの IPv4 RLOC、および IPv4と IPv6両方の EIDを持つマルチホーム接続 LISPサ
イトを設定するには、次の手順を実行します。この手順では、LISPサイトは 2つのエッジルータ
を使用します。エッジルータは xTR（それぞれが ITRと ETR両方の機能を持つ）として設定さ
れ、また、アップストリームのプロバイダーへの単一の IPv4接続が含まれます。（この例では 2
つの異なるプロバイダーを使用していますが、同一のアップストリームプロバイダーを両方の接
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続に使用することもできます）。RLOCは両方とも、EIDのうちの 1つは IPv4です。ただしこの
例では、LISPサイトには IPv6 EIDも含まれます。

この LISPサイトは、非 LISP IPv6アドレスへのアクセスにプロキシ入力/出力トンネルルータ
（PxTR）LISPインフラストラクチャを使用する必要があります。つまり、LISPサイトは IPv6の
LISPおよび非 LISPアドレスに到達するため IPv4 RLOCのみ使用します。さらに、この LISPサ
イトは、ネットワークコアで 2つのMap Resolver/Map Server（MR/MS）デバイスに登録します。
このマルチホーム LISP設定で使用するトポロジを、次の図に示します。

図 6：2 つの xTR、2 つの IPv4 RLOC、および IPv4 と IPv6 両方の EID を持つマルチホーム接続 LISP サイト

図のトポロジに示したコンポーネントは次のとおりです。

• LISPサイト：

• xTR-1と xTR-2の 2つの CPEルータが LISPサイトを構成しています。

• CPEルータはいずれも、LISP xTR（つまり、ITRと ETR）として機能します。

• LISPサイトは IPv4 EIDプレフィックス 172.16.1.0/24および IPv6 EIDプレフィックス
2001:db8:a::/48の両方に対して権限を持ちます。

•各 LISP xTRにはコアへの単一の RLOC接続があります。xTR-1から SP1への RLOC接
続は 10.1.1.2/30、xTR-2から SP2への RLOC接続は 10.2.1.2/30です。

•このマルチホーム LISPサイトのケースでは、LISPサイトのポリシーにより、入力トラ
フィックエンジニアリングのサービスプロバイダー（SP）リンク間の負荷共有が均等
に指定されています。

•マッピングシステム
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LISP xTRの設定に 2つのMap Resolver/Map Server（MR/MS）システムが使用可能であ
ると想定されています。MR/MSには IPv4 RLOC 10.10.10.10と 10.10.30.10があります。

•

•マッピングサービスは、プライベートなマッピングシステムを介したこのLISPソリュー
ションの一部として、またはパブリックな LISPマッピングシステムとして提供される
ものと想定されます。これらの LISPサイトの xTRの設定に関しては、違いはありませ
ん。

Map ServerおよびMap Resolverの設定は、ここには示されていません。Map
ServerおよびMap Resolverの設定についての詳細は、「スタンドアロンMap
Resolver/Map Serverを使用してプライベートな LISPマッピングシステムを設
定する」セクションを参照してください。

（注）

•また、PxTRのサービスは、プライベートまたはパブリックなマッピングシステムを介
したこの LISPソリューションの一部として提供されるものと想定されています。これ
らの LISPサイトの xTRの設定に関しては、違いはありません。

• PxTRには IPv4 RLOC 10.10.10.11および 10.10.30.11があり、（PETRとして）LISP IPv6
EIDが非 LISP IPv6サイトに到達するために使用されます。リターントラフィックは
PITR機能に引き付けられます（PITRが IPv6 LISP EIDの粗集約を IPv6のコアにアドバ
タイズすると想定）。

LISPMapServerおよびMapResolverをマッピングサービスに使用する際、LISP ITRとETR（xTR）
機能を設定して有効化するには、（LISPサイトの各xTRに接続した時点で）この手順のステップ
を実行します。この手順の最後にある設定例では、2つの xTR（xTR1および xTR2）の詳細な設
定を示します。
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手順の概要

1. configureterminal
2. routerlisp
3. database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight
4. 同じ xTRと IPv4 EIDプレフィックスの 2番目の RLOC（10.2.1.2）を設定するには、ステップ

3を繰り返します。
5. 同じ xTRに同じRLOC接続を設定するには、ステップ 3とステップ 4を繰り返してください。
ただし、これらの 2つのステップを繰り返す際は、IPv4 EIDプレフィックスではなく、IPv6
EIDプレフィックス 2001:db8:a::/48を関連付けます。

6. ipv4itr
7. ipv4etr
8. ipv4itrmap-resolvermap-resolver-address
9. Map Resolverの 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 8を繰り返します。
10. ipv4etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key
11. Map Serverに 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 10を繰り返します。
12. ipv6itr
13. ipv6etr
14. ipv6itrmap-resolvermap-resolver-address
15. Map Resolverに 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 14を繰り返します。
16. ipv6etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key
17. Map Serverに 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 16を繰り返します。
18. ipv6use-petrpetr-address
19. PETRに 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 18を繰り返します。
20. exit
21. iprouteipv4-prefixnext-hop
22. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 1   

LISPコンフィギュレーションモード
を開始します（ソフトウェアのみ）。

routerlisp

例：

Router(config)# router lisp

ステッ

プ 2   

IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
31

LISP（Locator/ID Separation Protocol）の設定
2 つの xTR、2 つの IPv4 RLOC、および IPv4 と IPv6 両方の EID を持つマルチホーム接続 LISP サイトを設定

する



目的コマンドまたはアクション

この LISPサイトの EID-to-RLOCの
マッピング関係と、それに関連する

database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight

例：

Router(config-router-lisp)# database-mapping 172.16.1.0/24 10.1.1.2
priority 1 weight 50

ステッ

プ 3   
トラフィックポリシーを設定しま

す。

•この例のステップ 3、4、5で
は、IPv4 EIDプレフィックス
172.16.1.0/24および IPv6プレ
フィックス 2001:db8:a::/48は、
それぞれがコアへの単一の IPv4
RLOC接続を持つ 2つの独立し
た xTRを含む LISPサイトに関
連付けられています。この最初

のステップの例では、xTR-1は
SP1への IPv4 RLOC接続 10.1.1.2
で設定されていますが、weight
引数 50は 2番目の
database-mappingコマンドが次
のステップで設定されることを

表しています。

関連付けられた IPv4と IPv6
両方の EIDプレフィックス
が、これら 2つの IPv4
RLOCを介して、この LISP
サイトに到達可能であるこ

とをマッピングシステムに

示すには、各 xTRに 4つの
database-mappingコマンド
が必要です。この例では、

1つの RLOCが 1つの xTR
に対しローカル（接続中）

であり、その他は他の xTR
に対しローカル（接続中）

です。

（注）

この LISPサイトの xTRの
EID-to-RLOCマッピング関係および

同じ xTRと IPv4 EIDプレフィックスの 2番目の RLOC（10.2.1.2）を設
定するには、ステップ 3を繰り返します。

ステッ

プ 4   
関連するトラフィックポリシーを設

定します。例：

Router(config-router-lisp)# database-mapping 172.16.1.0/24 10.2.1.2
priority 1 weight 50

•この手順の例では、xTR-1の 2
番目の RLOC接続には、SP2へ
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目的コマンドまたはアクション

の IPv4RLOC接続（10.2.1.2）が
あります。

LISPサイトに複数の xTRが
ある場合、EID-to-RLOC
マッピングに関する一貫し

た情報をマッピングシステ

ムに提供するため、すべて

の xTRが同一の
database-mappingコマンド
で設定される必要がありま

す。

（注）

—同じ xTRに同じRLOC接続を設定するには、ステップ 3とステップ 4を
繰り返してください。ただし、これらの2つのステップを繰り返す際は、

ステッ

プ 5   
IPv4 EIDプレフィックスではなく、IPv6 EIDプレフィックス
2001:db8:a::/48を関連付けます。

IPv4アドレスファミリのLISP ITR機
能を有効化します。

ipv4itr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr

ステッ

プ 6   

IPv4アドレスファミリの LISP ETR
機能を有効化します。

ipv4etr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr

ステッ

プ 7   

このルータが IPv4の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMapRequest

ipv4itrmap-resolvermap-resolver-address

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 10.10.10.10

ステッ

プ 8   
メッセージを送信する LISP Map
Resolverのロケータアドレスを設定
します。

• Map Resolverのロケータアドレ
スには IPv4または IPv6のアド
レスを指定できます。この例で

は、各 xTRには IPv4RLOC接続
しかないため、Map Resolverは
IPv4のロケータアドレスを介し
て到達可能です。（詳細につい

ては、『LISP Command
Reference』を参照してくださ
い。）

IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
33

LISP（Locator/ID Separation Protocol）の設定
2 つの xTR、2 つの IPv4 RLOC、および IPv4 と IPv6 両方の EID を持つマルチホーム接続 LISP サイトを設定

する



目的コマンドまたはアクション

複数のMap Resolverが利用
可能な場合、最大 2つの
Map Resolverを設定できま
す。（詳細については、

『LISPCommandReference』
を参照してください。）

（注）

このルータが IPv4の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMapRequest

Map Resolverの 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 8
を繰り返します。

ステッ

プ 9   
メッセージを送信する、LISP Map

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 10.10.30.10

Resolverの 2番目のロケータアドレ
スを設定します。

IPv4のLISPETRとして動作するこの
ルータがLISPのマッピングシステム

ipv4etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr map-server 10.10.10.10 key 0
some-key

ステッ

プ 10   
に登録する際に使用する認証キー、

LISP Map Serverのロケータアドレス
を設定します。

•この例では、各 xTRは両方の
Map Serverに登録する必要があ
ります。

• Map Serverは、この ETR上に設
定されたものに一致する EIDプ
レフィックス、および同一の認

証キーを使用して設定する必要

があります。

Map Serverのロケータアド
レスには IPv4または IPv6
のアドレスを指定できま

す。この例では、各 xTRに
は IPv4 RLOC接続しかない
ため、Map Serverは IPv4の
ロケータアドレスを介して

到達可能です。（詳細につ

いては、『LISP Command
Reference』を参照してくだ
さい。）

（注）
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目的コマンドまたはアクション

複数のMap Serverが使用可
能な場合、最大 2つのMap
Serverを設定することがで
きます。（詳細について

は、『LISP Command
Reference』を参照してくだ
さい。）

（注）

このルータがLISPのマッピングシス
テムに登録する際に使用する認証

Map Serverに 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 10
を繰り返します。

ステッ

プ 11   
キー、および LISP Map Serverの 2番

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr map-server 10.10.30.10 key 0
some-key

目のロケータアドレスを設定しま

す。

IPv6アドレスファミリのLISP ITR機
能を有効化します。

ipv6itr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 itr

ステッ

プ 12   

IPv6アドレスファミリの LISP ETR
機能を有効化します。

ipv6etr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 etr

ステッ

プ 13   

このルータが IPv6の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMapRequest

ipv6itrmap-resolvermap-resolver-address

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 itr map-resolver 10.10.10.10

ステッ

プ 14   
メッセージを送信する LISP Map
Resolverのロケータアドレスを設定
します。

• Map Resolverのロケータアドレ
スには IPv4または IPv6のアド
レスを指定できます。この例で

は、各 xTRには IPv4RLOC接続
しかないため、Map Resolverは
IPv4のロケータアドレスを介し
て到達可能です。（詳細につい

ては、『LISP Command
Reference』を参照してくださ
い。）
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目的コマンドまたはアクション

複数のMap Resolverが利用
可能な場合、最大 2つの
Map Resolverを設定できま
す。（詳細については、

『LISPCommandReference』
を参照してください。）

（注）

このルータが IPv4の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMapRequest

Map Resolverに 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 14
を繰り返します。

ステッ

プ 15   
メッセージを送信する、LISP Map

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 itr map-resolver 10.10.30.10

Resolverの 2番目のロケータアドレ
スを設定します。

IPv6のLISPETRとして機能するこの
ルータがLISPマッピングシステムに

ipv6etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 etr map-server 10.10.10.10 key 0
some-key

ステッ

プ 16   
登録する際に使用する認証キー、お

よびLISPMap Serverのロケータアド
レスを設定します。

•この例では、各 xTRは両方の
Map Serverに登録する必要があ
ります。

• Map Serverは、この ETR上に設
定されたものに一致する EIDプ
レフィックス、および同一の認

証キーを使用して設定する必要

があります。

Map Serverのロケータアド
レスには IPv4または IPv6
のアドレスを指定できま

す。この例では、各 xTRに
は IPv4 RLOC接続しかない
ため、Map Serverは IPv4の
ロケータアドレスを介して

到達可能です。（詳細につ

いては、『LISP Command
Reference』を参照してくだ
さい。）

（注）
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目的コマンドまたはアクション

複数のMap Serverが使用可
能な場合、最大 2つのMap
Serverを設定することがで
きます。（詳細について

は、『LISP Command
Reference』を参照してくだ
さい。）

（注）

IPv6のLISPETRとして動作するこの
ルータがLISPのマッピングシステム

Map Serverに 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 16
を繰り返します。

ステッ

プ 17   
に登録する際に使用する認証キー、

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 itr map-server 10.10.30.10 key 0
some-key

および LISP Map Serverの 2番目のロ
ケータアドレスを設定します。

非 LISPの IPv6アドレスに到達する
ため、各xTRがLISPでカプセル化さ

ipv6use-petrpetr-address

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 use-petr 10.10.10.11

ステッ

プ 18   
れた IPv6 EIDを転送する（xTRの
IPv4 RLOCを使用）プロキシ出力ト
ンネルルータ（PETR）のロケータ
アドレスを設定します。

PETRはデュアルスタック
であり、ネイティブに非

LISP IPv6アドレスに到達す
る機能があると想定してい

ます。また、PITRはデュア
ルスタックであり、（非

LISP IPv6から IPv4のイン
フラストラクチャを経て

LISP IPv6への）リターント
ラフィックを処理するた

め、IPv6コアに IPv6 LISP
EIDの粗集約をアドバタイ
ズしていると想定していま

す。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

PETRのロケータアドレス
には IPv4または IPv6のア
ドレスを指定できます。こ

の例では、各 xTRには IPv4
RLOC接続しかないため、
PETRは IPv4のロケータア
ドレスを介して到達可能で

す。（詳細については、

『LISPCommandReference』
を参照してください。）

（注）

複数の PETRが利用可能な
場合、PETRは 8つまで設
定できます。（詳細につい

ては、『LISP Command
Reference』を参照してくだ
さい。）

（注）

非 LISPの IPv6アドレスに到達する
ため、各xTRがLISPでカプセル化さ

PETRに 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 18を繰り
返します。

ステッ

プ 19   
れた IPv6 EIDを（xTRの IPv4 RLOC

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 use-petr 10.10.30.11

を使用して）転送する PETRの 2番
目のロケータアドレスを設定しま

す。

LISPコンフィギュレーションモード
を終了し、グローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp)# exit

ステッ

プ 20   

すべての IPv4接続先のアップスト
リームのネクストホップに向かうデ

フォルトルートを設定します。

iprouteipv4-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.1.1.1

ステッ

プ 21   

• IPv4 EIDを送信元とし、LISPお
よび非LISPの両方のサイトを宛
先とするパケットはすべて、2
つの方法のいずれかで転送され

ます。

•トラフィックが
LISP-to-LISPである場合、
LISPでカプセル化され
LISPサイトに送信
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目的コマンドまたはアクション

•トラフィックが
LISP-to-non-LISPである場
合はネイティブ転送

•パケットはLISPEIDが送信元で
ある場合、および接続先が次の

エントリの 1つに一致する場合
に、LISPでカプセル化する対象
とみなされます。

•現在のマップキャッシュの
エントリ

•正当なネクストホップを持
つデフォルトルート

•ルートなし

この設定例では、xTRに IPv4の
RLOC接続があるため、アップスト
リームのサービスプロバイダーへの

デフォルトルートがすべての IPv4パ
ケットに使用され、LISP処理をサ
ポートします。

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了します。

exit

例：

Router(config)# exit

ステッ

プ 22   
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例：

図 7：2 つの xTR、2 つの IPv4 RLOC、および IPv4 と IPv6 両方の EID を持つマルチホーム接続 LISP サイト

次の例は、上の図とこの手順に示した LISPトポロジの詳細な設定を示します。

xTR-1の設定例：

!
hostname xTR-1
!
no ip domain lookup
ip cef
ipv6 unicast-routing
ipv6 cef
!
interface Loopback0
ip address 172.17.1.1 255.255.255.255
!
interface LISP0
!
interface GigabitEthernet0/0/0
description Link to SP1 (RLOC)
ip address 10.1.1.2 255.255.255.252
!
interface GigabitEthernet1/0/0
description Link to Site (EID)
ip address 172.16.1.2 255.255.255.0
ipv6 address 2001:db8:a:1::2/64
!
router lisp
database-mapping 172.16.1.0/24 10.1.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 172.16.1.0/24 10.2.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 2001:db8:a::/48 10.1.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 2001:db8:a::/48 10.2.1.2 priority 1 weight 50
ipv4 itr
ipv4 etr
ipv4 itr map-resolver 10.10.10.10
ipv4 itr map-resolver 10.10.30.10
ipv4 etr map-server 10.10.10.10 key 0 some-key
ipv4 etr map-server 10.10.30.10 key 0 some-key
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ipv6 itr
ipv6 etr
ipv6 itr map-resolver 10.10.10.10
ipv6 itr map-resolver 10.10.30.10
ipv6 etr map-server 10.10.10.10 key 0 some-key
ipv6 etr map-server 10.10.30.10 key 0 some-key
ipv6 use-petr 10.10.10.11
ipv6 use-petr 10.10.30.11
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.1.1.1
!
ipv6 route ::/0

xTR-2の設定例：

!
no ip domain lookup
ip cef
ipv6 unicast-routing
ipv6 cef
!
interface Loopback0
ip address 172.17.1.2 255.255.255.255
!
interface LISP0
!
interface GigabitEthernet0/0/0
description Link to SP2 (RLOC)
ip address 10.2.1.2 255.255.255.252
!
interface GigabitEthernet1/0/0
description Link to Site (EID)
ip address 172.16.1.3 255.255.255.0
ipv6 address 2001:db8:a:1::3/64
!
router lisp
database-mapping 172.16.1.0/24 10.1.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 172.16.1.0/24 10.2.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 2001:db8:a::/48 10.1.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 2001:db8:a::/48 10.2.1.2 priority 1 weight 50
ipv4 itr
ipv4 etr
ipv4 itr map-resolver 10.10.10.10
ipv4 itr map-resolver 10.10.30.10
ipv4 etr map-server 10.10.10.10 key 0 some-xtr-key
ipv4 etr map-server 10.10.30.10 key 0 some-xtr-key
ipv6 itr
ipv6 etr
ipv6 itr map-resolver 10.10.10.10
ipv6 itr map-resolver 10.10.30.10
ipv6 etr map-server 10.10.10.10 key 0 some-xtr-key
ipv6 etr map-server 10.10.30.10 key 0 some-xtr-key
ipv6 use-petr 10.10.10.11
ipv6 use-petr 10.10.30.11
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.2.1.1
!
ipv6 route ::/0

それぞれが IPv4 と IPv6 両方の RLOC および IPv4 と IPv6 両方の EID を持
つ 2 つの xTR がある LISP マルチホームサイトを設定する

それぞれが IPv4と IPv6両方の RLOCおよび IPv4と IPv6両方の EIDを持つ 2つの xTRがある
LISPマルチホームサイトを設定するには、次の手順を実行します。この手順では、LISPサイト
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は 2つのエッジルータを使用します。エッジルータはそれぞれ 1つの xTR（ITRと ETR両方の
機能を持つ）として設定され、また、アップストリームのプロバイダーへの単一のデュアルス

タック（IPv4および IPv6）接続が含まれます（この例では 2つの異なるプロバイダーを使用して
いますが、同一のアップストリームプロバイダーを両方の接続に使用することもできます）。各

xTRには IPv4 RLOCと IPv6 RLOCの両方があり、IPv4と IPv6両方の EIDプレフィックスが LISP
サイト内で使用されています。ただし、サイトには IPv4と IPv6両方の RLOCがあるため、LISP
IPv6アドレスへのアクセスにプロキシ入力/出力トンネルルータ（PxTR）LISPインフラストラク
チャは必要ありません。（PxTRインフラストラクチャは引き続き、必要に応じて復元メカニズム
として設定できます。）

LISPサイトはネットワークコアの 2つのMap Resolver/Map Server（MR/MS）デバイスに IPv4と
IPv6両方のロケータを使用して登録されます。このマルチホーム LISP設定で使用するトポロジ
を、次の図に示します。

図 8：2 つの xTR を持つ LISP マルチホームサイト（それぞれが IPv4 と IPv6 両方の RLOC を持ち、それぞれが
IPv4 と IPv6 両方の EID を持つ）

図のトポロジに示したコンポーネントは次のとおりです。

• LISPサイト：

• xTR-1と xTR-2の 2つの CPEルータが LISPサイトを構成しています。

• CPEルータはいずれも、LISP xTR（つまり、ITRと ETR）として機能します。

• LISPサイトは IPv4 EIDプレフィックス 172.16.1.0/24および IPv6 EIDプレフィックス
2001:db8:a::/48の両方に対して権限を持ちます。

•各 LISP xTRには、ネットワークコアへの単一の IPv4 RLOC接続および単一の IPv6
RLOC接続があります。xTR-1から SP1への RLOCの接続には、IPv4 RLOC 10.1.1.2/30
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および IPv6 RLOC 2001:db8:e000:1::2/64があります。SP2への xTR-2接続は IPv4 RLOC
10.2.1.2/30および IPv6 RLOC 2001:db8:f000:1::2/64があります。

•このマルチホーム LISPサイトのケースでは、LISPサイトのポリシーにより、入力トラ
フィックエンジニアリングのサービスプロバイダー（SP）リンク間の負荷共有が均等
に指定されています。

•マッピングシステム

• LISP xTRの設定に 2つのMap Resolver/Map Serverシステムが使用可能であると想定さ
れています。MR/MSには IPv4 RLOC 10.10.10.10と 10.10.30.10、および IPv6 RLOC
2001:db8:e000:2::1と 2001:db8:f000:2::1があります。

•マッピングサービスは、プライベートなマッピングシステムを介したこのLISPソリュー
ションの一部として、またはパブリックな LISPマッピングシステムとして提供される
ものと想定されます。これらの LISPサイトの xTRの設定に関しては、違いはありませ
ん。

Map ResolverおよびMap Serverの設定は、ここには示されていません。Map
ResolverおよびMap Serverの設定についての詳細は、「スタンドアロンMap
Resolver/Map Serverを使用してプライベートな LISPマッピングシステムを設
定する」セクションを参照してください。

（注）

• PxTRのサービスはこの例では必要ありません。いずれの xTRにも、コアへのデュアル
スタック接続があるためです。

LISPMapResolverおよびMapServerをマッピングサービスに使用する際、LISP ITRとETR（xTR）
機能を設定して有効化するには、（LISPサイトの各xTRに接続した時点で）この手順のステップ
を実行します。この手順の最後にある設定例では、2つの xTR（xTR1および xTR2）の詳細な設
定を示します。
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手順の概要

1. configureterminal
2. routerlisp
3. database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight
4. 同じ xTRと IPv4 EIDプレフィックスの 2番目の IPv4 RLOCを設定するには、ステップ 3を繰
り返します。

5. 同じ xTRに同じRLOC接続を設定するには、ステップ 3とステップ 4を繰り返してください。
ただし、これらの 2つのステップを繰り返す際は、IPv4 EIDプレフィックスではなく、IPv6
EIDプレフィックス 2001:db8:a::/48を関連付けます。

6. 同じ xTRに IPv4および IPv6両方の EIDプレフィックスの IPv4および IPv6の RLOC接続の 2
番目のセットを設定するには、ステップ 3、ステップ 4、ステップ 5を繰り返します。

7. ipv4itr
8. ipv4etr
9. ipv4itrmap-resolvermap-resolver-address
10. LISPMapResolverの 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 9を繰り返します。
11. LISPの 2つのMap Resolverの IPv6ロケータアドレスを設定するには、ステップ 9とステップ

10を繰り返します。
12. ipv4etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key
13. Map Serverの 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 12を繰り返します。
14. 2つのMap Serverの IPv6ロケータアドレスを設定するには、ステップ 12とステップ 13を繰
り返します。

15. ipv6itr
16. ipv6etr
17. ipv6itrmap-resolvermap-resolver-address
18. LISP Map Resolverの 2番目の IPv6ロケータアドレスを設定するには、ステップ 17を繰り返
します。

19. このルータが IPv6の EID-to-RLOCマッピング解決のためのMap Requestメッセージを送信す
る 2つのMap Resolverの（IPv4の代わりに）IPv6ロケータアドレスを設定するには、ステッ
プ 17とステップ 18を繰り返します。

20. ipv6etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key
21. LISP Map Serverの 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 20を繰り返します。
22. IPv6の LISP ETRとして機能するこのルータが、LISPのマッピングシステムに登録する際に
使用する 2つのMap Serverの IPv6ロケータアドレスを設定するには、ステップ 20とステップ
21を繰り返します。

23. exit
24. iprouteipv4-prefixnext-hop
25. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 1   

LISPコンフィギュレーションモード
を開始します（ソフトウェアの

み）。

routerlisp

例：

Router(config)# router lisp

ステッ

プ 2   

この LISPサイトの EID-to-RLOCの
マッピング関係と、それに関連する

database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight

例：

Router(config-router-lisp)# database-mapping 172.16.1.0/24 10.1.1.2
priority 1 weight 50

ステッ

プ 3   
トラフィックポリシーを設定しま

す。

•この例では、単一の IPv4EIDプ
レフィックス 172.16.1.0/24およ
び単一の IPv6プレフィックス
2001:db8:a::/48は、それぞれが
コアへの単一の IPv4RLOC接続
と単一の IPv6接続を持つ 2つ
の独立した xTRを含む LISPサ
イトに関連付けられています。

この最初のデータベースマッピ

ングのステップの例では、

xTR-1は SP1への IPv4 RLOC接
続（10.1.1.2）および SP1への
IPv6 RLOC接続
（2001:db8:e000:1::2/64）を使用
するように設定され、一方、

xTR-2には SP2への IPv4 RLOC
接続 10.2.1.2および SP2への
IPv6 RLOC接続
2001:db8:f000:1::2/64がありま
す。weight引数 50は、2番目の
database-mappingコマンドが次
のステップで設定されることを

表しています。
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目的コマンドまたはアクション

IPv4と IPv6両方の EIDプ
レフィックスが、2つの
IPv4 RLOCおよび 2つの
IPv6 RLOCの両方を介し
て、この LISPサイトに到
達可能であることをマッピ

ングシステムに示すには、

各 xTRに 8つの
database-mappingコマンド
が必要です。この例では、

1つの IPv4 RLOCおよび 1
つの IPv6 RLOCが 1つの
xTRに対しローカル（接続
中）であり、その他は他の

xTRに対しローカル（接続
中）です。

（注）

この LISPサイトの xTRの
EID-to-RLOCマッピング関係および

同じ xTRと IPv4 EIDプレフィックスの 2番目の IPv4 RLOCを設定する
には、ステップ 3を繰り返します。

ステッ

プ 4   
関連するトラフィックポリシーを設

定します。例：

Router(config-router-lisp)# database-mapping 172.16.1.0/24 10.2.1.2
priority 1 weight 50

•この手順の例では、xTR-1の 2
番目のRLOC接続には、SP2へ
の IPv4 RLOC接続（10.2.1.2）
があります。

LISPサイトに複数の xTR
がある場合、EID-to-RLOC
マッピングに関する一貫し

た情報をマッピングシステ

ムに提供するため、すべて

の xTRが同一の
database-mappingコマンド
で設定される必要がありま

す。

（注）

—同じ xTRに同じRLOC接続を設定するには、ステップ 3とステップ 4を
繰り返してください。ただし、これらの2つのステップを繰り返す際は、

ステッ

プ 5   
IPv4 EIDプレフィックスではなく、IPv6 EIDプレフィックス
2001:db8:a::/48を関連付けます。
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router(config-router-lisp)# database-mapping 2001:db8:a::/48 10.1.1.2
priority 1 weight 50

例：

Router(config-router-lisp)# database-mapping 2001:db8:a::/48 10.2.1.2
priority 1 weight 50

—同じ xTRに IPv4および IPv6両方の EIDプレフィックスの IPv4および
IPv6の RLOC接続の 2番目のセットを設定するには、ステップ 3、ス
テップ 4、ステップ 5を繰り返します。

ステッ

プ 6   

IPv4アドレスファミリの LISP ITR
機能を有効化します。

ipv4itr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr

ステッ

プ 7   

IPv4アドレスファミリの LISP ETR
機能を有効化します。

ipv4etr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr

ステッ

プ 8   

このルータが IPv4の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMapRequest

ipv4itrmap-resolvermap-resolver-address

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 10.10.10.10

ステッ

プ 9   
メッセージを送信する LISP Map
Resolverのロケータアドレスを設定
します。

• MapResolverのロケータアドレ
スには IPv4または IPv6のアド
レスを指定できます。この例で

は、各 xTRには IPv4および
IPv6両方のRLOC接続があるた
め、MapResolverは IPv4および
IPv6のいずれのロケータアド
レスを使用しても到達可能で

す。（詳細については、『LISP
CommandReference』を参照して
ください。）
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目的コマンドまたはアクション

複数のMapResolverが利用
可能な場合、最大 2つの
Map Resolverを設定できま
す。（詳細については、

『LISP Command
Reference』を参照してくだ
さい。）

（注）

このルータが IPv4の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMapRequest

LISPMapResolverの 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステッ
プ 9を繰り返します。

ステッ

プ 10   
メッセージを送信する、LISP Map

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 10.10.30.10

Resolverの 2番目のロケータアドレ
スを設定します。

—LISPの 2つのMap Resolverの IPv6ロケータアドレスを設定するには、
ステップ 9とステップ 10を繰り返します。

ステッ

プ 11   

IPv4の LISP ETRとして動作するこ
のルータが LISPのマッピングシス

ipv4etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr map-server 10.10.10.10 key 0
some-key

ステッ

プ 12   
テムに登録する際に使用する認証

キー、LISPMapServerのロケータア
ドレスを設定します。

•この例では、2番目の xTRは同
じ認証キーを使用して、同じ 2
つのMap Serverに登録できま
す。

• MapServerは、このETR上に設
定されたものに一致するEIDプ
レフィックス、および同一の認

証キーを使用して設定する必要

があります。
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目的コマンドまたはアクション

MapServerのロケータアド
レスには IPv4または IPv6
のアドレスを指定できま

す。この例では、各xTRに
は IPv4および IPv6両方の
RLOC接続があるため、
Map Serverは IPv4および
IPv6のいずれのロケータ
アドレスを使用しても到達

可能です。（詳細について

は、『LISP Command
Reference』を参照してくだ
さい。）

（注）

複数のMapServerが使用可
能な場合、最大 2つのMap
Serverを設定することがで
きます。（詳細について

は、『LISP Command
Reference』を参照してくだ
さい。）

（注）

IPv4 LISP ETRとして機能するこの
ルータが LISPのマッピングシステ

Map Serverの 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ 12
を繰り返します。

ステッ

プ 13   
ムに登録する際に使用する認証

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr map-server 10.10.30.10 key 0
some-key

キー、およびLISPMap Serverの 2番
目の IPv4ロケータアドレスを設定
します。

—2つのMap Serverの IPv6ロケータアドレスを設定するには、ステップ
12とステップ 13を繰り返します。

ステッ

プ 14   

例：
ipv4 etr map-server 2001:db8:e000:2::1 key 0 some-xtr-key

例：
ipv4 etr map-server 2001:db8:f000:2::1 key 0 some-xtr-key

IPv6アドレスファミリの LISP ITR
機能を有効化します。

ipv6itr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 itr

ステッ

プ 15   
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目的コマンドまたはアクション

IPv6アドレスファミリの LISP ETR
機能を有効化します。

ipv6etr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 etr

ステッ

プ 16   

このルータが IPv6の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMapRequest

ipv6itrmap-resolvermap-resolver-address

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 itr map-resolver 10.10.10.10

ステッ

プ 17   
メッセージを送信する LISP Map
Resolverのロケータアドレスを設定
します。

• MapResolverのロケータアドレ
スには IPv4または IPv6のアド
レスを指定できます。この例で

は、各 xTRには IPv4および
IPv6両方のRLOC接続があるた
め、MapResolverは IPv4および
IPv6のいずれのロケータアド
レスを使用しても到達可能で

す。（詳細については、『LISP
CommandReference』を参照して
ください。）

複数のMapResolverが利用
可能な場合、最大 2つの
Map Resolverを設定できま
す。（詳細については、

『LISP Command
Reference』を参照してくだ
さい。）

（注）

このルータが IPv6の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMapRequest

LISP Map Resolverの 2番目の IPv6ロケータアドレスを設定するには、
ステップ 17を繰り返します。

ステッ

プ 18   
メッセージを送信するMap Resolver

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 itr map-resolver 10.10.30.10

の 2番目のロケータアドレスを設定
します。

—このルータが IPv6の EID-to-RLOCマッピング解決のためのMap Request
メッセージを送信する 2つのMap Resolverの（IPv4の代わりに）IPv6ロ

ステッ

プ 19   
ケータアドレスを設定するには、ステップ 17とステップ 18を繰り返し
ます。

例：
ipv6 itr map-resolver 2001:db8:e000:2::1
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目的コマンドまたはアクション

例：
ipv6 itr map-resolver 2001:db8:f000:2::1

IPv6の LISP ETRとして機能するこ
のルータが LISPマッピングシステ

ipv6etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 etr map-server 10.10.10.10 key 0
some-key

ステッ

プ 20   
ムに登録する際に使用する認証

キー、および LISP Map Serverのロ
ケータアドレスを設定します。

•この例では、2番目の xTRは同
じ認証キーを使用して、同じ 2
つのMap Serverに登録できま
す。

• MapServerは、このETR上に設
定されたものに一致するEIDプ
レフィックス、および同一の認

証キーを使用して設定する必要

があります。

MapServerのロケータアド
レスには IPv4または IPv6
のアドレスを指定できま

す。この例では、各xTRに
は IPv4および IPv6両方の
RLOC接続があるため、
Map Serverは IPv4および
IPv6のいずれのロケータ
アドレスを使用しても到達

可能です。（詳細について

は、『LISP Command
Reference』を参照してくだ
さい。）

（注）

複数のMapServerが使用可
能な場合、最大 2つのMap
Serverを設定することがで
きます。（詳細について

は、『LISP Command
Reference』を参照してくだ
さい。）

（注）

IPv6の LISP ETRとして動作するこ
のルータが LISPのマッピングシス

LISPMap Serverの 2番目のロケータアドレスを設定するには、ステップ
20を繰り返します。

ステッ

プ 21   
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目的コマンドまたはアクション

テムに登録する際に使用する認証

キー、およびLISPMap Serverの 2番例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 etr map-server 10.10.30.10 key 0
some-key

目のロケータアドレスを設定しま

す。

—IPv6の LISP ETRとして機能するこのルータが、LISPのマッピングシス
テムに登録する際に使用する 2つのMap Serverの IPv6ロケータアドレ
スを設定するには、ステップ 20とステップ 21を繰り返します。

ステッ

プ 22   

例：
ipv6 etr map-server 2001:db8:e000:2::1 key 0 some-xtr-key

例：
ipv6 etr map-server 2001:db8:f000:2::1 key 0 some-xtr-key

LISPコンフィギュレーションモード
を終了し、グローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp)# exit

ステッ

プ 23   

すべての IPv4接続先のアップスト
リームのネクストホップに向かうデ

フォルトルートを設定します。

iprouteipv4-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.1.1.1

ステッ

プ 24   

• IPv4EIDを送信元とし、LISPお
よび非 LISPの両方のサイトを
宛先とするパケットはすべて、

2つの方法のいずれかで転送さ
れます。

•トラフィックが
LISP-to-LISPである場合、
LISPでカプセル化され
LISPサイトに送信

•トラフィックが
LISP-to-non-LISPである場
合はネイティブ転送

•パケットは LISP EIDが送信元
である場合、および接続先が次

のエントリの 1つに一致する場
合に、LISPでカプセル化する対
象とみなされます。
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目的コマンドまたはアクション

•現在のマップキャッシュ
のエントリ

•正当なネクストホップを
持つデフォルトルート

•ルートなし

この設定例では、xTRに IPv4の
RLOC接続があるため、アップスト
リームのサービスプロバイダーへの

デフォルトルートがすべての IPv4
パケットに使用され、LISP処理をサ
ポートします。

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了します。

exit

例：

Router(config)# exit

ステッ

プ 25   
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例：

図 9：2 つの xTR を持つ LISP マルチホームサイト（それぞれが IPv4 と IPv6 両方の RLOC を持ち、それぞれが
IPv4 と IPv6 両方の EID を持つ）

次の例は、上の図とこの手順に示した LISPトポロジの詳細な設定を示します。

xTR-1の設定例：

!
hostname xTR-1
!
no ip domain lookup
ip cef
ipv6 unicast-routing
ipv6 cef
!
interface Loopback0
ip address 172.17.1.1 255.255.255.255
!
interface LISP0
!
interface GigabitEthernet0/0/0
description Link to SP1 (RLOC)
ip address 10.1.1.2 255.255.255.252
ipv6 address 2001:db8:e000:1::2/64
!
interface GigabitEthernet1/0/0
description Link to Site (EID)
ip address 172.16.1.2 255.255.255.0
ipv6 address 2001:db8:a:1::2/64
!
router lisp
database-mapping 172.16.1.0/24 10.1.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 172.16.1.0/24 10.2.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 2001:db8:a::/48 10.1.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 2001:db8:a::/48 10.2.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 172.16.1.0/24 2001:db8:e000:1::2 priority 1 weight 50
database-mapping 172.16.1.0/24 2001:db8:f000:1::2 priority 1 weight 50
database-mapping 2001:db8:a::/48 2001:db8:e000:1::2 priority 1 weight 50
database-mapping 2001:db8:a::/48 2001:db8:f000:1::2 priority 1 weight 50
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ipv4 itr
ipv4 etr
ipv4 itr map-resolver 10.10.10.10
ipv4 itr map-resolver 10.10.30.10
ipv4 itr map-resolver 2001:db8:e000:2::1
ipv4 itr map-resolver 2001:db8:f000:2::1
ipv4 etr map-server 10.10.10.10 key 0 some-xtr-key
ipv4 etr map-server 10.10.30.10 key 0 some-xtr-key
ipv4 etr map-server 2001:db8:e000:2::1 key 0 some-xtr-key
ipv4 etr map-server 2001:db8:f000:2::1 key 0 some-xtr-key
ipv6 itr
ipv6 etr
ipv6 itr map-resolver 10.10.10.10
ipv6 itr map-resolver 10.10.30.10
ipv6 itr map-resolver 2001:db8:e000:2::1
ipv6 itr map-resolver 2001:db8:f000:2::1
ipv6 etr map-server 10.10.10.10 key 0 some-xtr-key
ipv6 etr map-server 10.10.30.10 key 0 some-xtr-key
ipv6 etr map-server 2001:db8:e000:2::1 key 0 some-xtr-key
ipv6 etr map-server 2001:db8:f000:2::1 key 0 some-xtr-key
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.1.1.1
!
ipv6 route ::/0 2001:db8:e000:1::1
!

xTR-2の設定例：

!
hostname xTR-2
!
no ip domain lookup
ip cef
ipv6 unicast-routing
ipv6 cef
!
interface Loopback0
ip address 172.17.1.2 255.255.255.255
!
interface LISP0
!
interface GigabitEthernet0/0/0
description Link to SP2 (RLOC)
ip address 10.2.1.2 255.255.255.252
ipv6 address 2001:db8:f000:1::2/64
!
interface GigabitEthernet1/0/0
description Link to Site (EID)
ip address 172.16.1.3 255.255.255.0
ipv6 address 2001:db8:a:1::3/64
!
router lisp
database-mapping 172.16.1.0/24 10.1.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 172.16.1.0/24 10.2.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 2001:db8:a::/48 10.1.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 2001:db8:a::/48 10.2.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 172.16.1.0/24 2001:db8:e000:1::2 priority 1 weight 50
database-mapping 172.16.1.0/24 2001:db8:f000:1::2 priority 1 weight 50
database-mapping 2001:db8:a::/48 2001:db8:e000:1::2 priority 1 weight 50
database-mapping 2001:db8:a::/48 2001:db8:f000:1::2 priority 1 weight 50
ipv4 itr
ipv4 etr
ipv4 itr map-resolver 10.10.10.10
ipv4 itr map-resolver 10.10.30.10
ipv4 itr map-resolver 2001:db8:e000:2::1
ipv4 itr map-resolver 2001:db8:f000:2::1
ipv4 etr map-server 10.10.10.10 key 0 some-xtr-key
ipv4 etr map-server 10.10.30.10 key 0 some-xtr-key
ipv4 etr map-server 2001:db8:e000:2::1 key 0 some-xtr-key
ipv4 etr map-server 2001:db8:f000:2::1 key 0 some-xtr-key
ipv6 itr
ipv6 etr
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ipv6 itr map-resolver 10.10.10.10
ipv6 itr map-resolver 10.10.30.10
ipv6 itr map-resolver 2001:db8:e000:2::1
ipv6 itr map-resolver 2001:db8:f000:2::1
ipv6 etr map-server 10.10.10.10 key 0 some-xtr-key
ipv6 etr map-server 10.10.30.10 key 0 some-xtr-key
ipv6 etr map-server 2001:db8:e000:2::1 key 0 some-xtr-key
ipv6 etr map-server 2001:db8:f000:2::1 key 0 some-xtr-key
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.2.1.1
!
ipv6 route ::/0 2001:db8:f000:1::1
!

スタンドアロン Map Resolver/Map Server を使用してプライベートな
LISP マッピングシステムを設定する

IPv4と IPv6両方のアドレスファミリにスタンドアロン LISP Map Resolver/Map Server（MR/MS）
機能を設定して有効化するには、この手順を実行します。この手順では、シスコのデバイスはス

タンドアロンMR/MSとして、プライベート LISPのマッピングシステム向けに設定します。
MR/MSはスタンドアロンデバイスとして設定されているため、LISP代替論理トポロジ（ALT）
への接続は必要ではありません。関連するLISPサイトはすべて、このMapServerに登録してMap
Serverが（想定される）プライベートLISPシステム内のすべての登録済みEIDプレフィックスの
完全な情報を持つよう設定する必要があります。ただし、このデバイスはMapResolver/MapServer
として機能するため、ALT Virtual Routing and Forwarding（VRF）テーブルに関連するデータ構造
は、登録サイトの LISP EIDを保持するように設定する必要があります。

Map Resolver/Map Serverは IPv4と IPv6のいずれの RLOCアドレスでも設定できます。この最も
基本的な LISP MR/MS設定で使用するトポロジを次の図に示します。

図 10：IPv4 と IPv6 両方の RLOC を備えたスタンドアロン LISP Map Resolver/Map Server

図のトポロジに示すコンポーネントを以下に説明します。ただし、Map Resolverは個別に設定さ
れます。
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マッピングシステム

• LISPデバイスはスタンドアロンMapResolver/MapServer（MR/MS）として機能するように設
定されていす。

• LISPサイトの xTRは、このMap Serverに登録されていると想定します。つまり、xTRは
IPv4の EIDプレフィックス 172.16.1.0/24を登録し、IPv6の使用時には IPv6の EID
2001:db8:a::/48も登録します。

• MR/MSには、IPv4のロケータ 10.10.10.10/24および IPv6のロケータ 2001:db8:e000:2::1/64が
あります。

手順の概要

1. configureterminal
2. vrfdefinitionvrf-name
3. address-familyipv4[unicast]
4. exit-address-family
5. address-familyipv6
6. exit-address-family
7. exit
8. router lisp
9. ipv4alt-vrfvrf-name
10. ipv4map-server
11. ipv4map-resolver
12. ipv6alt-vrfvrf-name
13. ipv6map-server
14. ipv6map-resolver
15. sitesite-name
16. eid-prefixEID-prefix
17. authentication-key [key-type] authentication-key
18. exit
19. 追加の LISPサイトを設定するには、手順 15～ 18を繰り返します。
20. exit
21. iprouteipv4-prefixnext-hop
22. ipv6routeipv6-prefixnext-hop
23. exit

IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
57

LISP（Locator/ID Separation Protocol）の設定
スタンドアロン Map Resolver/Map Server を使用してプライベートな LISP マッピングシステムを設定する



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 1   

Virtual Routing and Forwarding（VRF）テーブルを作成し、VRF
コンフィギュレーションモードを開始します。

vrfdefinitionvrf-name

例：

Router(config)# vrf definition
lisp

ステップ 2   

• vrf-name引数を使用して、VRFテーブルに割り当てる名前
を指定します。この例では、EIDプレフィックスを保持す
るため、lispという名前の VRFテーブルを作成します。

VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーションモードを
開始して、VRFテーブルの IPv4アドレスファミリを指定しま
す。

address-familyipv4[unicast]

例：

Router(config-vrf)#
address-family ipv4

ステップ 3   

•この例では、lispという名前の VRFテーブルが IPv4 EID
プレフィックスを処理します。

VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーションモードを
終了し、VRFコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit-address-family

例：

Router(config-vrf-af)#
exit-address-family

ステップ 4   

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーションモードを
開始して、VRFテーブルの IPv6アドレスファミリを指定しま
す。

address-familyipv6

例：

Router(config-vrf)#
address-family ipv6

ステップ 5   

•この例では、lispという名前の VRFテーブルが IPv6 EID
プレフィックスを処理します。

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーションモードを
終了し、VRFコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit-address-family

例：

Router(config-vrf-af)#
exit-address-family

ステップ 6   

VRFコンフィギュレーションモードを終了して、グローバル
コンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Router(config-vrf)# exit

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

LISPコンフィギュレーションモードを開始します（ソフトウェ
アのみ）。

router lisp

例：

Router(config)# router lisp

ステップ 8   

VRFテーブルを IPv4 EIDの LISP ALTに関連付けます。ipv4alt-vrfvrf-name

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4
alt-vrf lisp

ステップ 9   

•この例では、lispという名前の VRFテーブル（ステップ 2
で作成）を LISP ALTに関連付けます。

IPv4アドレスファミリ内の EIDの LISP Map Server機能を有効
化します。

ipv4map-server

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4
map-server

ステップ 10   

IPv4アドレスファミリ内の EIDの LISP Map Resolver機能を有
効化します。

ipv4map-resolver

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4
map-resolver

ステップ 11   

VRFテーブルを IPv6 EIDの LISP ALTに関連付けます。ipv6alt-vrfvrf-name

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6
alt-vrf lisp

ステップ 12   

•この例では、lispという名前の VRFテーブル（ステップ 2
で作成）を LISP ALTに関連付けます。

IPv6アドレスファミリ内の EIDの LISP Map Server機能を有効
化します。

ipv6map-server

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6
map-server

ステップ 13   

IPv6アドレスファミリ内の EIDの LISP Map Resolver機能を有
効化します。

ipv6map-resolver

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6
map-resolver

ステップ 14   
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目的コマンドまたはアクション

サイト 1という名前の LISPサイトを指定し、LISPサイトコン
フィギュレーションモードを開始します。

sitesite-name

例：

Router(config-router-lisp)# site
Site-1

ステップ 15   

LISPのサイト名は、設定したMap Serverに対しロー
カルで意味を持ちます。それ以外の場所では関連性が

ありません。この名前は1つ以上のEIDプレフィック
スを、認証キーおよびサイトに関連する他の機能に関

連付ける管理手段としてのみ使用されます。

（注）

この LISPサイトに関連付けられた IPv4または IPv6の EIDプレ
フィックスを設定します。

eid-prefixEID-prefix

例：

Router(config-router-lisp-site)#
eid-prefix 172.16.1.0/24

ステップ 16   

•この LISPサイト下で追加の EIDプレフィックスを設定す
るには、この手順を、必要に応じて繰り返します。

•この手順の例では、IPv4のEIDプレフィックスのみが設定
されていますが、設定を完了するには、IPv6の EIDプレ
フィックスも設定する必要があります。

LISP ETRは、一致する EIDプレフィックスおよび同
一の認証キーにより設定する必要があります。

（注）

追加の eid-prefixコマンド設定オプションが使用でき
ます。（詳細については、『LISPCommandReference』
を参照してください。）

（注）

このサイトに関連付けられている認証キーを設定します。authentication-key [key-type]
authentication-key

ステップ 17   

LISP ETRは、一致する EIDプレフィックスおよび同
一の認証キーにより設定する必要があります。

（注）

認証キーは、タイプ6の暗号化で設定できます。（詳
細については、『LISP Command Reference』を参照し
てください。）

（注）
例：

Router(config-router-lisp-site)#
authentication-key 0 some-key

LISPサイトコンフィギュレーションモードを終了し、LISPコ
ンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp-site)#
exit

ステップ 18   

—追加の LISPサイトを設定するに
は、手順15～18を繰り返します。

ステップ 19   

LISPコンフィギュレーションモードを終了し、グローバルコ
ンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp)# exit

ステップ 20   
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目的コマンドまたはアクション

IPv4スタティックルートを設定します。iprouteipv4-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ip route 0.0.0.0
0.0.0.0 10.1.1.1

ステップ 21   

•この例では、IPv4の接続先すべてのアップストリームのネ
クストホップに向かうデフォルトルートを作成します。

IPv6スタティックルートを設定します。ipv6routeipv6-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ipv6 route ::/0
2001:db8:e000:1::1

ステップ 22   

•この例では、IPv6の接続先すべてのアップストリームのネ
クストホップに向かうデフォルトルートを作成します。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、特権EXEC
モードに戻ります。

exit

例：

Router(config)# exit

ステップ 23   

例：

図 11：IPv4 と IPv6 両方の RLOC を備えたスタンドアロン LISP Map Resolver/Map Server

次の例は、上の図とこの手順に示したLISPのトポロジの完全な設定を示します。ただし、この例
はスタンドアロン LISP MR/MSの詳細な設定であり、一部この手順に記載されていない基本的な
IPv4と IPv6の設定を含んでいます。

!
hostname MR-MS
!
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vrf definition lisp
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
address-family ipv6
exit-address-family
!
no ip domain lookup
ip cef
ipv6 unicast-routing
ipv6 cef
!
interface Loopback0
ip address 172.17.2.1 255.255.255.255
!
interface LISP0
!
interface GigabitEthernet0/0/0
description Link to SP1 (RLOC)
ip address 10.10.10.10 255.255.255.0
ipv6 address 2001:db8:e000:2::1/64
!
router lisp
site Site-1
authentication-key some-key
eid-prefix 172.16.1.0/24
eid-prefix 2001:db8:a::/48
exit
!
site Site-2
authentication-key another-key
eid-prefix 172.16.2.0/24
eid-prefix 2001:db8:b::/48
exit
!
!---more LISP site configs---
!
ipv4 map-server
ipv4 map-resolver
ipv4 alt-vrf lisp
ipv6 map-server
ipv6 map-resolver
ipv6 alt-vrf lisp
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.10.10.1
!
ipv6 route ::/0 2001:db8:e000:2::fof

個別に ALT 接続された Map Resolver および Map Server デバイスを使用
して、パブリックマッピングシステムを設定する

次の手順は、個別のデバイス上のMapResolver（MR）およびMapServer（MS）を、それぞれLISP
Alternative Logical Topology（ALT）接続を使用して設定する方法を示しています。MRおよびMS
は、LISPALT接続を介してEIDプレフィックス情報を共有します。この接続は高い性能と拡張性
が（Map Requestメッセージの処理などのタスクのため）要求されるパブリックな LISPの導入モ
デルで一般的です。LISP ALTは基盤となるネットワークコアから EIDプレフィックスの分離を
可能にする GREトンネルおよび BGPを使用して、オーバーレイで仮想化されたネットワークと
して実装されます。
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ALT 接続の LISP Map Resolver の設定

はじめる前に

IPv4と IPv6両方のアドレスファミリのマッピングサービス向けにLISPAlternativeLogical Topology
（ALT）Map Resolver機能を設定するには、この手順を実行します。

また、ALTで接続した LISP Map Serverを設定する必要があります（「ALTで接続した LISP
Map Serverの設定」手順を参照してください）。

（注）

次の図では、MapResolver（MR）とMapServer（MS）は個別のデバイスで設定され、接続を通じ
て EIDプレフィックス情報を共有します。

図 12：各々が IPv4 と IPv6 両方の RLOC を持つ、ALT で接続した LISP Map Resolver と Map Server

図のトポロジに示すMap Resolverについて以下に説明します。Map Serverおよび LISP ALTは個
別の手順で設定します。

マッピングシステム

• 2つの LISPデバイスを、1つはMS、もう 1つはMRとして設定します。

• MSは IPv4ロケータ 10.10.10.13/24および IPv6ロケータ 2001:db8:e000:2::3/64を装備してい
ます。

• MRは IPv4ロケータ 10.10.10.10/24および IPv6ロケータ 2001:db8:e000:2::1/64を装備してい
ます。

• LISPサイトの xTRは、このMap Serverに登録すると想定します。つまり、xTRは IPv4 EID
プレフィックス 172.16.1.0/24を登録し、IPv6 EIDを使用する場合は IPv6 EIDプレフィックス
2001:db8:a::/48を登録します。
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Map Serverの設定のためMS RLOCを使用し、Map Resolverの設定のためMR
RLOCを使用するには、xTRの設定を変更する必要があります。次に例を示し
ます。

（注）

• ipv4 itr map-resolver 10.10.10.10

• ipv4 etr map-server 10.10.10.13 key 0 some-key

その他のインフラストラクチャ

• MRは、lispという名前の VRFテーブルに IPv4および IPv6のトンネルエンドポイント、そ
れぞれ 192.168.1.1/30と 2001:db8:: ffff:1/64を備え、MSは同じ VRFテーブルに IPv4および
IPv6のトンネルエンドポイント、それぞれ 192.168.1.2/30と 2001:db8:ffff::2/64を備えていま
す。このトンネルは ALTに使用します。
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手順の概要

1. configureterminal
2. vrfdefinitionvrf-name
3. rdroute-distinguisher
4. address-familyipv4[unicast]
5. exit-address-family
6. address-familyipv6
7. exit-address-family
8. exit
9. interfacetypenumber
10. vrfforwardingvrf-name
11. ipaddressip-address mask
12. ipv6addressipv6-address/mask
13. tunnelsourceinterface-typeinterface-number
14. tunnel destinationipv4-address
15. exit
16. router lisp
17. ipv4map-resolver
18. ipv4alt-vrfvrf-name
19. ipv6map-resolver
20. ipv6alt-vrfvrf-name
21. exit
22. routerbgpautonomous-system-number
23. address-familyipv4[unicast |multicast | vrfvrf-name]
24. neighborip-addressremote-asautonomous-system-number
25. neighborip-addressactivate
26. exit
27. address-familyipv6vrfvrf-name
28. neighborip-addressremote-asautonomous-system-number
29. neighborip-addressactivate
30. exit
31. exit
32. iprouteipv4-prefixnext-hop
33. ipv6routeipv6-prefixnext-hop
34. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 1   

Virtual Routing and Forwarding（VRF）テーブルを
作成し、VRFコンフィギュレーションモードを
開始します。

vrfdefinitionvrf-name

例：

Router(config)# vrf definition lisp

ステップ 2   

• VRFに割り当てる名前を指定するには、
vrf-name引数を使用します。この例では、
EIDプレフィックスを保持するため、lispと
いう名前の VRFを作成します。

VRFのルーティングテーブルと転送テーブルを
作成します。

rdroute-distinguisher

例：

Router(config-vrf)# rd 1:1

ステップ 3   

VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードを開始して、VRFテーブルの IPv4
アドレスファミリを指定します。

address-familyipv4[unicast]

例：

Router(config-vrf)# address-family ipv4

ステップ 4   

•この例では、lispという名前の VRFテーブ
ルが IPv4EIDプレフィックスを処理します。

VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードを終了し、VRFコンフィギュレー
ションモードに戻ります。

exit-address-family

例：

Router(config-vrf-af)# exit-address-family

ステップ 5   

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードを開始して、VRFテーブルの IPv6
アドレスファミリを指定します。

address-familyipv6

例：

Router(config-vrf)# address-family ipv6

ステップ 6   

•この例では、lispという名前の VRFテーブ
ルが IPv6EIDプレフィックスを処理します。
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目的コマンドまたはアクション

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードを終了し、VRFコンフィギュレー
ションモードに戻ります。

exit-address-family

例：

Router(config-vrf-af)# exit-address-family

ステップ 7   

VRFコンフィギュレーションモードを終了して、
グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

exit

例：

Router(config-vrf)# exit

ステップ 8   

トンネルのインターフェイスのタイプとインター

フェイス番号を指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config)# interface tunnel 192

ステップ 9   

ステップ 2で設定した VRFインスタンスを、ス
テップ9で設定したトンネルインターフェイスに
関連付けます。

vrfforwardingvrf-name

例：

Router(config-if)# vrf forwarding lisp

ステップ 10   

•インターフェイスが VRFにバインドされて
いる場合、それ以前に設定されていた IPア
ドレスは削除され、インターフェイスはディ

セーブルにされます。

トンネルインターフェイスの IPv4アドレスを設
定します。

ipaddressip-address mask

例：

Router(config-if)# ip address 192.168.1.1
255.255.255.252

ステップ 11   

トンネルインターフェイスの IPv6アドレスを設
定します。

ipv6addressipv6-address/mask

例：

Router(config-if)# ipv6 address
2001:db8:ffff::1/64

ステップ 12   

トンネル送信元を設定します。tunnelsourceinterface-typeinterface-number

例：

Router(config-if)# tunnel source GigabitEthernet
0/0/0

ステップ 13   
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目的コマンドまたはアクション

トンネルインターフェイスの、トンネル宛先 IPv4
アドレスを指定します。

tunnel destinationipv4-address

例：

Router(config-if)# tunnel destination 10.10.10.13

ステップ 14   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了し、グローバルコンフィギュレーション

モードに入ります。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 15   

LISPコンフィギュレーションモードを開始しま
す（ソフトウェアのみ）。

router lisp

例：

Router(config)# router lisp

ステップ 16   

IPv4アドレスファミリ内の EIDの LISP Map
Resolver機能を有効化します。

ipv4map-resolver

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 map-resolver

ステップ 17   

VRFテーブルを IPv4 EIDの LISP ALTに関連付け
ます。

ipv4alt-vrfvrf-name

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 alt-vrf lisp

ステップ 18   

•この例では、lispという名前の VRFテーブ
ル（ステップ 2で作成）を LISP ALTに関連
付けます。

IPv6アドレスファミリ内の EIDの LISP Map
Resolver機能を有効化します。

ipv6map-resolver

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 map-resolver

ステップ 19   

VRFテーブルを IPv6 EIDの LISP ALTに関連付け
ます。

ipv6alt-vrfvrf-name

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 alt-vrf lisp

ステップ 20   

•この例では、lispという名前の VRFテーブ
ル（ステップ 2で作成）を LISP ALTに関連
付けます。

LISPコンフィギュレーションモードを終了し、
グローバルコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp)# exit

ステップ 21   
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目的コマンドまたはアクション

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

routerbgpautonomous-system-number

例：

Router(config)# router bgp 65010

ステップ 22   

IPv4アドレスファミリを指定し、IPv4アドレス
ファミリコンフィギュレーションモードを開始

します。

address-familyipv4[unicast |multicast | vrfvrf-name]

例：

Router(config-router)# address-family ipv4 vrf
lisp

ステップ 23   

• vrfキーワードおよび vrf-nameの引数は、
VRFインスタンスの名前を指定し、後に続
くコマンドに関連付けます。

•この例では、lispという名前の VRFテーブ
ル（ステップ 2で作成）が、LISP ALTの
EIDプレフィックスを持つ BGP IPv4 VRFに
関連付けられています。

指定された自律システムのネイバーの IPアドレ
スを、ローカルルータの IPv4マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighborip-addressremote-asautonomous-system-number

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 65011

ステップ 24   

ネイバーが IPv4ユニキャストアドレスファミリ
のプレフィックスを交換できるようにします。

neighborip-addressactivate

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2
activate

ステップ 25   

IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション
モードを終了し、ルータコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 26   

IPv6アドレスファミリを指定し、IPv6アドレス
ファミリコンフィギュレーションモードを開始

します。

address-familyipv6vrfvrf-name

例：

Router(config-router)# address-family ipv6 vrf
lisp

ステップ 27   

• vrfキーワードおよび vrf-nameの引数は、
VRFインスタンスの名前を指定し、後に続
くコマンドに関連付けます。

•この例では、lispという名前の VRFテーブ
ル（ステップ 2で作成）が、LISP ALTの
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目的コマンドまたはアクション

EIDプレフィックスを持つ BGP IPv6 VRFに
関連付けられています。

指定した自律システム内のネイバーの IPv6アド
レスを、ローカルルータの IPv6マルチプロトコ
ル BGPネイバーテーブルに追加します。

neighborip-addressremote-asautonomous-system-number

例：

Router(config-router-af)# neighbor
2001:db8:ffff::2 remote-as 65011

ステップ 28   

ネイバーが IPv6ユニキャストアドレスファミリ
のプレフィックスを交換できるようにします。

neighborip-addressactivate

例：

Router(config-router-af)# neighbor
2001:db8:ffff::2 activate

ステップ 29   

アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを終了し、ルータコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 30   

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 31   

IPv4スタティックルートを設定します。iprouteipv4-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0
10.10.10.1

ステップ 32   

•この例では、IPv4の接続先すべてのアップ
ストリームのネクストホップに向かうデフォ

ルトルートを作成します。

IPv6スタティックルートを設定します。ipv6routeipv6-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ipv6 route ::/0
2001:db8:e000:2::f0f

ステップ 33   

•この例では、IPv6の接続先すべてのアップ
ストリームのネクストホップに向かうデフォ

ルトルートを作成します。

グローバルコンフィギュレーションモードを終

了し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

Router(config)# exit

ステップ 34   
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例

図 13：各々が IPv4 と IPv6 両方の RLOC を持つ、ALT で接続した LISP Map Resolver と Map Server

次の例は、この手順の手順表に含まれない基本的な IPおよび IPv6の設定を含むLISPMapResolver
の詳細な設定を示します。

!
vrf definition lisp
rd 1:1
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
address-family ipv6
exit-address-family
!
no ip domain lookup
ip cef
ipv6 unicast-routing
ipv6 cef
!
interface Loopback0
no ip address
!
interface Tunnel192
vrf forwarding lisp
ip address 192.168.1.1 255.255.255.252
ipv6 address 2001:db8:ffff::1/64
tunnel source GigabitEthernet 0/0/0
tunnel destination 10.10.10.13
!
interface GigabitEthernet 0/0/0
description Link to SP1 (RLOC)
ip address 10.10.10.10 255.255.255.0
ipv6 address 2001:db8:e000:2::1/64
!
router lisp
ipv4 map-resolver
ipv4 alt-vrf lisp
ipv6 map-resolver
ipv6 alt-vrf lisp
exit
!
router bgp 65010
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bgp asnotation dot
bgp log-neighbor-changes
!
address-family ipv4 vrf lisp
neighbor 192.168.1.2 remote-as 65011
neighbor 192.168.1.2 activate
exit-address-family
!
address-family ipv6 vrf lisp
neighbor 2001:db8:ffff::2 remote-as 65011
neighbor 2001:db8:ffff::2 activate
exit-address-family
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.10.10.1
!
ipv6 route ::/0 2001:db8:e000:2::f0f
!

ALT 接続の LISP Map Server の設定
IPv4と IPv6両方のアドレスファミリのマッピングサービス向けにLISPAlternativeLogical Topology
（ALT）Map Server機能を設定するには、この手順を実行します。

また、ALTで接続した LISP Map Resolverを設定する必要があります（「ALTで接続した LISP
Map Resolverの設定」手順を参照してください）。

（注）

次の図では、MapResolver（MR）とMapServer（MS）は個別のデバイスで設定され、接続を通じ
て EIDプレフィックス情報を共有します。

図 14：各々が IPv4 と IPv6 両方の RLOC を持つ、ALT で接続した LISP Map Resolver と Map Server

図のトポロジに示したMap Serverについて以下に説明します。Map Resolverおよび LISP ALTは
個別の手順で設定します。

マッピングシステム

• 2つの LISPデバイスを、1つはMS、もう 1つはMRとして設定します。
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• MSは IPv4ロケータ 10.10.10.13/24および IPv6ロケータ 2001:db8:e000:2::3/64を装備してい
ます。

• MRは IPv4ロケータ 10.10.10.10/24および IPv6ロケータ 2001:db8:e000:2::1/64を装備してい
ます。

• LISPサイトの xTRは、このMap Serverに登録すると想定します。つまり、xTRは IPv4 EID
プレフィックス 172.16.1.0/24を登録し、IPv6 EIDを使用する場合は IPv6 EIDプレフィックス
2001:db8:a::/48を登録します。

Map Serverの設定のためMS RLOCを使用し、Map Resolverの設定のためMR
RLOCを使用するには、xTRの設定を変更する必要があります。次に例を示し
ます。

（注）

• ipv4 itr map-resolver 10.10.10.10

• ipv4 etr map-server 10.10.10.13 key 0 some-key

その他のインフラストラクチャ

• MRは、lispという名前の VRFテーブルに IPv4および IPv6のトンネルエンドポイント、そ
れぞれ 192.168.1.1/30と 2001:db8:: ffff:1/64を備え、MSは同じ VRFテーブルに IPv4および
IPv6のトンネルエンドポイント、それぞれ 192.168.1.2/30と 2001:db8:ffff::2/64を備えていま
す。このトンネルは ALTに使用します。
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手順の概要

1. configureterminal
2. vrfdefinitionvrf-name
3. rdroute-distinguisher
4. address-familyipv4[unicast]
5. exit-address-family
6. address-familyipv6
7. exit-address-family
8. exit
9. interfacetypenumber
10. vrfforwardingvrf-name
11. ipaddressip-address mask
12. ipv6addressipv6-address/mask
13. tunnelsourceinterface-typeinterface-number
14. tunnel destinationipv4-address
15. exit
16. router lisp
17. ipv4map-server
18. ipv4alt-vrfvrf-name
19. ipv6map-server
20. ipv6alt-vrfvrf-name
21. sitesite-name
22. eid-prefixEID-prefix
23. authentication-keykey-typeauthentication-key
24. exit
25. 追加の LISPサイトを設定するには、手順 21～ 24を繰り返します。
26. exit
27. routerbgpautonomous-system-number
28. address-familyipv4[unicast |multicast | vrfvrf-name]
29. redistributelisp
30. neighborip-addressremote-asautonomous-system-number
31. neighborip-addressactivate
32. exit
33. address-familyipv6vrfvrf-name
34. redistributelisp
35. neighborip-addressremote-asautonomous-system-number
36. neighborip-addressactivate
37. exit
38. exit
39. iprouteipv4-prefixnext-hop
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40. ipv6routeipv6-prefixnext-hop
41. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 1   

Virtual Routing and Forwarding（VRF）テーブルを
作成し、VRFコンフィギュレーションモードを開
始します。

vrfdefinitionvrf-name

例：

Router(config)# vrf definition lisp

ステップ 2   

• VRFに割り当てる名前を指定するには、
vrf-name引数を使用します。この例では、EID
プレフィックスを保持するため、lispという
名前の VRFを作成します。

VRFのルーティングテーブルと転送テーブルを作
成します。

rdroute-distinguisher

例：

Router(config-vrf)# rd 1:1

ステップ 3   

VRFIPv4アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードを開始して、VRFテーブルの IPv4アド
レスファミリを指定します。

address-familyipv4[unicast]

例：

Router(config-vrf)# address-family ipv4

ステップ 4   

•この例では、lispという名前のVRFテーブル
が IPv4 EIDプレフィックスを処理します。

VRFIPv4アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードを終了し、VRFコンフィギュレーション
モードに戻ります。

exit-address-family

例：

Router(config-vrf-af)# exit-address-family

ステップ 5   

VRFIPv6アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードを開始して、VRFテーブルの IPv6アド
レスファミリを指定します。

address-familyipv6

例：

Router(config-vrf)# address-family ipv6

ステップ 6   

•この例では、lispという名前のVRFテーブル
が IPv6 EIDプレフィックスを処理します。
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目的コマンドまたはアクション

VRFIPv6アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードを終了し、VRFコンフィギュレーション
モードに戻ります。

exit-address-family

例：

Router(config-vrf-af)# exit-address-family

ステップ 7   

VRFコンフィギュレーションモードを終了して、
グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

exit

例：

Router(config-vrf)# exit

ステップ 8   

トンネルのインターフェイスのタイプとインター

フェイス番号を指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config)# interface tunnel 191

ステップ 9   

ステップ 2で設定した VRFインスタンスを、ス
テップ 9で設定したトンネルインターフェイスに
関連付けます。

vrfforwardingvrf-name

例：

Router(config-if)# vrf forwarding lisp

ステップ 10   

•インターフェイスが VRFにバインドされて
いる場合、それ以前に設定されていた IPア
ドレスは削除され、インターフェイスはディ

セーブルにされます。

トンネルインターフェイスの IPv4アドレスを設
定します。

ipaddressip-address mask

例：

Router(config-if)# ip address 192.168.1.6
255.255.255.252

ステップ 11   

トンネルインターフェイスの IPv6アドレスを設
定します。

ipv6addressipv6-address/mask

例：

Router(config-if)# ipv6 address
2001:DB8:ffff::6/64

ステップ 12   

トンネル送信元を設定します。tunnelsourceinterface-typeinterface-number

例：

Router(config-if)# tunnel source GigabitEthernet
0/0/0

ステップ 13   
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目的コマンドまたはアクション

トンネルインターフェイスの、トンネル宛先 IPv4
アドレスを指定します。

tunnel destinationipv4-address

例：

Router(config-if)# tunnel destination 10.10.10.13

ステップ 14   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了し、グローバルコンフィギュレーション

モードに入ります。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 15   

LISPコンフィギュレーションモードを開始しま
す（ソフトウェアのみ）。

router lisp

例：

Router(config)# router lisp

ステップ 16   

IPv4アドレスファミリ内のEIDのLISPMapServer
機能を有効化します。

ipv4map-server

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 map-server

ステップ 17   

VRFテーブルを IPv4 EIDの LISP ALTに関連付け
ます。

ipv4alt-vrfvrf-name

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 alt-vrf lisp

ステップ 18   

•この例では、lispという名前のVRFテーブル
（ステップ 2で作成）を LISP ALTに関連付
けます。

IPv6アドレスファミリ内のEIDのLISPMapServer
機能を有効化します。

ipv6map-server

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 map-server

ステップ 19   

VRFテーブルを IPv6 EIDの LISP ALTに関連付け
ます。

ipv6alt-vrfvrf-name

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 alt-vrf lisp

ステップ 20   

•この例では、lispという名前のVRFテーブル
（ステップ 2で作成）を LISP ALTに関連付
けます。

LISPサイトを指定し、LISPサイトコンフィギュ
レーションモードを開始します。

sitesite-name

例：

Router(config-router-lisp)# site Site-1

ステップ 21   
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目的コマンドまたはアクション

LISPのサイト名は、設定したMapServer
に対しローカルで意味を持ちます。それ

以外の場所では関連性がありません。こ

の名前は 1つ以上の EIDプレフィック
スを、認証キーおよびサイトに関連する

他の機能に関連付ける管理手段としての

み使用されます。

（注）

この LISPサイトに関連付けられた IPv4または
IPv6の EIDプレフィックスを設定します。

eid-prefixEID-prefix

例：

Router(config-router-lisp-site)# eid-prefix
172.16.1.0/24

ステップ 22   

•この LISPサイト下で追加の EIDプレフィッ
クスを設定するには、この手順を、必要に応

じて繰り返します。

•この手順の例では、IPv4の EIDプレフィッ
クスのみが設定されていますが、設定を完了

するには、IPv6の EIDプレフィックスも設
定する必要があります。

LISP ETRは、一致する EIDプレフィッ
クスおよび同一の認証キーにより設定す

る必要があります。

（注）

追加の eid-prefixコマンド設定オプショ
ンが使用できます。（詳細については、

『LISP Command Reference』を参照して
ください。）

（注）

このサイトに関連付けられている認証キーを設定

します。

authentication-keykey-typeauthentication-key

例：

Router(config-router-lisp-site)#
authentication-key 0 some-key

ステップ 23   

LISP ETRは、一致する EIDプレフィッ
クスおよび同一の認証キーにより設定す

る必要があります。

（注）

認証キーは、タイプ6の暗号化で設定で
きます。（詳細については、『LISP
Command Reference』を参照してくださ
い。）

（注）

LISPサイトコンフィギュレーションモードを終
了し、LISPコンフィギュレーションモードに戻
ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp-site)# exit

ステップ 24   

—追加のLISPサイトを設定するには、手順 21～ 24を
繰り返します。

ステップ 25   
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目的コマンドまたはアクション

LISPコンフィギュレーションモードを終了し、
グローバルコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp)# exit

ステップ 26   

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

routerbgpautonomous-system-number

例：

Router(config)# router bgp 65011

ステップ 27   

IPv4アドレスファミリを指定し、IPv4アドレス
ファミリコンフィギュレーションモードを開始

します。

address-familyipv4[unicast |multicast | vrfvrf-name]

例：

Router(config-router)# address-family ipv4 vrf
lisp

ステップ 28   

• vrfキーワードおよびvrf-nameの引数は、VRF
インスタンスの名前を指定し、後に続くコマ

ンドに関連付けます。

•この例では、lispという名前のVRFテーブル
（ステップ 2で作成）が、LISP ALTの EID
プレフィックスを持つ BGP IPv4 VRFに関連
付けられています。

LISPに認識されているEIDプレフィックスをBGP
に再配布します。

redistributelisp

例：

Router(config-router-af)# redistribute lisp

ステップ 29   

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルルータの IPv4マルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighborip-addressremote-asautonomous-system-number

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 65010

ステップ 30   

ネイバーが IPv4ユニキャストアドレスファミリ
のプレフィックスを交換できるようにします。

neighborip-addressactivate

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
activate

ステップ 31   

アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを終了し、ルータコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 32   
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目的コマンドまたはアクション

IPv6アドレスファミリを指定し、IPv6アドレス
ファミリコンフィギュレーションモードを開始

します。

address-familyipv6vrfvrf-name

例：

Router(config-router)# address-family ipv6 vrf
lisp

ステップ 33   

• vrfキーワードおよびvrf-nameの引数は、VRF
インスタンスの名前を指定し、後に続くコマ

ンドに関連付けます。

•この例では、lispという名前のVRFテーブル
（ステップ 2で作成）が、LISP ALTの EID
プレフィックスを持つ BGP IPv6 VRFに関連
付けられています。

LISPに認識されているEIDプレフィックスをBGP
に再配布します。

redistributelisp

例：

Router(config-router-af)# redistribute lisp

ステップ 34   

指定した自律システム内のネイバーの IPv6アドレ
スを、ローカルルータの IPv6マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighborip-addressremote-asautonomous-system-number

例：

Router(config-router-af)# neighbor
2001:db8:ffff::1 remote-as 65010

ステップ 35   

ネイバーが IPv6ユニキャストアドレスファミリ
のプレフィックスを交換できるようにします。

neighborip-addressactivate

例：

Router(config-router-af)# neighbor
2001:db8:ffff::1 activate

ステップ 36   

アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを終了し、ルータコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 37   

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 38   

   IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
80

LISP（Locator/ID Separation Protocol）の設定
個別に ALT 接続された Map Resolver および Map Server デバイスを使用して、パブリックマッピングシス
テムを設定する



目的コマンドまたはアクション

IPv4スタティックルートを設定します。iprouteipv4-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0
10.10.10.1

ステップ 39   

•この例では、IPv4の接続先すべてのアップス
トリームのネクストホップに向かうデフォル

トルートを作成します。

IPv6スタティックルートを設定します。ipv6routeipv6-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ipv6 route ::/0
2001:db8:e000:2::f0f

ステップ 40   

•この例では、IPv6の接続先すべてのアップス
トリームのネクストホップに向かうデフォル

トルートを作成します。

グローバルコンフィギュレーションモードを終

了し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

Router(config)# exit

ステップ 41   

例：

図 15：各々が IPv4 と IPv6 両方の RLOC を持つ、ALT で接続した LISP Map Resolver と Map Server

次の例は、この手順の手順表に含まれない基本的な IPおよび IPv6の設定を含む LISP Map Server
の詳細な設定を示します。

!
hostname MS
!
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vrf definition lisp
rd 1:1
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
address-family ipv6
exit-address-family
!
no ip domain lookup
ip cef
ipv6 unicast-routing
ipv6 cef
!
interface Loopback0
no ip address
!
interface Tunnel192
vrf forwarding lisp
ip address 192.168.1.2 255.255.255.252
ipv6 address 2001:db8:ffff::2/64
tunnel source GigabitEthernet 0/0/0
tunnel destination 10.10.10.10
!
interface GigabitEthernet 0/0/0
description Link to SP1 (RLOC)
ip address 10.10.10.13 255.255.255.0
ipv6 address 2001:db8:e000:2::3/64
!
router lisp
site Site-1
authentication-key 0 some-xtr-key
eid-prefix 172.16.1.0/24
eid-prefix 2001:db8:a::/48
exit
!
site Site-2
authentication-key 0 another-xtr-key
eid-prefix 172.16.2.0/24
eid-prefix 2001:db8:b::/48
exit
!
!---configure more LISP sites as required---
!
ipv4 map-server
ipv4 alt-vrf lisp
ipv6 map-server
ipv6 alt-vrf lisp
exit
!
router bgp 65011
bgp asnotation dot
bgp log-neighbor-changes
!
address-family ipv4 vrf lisp
redistribute lisp
neighbor 192.168.1.1 remote-as 65010
neighbor 192.168.1.1 activate
exit-address-family
!
address-family ipv6 vrf lisp
redistribute lisp
neighbor 2001:db8:ffff::1 remote-as 65010
neighbor 2001:db8:ffff::1 activate
exit-address-family
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.10.10.1
!
ipv6 route ::/0 2001:db8:e000:2::f0f
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PETR と PITR の設定
次に挙げるのは、プロキシ出力トンネルルータ（PETR）とプロキシ入力トンネルルータ（PITR）
の設計および導入方法です。シナリオ例では、PETRと PITRを個別のデバイスとして導入してい
ますが、PETRと PITRとして同時に機能する、PxTRと呼ばれる単一デバイスを導入することも
できます。

IPv4 と IPv6 両方の RLOC を備えたプロキシ出力トンネルルータの導入
IPv4および IPv6のアドレスファミリのプロキシ出力トンネルルータ（PETR）を導入するには、
次の手順を実行します。また、PxTRと呼ばれる、同時にPETRおよびプロキシ入力トンネルルー
タ（PITR）として機能する単一のデバイスに PETR機能を設定するのにも、この手順を実行でき
ます。

PETRは、LISPでカプセル化されたパケットを単に受け入れ、カプセル化を解除し、転送します。
たとえば、LISPサイトに IPv4 RLOC接続しかない場合に、IPv6の LISP EIDに非 LISP EIDへのア
クセスを提供するのに PETRを使用することができます。したがって PETRは、アドレスファミ
リを横断することで接続に問題が生じる場合に、LISP-to-non-LISPアクセスに使用されます。
（PETRは、必要な場合には一致した EIDおよび RLOCアドレスファミリでも使用できます。）
リターントラフィックフローを提供するには PITRが必要です。PETRはデュアルスタック接続
を搭載する必要があるのみで、導入が簡単です。

この PETRの例で使用するトポロジを図で示します。この例に示した PETRと PITRは、それぞれ
IPv4および IPv6のロケータを両方備えた個別のデバイスとして導入されています。

図 16：IPv4 および IPv6 の RLOC を両方備えたプロキシ出力トンネルルータ

図のトポロジに示したコンポーネントは次のとおりです。

PETR
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•スタンドアロンのLISPデバイスとして導入する場合、PETRはデュアルスタックでコアネッ
トワークに接続されます。

• PETRの IPv4ロケータは 10.10.10.14/24、IPv6ロケータは 2001:db8:e000:2::4/64です。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. router lisp
4. ipv4proxy-etr
5. ipv6proxy-etr
6. exit
7. iprouteipv4-prefixnext-hop
8. ipv6routeipv6-prefixnext-hop
9. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

LISPコンフィギュレーションモードを開始します（ソフ
トウェアのみ）。

router lisp

例：

Router(config)# router lisp

ステップ 3   

IPv4 EIDの PETR機能を有効化します。ipv4proxy-etr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4
proxy-etr

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

IPv6 EIDの PETR機能を有効化します。ipv6proxy-etr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6
proxy-etr

ステップ 5   

LISPコンフィギュレーションモードを終了して、グロー
バルコンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Router(config-router-lisp)# exit

ステップ 6   

IPv4スタティックルートを設定します。iprouteipv4-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ip route 0.0.0.0
0.0.0.0 10.10.10.1

ステップ 7   

•この例では、IPv4の接続先すべてのアップストリー
ムのネクストホップに向かうデフォルトルートを作

成します。

IPv6スタティックルートを設定します。ipv6routeipv6-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ipv6 route ::/0
2001:db8:e000:2::f0f

ステップ 8   

•この例では、IPv6の接続先すべてのアップストリー
ムのネクストホップに向かうデフォルトルートを作

成します。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、特

権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

Router(config)# exit

ステップ 9   
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例：

図 17：IPv4 および IPv6 の RLOC を両方備えたプロキシ出力トンネルルータ

次の例では、この手順の手順表に含まれない基本的な IPおよび IPv6設定を含む PETRの詳細な
設定を示します。

!
hostname PETR
!
no ip domain lookup
ip cef
ipv6 unicast-routing
ipv6 cef
!
interface Loopback0
no ip address
!
interface GigabitEthernet 0/0/0
description Link to Core (RLOC)
ip address 10.10.10.14 255.255.255.0
ipv6 address 2001:db8:e000:2::4/64
!
router lisp
ipv4 proxy-etr
ipv6 proxy-etr
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.10.10.1
!
ipv6 route ::/0 2001:db8:e000:2::f0f

IPv4 および IPv6 の RLOC を両方備えたプロキシ入力トンネルルータの導入
IPv4および IPv6両方のアドレスファミリのプロキシ入力トンネルルータ（PITR）を導入するに
は、次の手順を実行します。また、PxTRと呼ばれる、同時に PITRおよびプロキシ出力トンネル
ルータ（PETR）として機能する単一のデバイスに PITR機能を設定するのにも、この手順を実行
できます。
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PITRは LISP EIDの粗集約プレフィックスをアドバタイズすることにより、非 LISPパケットをコ
ア（インターネットやマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）コアなど）に引き付けた
後、LISPカプセル化を実行し（ITRと同様）、LISP EIDへのアクセスを提供します。これによ
り、PITRは non-LISP-to-LISPインターワーキングを実現します。また、PITRは non-LISP-to-LISP
トラフィック向けにアドレスファミリがホップを経由するのにも使用されます。たとえば、非

LISP IPv6サイトから IPv4 RLOCのみを含む IPv6 LISPサイトに、リターントラフィックパスを
提供するのにデュアルスタック PxTRが使用できます。

non-LISP-to-LISPフローの作成のため、EID-to-RLOCのマッピングを解決するには、LISPマッピ
ングシステムを照会するようにPITRを設定します。この手順では、PITRはLISPAlternateLogical
Topology（ALT）を介してMap Rrequestメッセージを送り、EID-to-RLOCのマッピングを解決す
るように設定されます。

LISPサイト宛ての非 LISPトラフィックを引き付けるには、粗集約 EIDプレフィックスを、基
盤となるネットワークインフラストラクチャに、PITRがアドバタイズする必要があります。
インターネットをコアとする例では、LISPサイト宛ての非LISPトラフィックの引き付けは、
通常、外部 BGP（eBGP）を介して管理されるか、インターネットへの適切な EIDプレフィッ
クスをすべて含む、粗集約をアドバタイズすることにより管理されます。図の構成例ではこの

アプローチを使用しています。これは BGPの標準的な設定であるため、サマリーや詳細なコ
マンドのガイダンスはこの手順の手順表では紹介しませんが、手順表に続く詳細な設定例に、

この eBGPピアリングの正確な例が含まれています。適切なEIDプレフィックスをすべて含む
粗集約をコアにアドバタイズするアプローチであれば、これ以外のアプローチも可能です。

（注）

この例で使用するトポロジを図に示します。PITRは単独のデバイスとして導入され、IPv4および
IPv6のロケータをどちらも備えています。MapResolverとコアピアリングルータも参考のため図
に示しています。図に示した PITR設定を完了するには、これらのコンポーネントが必要です。

図 18：IPv4 および IPv6 の RLOC を両方備えたプロキシ入力トンネルルータ

図のトポロジに示したコンポーネントは次のとおりです。
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PITR

•スタンドアロンの LISPデバイスとして導入する場合、PITRはデュアルスタックでコアネッ
トワークに接続されます。

• PITRの IPv4ロケータは 10.10.10.11/24、IPv6ロケータは 2001:db8:e000:2::2/64です。

•この手順（172.16.1.0/24および 2001:db8:a::/48の設定）全体での LISP EIDプレフィックスの
使用を想定しています。また LISP EIDプレフィックスは、粗集約に集約され、PITRによっ
てコアネットワークにアドバタイズできる LISP EIDブロックの一部です。IPv4の粗集約
172.16.0.0/16および IPv6の粗集約 2001:db8::/33の、PITRによる IPv4および IPv6コアネッ
トワークへのアドバタイズも想定しています。

• PITR eBGPは、ロケータ 10.10.11.1および 2001:db8:e000:3::1を持つコアルータとピアリング
を行います。粗集約 IPv4 EIDプレフィックス 172.16.0.0/16および IPv6 EIDプレフィックス
2001:db8::/33を、それぞれ IPv4コアと IPv6コアにアドバタイズするためです。

• PITRは、ロケータ 10.10.10.13および 2001:db8:e000:2::3を備えたMap Serverを介して LISP
ALT（GRE+BGP）を使用するように設定されます。関連する設定は PITRの項で示します。

その他のインフラストラクチャ

• MSは、IPv4および IPv6のトンネルエンドポイントを VRFテーブル（lispという名前を持
つ）内に持ち、それぞれ 192.168.5/30および 2001:db8:ffff::5/64です。Map Serverの設定は、
手順表にはありません。

•コアルータには、IPv4アドレスの 10.10.11.1と IPv6アドレスの 2001:db8:e000:3::1がありま
す。これらのアドレスは、eBGPピアリングに使用されます。コアルータ設定は、一般的な
ISPピアリングルータとしてよく知られているものと想定し、手順表には含まれません。
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手順の概要

1. configureterminal
2. vrfdefinitionvrf-name
3. rdroute-distinguisher
4. address-familyipv4[unicast]
5. exit-address-family
6. address-familyipv6
7. exit-address-family
8. exit
9. interfacetypenumber
10. vrfforwardingvrf-name
11. ipaddressip-address mask
12. ipv6addressipv6-address/mask
13. tunnelsourceinterface-typeinterface-number
14. tunnel destinationipv4-address
15. exit
16. router lisp
17. ipv4alt-vrfvrf-name
18. ipv4proxy-itripv4-locator [ipv6-locator]
19. ipv4map-cache-limitmap-cache-limit
20. ipv6alt-vrfvrf-name
21. ipv6proxy-itripv6-locator [ipv4-locator]
22. ipv6map-cache-limitmap-cache-limit
23. exit
24. routerbgpautonomous-system-number
25. address-familyipv4 [unicast |multicast | vrfvrf-name]
26. neighborip-addressremote-asautonomous-system-number
27. neighborip-addressactivate
28. exit
29. address-familyipv6 [unicast |multicast | vrfvrf-name]
30. neighborip-addressremote-asautonomous-system-number
31. neighborip-addressactivate
32. exit
33. exit
34. iprouteipv4-prefixnext-hop
35. iprouteipv4-prefixnext-hop
36. ipv6routeipv6-prefixnext-hop
37. ipv6routeipv6-prefixnext-hop
38. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 1   

Virtual Routing and Forwarding（VRF）テーブルを
設定し、VRFコンフィギュレーションモードを開
始します。

vrfdefinitionvrf-name

例：

Router(config)# vrf definition lisp

ステップ 2   

• VRFに割り当てる名前を指定するには、
vrf-name引数を使用します。この例では、EID
プレフィックスを保持するため、lispという
名前の VRFを作成します。

VRFのルーティングテーブルと転送テーブルを作
成します。

rdroute-distinguisher

例：

Router(config-vrf)# rd 1:1

ステップ 3   

VRFIPv4アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードを開始して、VRFテーブルの IPv4アドレ
スファミリを指定します。

address-familyipv4[unicast]

例：

Router(config-vrf)# address-family ipv4

ステップ 4   

•この例では、lispという名前の VRFが IPv4
EIDプレフィックスを処理します。

VRFアドレスファミリコンフィギュレーション
モードを終了し、VRFコンフィギュレーション
モードに戻ります。

exit-address-family

例：

Router(config-vrf-af)# exit-address-family

ステップ 5   

VRFIPv6アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードを開始して、VRFテーブルの IPv6アドレ
スファミリを指定します。

address-familyipv6

例：

Router(config-vrf)# address-family ipv6

ステップ 6   

•この例では、lispという名前の VRFテーブル
が IPv6 EIDプレフィックスを処理します。
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目的コマンドまたはアクション

VRFアドレスファミリコンフィギュレーション
モードを終了し、VRFコンフィギュレーション
モードに戻ります。

exit-address-family

例：

Router(config-vrf-af)# exit-address-family

ステップ 7   

VRFコンフィギュレーションモードを終了して、
グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

exit

例：

Router(config-vrf)# exit

ステップ 8   

トンネルのインターフェイスのタイプとインター

フェイス番号を指定し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config)# interface tunnel 191

ステップ 9   

ステップ 2で設定した VRFインスタンスを、ス
テップ 9で設定したトンネルインターフェイスに
関連付けます。

vrfforwardingvrf-name

例：

Router(config-if)# vrf forwarding lisp

ステップ 10   

•インターフェイスがVRFにバインドされてい
る場合、それ以前に設定されていた IPアドレ
スは削除され、インターフェイスはディセー

ブルにされます。

トンネルインターフェイスの IPv4アドレスを設定
します。

ipaddressip-address mask

例：

Router(config-if)# ip address 192.168.1.6
255.255.255.252

ステップ 11   

トンネルインターフェイスの IPv6アドレスを設定
します。

ipv6addressipv6-address/mask

例：

Router(config-if)# ipv6 address
2001:DB8:ffff::6/64

ステップ 12   

トンネル送信元を設定します。tunnelsourceinterface-typeinterface-number

例：

Router(config-if)# tunnel source GigabitEthernet
0/0/0

ステップ 13   
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目的コマンドまたはアクション

トンネルインターフェイスの、トンネル宛先 IPv4
アドレスを指定します。

tunnel destinationipv4-address

例：

Router(config-if)# tunnel destination 10.10.10.13

ステップ 14   

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーション

モードに入ります。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 15   

LISPコンフィギュレーションモードを開始します
（ソフトウェアのみ）。

router lisp

例：

Router(config)# router lisp

ステップ 16   

VRFテーブルを IPv4 EIDの LISP ALTに関連付け
ます。

ipv4alt-vrfvrf-name

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 alt-vrf lisp

ステップ 17   

•この例では、lispという名前の VRFテーブル
（ステップ 2で作成）を LISP ALTに関連付
けます。

IPv4 EIDのプロキシ入力トンネルルータ（PITR）
の機能を有効にし、LISPでカプセル化したパケッ

ipv4proxy-itripv4-locator [ipv6-locator]

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 proxy-itr
10.10.10.11 2001:db8:e000:2::2

ステップ 18   

トを LISPサイトに送信するのに使用するため、
IPv4および（任意で）IPv6 RLOC（PITRローカ
ル）を指定します。

PITRが維持する IPv4マップキャッシュエントリ
の最大数を指定します。

ipv4map-cache-limitmap-cache-limit

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 map-cache-limit
100000

ステップ 19   

•マップキャッシュがその制限に達すると、既
存のエントリは『command reference guide』に
記載されたルールに従って削除されます。（詳

細については、『LISPCommandReference』を
参照してください。）

•デフォルトのマップキャッシュの上限は10000
です。この例では、デバイスが PITRとして
設定されているため、より大きなマップ

キャッシュ上限を設定しています。
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目的コマンドまたはアクション

VRFテーブルを IPv6 EIDの LISP ALTに関連付け
ます。

ipv6alt-vrfvrf-name

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 alt-vrf lisp

ステップ 20   

•この例では、lispという名前の VRFテーブル
（ステップ 2で作成）を LISP ALTに関連付
けます。

IPv6 EIDのプロキシ入力トンネルルータ（PITR）
の機能を有効にし、IPv6および（任意で）IPv4

ipv6proxy-itripv6-locator [ipv4-locator]

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 proxy-itr
2001:db8:e000:2::2 10.10.10.11

ステップ 21   

RLOC（PITRローカル）を指定し、LISPでカプセ
ル化したパケットをLISPサイトに送信するのに使
用します。

PITRが維持する IPv6マップキャッシュエントリ
の最大数を指定します。

ipv6map-cache-limitmap-cache-limit

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 map-cache-limit
100000

ステップ 22   

•マップキャッシュがその制限に達すると、既
存のエントリは『command reference guide』に
記載されたルールに従って削除されます。（詳

細については、『LISPCommandReference』を
参照してください。）

デフォルトのマップキャッシュの上限は 10000で
す。この例では、デバイスがPITRとして設定され
ているため、より大きなマップキャッシュ上限を

設定しています。

LISPコンフィギュレーションモードを終了し、グ
ローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Router(config-router-lisp)# exit

ステップ 23   

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

routerbgpautonomous-system-number

例：

Router(config)# router bgp 65015

ステップ 24   

IPv4アドレスファミリを指定し、IPv4アドレス
ファミリコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

address-familyipv4 [unicast |multicast | vrfvrf-name]

例：

Router(config-router)# address-family ipv4 vrf
lisp

ステップ 25   

• vrfキーワードおよび vrf-nameの引数は、VRF
インスタンスの名前を指定し、後に続くコマ

ンドに関連付けます。
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目的コマンドまたはアクション

•この例では、lispという名前の VRFテーブル
（ステップ 2で作成）が、LISP ALTの EID
プレフィックスを持つ BGP IPv4 VRFに関連
付けられています。

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルルータの IPv4マルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighborip-addressremote-asautonomous-system-number

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.5
remote-as 65011

ステップ 26   

ネイバーが IPv4ユニキャストアドレスファミリ
のプレフィックスを交換できるようにします。

neighborip-addressactivate

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.5
activate

ステップ 27   

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 28   

IPv6アドレスファミリを指定し、IPv6アドレス
ファミリコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

address-familyipv6 [unicast |multicast | vrfvrf-name]

例：

Router(config-router-af)# address-family ipv6 vrf
lisp

ステップ 29   

• vrfキーワードおよび vrf-nameの引数は、VRF
インスタンスの名前を指定し、後に続くコマ

ンドに関連付けます。

•この例では、lispという名前の VRFテーブル
（ステップ 2で作成）が、LISP ALTの EID
プレフィックスを持つ BGP IPv6 VRFに関連
付けられています。

指定した自律システム内のネイバーの IPv6アドレ
スを、ローカルルータの IPv6マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighborip-addressremote-asautonomous-system-number

例：

Router(config-router-af)# neighbor
2001:db8:ffff::5 remote-as 65011

ステップ 30   
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目的コマンドまたはアクション

ネイバーが IPv6ユニキャストアドレスファミリ
のプレフィックスを交換できるようにします。

neighborip-addressactivate

例：

Router(config-router-af)# neighbor
2001:db8:ffff::5 activate

ステップ 31   

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 32   

ルータコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 33   

IPv4スタティックルートを設定します。iprouteipv4-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0
10.10.10.1

ステップ 34   

•この例では、IPv4の接続先すべてのアップス
トリームのネクストホップに向かうデフォル

トルートを作成します。

IPv4スタティックルートを設定します。iprouteipv4-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ip route 172.16.0.0 255.255.0.0
Null0 tag 123

ステップ 35   

•この例では、スタティックルートは粗集約
IPv4 EIDプレフィックス 172.16.0.0/16向けに
Null0に設定されています。このスタティック
ルートは、LISPがマッピングシステムにLISP
EIDを検索要求する動作を適切かつ確実に実
行するために必要です。タグ 123は、この粗
集約プレフィックスをアップストリームの ISP
BGPピアにアドバタイズするのを許可するた
めのルートマップの参照点として、NULL
ルートに加えられます。

IPv6スタティックルートを設定します。ipv6routeipv6-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ipv6 route ::/0
2001:db8:e000:2::f0f

ステップ 36   

•この例では、IPv6の接続先すべてのアップス
トリームのネクストホップに向かうデフォル

トルートを作成します。
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目的コマンドまたはアクション

IPv6スタティックルートを設定します。ipv6routeipv6-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ipv6 route 2001:db8::/33 Null0
tag 123

ステップ 37   

•この例では、スタティックルートは粗集約
IPv6 EIDプレフィックス 2001:db8::/33向けに
Null0に設定されています。これは、LISPが
マッピングシステムに LISP EIDを検索要求
する動作を適切かつ確実に実行するために必

要です。タグ 123は、この粗集約プレフィッ
クスをアップストリームの ISP BGPピアにア
ドバタイズするのを許可するためのルート

マップの役立つ参照点として、NULLルート
に加えられます。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

Router(config)# exit

ステップ 38   

例：

図 19：IPv4 および IPv6 の RLOC を両方備えたプロキシ入力トンネルルータ

次の例では、この手順の手順表に含まれない基本的な IP BGPおよびルートマップ設定を含む、
PITRの詳細な設定を示します。
!
hostname PITR
!
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no ip domain lookup
ip cef
ipv6 unicast-routing
ipv6 cef
!
interface Loopback0
no ip address
!
interface Tunnel191
vrf forwarding lisp
ip address 192.168.1.6 255.255.255.252
ipv6 address 2001:db8:ffff::6/64
tunnel source GigabitEthernet 0/0/0
tunnel destination 10.10.10.13
!
interface GigabitEthernet 0/0/0
description Link to Core (RLOC)
ip address 10.10.10.11 255.255.255.0
ipv6 address 2001:db8:e000:2::2/64
!
router lisp
ipv4 alt-vrf lisp
ipv4 map-cache-limit 100000
ipv4 proxy-itr 10.10.10.11 2001:db8:e000:2::2
ipv6 alt-vrf lisp
ipv6 map-cache-limit 100000
ipv6 proxy-itr 2001:db8:e000:2::2 10.10.10.11
exit
!
router bgp 65015
bgp asnotation dot
bgp log-neighbor-changes
neighbor 10.10.11.1 remote-as 65111
neighbor 2001:db8:e000:3::1 remote-as 65111
!
address-family ipv4
no synchronization
redistribute static route-map populate-default
neighbor 10.10.11.1 activate
neighbor 10.10.11.1 send-community both
neighbor 10.10.11.1 route-map dfz-out out
exit-address-family
!
address-family ipv6
redistribute static route-map populate-default
neighbor 2001:db8:e000:3::1 activate
neighbor 2001:db8:e000:3::1 send-community both
neighbor 2001:db8:e000:3::1 route-map dfz-out out
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf lisp
no synchronization
neighbor 192.168.1.5 remote-as 65011
neighbor 192.168.1.5 activate
exit-address-family
!
address-family ipv6 vrf lisp
no synchronization
neighbor 2001:db8:ffff::5 remote-as 65011
neighbor 2001:db8:ffff::5 activate
exit-address-family
!
ip bgp-community new-format
ip community-list standard dfz-upstream permit 65100:123
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.10.10.1
ip route 172.16.0.0 255.255.0.0 Null0 tag 123
!
ipv6 route 2001:db8::/33 Null0 tag 123
ipv6 route ::/0 2001:db8:e000:2::f0f
!
route-map populate-default permit 10
match tag 123
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set origin igp
set community 65100:123
!
route-map dfz-out permit 10
match community dfz-upstream
!

ロケータ ID セパレーションプロトコルの検証とトラブルシュート
LISPの設定が済めば、この手順の任意のステップに従って、LISPの設定と動作の確認およびトラ
ブルシュートが可能です。特定の検証およびトラブルシュートのステップは、特定のLISPデバイ
スに固有であるため、ご使用の LISPサイトで設定した場合にのみ適用されます。

手順の概要

1. enable
2. show running-config | section router lisp
3. show [ip | ipv6] lisp
4. show [ip | ipv6] lispmap-cache
5. show [ip | ipv6] lispdatabase
6. showlispsite [namesite-name]
7. lig {[self {ipv4 | ipv6}] | {hostname | destination-EID}}
8. ping {hostname | destination-EID}
9. clear [ip | ipv6] lispmap-cache

手順の詳細

ステップ 1 enable
特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワードを入力します（要求された場合）。

例：

Router> enable

ステップ 2 show running-config | section router lisp
show running-config | section router lispコマンドは、デバイスの LISP設定をすばやく確認でき便利です。
このコマンドは、Cisco IOS LISPデバイスのいずれにも適用できます。

次に挙げるのは、マルチホーム LISPサイトが IPv4および IPv6の EIDプレフィックスを使用して設定さ
れたときの show running-config | section router lispコマンドの出力例です。

例：

Router# show running-config | section router lisp

router lisp
database-mapping 172.16.1.0/24 10.1.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 172.16.1.0/24 10.2.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 2001:DB8:A::/48 10.1.1.2 priority 1 weight 50

   IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
98

LISP（Locator/ID Separation Protocol）の設定
ロケータ ID セパレーションプロトコルの検証とトラブルシュート



database-mapping 2001:DB8:A::/48 10.2.1.2 priority 1 weight 50
ipv4 itr map-resolver 10.10.10.10
ipv4 itr map-resolver 10.10.30.10
ipv4 itr
ipv4 etr map-server 10.10.10.10 key some-key
ipv4 etr map-server 10.10.30.10 key some-key
ipv4 etr
ipv6 use-petr 10.10.10.11
ipv6 use-petr 10.10.30.11
ipv6 itr map-resolver 10.10.10.10
ipv6 itr map-resolver 10.10.30.10
ipv6 itr
ipv6 etr map-server 10.10.10.10 key some-key
ipv6 etr map-server 10.10.30.10 key some-key
ipv6 etr
exit

ステップ 3 show [ip | ipv6] lisp
show ip lispおよび show ipv6 lispコマンドは、デバイスに設定しながら LISPの動作ステータスをすばや
く確認でき便利です。それぞれ IPv4と IPv6のアドレスファミリに適用されます。このコマンドは、Cisco
IOS LISPデバイスのいずれにも適用できます。

例：

次の例は、LISPの動作ステータスと IPv4アドレスファミリに関する情報を示しています。

Router# show ip lisp

Ingress Tunnel Router (ITR): enabled
Egress Tunnel Router (ETR): enabled
Proxy-ITR Router (PITR): disabled
Proxy-ETR Router (PETR): disabled
Map Server (MS): disabled
Map Resolver (MR): disabled
Map-Request source: 172.16.1.1
ITR Map-Resolver(s): 10.10.10.10, 10.10.30.10
ETR Map-Server(s): 10.10.10.10 (00:00:56), 10.10.30.10 (00:00:12)
ETR accept mapping data: disabled, verify disabled
ETR map-cache TTL: 1d00h
Locator Status Algorithms:
RLOC-probe algorithm: disabled

Static mappings configured: 0
Map-cache size/limit: 2/1000
Map-cache activity check period: 60 secs
Map-database size: 1

例：

次の例は、LISPの動作ステータスと IPv6アドレスファミリに関する情報を示しています。

Router# show ip lisp

Ingress Tunnel Router (ITR): enabled
Egress Tunnel Router (ETR): enabled
Proxy-ITR Router (PITR): disabled
Proxy-ETR Router (PETR): disabled
Map Server (MS): disabled
Map Resolver (MR): disabled
Map-Request source: 2001:DB8:A::1

ITR Map-Resolver(s): 10.10.10.10, 10.10.30.10
ETR Map-Server(s): 10.10.10.10 (00:00:23), 10.10.30.10 (00:00:40)
ETR accept mapping data: disabled, verify disabled
ETR map-cache TTL: 1d00h
Locator Status Algorithms:
RLOC-probe algorithm: disabled
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Static mappings configured: 0
Map-cache size/limit: 1/1000
Map-cache activity check period: 60 secs
Map-database size: 1

ステップ 4 show [ip | ipv6] lispmap-cache
show ip lisp map-cacheおよび show ipv6 lisp map-cacheコマンドは、ITRまたは PITRとしてデバイスに設
定されたマップキャッシュの動作ステータスをすばやく確認でき便利です。それぞれ IPv4と IPv6のアド
レスファミリに適用されます。マルチホーム LISPのサイトが IPv4と IPv6 EIDプレフィックスを使用す
る場合の設定に基づき、この出力例では、マップキャッシュのエントリが IPv4 EIDプレフィックス
172.16.2.0/24と IPv6 EIDプレフィックス 2001:db8:b::/48を持つ別のサイトで受信済みと想定します。

例：

次の例は、IPv4マッピングキャッシュ情報を示します。

Router# show ip lisp map-cache

LISP IPv4 Mapping Cache, 2 entries

0.0.0.0/0, uptime: 02:48:19, expires: never, via static send map-request
Negative cache entry, action: send-map-request

172.16.2.0/24, uptime: 01:45:24, expires: 22:14:28, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.0.6 01:45:24 up 1/1

例：

次の例は、IPv6マッピングキャッシュ情報を示します。

Router# show ipv6 lisp map-cache

LISP IPv6 Mapping Cache, 2 entries

::/0, uptime: 02:49:39, expires: never, via static send map-request
Negative cache entry, action: send-map-request

2001:DB8:B::/48, uptime: 00:00:07, expires: 23:59:46, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.0.6 00:00:07 up 1/1

ステップ 5 show [ip | ipv6] lispdatabase
show ip lisp databaseおよび show ipv6 lisp databaseコマンドは、ETRとしてデバイスに設定されたデータ
ベースマッピングの動作ステータスをすばやく確認でき便利です。それぞれ IPv4と IPv6のアドレスファ
ミリに適用されます。次の出力例は、マルチホーム LISPサイトが IPv4と IPv6 EIDプレフィックスで設定
されているときの設定に基づいています。

例：

次の例は、IPv4マッピングデータベースの情報を示します。

Router# show ip lisp database

LISP ETR IPv4 Mapping Database, LSBs: 0x3, 1 entries

172.16.1.0/24
Locator Pri/Wgt Source State
10.1.1.2 1/50 cfg-addr site-self, reachable
10.2.1.2 1/50 cfg-addr site-other, report-reachable
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例：

次の例は、IPv6マッピングデータベースの情報を示します。

Router# show ipv6 lisp database

LISP ETR IPv6 Mapping Database, LSBs: 0x1, 1 entries

2001:DB8:A::/48
Locator Pri/Wgt Source State
10.1.1.2 1/50 cfg-addr site-self, reachable
10.2.1.2 1/50 cfg-addr site-other, report-reachable

ステップ 6 showlispsite [namesite-name]
show lisp siteコマンドは、LISPサイトをMap Serverに設定しがなら、すばやく動作状態を確認でき便利
です。このコマンドは、Map Serverとして設定されたデバイスにのみ適用されます。

次の例は、マルチホーム LISPのサイトを IPv4と IPv6の両方の EIDプレフィックスで設定した場合の設
定に基づいています。

例：

Router# show lisp site

LISP Site Registration Information

Site Name Last Up Who Last EID Prefix
Register Registered

Site-1 00:00:15 yes 10.1.1.2 172.16.1.0/24
00:00:11 yes 10.1.1.2 2001:DB8:A::/48

Site-2 00:00:27 yes 10.0.0.6 172.16.2.0/24
00:00:37 yes 10.0.0.6 2001:DB8:B::/48

例：

Router# show lisp site name Site-1

Site name: Site-1
Allowed configured locators: any
Allowed EID-prefixes:
EID-prefix: 172.16.1.0/24
First registered: 00:04:51
Routing table tag: 0
Origin: Configuration
Merge active: No
Proxy reply: No
TTL: 1d00h
Registration errors:
Authentication failures: 0
Allowed locators mismatch: 0

ETR 10.1.1.2, last registered 00:00:01, no proxy-reply, map-notify
TTL 1d00h, no merge

Locator Local State Pri/Wgt
10.1.1.2 yes up 1/50

ETR 10.2.1.2, last registered 00:00:03, no proxy-reply, map-notify
TTL 1d00h, merge

Locator Local State Pri/Wgt
10.1.1.2 yes up 1/50
10.2.1.2 yes up 1/50

EID-prefix: 2001:DB8:A::/48
First registered: 00:04:51
Routing table tag: 0
Origin: Configuration
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Merge active: No
Proxy reply: No
TTL: 1d00h
Registration errors:
Authentication failures: 0
Allowed locators mismatch: 0

ETR 10.1.1.2, last registered 00:00:01, no proxy-reply, map-notify
TTL 1d00h, no merge

Locator Local State Pri/Wgt
10.1.1.2 yes up 1/50

ETR 10.2.1.2, last registered 00:00:03, no proxy-reply, map-notify
TTL 1d00h, merge

Locator Local State Pri/Wgt
10.1.1.2 yes up 1/50
10.2.1.2 yes up 1/50

ステップ 7 lig {[self {ipv4 | ipv6}] | {hostname | destination-EID}}
LISP Internet Groper（lig）コマンドは、LISPコントロールプレーンをテストするのに役立ちます。ligコ
マンドを使用して、表示された送信先ホスト名またはEID、またはルータのローカルEIDプレフィックス
をクエリできます。このコマンドにより、宛先EIDがLISPマッピングデータベースシステムに存在する
か、またはサイトがマッピングデータベースシステムに登録されているかどうかを簡単にテストできま

す。このコマンドは、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに適用でき、マップキャッシュが保持さ
れている Cisco IOS LISPデバイスのいずれにも適用されます（つまり ITRまたは PITRとして設定）。

次の例は、マルチホーム LISPのサイトを IPv4と IPv6の両方の EIDプレフィックスで設定した場合の設
定に基づいています。

例：

Router# lig self ipv4

Mapping information for EID 172.16.1.0 from 10.1.1.2 with RTT 12 msecs
172.16.1.0/24, uptime: 00:00:00, expires: 23:59:52, via map-reply, self
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.1.1.2 00:00:00 up, self 1/50
10.2.1.2 00:00:00 up 1/50

例：

Router# lig self ipv6

Mapping information for EID 2001:DB8:A:: from 10.0.0.2 with RTT 12 msecs
2001:DB8:A::/48, uptime: 00:00:00, expires: 23:59:52, via map-reply, self
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.1.1.2 00:00:00 up, self 1/50
10.2.1.2 00:00:00 up 1/50

例：

Router# lig 172.16.2.1

Mapping information for EID 2001:DB8:A:: from 10.0.0.2 with RTT 12 msecs
2001:DB8:A::/48, uptime: 00:00:00, expires: 23:59:52, via map-reply, self
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.1.1.2 00:00:00 up, self 1/50
10.2.1.2 00:00:00 up 1/50
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例：

Router# lig 2001:db8:b::1

Mapping information for EID 172.16.2.1 from 10.0.0.6 with RTT 4 msecs
2001:DB8:B::/48, uptime: 01:52:45, expires: 23:59:52, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.0.6 01:52:45 up 1/1

ステップ 8 ping {hostname | destination-EID}
pingコマンドは、宛先の EIDまたは RLOCアドレスの基本的なネットワーク接続、到達可能性、稼働性
をテストするのに便利です。LISPはカプセル化を行うため、pingを使用する場合は常に、送信元アドレ
スを指定する必要があります。pingが、独自にデフォルトの発信元アドレスを割り当てることのないよう
にしてください。pingには 4つの異なる用途があり、送信元アドレスを明示的に指定しないと、アプリ
ケーションが間違ったアドレスを使用して誤った結果を返し、運用の検証やトラブルシュートが困難にな

る可能性があります。

pingの 4つの用途は次のとおりです。

• RLOC-to-RLOC：「echo」パケットをネイティブに送信し（LISPカプセル化なし）、返された
「echo-reply」をネイティブに受信します。この方法で pingを使用すると、xTRとMap ServerやMap
Resolverなど、ロケータとさまざまなデバイス間の基本的なネットワーク接続をテストできます。

• EID-to-EID：LISPでカプセル化した「echo」パケットを送信し、LISPでカプセル化された「echo-reply」
を受信します。この方法でpingを使用すると、LISPサイト間のデータプレーン（カプセル化）をテ
ストできます。

• EID-to-RLOC：「echo」パケットをネイティブに送信し（LISPカプセル化なし）、PITRのメカニズ
ムによって LISPでカプセル化された返された「echo-reply」を受信します。この方法で pingを使用
して、PITRのインフラストラクチャをテストできます。

• RLOC-to-EID：LISPでカプセル化した「echo」パケットを送信し、「echo-reply」をネイティブに受
信します（LISPカプセル化なし）。この方法でpingを使用すると、PETRの機能をテストできます。

pingコマンドは、IPv4と IPv6アドレスファミリにそれぞれ適用でき、どの LISPデバイスでも使用でき
ますが、LISPデバイスとサイト構成によって制限を受けます。（たとえば、LISPカプセル化を実行する
には、デバイスが ITRまたは PITRのいずれかとして設定されている必要があります）

次の例は、マルチホーム LISPのサイトを IPv4と IPv6の両方の EIDプレフィックスで設定した場合の設
定に基づいています。

例：

Router# ping 172.16.2.1 source 172.16.1.1

Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 172.16.2.1, timeout is 2 seconds:
Packet sent with a source address of 172.16.1.1
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/3/8 ms
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例：

Router# ping 2001:db8:b::1 source 2001:db8:a::1

Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 2001:DB8:B::1, timeout is 2 seconds:
Packet sent with a source address of 2001:DB8:A::1
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/3/8 ms

ステップ 9 clear [ip | ipv6] lispmap-cache
clear ip lisp map-cacheおよび clear ipv6 lisp map-cacheコマンドにより、ルータによって格納されている
すべての IPv4または IPv6ダイナミック LISPマップキャッシュエントリが削除されます。このコマンド
は、マップキャッシュを保持している LISPデバイスに適用され（ITRまたは PITRとして設定されてい
るデバイスなど）、LISPコントロールプレーンの動作ステータスを急いで検証する場合などに役立ちま
す。マルチホーム LISPのサイトに IPv4と IPv6両方の EIDプレフィックスを使用した場合の設定に基づ
き、次の出力例では、IPv4EIDプレフィックス 172.16.2.0/24または IPv6EIDプレフィックス 2001:db8:b::/48
を持つ別のサイトのマップキャッシュエントリを受信済みと想定します。

例：

次の例は、IPv4マップキャッシュ情報、マップキャッシュの消去方法、キャッシュの消去後に情報を表
示する方法を示しています。

Router# show ip lisp map-cache

LISP IPv4 Mapping Cache, 2 entries

0.0.0.0/0, uptime: 02:48:19, expires: never, via static send map-request
Negative cache entry, action: send-map-request

172.16.2.0/24, uptime: 01:45:24, expires: 22:14:28, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.0.6 01:45:24 up 1/1

Router# clear ip lisp map-cache

Router# show ip lisp map-cache

LISP IPv4 Mapping Cache, 1 entries

0.0.0.0/0, uptime: 00:00:02, expires: never, via static send map-request
Negative cache entry, action: send-map-request

例：

次の例は、IPv6マップキャッシュ情報、マップキャッシュの消去方法、キャッシュの消去後に情報を表
示する方法を示しています。

Router# show ipv6 lisp map-cache

LISP IPv6 Mapping Cache, 2 entries

::/0, uptime: 02:49:39, expires: never, via static send map-request
Negative cache entry, action: send-map-request

2001:DB8:B::/48, uptime: 00:00:07, expires: 23:59:46, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.0.6 00:00:07 up 1/1
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Router# clear ip lisp map-cache

Router# show ip lisp map-cache

LISP IPv6 Mapping Cache, 1 entries

::/0, uptime: 00:00:02, expires: never, via static send map-request
Negative cache entry, action: send-map-request

その他の参考資料
ここでは、Locator/ID Separation Protocolに関連する参考資料を紹介します。

関連資料

場所マニュアルタイトル

http://lisp4.cisco.com/lisp_tech.html『Cisco IOS LISP Lab Test Configuration
Application Note』

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/
iproute_lisp/command/ip-lisp-cr-book.html

『Cisco IOS IP Routing: LISP Command
Reference』

標準

タイトル規格

http://www.iana.org/assignments/
address-family-numbers/address-family-numbers.xml

IANA Address Family Numbers

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSソフト
ウェアリリースおよび機能セットを検索して

MIBをダウンロードする場合は、次の URLに
ある Cisco MIB Locatorを使用します。http://
www.cisco.com/go/mibs

LISP MIB
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RFC

タイトルRFC

Locator/ID Separation Protocol (LISP) http://
tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-07

draft-ietf-lisp-07

LISP Alternative Topology (LISP+ALT) http://
tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-alt-04

draft-ietf-lisp-alt-04

Interworking LISP with IPv4 and IPv6 http://
tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-interworking-01

draft-ietf-lisp-interworking-01

LISP Internet Groper (LIG) http://tools.ietf.org/html/
draft-ietf-lisp-lig-00

draft-ietf-lisp-lig-00

LISP Map Server http://tools.ietf.org/html/
draft-ietf-lisp-ms-05

draft-ietf-lisp-ms-05

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

LISP の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 2：Locator/ID Separation Protocol の機能情報

機能の設定情報リリース機能名

ITR、ETR、PITR、PETR、
MS、MRをサポートする LISP
の機能と、IPv4と IPv6アドレ
スファミリ用の LISP ALTデバ
イスを導入します。

LISPの設定

この機能は、シスコのソフト

ウェアに LISP MIBを導入しま
す。

LISP MIB
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第 4 章

LISP マルチキャスト

LISPのマルチキャスト機能では、Locator ID Separation Protocol（LISP）のオーバーレイ上でのマ
ルチキャストトラフィックをサポートしています。このサポートは現在、ルートの入力トンネ

ルルータ（ITR）サイトでのヘッドエンドレプリケーションを使用してマルチキャストトラ
フィックのユニキャスト伝送を有効にします。これにより、ネットワークオペレータは LISPを
使用して、ネイティブのマルチキャスト機能のないコアネットワークを介してマルチキャスト

トラフィックを伝送することができます。

• 機能情報の確認, 109 ページ

• LISPマルチキャストの前提条件, 110 ページ

• LISPマルチキャストの制約事項, 110 ページ

• LISPマルチキャストに関する情報, 110 ページ

• LISPマルチキャストの設定方法, 111 ページ

• LISPマルチキャストの確認, 117 ページ

• LISPマルチキャストの設定例, 119 ページ

• LISPマルチキャストに関する追加情報, 125 ページ

• LISPマルチキャストの機能情報, 127 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

LISP マルチキャストの前提条件
•デバイスで基本的な LISPサービスを設定する必要があります。LISPの基本的な設定は、こ
の設定ガイドの「基本的な LISP設定」セクションで説明しています。

•デバイスで IPv6マルチキャストおよび LISPサービスを設定する必要があります。LISP上で
の IPv6マルチキャストの設定は、このガイドの「LISPマルチキャストの設定方法」および
「例：LISP上での IPv6マルチキャストの設定」セクションで説明しています。

LISP マルチキャストの制約事項
• LISPマルチキャストは IPv6のエンドポイント ID（EID）や IPv6のルーティングロケータ
（RLOC）をサポートしていません。IPv4の EIDおよび IPv4の RLOCのみサポートしてい
ます。

• LISPマルチキャストはデンスモードまたはBidirectional Protocol IndependentMulticast（PIM）
をサポートしていません。PIMスパースモード（SM）および PIM Source Specific Multicast
（SSM）モードのみサポートしています。

• LISPマルチキャストはGroup-to-Rendezvous Point（RP）マッピングの分散機能、オートRP、
ブートストラップルータ（BSR）はサポートしていません。スタティックRP設定のみサポー
トしています。

• LISPマルチキャストは LISP Virtual Machine Mobility（VM-Mobility）の導入はサポートして
いません。したがって、LISPマルチキャストはDataCenter Interconnect（DCI;データセンター
相互接続）機能として使用することはできません。

• IPv6での LISPマルチキャストは IPv6のルーティングロケータをサポートしていません。マ
ルチキャスト転送もサポートしていません。

IPv6の LISPマルチキャストは Cisco IOS Release 16.2以降でのみサポートされます。16.2より
前のリリースでサポートされているのは IPv4のみです

（注）

LISP マルチキャストに関する情報
LISPマルチキャストを導入すると、次の機能を利用できます。
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•マルチキャスト送信元アドレスを LISPエンドポイント ID（EID）としてマッピング（接続
先グループアドレスはトポロジに依存しないため）。

• LISPオーバーレイでマルチキャスト配信ツリーを生成。

•ルートの入力トンネルルータ（ITR）サイト内の送信元から、受信者の出力トンネルルータ
（ETR）への、マルチキャストデータパケットのユニキャストヘッドエンドレプリケーショ
ン。

• ASM（Any-Source Multicast）および SSM（Source Specific Multicast）をサポート。

• LISPおよび非 LISP対応の送信元と受信者サイトのさまざまな組み合わせをサポート。

• IPv6エンドポイント ID（EID）のサポート。

LISPxTRが、PIMファーストホップルータ（FH）またはランデブーポイント（RP）であり、
そのデバイスがトラフィックを受信のみしている場合、デバイスの少なくとも1つのインター
フェイスがローカルの LISPデータベースマッピングによりカバーされていることを確認しま
す。正しいアドレスが選択されていることを確認するための追加設定は必要ありません。

（注）

LISP マルチキャストの設定方法

LISP マルチキャストの設定
xTRで LISPマルチキャスト機能を有効にするには、次の手順を実行します。

はじめる前に

一般的なマルチキャスト機能が LISPサイトの必要なデバイスで有効化され、PIMスパースモー
ドがこれらのデバイスの必要なインターフェイスで有効化されていることを確認します。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip multicast-routing [distributed]
4. 次のいずれか 1つを入力します。

• ip pim rp-address rp-address

• ip pim ssm {default | range {access-list-number | access-list-name}}

5. interface lisp interface-number
6. ipv6 pim lisp transport [ipv4]
7. ip pim sparse-mode
8. exit
9. interface interface-type interface-number
10. description string
11. ip pim sparse-mode
12. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPマルチキャストルーティングをイネーブルにしま
す。

ip multicast-routing [distributed]

例：

Device(config)# ip multicast-routing

ステップ 3   

次のいずれか 1つを入力します。ステップ 4   •マルチキャストグループの Protocol Independent
Multicast（PIM）ランデブーポイント（RP）のア
ドレスをスタティックに設定します。

• ip pim rp-address rp-address

• ip pim ssm {default | range
{access-list-number | access-list-name}} • IPマルチキャストアドレスの Source Specific

Multicast（SSM）範囲を定義します。
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device(config)# ip pim rp-address
10.1.0.2

例：

Device(config)# ip pim ssm default

設定する LISPインターフェイスを選択し、インター
フェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interface lisp interface-number

例：

Device(config)# interface LISP0

ステップ 5   

設定する LISPインターフェイスを選択し、インター
フェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

ipv6 pim lisp transport [ipv4]

例：

Device(config-if)# ipv6 pim lisp
transport unicast ipv4

ステップ 6   

スパースモードの動作用インターフェイスで Protocol
Independent Multicast（PIM）を有効化します。

ip pim sparse-mode

例：

Device(config-if)# ip pim sparse-mode

ステップ 7   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモードに入

ります。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 8   

サイト側のLISPインターフェイスを設定し、インター
フェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interface interface-type interface-number

例：

Device(config)# interface
GigabitEthernet0/0/0

ステップ 9   

インターフェイスに説明テキストを設定します。description string

例：

Device(config-if)# description Link To
Site

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

スパースモードの動作用インターフェイスで Protocol
Independent Multicast（PIM）を有効化します。

ip pim sparse-mode

例：

Device(config-if)# ip pim sparse-mode

ステップ 11   

現在のコンフィギュレーションセッションを終了し

て、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 12   

LISP マルチキャストの VRF での設定
Virtual Routing and Forwarding（VRF）モードに設定された xTR上で LISPマルチキャスト機能を有
効にするには、次の手順を実行します。

はじめる前に

一般的なマルチキャスト機能が LISPサイトの必要なデバイスで有効化され、PIMスパースモー
ドがこれらのデバイスの必要なインターフェイスで有効化されていることを確認します。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. vrf definition vrf-name
4. address-family ipv4
5. exit
6. exit
7. ip multicast-routing vrf vrf-name [distributed]
8. 次のいずれか 1つを入力します。

• ip pim vrf vrf-name rp-address ip-address

• ip pim vrf vrf-name ssm {default | range {access-list-number | access-list-name}}

9. interface lisp interface-number
10. ip pim sparse-mode
11. exit
12. interface interface-type interface-number
13. vrf forwarding vrf-name
14. description string
15. ip pim sparse-mode
16. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

Virtual Routing and Forwarding（VRF）ルーティングテー
ブルインスタンスを設定し、VRFコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

vrf definition vrf-name

例：
Device(config)# vrf definition VRF1

ステップ 3   

VRFのアドレスファミリを設定し、VRFアドレスファ
ミリコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4

例：
Device(config-vrf)# address-family ipv4

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

VRFアドレスファミリコンフィギュレーションモード
を終了し、VRFコンフィギュレーションモードを開始
します。

exit

例：
Device(config-vrf-af)# exit

ステップ 5   

VRFコンフィギュレーションモードを終了して、グロー
バルコンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：
Device(config-vrf)# exit

ステップ 6   

IPマルチキャストルーティングをイネーブルにします。ip multicast-routing vrf vrf-name
[distributed]

ステップ 7   

例：
Device(config)# ip multicast-routing
vrf VRF1 distributed

次のいずれか 1つを入力します。ステップ 8   •マルチキャストグループの Protocol Independent
Multicast（PIM）ランデブーポイント（RP）のア
ドレスをスタティックに設定します。

• ip pim vrf vrf-name rp-address
ip-address

• IPマルチキャストアドレスの Source Specific
Multicast（SSM）範囲を定義します。

• ip pim vrf vrf-name ssm {default | range
{access-list-number | access-list-name}}

例：

Device(config)# ip pim vrf VRF1
rp-address 10.1.0.2

例：

Device(config)# ip pim vrf VRF1 ssm
default

設定する LISPインターフェイスを選択し、インター
フェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interface lisp interface-number

例：

Device(config)# interface lisp 22.10

ステップ 9   

スパースモードの動作用インターフェイスで Protocol
Independent Multicast（PIM）を有効化します。

ip pim sparse-mode

例：

Device(config-if)# ip pim sparse-mode

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモードに入

ります。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 11   

サイト側の LISPインターフェイスを設定し、インター
フェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interface interface-type interface-number

例：

Device(config)# interface
GigabitEthernet0/0/0

ステップ 12   

インターフェイスで VRF転送を有効化します。vrf forwarding vrf-name

例：

Device(config-if)# vrf forwarding VRF1

ステップ 13   

インターフェイスに説明テキストを設定します。description string

例：

Device(config-if)# description Link To
Site

ステップ 14   

スパースモードの動作用インターフェイスで Protocol
Independent Multicast（PIM）を有効化します。

ip pim sparse-mode

例：

Device(config-if)# ip pim sparse-mode.

ステップ 15   

現在のコンフィギュレーションセッションを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 16   

LISP マルチキャストの確認
デバイスにおける LISPマルチキャストルートの設定を確認するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. show ip mroutemulticast-ip-address
2. ping multicast-ip-address
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手順の詳細

ステップ 1 show ip mroutemulticast-ip-address

例：

次の例では、show ip mrouteコマンドを使用して、IPマルチキャストルーティングテーブルを表示する
方法を示します。

Device# show ip mroute 239.4.4.4

IP Multicast Routing Table
Flags: D - Dense, S - Sparse, B - Bidir Group, s - SSM Group, C - Connected,

L - Local, P - Pruned, R - RP-bit set, F - Register flag,
T - SPT-bit set, J - Join SPT, M - MSDP created entry, E - Extranet,
X - Proxy Join Timer Running, A - Candidate for MSDP Advertisement,
U - URD, I - Received Source Specific Host Report,
Z - Multicast Tunnel, z - MDT-data group sender,
Y - Joined MDT-data group, y - Sending to MDT-data group,
G - Received BGP C-Mroute, g - Sent BGP C-Mroute,
N - Received BGP Shared-Tree Prune, n - BGP C-Mroute suppressed,
Q - Received BGP S-A Route, q - Sent BGP S-A Route,
V - RD & Vector, v - Vector, p - PIM Joins on route,
x - VxLAN group

Outgoing interface flags: H - Hardware switched, A - Assert winner, p - PIM Join
Timers: Uptime/Expires
Interface state: Interface, Next-Hop or VCD, State/Mode

(*, 239.4.4.4), 00:06:25/00:02:39, RP 10.1.0.2, flags: SJCL
Incoming interface: Serial0/0, RPF nbr 10.1.0.2
Outgoing interface list:
Loopback2, Forward/Sparse, 00:06:24/00:02:39

(*, 224.0.1.40), 00:06:25/00:02:37, RP 10.1.0.2, flags: SJCL
Incoming interface: Serial0/0, RPF nbr 10.1.0.2
Outgoing interface list:
Loopback2, Forward/Sparse, 00:06:24/00:02:37

ステップ 2 ping multicast-ip-address

例：

次の例では、マルチキャストアドレスに pingを実行することによって、基本的なマルチキャストネット
ワーク接続を確認する方法を示します。

Device# ping 239.4.4.4

Type escape sequence to abort.
Sending 1, 100-byte ICMP Echos to 239.4.4.4, timeout is 2 seconds:

Reply to request 0 from 192.168.0.1, 15 ms
Reply to request 0 from 10.1.0.2, 58 ms
Reply to request 0 from 10.1.0.2, 58 ms
Reply to request 0 from 10.1.0.1, 35 ms
Reply to request 0 from 10.1.0.2, 34 ms
Reply to request 0 from 10.1.0.1, 15 ms
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LISP マルチキャストの設定例

例：LISP マルチキャストの設定
次の例では、下に示すトポロジにおける LISPマルチキャストの設定方法を示します。

図 20：LISP マルチキャストトポロジ

ルータ 1

次に、ルータ 1上で LISPマルチキャストを設定する方法の例を示します。
Device# show startup-config

!
ip multicast-routing
!
interface Loopback1
ip address 192.168.0.1 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
ip igmp join-group 239.4.4.4
serial restart-delay 0
!
interface Loopback2
ip address 192.168.0.2 255.255.255.255
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ip pim sparse-mode
ip igmp join-group 239.4.4.4
serial restart-delay 0
!
interface Loopback3
ip address 192.168.0.3 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
ip igmp join-group 239.4.4.4
serial restart-delay 0
!
interface Serial0/0
ip address 10.1.0.1 255.255.255.0
ip pim sparse-mode
serial restart-delay 0
!
router rip
version 2
network 10.0.0.0
network 192.168.0.0
default-information originate
!
ip forward-protocol nd
!
ip pim rp-address 10.1.0.2
!
!
End

次に、ルータ 1上で LISPマルチキャストルーティングの設定を確認する方法の例を示します。
Device# show ip mroute

IP Multicast Routing Table
Flags: D - Dense, S - Sparse, B - Bidir Group, s - SSM Group, C - Connected,

L - Local, P - Pruned, R - RP-bit set, F - Register flag,
T - SPT-bit set, J - Join SPT, M - MSDP created entry, E - Extranet,
X - Proxy Join Timer Running, A - Candidate for MSDP Advertisement,
U - URD, I - Received Source Specific Host Report,
Z - Multicast Tunnel, z - MDT-data group sender,
Y - Joined MDT-data group, y - Sending to MDT-data group,
G - Received BGP C-Mroute, g - Sent BGP C-Mroute,
N - Received BGP Shared-Tree Prune, n - BGP C-Mroute suppressed,
Q - Received BGP S-A Route, q - Sent BGP S-A Route,
V - RD & Vector, v - Vector, p - PIM Joins on route,
x - VxLAN group

Outgoing interface flags: H - Hardware switched, A - Assert winner, p - PIM Join
Timers: Uptime/Expires
Interface state: Interface, Next-Hop or VCD, State/Mode

(*, 239.4.4.4), 00:00:49/00:02:16, RP 10.1.0.2, flags: SJCL
Incoming interface: Serial0/0, RPF nbr 10.1.0.2
Outgoing interface list:
Loopback2, Forward/Sparse, 00:00:48/00:02:12

(*, 224.0.1.40), 00:00:49/00:02:11, RP 10.1.0.2, flags: SJCL
Incoming interface: Serial0/0, RPF nbr 10.1.0.2
Outgoing interface list:
Loopback2, Forward/Sparse, 00:00:48/00:02:11

次に、マルチキャストアドレスを pingすることによって、ルータ 1からの基本的なマルチキャス
トネットワーク接続を確認する方法の例を示します。

Device# ping 239.4.4.4

Type escape sequence to abort.
Sending 1, 100-byte ICMP Echos to 239.4.4.4, timeout is 2 seconds:
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Reply to request 0 from 192.168.0.1, 9 ms
Reply to request 0 from 10.1.0.2, 48 ms
Reply to request 0 from 192.168.0.2, 16 ms
Reply to request 0 from 192.168.0.3, 16 ms
Reply to request 0 from 10.1.0.1, 38 ms
Reply to request 0 from 10.1.0.2, 38 ms
Reply to request 0 from 10.1.0.2, 29 ms
Reply to request 0 from 10.1.0.1, 9 ms

xTR1

次に、xTR1上で LISPマルチキャストを設定する方法の例を示します。
Device# show startup-config

!
ip multicast-routing
!
interface LISP0
ip pim sparse-mode
!
interface Serial1/0
ip address 10.1.0.2 255.255.255.0
ip pim sparse-mode
serial restart-delay 0
!
interface Serial2/0
ip address 10.2.0.1 255.255.255.0
serial restart-delay 0
!
router lisp
database-mapping 192.168.0.0/24 10.2.0.1 priority 1 weight 100
ipv4 itr map-resolver 10.14.0.14
ipv4 itr
ipv4 etr map-server 10.14.0.14 key password123
ipv4 etr
exit
!
!
router rip
version 2
network 10.0.0.0
default-information originate
!
ip pim rp-address 10.1.0.2
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.2.0.2
!

ルータ 2

次に、ルータ 2上で LISPマルチキャストを設定する方法の例を示します。
Device# show startup-config

!
ip multicast-routing
!
interface Loopback1
ip address 192.168.1.1 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
ip igmp join-group 239.4.4.4
serial restart-delay 0
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!
interface Loopback2
ip address 192.168.1.2 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
ip igmp join-group 239.4.4.4
serial restart-delay 0
!
interface Loopback3
ip address 192.168.1.3 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
ip igmp join-group 239.4.4.4
serial restart-delay 0
!
interface Serial0/0
ip address 10.4.0.2 255.255.255.0
ip pim sparse-mode
serial restart-delay 0
!
!
router rip
version 2
network 10.0.0.0
network 192.168.1.0
default-information originate
!
ip forward-protocol nd
!
!
ip pim rp-address 10.1.0.2
!
!
End

次に、ルータ 2上で LISPマルチキャストルーティングの設定を確認する方法の例を示します。
Device# show ip mroute

IP Multicast Routing Table
Flags: D - Dense, S - Sparse, B - Bidir Group, s - SSM Group, C - Connected,

L - Local, P - Pruned, R - RP-bit set, F - Register flag,
T - SPT-bit set, J - Join SPT, M - MSDP created entry, E - Extranet,
X - Proxy Join Timer Running, A - Candidate for MSDP Advertisement,
U - URD, I - Received Source Specific Host Report,
Z - Multicast Tunnel, z - MDT-data group sender,
Y - Joined MDT-data group, y - Sending to MDT-data group,
G - Received BGP C-Mroute, g - Sent BGP C-Mroute,
N - Received BGP Shared-Tree Prune, n - BGP C-Mroute suppressed,
Q - Received BGP S-A Route, q - Sent BGP S-A Route,
V - RD & Vector, v - Vector, p - PIM Joins on route,
x - VxLAN group

Outgoing interface flags: H - Hardware switched, A - Assert winner, p - PIM Join
Timers: Uptime/Expires
Interface state: Interface, Next-Hop or VCD, State/Mode

(*, 239.4.4.4), 00:12:59/00:02:01, RP 10.4.0.1, flags: SJCL
Incoming interface: Serial0/0, RPF nbr 10.4.0.1
Outgoing interface list:
Loopback2, Forward/Sparse, 00:12:58/00:02:01

(*, 224.0.1.40), 00:12:59/00:02:03, RP 10.4.0.1, flags: SJCL
Incoming interface: Serial0/0, RPF nbr 10.4.0.1
Outgoing interface list:
Loopback2, Forward/Sparse, 00:12:58/00:02:03
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次に、マルチキャストアドレスを pingすることによって、ルータ 2からの基本的なマルチキャス
トネットワーク接続を確認する方法の例を示します。

Device# ping 239.4.4.4

Type escape sequence to abort.
Sending 1, 100-byte ICMP Echos to 239.4.4.4, timeout is 2 seconds:

Reply to request 0 from 192.168.1.1, 2 ms
Reply to request 0 from 10.3.0.2, 26 ms
Reply to request 0 from 10.4.0.1, 26 ms
Reply to request 0 from 192.168.1.2, 2 ms
Reply to request 0 from 192.168.1.3, 8 ms
Reply to request 0 from 10.4.0.1, 16 ms
Reply to request 0 from 10.4.0.1, 16 ms
Reply to request 0 from 10.4.0.2, 2 ms

xTR2

次に、xTR2上で LISPマルチキャストを設定する方法の例を示します。
Device# show startup-config

!
ip multicast-routing
!
interface LISP0
ip pim sparse-mode
!
!
interface Serial1/0
ip address 10.3.0.2 255.255.255.0
serial restart-delay 0
!
interface Serial2/0
ip address 10.4.0.1 255.255.255.0
ip pim sparse-mode
serial restart-delay 0
!
!
router lisp
database-mapping 192.168.1.0/24 10.3.0.2 priority 1 weight 100
ipv4 itr map-resolver 10.14.0.14
ipv4 itr
ipv4 etr map-server 10.14.0.14 key Amel
ipv4 etr
exit
!
router rip
version 2
network 10.0.0.0
default-information originate
!
ip pim rp-address 10.1.0.2
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.3.0.1
!
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MS/MR

次に、MS/MRに LISPマルチキャストを設定する方法の例を示します。
Device# show startup-config

!
ip multicast-routing
!
interface Serial3/0
ip address 10.14.0.14 255.255.255.0
serial restart-delay 0
!
!
router lisp
site Site-A
authentication-key password123
eid-prefix 192.168.0.0/24
exit
!
site Site-B
authentication-key Amel
eid-prefix 192.168.1.0/24
exit
!
ipv4 map-server
ipv4 map-resolver
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.14.0.1
!

Core

次に、コアルータ上で LISPマルチキャストを設定する方法の例を示します。
Device# show startup-config

!
ip multicast-routing
!
interface Ethernet0/0
ip address 10.14.0.1 255.255.255.0
serial restart-delay 0
!
interface Serial1/0
ip address 10.2.0.2 255.255.255.0
serial restart-delay 0
!
interface Serial2/0
ip address 10.3.0.1 255.255.255.0
serial restart-delay 0
!

例：LISP マルチキャストの VRF での設定
次の例では、入力トンネルルータ（ITR）および出力トンネルルータ（ETR）両方の機能を持つ
デバイスである xTR、ならびにマッピングサービスにLISPMap Server/Map Resolverを使用して、
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IPv4ルーティングロケータ（RLOC）および IPv4エンドポイント ID（EID）を 1つずつ備えたシ
ンプルな LISPを有効化して設定する方法を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# vrf definition VRF1
Device(config-vrf)# address-family ipv4
Device(config-vrf-af)# exit
Device(config-vrf)# exit
Device(config)# ip multicast-routing vrf VRF1 [distributed]
Device(config)# ip pim vrf VRF1 ssm range LIST1
Device(config)# router lisp 22
Device(config-router-lisp)# eid-table vrf VRF1 instance-id 10
Device(config-router-lisp-eid-table)# database-mapping 198.51.100.0/24 192.0.2.10 priority
1 weight 100
Device(config-router-lisp-eid-table)# exit
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr
Device(config-router-lisp)# ipv4 etr
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 192.0.2.10
Device(config-router-lisp)# ipv4 etr map-server 192.0.2.10 key 0 some-key
Device(config-router-lisp)# exit
Device(config)# interface lisp 22.10
Device(config-if)# ip pim sparse-mode
Device(config-if)# exit
Device(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 192.0.2.20
Device(config)# end

LISP マルチキャストに関する追加情報
ここでは、Locator/ID Separation Protocolに関連する参考資料を紹介します。

関連資料

場所マニュアルタイトル

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: LISP Command
Reference』

LISPコマンド

標準

タイトル規格

IANA Address Family NumbersAddress family numbers
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_lisp/command/ip-lisp-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_lisp/command/ip-lisp-cr-book.html
http://www.iana.org/assignments/address-family-numbers/address-family-numbers.xhtml


MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSソフト
ウェアリリースおよび機能セットを検索して

MIBをダウンロードする場合は、次の URLに
ある Cisco MIB Locatorを使用します。http://
www.cisco.com/go/mibs

なし

RFC

タイトルRFC

Locator/ID Separation Protocol (LISP) http://
tools.ietf.org/html/

RFC 6830

LISP Multicast http://tools.ietf.org/html/rfc6831RFC 6831

Interworking LISP and Non-LISP Sites http://
tools.ietf.org/html/rfc6832

RFC 6832

LISP Map Server Interface http://tools.ietf.org/html/
rfc6833

RFC 6833

LISP Map-Versioning http://tools.ietf.org/html/
rfc6834

RFC 6834

LISP Internet Groper http://tools.ietf.org/html/rfc6835RFC 6835

LISP Alternative Topology (LISP+ALT) http://
tools.ietf.org/html/rfc6836

RFC 6836
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http://www.cisco.com/go/mibs
http://www.cisco.com/go/mibs
http://tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-07
http://tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-07
http://tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-07
http://tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-07
http://tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-07
http://tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-07
http://tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-07
http://tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-07
http://tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-07
http://tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-07
http://tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-07
http://tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-07


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

LISP マルチキャストの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 3：LISP マルチキャストの機能情報

機能情報リリース機能名

LISPのマルチキャスト機能に
より、Locator/ID Separation
Protocol（LISP）オーバーレイ
上でのマルチキャストトラ

フィック伝送のサポートが導入

され、送信元マルチキャスト

サイトおよび受信者マルチキャ

ストサイトがユニキャスト

RLOCコアを介してマルチキャ
ストパケットを送受信できま

す。

Cisco IOS XE Release 3.13SLISPマルチキャスト
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http://www.cisco.com/go/cfn
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第 5 章

LISP 共有モデルの仮想化

このガイドでは、出力トンネルルータ（ETR）、入力トンネルルータ（ITR）、プロキシ ETR
（PETR）、プロキシ ITR（PITR）、Map Resolver（MR）、Map Server（MS）など、Locator ID
Separation Protocol（LISP）に関連するデバイス上のソフトウェアを使用して、LISPの共有モデ
ル仮想化を設定する方法について説明します。

LISPでは、「間接参照レベル」を使用する新しいルーティングアーキテクチャを実装し、IPア
ドレスを 2つの名前空間、すなわちエンドホストに割り当てられたエンドポイント ID（EID）
と、グローバルルーティングシステムを構成するデバイス（主にルータ）に割り当てられたルー

ティングロケータ（RLOC）に分離します。EIDとRLOCの機能を分離することにはいくつかの
利点があります。たとえば、ルーティングシステムのスケーラビリティ向上、マルチホーミン

グと入力トラフィックエンジニアリング機能の改善、効率的な IPv6遷移のサポート、大規模な
仮想化/マルチテナンシーのサポート、モビリティイベント全体でのセッションの持続性を含む
データセンター/VMモビリティのサポート、シームレスなモバイルノードのサポートなどです。

• 機能情報の確認, 129 ページ

• LISP共有モデル仮想化に関する情報, 130 ページ

• LISP共有モデル仮想化の設定方法, 136 ページ

• LISP共有モデル仮想化の設定例, 176 ページ

• その他の参考資料, 176 ページ

• LISP共有モデル仮想化の機能情報, 178 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

LISP 共有モデル仮想化に関する情報

LISP 仮想化の概要
物理ネットワークインフラストラクチャの導入は、ハードウェアへの設備投資と同時に、設置や

運用管理のサポートのための人的資源への投資が必要です。組織内の個別のユーザグループが

ネットワークを独自に制御する必要があったとしても、別の物理ネットワークを導入し、運用す

ることに経済的な意味はほとんどありません。物理プラントが容量いっぱいまで利用されること

はほとんどなく、使用されない容量（帯域幅、プロセッサ、メモリなど）が残ります。さらに、

物理プラントにおける電源やラックスペース、冷却ニーズは、現代の「グリーン」要件を満たし

ません。ネットワークを仮想化すると、物理資産を効率的に活用しながら、組織のニーズを満た

すことができます。

ネットワーク仮想化の目的は、下の図のように、共通した1つの物理インフラストラクチャ上で、
複数の、論理的に分離されたトポロジを作成することです。

図 21： LISP の導入環境

仮想ネットワーク環境の導入を検討する際には、デバイスとパスレベルの両方を考慮してくださ

い。
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デバイスレベルの仮想化

デバイスレベルでの仮想化では、下の図に示すとおり、Virtual Routing and Forwarding（VRF）を
使用して、レイヤ 3ルーティングテーブルの複数のインスタンスを作成することが必要です。
VRFは、IPアドレス全体のセグメンテーションを行い、オーバーラップしたアドレス空間とトラ
フィックの分離を可能にします。個別のルーティング、QoS、セキュリティ、および管理ポリシー
を VRFインスタンスごとに適用できます。IGPまたは EGPルーティングプロセスは、グローバ
ル（デフォルト）ルーティングテーブル内でと同様、通常VFR内で有効化されます。以下に詳細
を示すように、LISPはインスタンス IDを同様の目的で VRFにバインドします。

図 22：デバイスレベルの仮想化

パスレベルの仮想化

VRFテーブルの分離は、下の図のように、従来の機能のいくつかを使って、ネットワークパス全
体で維持されます。シングルホップパスのセグメンテーション（ホップバイホップ）は通常、

802.1q VLAN、VPI/VCI PW、EVNなどの技術によって実現されます。LISPを使用することもで
きます。従来のマルチホップ機能には、MPLSやGREトンネルが含まれます。以下に詳細を示す
ように、LISPは VRFをインスタンス ID（IID）にバインドし、次に IIDが LISPヘッダーに含ま
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れ、シングルまたはマルチホップに必要なデータプレーン（トラフィックフロー）分離を実現し

ます。

図 23：パスレベルの仮想化

デバイスレベルの LISP の仮想化

LISPはロケータ IDの分離を実行するなかで、2つの名前空間（EIDと RLOC）を作成することを
考えれば、LISPの仮想化ではEIDとRLOCの名前空間両方の仮想化を考慮することは容易にわか
るでしょう。つまり、片方または両方を仮想化できます。

• EID仮想化：LISPインスタンス IDを EID VRFにバインドすることで有効化できます。イン
スタンス IDは LISP Canonical Address Format（LCAF）のドラフトで定義される数値タグで、
コントロールプレーンおよびデータプレーン両方のアドレス空間セグメンテーションを維

持するために使用されます。

• RLOC仮想化：ロケータアドレスと関連するマッピングサービスを、それらが到達可能にな
る特定の VRFに接続することで、RLOCの仮想化が有効化されます。

LISPは EIDと RLOC両方の名前空間の仮想化を考慮するため、共有モデルとパラレルモデルの
2つの運用モデルが定義されます。完全を期すために、以下の説明は LISPのデフォルト（非仮想
化）モデルの確認から始め、その後共有モデルとパラレルモデルの詳細について説明します。
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デフォルト（非仮想化）LISP モデル

デフォルトでは、LISPはEID空間とRLOC空間のいずれでも仮想化されていません。つまり、特
に設定しない限り、EIDと RLOCのアドレスは両方とも、デフォルト（グローバル）ルーティン
グテーブルで解決されます。次の図に、この概念を示します。

図 24：デフォルト（非仮想化）LISP モデル（EID と RLOC を両方とも、デフォルト（グローバル）ルーティン
グテーブルで解決します）。

上の図に示すように、EIDと RLOCのアドレスは両方とも、デフォルトのテーブルで解決されま
す。マッピングシステムはデフォルトテーブルを介して到達できる必要があります。このデフォ

ルトモデルは、LISP仮想化におけるパラレルモデルの単一インスタンス化と見なすことができ、
EIDと RLOCアドレスは、このデフォルトテーブルの場合のように同じ名前空間内にあります。

LISP 共有モデルの仮想化
LISP共有モデルの仮想化 EID空間は、EID空間と関連付けられたVRFを、インスタンス IDにバ
インドすることによって作成されます。仮想化 EIDはすべて共通の、共有ロケータ空間を使用し
ます。次の図に、この概念を示します。

図 25： LISP 共有モデルの仮想化は、インスタンス ID に結び付けられた VRF 内の EID を解決します。RLOC ア
ドレスは、共通（共有）アドレス空間で解決されます。デフォルト（グローバル）ルーティングテーブルは

共有空間として示されます。
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上の図に示すように、EID空間は VRFとの関連付けにより仮想化され、これらの VRFは LISPイ
ンスタンス IDに結び付けられて、LISP内のコントロールプレーンおよびデータプレーンを分離
します。共通（共有）ロケータ空間、デフォルト（グローバル）テーブルは、上の図に示すとお

り、すべての仮想化 EIDの RLOCアドレスを解決するのに使用されます。マッピングシステム
も、共通ロケータ空間を経由して到達可能である必要があります。

LISP 共有モデル仮想化のアーキテクチャ
アーキテクチャの面では、LISPの共有モデルの仮想化は、シングルまたはマルチテナンシー構成
で導入できます。共有モデル単一テナンシーの場合、xTRは顧客専用ですが、インフラストラク
チャは他の顧客と共有します。下の図に示すとおり、各顧客および関連するすべてのサイトは、

同じインスタンス IDを使用し、独自の EID名前空間を使用する VPNの一部です。

図 26： LISP の共有モデル単一テナンシーの使用例では、顧客は独自の xTR と共有の共通コアネットワーク
およびマッピングシステムを使用します。LISP のインスタンス ID は、LISP のデータプレーンとコントロー
ルプレーンをセグメント化します。

共有モデルマルチテナンシーの場合、一連のxTRは複数の顧客間で共有（仮想化）されます。こ
うした顧客は、共通インフラストラクチャも他の単一およびマルチテナントの顧客と共有します。
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下の図に示すとおり、各顧客および関連するすべてのサイトは、同じインスタンス IDを使用し、
独自の EID名前空間を使用する VPNの一部です。

図 27： LISP 共有モデルマルチテナンシーの使用例では、顧客は共有 xTR と共有の共通コアネットワークお
よびマッピングシステムを使用します。LISP のインスタンス ID は、LISP のデータプレーンとコントロール
プレーンをセグメント化します。

LISP 共有化モデル仮想化の実装に関する考慮事項と警告
LISP共有モデルを実装する際に、いくつかの重要な考慮事項と警告があります。インスタンス ID
は EID VRFに一意である必要があります。下の例を確認してください。
xTR-1(config)# vrf definition alpha
xTR-1(config-vrf)# address-family ipv4
xTR-1(config-vrf-af)# exit
xTR-1(config)# vrf definition beta
xTR-1(config-vrf)# address-family ipv4
xTR-1(config-vrf-af)# exit
xTR-1(config-vrf)# exit
xTR-1(config)# router lisp
xTR-1(config-router-lisp)# eid-table vrf alpha instance-id 101
xTR-1(config-router-lisp-eid-table)# exit
xTR-1(config-router-lisp)# eid-table vrf beta instance-id 101
Instance ID 101 is bound to the vrf alpha EID table.

上の例では、alphaと betaという 2つの EIDVRFが作成されます。router lispコマンドでは、alpha
という名前の EIDテーブルの VRFが指定され、インスタンス ID 101に関連付けられています。
次に、betaという名前の EIDテーブル VRFが指定され、インスタンス ID 101に関連付けられま
す。ルータに示されるように、インスタンス ID 101はすでに alphaという名前の EID VRFに関連
付けられているため、許容されません。つまり、同じインスタンス IDを複数の EID VRFに割り
当てることはできません。
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LISP 共有モデル仮想化の設定方法

シンプルな LISP 共有モデル仮想化を設定する
LISPMap ServerおよびMap Resolverにより LISP ITR/ETR（xTR）機能を設定して有効化し、LISP
共有モデル仮想化を実装するには、この手順を実行します。このLISP共有モデルの参照設定は、
複数の xTRと 1つのMS/MRを含み、2つのサイトを持つ非常にシンプルな LISPサイトのトポロ
ジ用です。

この手順で実行する設定を下の図に示します。これは、基本的なLISP共有モデル仮想化のソリュー
ションです。この例では、2つの LISPサイトが展開され、各々がゴールドと紫の 2つの VRFを
含んでいます。LISPは、2つの VRF間のアドレス分離を維持しながら、共通の IPv4コアを介し
たこれらの 2つのサイト間の接続を仮想化するのに使用されます。

図 28：仮想化された IPv4 および IPv6 の EID を持ち、IPv4 コアを共有するシンプルな LISP サイト

各 LISPサイトは、ITRと ETRの両方（xTR）として設定されている単一のエッジルータを使用
し、アップストリームのプロバイダーと単一の接続を持ちます。RLOCは IPv4であり、IPv4と
IPv6の EIDプレフィックスが設定されています。各 LISPサイトは、共有 RLOCのアドレス空間
内のネットワークコアにあるMap Server/Map Resolver（MS/MR）デバイスに登録します。この最
も基本的な LISP設定のトポロジを上の図に示します。

上の図のトポロジで示したコンポーネントは次のとおりです。

• LISPサイト：

• CPEは LISP ITRおよび ETR（xTR）として機能します。

•いずれの LISP xTRにも、ゴールドと紫の 2つのVRFがあり、上の図に示すように、各
VRFには IPv4と IPv6両方の EIDプレフィックスが含まれます。オーバーラップしてい
るプレフィックスは説明用に使用しています。LISPのインスタンス IDを使用して、2
つの VRF間の分離を維持しています。この例では、共有キーは「VRFごと」ではなく
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「サイトごと」に設定されています。（ケース 2では、共有キーが VPNごとである場
合の設定を説明します）

•各 LISP xTRには、共有 IPv4コアネットワークへの単一の RLOC接続があります。

•マッピングシステム

•上の図では、1つのMap Server/Map Resolverシステムが LISP xTRの登録に使用される
と想定されています。MS/MRには、共有 IPv4コア内の IPv4 RLOCアドレス 10.0.2.2が
あります。

• Map Serverのサイト設定は、LISPのインスタンス IDを使用して仮想化されており、2
つの VRF間の分離を維持しています。

LISPMapServerおよびMapResolverをマッピングサービスに使用する際、LISP ITRとETR（xTR）
機能を設定して有効化するには、（LISPサイトの各xTRに接続した時点で）この手順のステップ
を実行します。この手順の最後にある設定例では、2つの xTR（xTR1および xTR2）の詳細な設
定を示します。

はじめる前に

次の設定では、参照したVRFは vrf definitionコマンドを使用して作成されると想定しています。
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手順の概要

1. configureterminal
2. routerlisp
3. eid-tablevrfvrf-nameinstance-idinstance-id
4. 次のいずれかを実行します。

• database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight

• database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight

5. LISPサイトの EID-to-RLOCのマッピングがすべて設定されるまで、ステップ 4を繰り返しま
す。

6. exit
7. ipv4itr
8. ipv4etr
9. ipv4itrmap-resolvermap-resolver-address
10. ipv4etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key
11. ipv6itr
12. ipv6etr
13. ipv6itrmap-resolvermap-resolver-address
14. ipv6etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key
15. exit
16. iprouteipv4-prefixnext-hop
17. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 1   

LISPコンフィギュレーションモード
を開始します（ソフトウェアの

み）。

routerlisp

例：

Router(config)# router lisp

ステッ

プ 2   

VRFテーブルと LISPインスタンス
IDとの間の関係を設定し、eid-table

eid-tablevrfvrf-nameinstance-idinstance-id

例：

Router(config-router-lisp)# eid-table vrf GOLD instance-id 102

ステッ

プ 3   
コンフィギュレーションサブモード

を開始します。
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目的コマンドまたはアクション

•この例では、VRFテーブル
GOLDとインスタンス ID102が
関連付けられています。

この LISPサイトの EID-to-RLOCの
マッピング関係と、それに関連する

次のいずれかを実行します。ステッ

プ 4   • database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight
トラフィックポリシーを設定しま

す。• database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight

•最初の例では、単一の IPv4 EID
プレフィックスである例：

Router(config-router-lisp-eid-table)# database-mapping 192.168.1.0/24
10.0.0.2 priority 1 weight 100

192.168.1.0/24が、単一の IPv4
RLOC10.0.0.2に関連付けられて
います。

例：

Router(config-router-lisp-eid-table)# database-mapping 192.168.1.0/24
ipv4-interface Ethernet0/0 priority 1 weight 100

• 2番目の例では、ダイナミック
インターフェイス形式の

database-mappingコマンドを使
用した別の設定を示していま

す。この形式は、RLOCアドレ
スをDHCPなどによって動的に
取得する際に便利です。

この LISPサイトの EID-to-RLOCの
マッピング関係と、それに関連する

LISPサイトの EID-to-RLOCのマッピングがすべて設定されるまで、ス
テップ 4を繰り返します。

ステッ

プ 5   
トラフィックポリシーを設定しま

す。例：

Router(config-router-lisp-eid-table)# database-mapping
2001:db8:b:a::/64 10.0.0.2 priority 1 weight 100

LISP eid-tableコンフィギュレーショ
ンモードを終了し、LISPコンフィ
ギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp-eid-table)# exit

ステッ

プ 6   

IPv4アドレスファミリの LISP ITR
機能を有効化します。

ipv4itr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr

ステッ

プ 7   
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目的コマンドまたはアクション

IPv4アドレスファミリの LISP ETR
機能を有効化します。

ipv4etr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr

ステッ

プ 8   

このルータが IPv4の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMapRequest

ipv4itrmap-resolvermap-resolver-address

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 10.0.2.2

ステッ

プ 9   
メッセージを送信する LISP Map
Resolverのロケータアドレスを設定
します。

• Map Resolverのロケータアドレ
スには IPv4または IPv6のアド
レスを指定できます。この例で

は、各 xTRには IPv4 RLOC接
続しかないため、Map Resolver
は IPv4のロケータアドレスを
使用して到達可能です。（詳細

については、『LISP Command
Reference Guide』を参照してく
ださい。）

複数のMapResolverが利用
可能な場合、最大 2つの
Map Resolverを設定できま
す。（詳細については、

『LISP Command Reference
Guide』を参照してくださ
い。）

（注）

IPv4の LISP ETRとして動作するこ
のルータが LISPのマッピングシス

ipv4etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr map-server 10.0.2.2 key 0
Left-key

ステッ

プ 10   
テムに登録する際に使用する認証

キー、LISPMapServerのロケータア
ドレスを設定します。

• MapServerは、このETR上に設
定されたものに一致するEIDプ
レフィックスとインスタンス

ID、および同一の認証キーを使
用して設定する必要がありま

す。
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目的コマンドまたはアクション

MapServerのロケータアド
レスには IPv4または IPv6
のアドレスを指定できま

す。この例では、各xTRの
接続は IPv4RLOCのみであ
るため、MapServerはその
IPv4ロケータアドレスを使
用して到達可能です。（詳

細については、『LISP
Command Reference Guide』
を参照してください。）

（注）

IPv6アドレスファミリの LISP ITR
機能を有効化します。

ipv6itr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 itr

ステッ

プ 11   

IPv6アドレスファミリの LISP ETR
機能を有効化します。

ipv6etr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 etr

ステッ

プ 12   

このルータが IPv6の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMapRequest

ipv6itrmap-resolvermap-resolver-address

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 itr map-resolver 10.0.2.2

ステッ

プ 13   
メッセージを送信する LISP Map
Resolverのロケータアドレスを設定
します。

• Map Resolverのロケータアドレ
スには IPv4または IPv6のアド
レスを指定できます。この例で

は、各xTRの接続は IPv4RLOC
のみであるため、Map Resolver
は IPv4のロケータアドレスを
使用して到達可能です。（詳細

については、『LISP Command
Reference Guide』を参照してく
ださい。）
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目的コマンドまたはアクション

複数のMapResolverが利用
可能な場合、最大 2つの
Map Resolverを設定できま
す。（詳細については、

『LISP Command Reference
Guide』を参照してくださ
い。）

（注）

LISP Map Serverのロケータアドレ
ス、および IPv6の LISP ETRとして

ipv6etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 etr map-server 10.0.2.2 key 0
Left-key

ステッ

プ 14   
機能するこのルータがLISPマッピン
グシステムに登録する際に使用する

認証キーを設定します。

• MapServerは、このETRで設定
されたものに一致するEIDプレ
フィックスとインスタンス ID、
および同一の認証キーを使用し

て設定する必要があります。

MapServerのロケータアド
レスには IPv4または IPv6
のアドレスを指定できま

す。この例では、各xTRの
接続は IPv4RLOCのみであ
るため、MapServerはその
IPv4ロケータアドレスを使
用して到達可能です。（詳

細については、『LISP
Command Reference Guide』
を参照してください。）

（注）

LISPコンフィギュレーションモード
を終了し、グローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp)# exit

ステッ

プ 15   

すべての IPv4接続先のアップスト
リームのネクストホップに向かうデ

フォルトルートを設定します。

iprouteipv4-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.0.0.1

ステッ

プ 16   

• IPv4EIDを送信元とし、LISPお
よび非 LISPの両方のサイトを
宛先とするパケットはすべて、
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目的コマンドまたはアクション

2つの方法のいずれかで転送さ
れます。

•トラフィックが
LISP-to-LISPである場合、
LISPでカプセル化され
LISPサイトに送信

•トラフィックが
LISP-to-non-LISPである場
合はネイティブ転送

•パケットは LISP EIDが送信元
である場合、および接続先が次

のエントリの 1つに一致する場
合に、LISPでカプセル化する対
象とみなされます。

•現在のマップキャッシュ
のエントリ

•正当なネクストホップを
持つデフォルトルート

•ルートなし

この設定例では、xTRに IPv4の
RLOC接続があるため、アップスト
リームのサービスプロバイダーへの

デフォルトルートがすべての IPv4パ
ケットに使用され、LISP処理をサ
ポートします。

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了します。

exit

例：

Router(config)# exit

ステッ

プ 17   

例：

次の例は、手順とステップの上の図に示したLISPのトポロジの完全な設定であり、この手順のス
テップで示した例に従っています。xTR上で、VRFと EIDプレフィックスはデバイスに設定され
た VLANに接続していると想定しています。
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左の xTRの設定例：

hostname Left-xTR
!
ipv6 unicast-routing
!
vrf definition PURPLE
address-family ipv4
exit
address-family ipv6
exit
!
vrf definition GOLD
address-family ipv4
exit
address-family ipv6
exit
!
interface Ethernet0/0
ip address 10.0.0.2 255.255.255.0
!
interface Ethernet1/0.1
encapsulation dot1q 101
vrf forwarding PURPLE
ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
ipv6 address 2001:DB8:A:A::1/64
!
interface Ethernet1/0.2
encapsulation dot1q 102
vrf forwarding GOLD
ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
ipv6 address 2001:DB8:B:A::1/64
!
router lisp
eid-table vrf PURPLE instance-id 101
database-mapping 192.168.1.0/24 10.0.0.2 priority 1 weight 1
database-mapping 2001:DB8:A:A::/64 10.0.0.2 priority 1 weight 1
eid-table vrf GOLD instance-id 102
database-mapping 192.168.1.0/24 10.0.0.2 priority 1 weight 1
database-mapping 2001:DB8:B:A::/64 10.0.0.2 priority 1 weight 1
exit
!
ipv4 itr map-resolver 10.0.2.2
ipv4 itr
ipv4 etr map-server 10.0.2.2 key Left-key
ipv4 etr
ipv6 itr map-resolver 10.0.2.2
ipv6 itr
ipv6 etr map-server 10.0.2.2 key Left-key
ipv6 etr
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.0.0.1
!

右の xTRの設定例：

hostname Right-xTR
!
ipv6 unicast-routing
!
vrf definition PURPLE
address-family ipv4
exit
address-family ipv6
exit
!
vrf definition GOLD
address-family ipv4
exit
address-family ipv6
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exit
!
interface Ethernet0/0
ip address 10.0.1.2 255.255.255.0
!
interface Ethernet1/0.1
encapsulation dot1q 101
vrf forwarding PURPLE
ip address 192.168.2.1 255.255.255.0
ipv6 address 2001:DB8:A:B::1/64
!
interface Ethernet1/0.2
encapsulation dot1q 102
vrf forwarding GOLD
ip address 192.168.2.1 255.255.255.0
ipv6 address 2001:DB8:B:B::1/64
!
router lisp
eid-table vrf PURPLE instance-id 101
database-mapping 192.168.2.0/24 10.0.1.2 priority 1 weight 1
database-mapping 2001:DB8:A:B::/64 10.0.1.2 priority 1 weight 1
eid-table vrf GOLD instance-id 102
database-mapping 192.168.2.0/24 10.0.1.2 priority 1 weight 1
database-mapping 2001:DB8:B:B::/64 10.0.1.2 priority 1 weight 1
exit
!
ipv4 itr map-resolver 10.0.2.2
ipv4 itr
ipv4 etr map-server 10.0.2.2 key Right-key
ipv4 etr
ipv6 itr map-resolver 10.0.2.2
ipv6 itr
ipv6 etr map-server 10.0.2.2 key Right-key
ipv6 etr
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.0.1.1
!

LISP 共有モデル仮想化用のプライベート LISP マッピングシステムの設定
LISP共有モデル仮想化用のスタンドアロン LISP Map Server/Map Resolver機能を設定して有効化
するには、次の手順を実行します。この手順では、プライベート LISPのマッピングシステム向
けスタンドアロンMap Server/Map Resolver（MS/MR）として、Ciscoのルータを設定します。
MR/MSはスタンドアロンデバイスとして設定されるため、LISPAlternateLogical Topology（ALT）
接続は必要ありません。関連する LISPサイトはすべて、このMap Serverに登録してMap Server
が（想定される）プライベート LISPシステム内のすべての登録済み EIDプレフィックスの完全
な情報を持つよう設定する必要があります。
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. router lisp
4. sitesite-name
5. authentication-key [key-type] authentication-key
6. eid-prefixinstance-idinstance-idEID-prefix
7. eid-prefixinstance-idinstance-idEID-prefix
8. exit
9. ipv4map-resolver
10. ipv4map-server
11. ipv6map-resolver
12. ipv6map-server
13. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

LISPコンフィギュレーションモードを開始します（IOSの
み）。

router lisp

例：

Router(config)# router lisp

ステップ 3   

Leftという名前の LISPサイトを指定し、LISPサイトコン
フィギュレーションモードを開始します。

sitesite-name

例：

Router(config-router-lisp)# site Left

ステップ 4   

LISPのサイト名は、設定したMap Serverに対し
ローカルで意味を持ちます。それ以外の場所では

関連性がありません。この名前は EIDプレフィッ
クスを、認証キーおよびサイトに関連する他の機

能に関連付ける管理手段としてのみ使用されます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

Map Serverに登録する際に ETRによって送信されたMap
Registerメッセージを認証するため SHA-2HMACハッシュの
作成に使用されたパスワードを設定します。

authentication-key [key-type]
authentication-key

例：

Router(config-router-lisp-site)#
authentication-key 0 Left-key

ステップ 5   

LISP ETRは、同一の認証キー、適合する EIDプレ
フィックスとインスタンス IDを使用して設定する
必要があります。

（注）

Map Serverに登録する際に ETRによって送信された
Map-Registerメッセージ内で許可される EIDプレフィックス

eid-prefixinstance-idinstance-idEID-prefix

例：

Router(config-router-lisp-site)#

ステップ 6   

およびインスタンス IDを設定します。このLISPサイト下で
追加のEIDプレフィックスを設定するには、このステップを
必要に応じて繰り返します。eid-prefix instance-id 102

192.168.1.0/24

•この例では、IPv4の EIDプレフィックス 192.168.1.0/24
とインスタンス ID 102が関連付けられています。この
手順を完了するには、IPv6の EIDプレフィックスが必
要です。

Map Serverに登録する際に ETRによって送信された
Map-Registerメッセージ内で許可される EIDプレフィックス
およびインスタンス IDを設定します。

eid-prefixinstance-idinstance-idEID-prefix

例：

Router(config-router-lisp-site)#

ステップ 7   

•この例では、IPv6のEIDプレフィックス2001:db8:a:b::/64
とインスタンス ID 102が関連付けられています。

eid-prefix instance-id 102
2001:db8:a:b::/64

LISPサイトコンフィギュレーションモードを終了し、LISP
コンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp-site)# exit

ステップ 8   

IPv4アドレスファミリ内の EIDの LISP Map Resolver機能を
有効化します。

ipv4map-resolver

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4
map-resolver

ステップ 9   

IPv4アドレスファミリ内の EIDの LISP Map Server機能を有
効化します。

ipv4map-server

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4
map-server

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

IPv6アドレスファミリ内の EIDの LISP Map Resolver機能を
有効化します。

ipv6map-resolver

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6
map-resolver

ステップ 11   

IPv6アドレスファミリ内の EIDの LISP Map Server機能を有
効化します。

ipv6map-server

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6
map-server

ステップ 12   

LISPコンフィギュレーションモードを終了し、特権 EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Router(config-router-lisp)# end

ステップ 13   

例：

Map Server/Map Resolverの設定例。

hostname MSMR
!
interface Ethernet0/0
ip address 10.0.2.2 255.255.255.0
!
router lisp
!
site Left
authentication-key Left-key
eid-prefix instance-id 101 192.168.1.0/24
eid-prefix instance-id 101 2001:DB8:A:A::/64
eid-prefix instance-id 102 192.168.1.0/24
eid-prefix instance-id 102 2001:DB8:B:A::/64
exit
!
site Right
authentication-key Right-key
eid-prefix instance-id 101 192.168.2.0/24
eid-prefix instance-id 101 2001:DB8:A:B::/64
eid-prefix instance-id 102 192.168.2.0/24
eid-prefix instance-id 102 2001:DB8:B:B::/64
exit
!
ipv4 map-server
ipv4 map-resolver
ipv6 map-server
ipv6 map-resolver
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.0.2.1

   IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
148

LISP 共有モデルの仮想化
シンプルな LISP 共有モデル仮想化を設定する



大規模な LISP 共有モデル仮想化を設定する
LISPMap ServerおよびMap Resolverにより LISP ITR/ETR（xTR）機能を設定して有効化し、LISP
共有モデル仮想化を実装するには、この手順を実行します。このLISP共有モデルの参考設定は、
大規模で複数のサイトがあり、複数の xTRやMS/MRを含む LISPトポロジ向けです。

この手順で紹介する設定は、より複雑で大規模なLISP仮想化ソリューションを示します。この手
順では、企業は EID空間が共有された、共通のコアネットワーク上で仮想化された LISP共有モ
デルを展開しています。ネットワーク全体のサブセットを図12に示します。この図には、マルチ
ホーム「本部」（HQ）サイトと 2つのリモートオフィスサイト、計 3つのサイトが示されてい
ます。本部サイトのルータは、xTRならびにMap Resolver/Map Serverとして展開されています。
リモートサイトルータは xTRとしてのみ動作し、LISPコントロールプレーンのサポートに本部
サイトのMS/MRを使用します。

図 29：仮想化された IPv4 EID および共有 IPv4 コアを備えた大規模 LISP サイト

上の図のトポロジで示したコンポーネントは次のとおりです。

• LISPサイト：

•各 CPEルータは LISP ITRおよび ETR（xTR）、Map Server/Map Resolver（MS/MR）と
して機能します。
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• LISP xTRには両方とも、TRANS（トランザクション用）、SOC（セキュリティ業務
用）、および FIN（財務用）の 3つの VRFがあります。各 VRFは IPv4 EIDプレフィッ
クスのみを含みます。オーバーラッププレフィックスは使用しませんが、LISPインス
タンス IDが各VRF間をセグメント化することにより、これが可能になっていることに
注意してください。この例では、個別の認証キーが「サイトごと」ではなく「VRFご
と」に設定されていることにも注意してください。このことはxTRとMSいずれの設定
にも影響します。

• LISPの本部サイトは共有 IPv4コアにマルチホーム接続していますが、本部サイトの
xTRにはそれぞれ単一の RLOCがあります。

•各 CPEは、本部とリモートの LISPサイトが登録できるMS/MRとしても機能します。

• Map Serverサイト設定は LISPインスタンス IDを使用して仮想化され、3つのVRF間の
分離を維持します。

• LISPリモートサイト：

•各リモートサイトの CPEルータは、LISP ITRおよび ETR（xTR）として機能します。

•各 LISP xTRには本部サイトと同じ TRANS、SOC、FINの 3つの VRFがあります。各
VRFは IPv4 EIDプレフィックスのみを含みます。

•各リモートサイトの LISP xTRには、共有 IPv4コアネットワークへの単一の RLOC接
続があります。

はじめる前に

次の設定では、参照したVRFは vrf definitionコマンドを使用して作成されると想定しています。
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手順の概要

1. configureterminal
2. routerlisp
3. sitesite-name
4. authentication-key [key-type] authentication-key
5. eid-prefixinstance-idinstance-idEID-prefix/prefix-lengthaccept-more-specifics
6. exit
7. 設定する各 LISPサイトに対してステップ 3～ 6を繰り返します。
8. ipv4map-resolver
9. ipv4map-server
10. eid-tablevrfvrf-nameinstance-idinstance-id
11. database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight
12. この eid-table vrfにおけるEID-to-RLOCのすべてのマッピング、およびLISPサイトのインスタ
ンス IDが設定されるまで、ステップ 11を繰り返します。

13. ipv4etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key
14. 同じLISPMap Serverに別のロケータアドレスを設定するには、ステップ 13を繰り返します。
15. exit
16. ipv4itrmap-resolvermap-resolver-address
17. LISP Map Resolverに別のロケータアドレスを設定するには、ステップ 16を繰り返します。
18. ipv4itr
19. ipv4etr
20. exit
21. iprouteipv4-prefixnext-hop
22. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 1   

LISPコンフィギュレーションモード
を開始します（ソフトウェアのみ）。

routerlisp

例：

Router(config)# router lisp

ステッ

プ 2   
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目的コマンドまたはアクション

TRANSという名前の LISPサイトを
指定し、LISPサイトコンフィギュ
レーションモードを開始します。

sitesite-name

例：

Router(config-router-lisp)# site TRANS

ステッ

プ 3   

LISPのサイト名は、設定し
たMap Serverに対しローカ
ルで意味を持ちます。それ

以外の場所では関連性があ

りません。この名前は EID
プレフィックスを、認証

キーおよびサイトに関連す

る他の機能に関連付ける管

理手段としてのみ使用され

ます。

（注）

Map Serverに登録する際に ETRに
よって送信されたMap Registerメッ

authentication-key [key-type] authentication-key

例：

Router(config-router-lisp-site)# authentication-key 0 TRANS-key

ステッ

プ 4   
セージを認証するため SHA-2 HMAC
ハッシュの作成に使用されたパスワー

ドを設定します。

LISP ETRは、同一の認証
キー、適合する EIDプレ
フィックスとインスタンス

IDを使用して設定する必要
があります。

（注）

Map Serverに登録する際に ETRに
よって送信されたMap-Registerメッ

eid-prefixinstance-idinstance-idEID-prefix/prefix-lengthaccept-more-specifics

例：

Router(config-router-lisp-site)# eid-prefix instance-id 1 10.1.0.0/16
accept-more-specifics

ステッ

プ 5   
セージ内で許可される EIDプレ
フィックスおよびインスタンス IDを
設定します。このLISPサイト下で追
加の EIDプレフィックスを設定する
には、このステップを必要に応じて

繰り返します。

•この例では、EIDプレフィック
ス 10.1.0.0/16とインスタンス ID
1が関連付けられています。EID
プレフィックス 10.1.0.0/16は、
すべての LISPサイトで TRANS
EIDプレフィックスをカバーし
集約すると仮定されます。この

場合、その集約情報に含まれる

より詳細な EIDプレフィックス
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を、各サイトが登録できるよう

にするには、キーワード

accept-more-specificsが必要で
す。集約が不可能な場合、イン

スタンス ID 1に統合されたすべ
ての EIDプレフィックスを入力
します。

LISPサイトコンフィギュレーション
モードを終了し、LISPコンフィギュ
レーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp-site)# exit

ステッ

プ 6   

この例では、この手順の最後の完全

な設定例で示すとおり、SOCサイト
設定する各 LISPサイトに対してステップ 3～ 6を繰り返します。ステッ

プ 7   
と FINサイトについてもステップ 3
～ 6を繰り返します。

IPv4アドレスファミリ内の EIDの
LISP Map Resolver機能を有効化しま
す。

ipv4map-resolver

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 map-resolver

ステッ

プ 8   

IPv4アドレスファミリ内の EIDの
LISP Map Server機能を有効化しま
す。

ipv4map-server

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 map-server

ステッ

プ 9   

VRFテーブルと LISPインスタンス
IDとの間の関係を設定し、eid-table

eid-tablevrfvrf-nameinstance-idinstance-id

例：

Router(config-router-lisp)# eid-table vrf TRANS instance-id 1

ステッ

プ 10   
コンフィギュレーションサブモード

を開始します。

•この例では、VRFテーブル
TRANSとインスタンス ID 1が
関連付けられています。

この LISPサイトの EID-to-RLOCの
マッピング関係と、それに関連する

database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight

例：

Router(config-router-lisp-eid-table)# database-mapping 10.1.1.0/24
172.16.1.2 priority 1 weight 100

ステッ

プ 11   
トラフィックポリシーを設定しま

す。

•この例では、このサイトのイン
スタンス ID 1内の EIDプレ
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フィックス 10.1.1.0/24が、ロー
カルの IPv4 RLOC 172.16.1.2お
よびネイバーの xTR RLOC
172.6.1.6に関連付けられていま
す。

この LISPサイトの EID-to-RLOCの
マッピング関係と、それに関連する

この eid-table vrfにおける EID-to-RLOCのすべてのマッピング、および
LISPサイトのインスタンス IDが設定されるまで、ステップ 11を繰り返
します。

ステッ

プ 12   
トラフィックポリシーを設定しま

す。

例：

Router(config-router-lisp-eid-table)# database-mapping 10.1.1.0/24
172.16.1.6 priority 1 weight 100

IPv4の LISP ETRとして動作するこ
のルータが LISPのマッピングシス

ipv4etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key

例：

Router(config-router-lisp-eid-table)# ipv4 etr map-server 172.16.1.2
key 0 TRANS-key

ステッ

プ 13   
テムに登録する際に使用する認証

キー、LISPMap Serverのロケータア
ドレスを設定します。

•この例では、Map Serverと認証
キーが eid-tableサブコマンド
モード内で指定されます。これ

により、認証キーはこのVPN内
で、このインスタンス IDのみに
関連付けられます。

Map Serverはこの ETRで設
定されたものと一致する

EIDプレフィックスおよび
インスタンス ID、および同
一の認証キーによって設定

される必要があります。

（注）
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Map Serverのロケータアド
レスには IPv4または IPv6
のアドレスを指定できま

す。この例では、各 xTRに
は IPv4 RLOC接続しかない
ため、Map Serverは IPv4の
ロケータアドレスを使用し

て到達可能です。（詳細に

ついては、『LISPCommand
Reference Guide』を参照し
てください。）

（注）

IPv4の LISP ETRとして動作するこ
のルータが LISPのマッピングシス

同じ LISP Map Serverに別のロケータアドレスを設定するには、ステッ
プ 13を繰り返します。

ステッ

プ 14   
テムに登録する際に使用する認証

例：

Router(config-router-lisp-eid-table)# ipv4 etr map-server 172.16.1.6
key 0 TRANS-key

キー、LISPMap Serverのロケータア
ドレスを設定します。

•この例では、冗長Map Serverが
設定されます。（この場合、xTR
とMSが同じ場所に配置される
ため、xTRはこのコマンドによ
り、登録先としてそれ自体、な

らびに同一サイトのネイバー

xTR/MS/MRを示すことになり
ます）。

LISP eid-tableコンフィギュレーショ
ンモードを終了し、LISPコンフィ
ギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp-eid-table)# exit

ステッ

プ 15   

このルータが IPv4の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMapRequest

ipv4itrmap-resolvermap-resolver-address

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 172.16.1.2

ステッ

プ 16   
メッセージを送信する LISP Map
Resolverのロケータアドレスを設定
します。

•この例では、Map Resolverは
router lispコンフィギュレーショ
ンモード内で指定され、どのイ

ンスタンス IDにも関連性がない
ため、eid-tableのすべてのイン
スタンスに継承されます。ま
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た、冗長Map Resolverが設定さ
れます。（この場合、xTRと
MRが同じ場所に配置されるた
め、xTRはこのコマンドによ
り、マッピング解決にそれ自

体、ならびに同一サイトのネイ

バー xTR/MS/MRを示すことに
なります）。

• Map Resolverのロケータアドレ
スには IPv4または IPv6のアド
レスを指定できます。この例で

は、各 xTRには IPv4 RLOC接
続しかないため、Map Resolver
は IPv4のロケータアドレスを
使用して到達可能です。（詳細

については、『LISP Command
Reference Guide』を参照してく
ださい。）

複数のMap Resolverが利用
可能な場合、最大 2つの
Map Resolverを設定できま
す。（詳細については、

『LISP Command Reference
Guide』を参照してくださ
い。）

（注）

このルータが IPv4の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMapRequest

LISP Map Resolverに別のロケータアドレスを設定するには、ステップ
16を繰り返します。

ステッ

プ 17   
メッセージを送信する LISP Map

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 172.16.1.6

Resolverのロケータアドレスを設定
します。

•この例では、冗長Map Resolver
が設定されます。（この場合、

xTRとMRが同じ場所に配置さ
れるため、xTRはこのコマンド
により、マッピング解決にそれ

自体、ならびに同一サイトのネ

イバー xTR/MS/MRを示すこと
になります）。

• Map Resolverのロケータアドレ
スには IPv4または IPv6のアド
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目的コマンドまたはアクション

レスを指定できます。この例で

は、各 xTRには IPv4 RLOC接
続しかないため、Map Resolver
は IPv4のロケータアドレスを
使用して到達可能です。（詳細

については、『LISP Command
Reference Guide』を参照してく
ださい。）

複数のMap Resolverが利用
可能な場合、最大 2つの
Map Resolverを設定できま
す。（詳細については、

『LISP Command Reference
Guide』を参照してくださ
い。）

（注）

IPv4アドレスファミリの LISP ITR
機能を有効化します。

ipv4itr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr

ステッ

プ 18   

IPv4アドレスファミリの LISP ETR
機能を有効化します。

ipv4etr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr

ステッ

プ 19   

LISPコンフィギュレーションモード
を終了し、グローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp)# exit

ステッ

プ 20   

すべての IPv4接続先のアップスト
リームのネクストホップに向かうデ

フォルトルートを設定します。

iprouteipv4-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 172.16.1.1

ステッ

プ 21   

• IPv4EIDを送信元とし、LISPお
よび非LISPの両方のサイトを宛
先とするパケットはすべて、2
つの方法のいずれかで転送され

ます。

•トラフィックが
LISP-to-LISPである場合、
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LISPでカプセル化され
LISPサイトに送信

•トラフィックが
LISP-to-non-LISPである場
合はネイティブ転送

•パケットはLISPEIDが送信元で
ある場合、および接続先が次の

エントリの 1つに一致する場合
に、LISPでカプセル化する対象
とみなされます。

•現在のマップキャッシュの
エントリ

•正当なネクストホップを持
つデフォルトルート

•ルートなし

この設定例では、xTRに IPv4の
RLOC接続があるため、アップスト
リームのサービスプロバイダーへの

デフォルトルートがすべての IPv4パ
ケットに使用され、LISP処理をサ
ポートします。

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了します。

exit

例：

Router(config)# exit

ステッ

プ 22   

例：

次の例では、上の図とこの手順において説明した HQ-RTR-1、HQ-RTR-2（本部サイトにある
xTR/MS/MR）、およびサイト 2の LISP xTRデバイスの詳細な設定を示します。HQ-RTR-1と
HQ-RTR-2はいずれも、LISPマルチホーム接続サイトの設定の適切な方法を説明するために提示
されていることに注意してください。

xTR、Map Server、Map Resolverがそれぞれ 1つある HQ-RTR-1の設定例：

hostname HQ-RTR-1
!
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vrf definition TRANS
address-family ipv4
exit
!
vrf definition SOC
address-family ipv4
exit
!
vrf definition FIN
address-family ipv4
exit
!
interface Loopback0
description Management Loopback (in default space)
ip address 172.31.1.11 255.255.255.255
!
interface GigabitEthernet0/0/0
description WAN Link to IPv4 Core
ip address 172.16.1.2 255.255.255.252
negotiation auto
!
interface GigabitEthernet0/0/1
vrf forwarding TRANS
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
negotiation auto
!
interface GigabitEthernet0/0/2
vrf forwarding SOC
ip address 10.2.1.1 255.255.255.0
negotiation auto
!
interface GigabitEthernet0/0/3
vrf forwarding FIN
ip address 10.3.1.1 255.255.255.0
negotiation auto
!
router lisp
eid-table default instance-id 0
database-mapping 172.31.1.11/32 172.16.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 172.31.1.11/32 172.16.1.6 priority 1 weight 50
ipv4 etr map-server 172.16.1.2 key DEFAULT-key
ipv4 etr map-server 172.16.1.6 key DEFAULT-key
exit
!
eid-table vrf TRANS instance-id 1
database-mapping 10.1.1.0/24 172.16.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 10.1.1.0/24 172.16.1.6 priority 1 weight 50
ipv4 etr map-server 172.16.1.2 key TRANS-key
ipv4 etr map-server 172.16.1.6 key TRANS-key
exit
!
eid-table vrf SOC instance-id 2
database-mapping 10.2.1.0/24 172.16.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 10.2.1.0/24 172.16.1.6 priority 1 weight 50
ipv4 etr map-server 172.16.1.2 key SOC-key
ipv4 etr map-server 172.16.1.6 key SOC-key
exit
!
eid-table vrf FIN instance-id 3
database-mapping 10.3.1.0/24 172.16.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 10.3.1.0/24 172.16.1.6 priority 1 weight 50
ipv4 etr map-server 172.16.1.2 key FIN-key
ipv4 etr map-server 172.16.1.6 key FIN-key
exit
!
site DEFAULT
authentication-key DEFAULT-key
eid-prefix 172.31.1.0/24 accept-more-specifics
exit
!
site TRANS
authentication-key TRANS-key
eid-prefix instance-id 1 10.1.0.0/16 accept-more-specifics
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exit
!
site SOC
authentication-key SOC-key
eid-prefix instance-id 2 10.2.0.0/16 accept-more-specifics
exit
!
site FIN
authentication-key FIN-key
eid-prefix instance-id 3 10.3.0.0/16 accept-more-specifics
exit
!
ipv4 map-server
ipv4 map-resolver
ipv4 itr map-resolver 172.16.1.2
ipv4 itr map-resolver 172.16.1.6
ipv4 itr
ipv4 etr
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 172.16.1.1

xTR、Map Server、Map Resolverがそれぞれ 1つある HQ-RTR-2の設定例：

hostname HQ-RTR-2
!
vrf definition TRANS
address-family ipv4
exit
!
vrf definition SOC
address-family ipv4
exit
!
vrf definition FIN
address-family ipv4
exit
!
interface Loopback0
description Management Loopback (in default space)
ip address 172.31.1.12 255.255.255.255
!
interface GigabitEthernet0/0/0
description WAN Link to IPv4 Core
ip address 172.16.1.6 255.255.255.252
negotiation auto
!
interface GigabitEthernet0/0/1
vrf forwarding TRANS
ip address 10.1.1.2 255.255.255.0
negotiation auto
!
interface GigabitEthernet0/0/2
vrf forwarding SOC
ip address 10.2.1.2 255.255.255.0
negotiation auto
!
interface GigabitEthernet0/0/3
vrf forwarding FIN
ip address 10.3.1.2 255.255.255.0
negotiation auto
!
router lisp
eid-table default instance-id 0
database-mapping 172.31.1.12/32 172.16.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 172.31.1.12/32 172.16.1.6 priority 1 weight 50
ipv4 etr map-server 172.16.1.2 key DEFAULT-key
ipv4 etr map-server 172.16.1.6 key DEFAULT-key
exit
!
eid-table vrf TRANS instance-id 1
database-mapping 10.1.1.0/24 172.16.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 10.1.1.0/24 172.16.1.6 priority 1 weight 50
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ipv4 etr map-server 172.16.1.2 key TRANS-key
ipv4 etr map-server 172.16.1.6 key TRANS-key
exit
!
eid-table vrf SOC instance-id 2
database-mapping 10.2.1.0/24 172.16.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 10.2.1.0/24 172.16.1.6 priority 1 weight 50
ipv4 etr map-server 172.16.1.2 key SOC-key
ipv4 etr map-server 172.16.1.6 key SOC-key
exit
!
eid-table vrf FIN instance-id 3
database-mapping 10.3.1.0/24 172.16.1.2 priority 1 weight 50
database-mapping 10.3.1.0/24 172.16.1.6 priority 1 weight 50
ipv4 etr map-server 172.16.1.2 key FIN-key
ipv4 etr map-server 172.16.1.6 key FIN-key
exit
!
site DEFAULT
authentication-key DEFAULT-key
eid-prefix 172.31.1.0/24 accept-more-specifics
exit
!
site TRANS
authentication-key TRANS-key
eid-prefix instance-id 1 10.1.0.0/16 accept-more-specifics
exit
!
site SOC
authentication-key SOC-key
eid-prefix instance-id 2 10.2.0.0/16 accept-more-specifics
exit
!
site FIN
authentication-key FIN-key
eid-prefix instance-id 3 10.3.0.0/16 accept-more-specifics
exit
!
ipv4 map-server
ipv4 map-resolver
ipv4 itr map-resolver 172.16.1.2
ipv4 itr map-resolver 172.16.1.6
ipv4 itr
ipv4 etr
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 172.16.1.5

大規模な LISP 共有モデル仮想化のリモートサイトを設定する
リモートサイトで LISP ITR/ETR（xTR）機能を設定して有効化し、大規模で複数のサイトを含む
LISPトポロジの一部として LISP共有モデル仮想化を実行するには、この手順を実行します。

この手順で紹介する設定は、より複雑で大規模なLISP仮想化ソリューションの一部です。この手
順の設定は、次の図に示すリモートサイトの 1つに適用されます。この手順では、リモートサイ
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トルータは xTRとしてのみ動作し、本部サイトの LISPコントロールプレーンのサポートに
MS/MRを使用します。

図 30：仮想化された IPv4 EID および共有 IPv4 コアを備えた大規模 LISP サイト

上の図のトポロジで示したコンポーネントは次のとおりです。

• LISPリモートサイト：

•各リモートサイトの CPEルータは、LISP ITRおよび ETR（xTR）として機能します。

•各 LISP xTRには本部サイトと同じ TRANS、SOC、FINの 3つの VRFがあります。各
VRFは IPv4 EIDプレフィックスのみを含みます。

•各リモートサイトの LISP xTRには、共有 IPv4コアネットワークへの単一の RLOC接
続があります。

はじめる前に

次の設定では、参照した VRFは vrf definitionコマンドを使用して作成され、「大規模な LISP共
有モデル仮想化のリモートサイトを設定する」の手順が 1つ以上の中央（本部）サイトで実行さ
れたと仮定しています。
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手順の概要

1. configureterminal
2. routerlisp
3. eid-tablevrfvrf-nameinstance-idinstance-id
4. database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight
5. ipv4etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key
6. 同じLISPMap Serverに別のロケータアドレスを設定するには、ステップ 13を繰り返します。
7. exit
8. ipv4itrmap-resolvermap-resolver-address
9. LISP Map Resolverに別のロケータアドレスを設定するには、ステップ 16を繰り返します。
10. ipv4itr
11. ipv4etr
12. exit
13. iprouteipv4-prefixnext-hop
14. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 1   

LISPコンフィギュレーションモード
を開始します（ソフトウェアのみ）。

routerlisp

例：

Router(config)# router lisp

ステッ

プ 2   

VRFテーブルと LISPインスタンス
IDとの間の関係を設定し、eid-table

eid-tablevrfvrf-nameinstance-idinstance-id

例：

Router(config-router-lisp)# eid-table vrf TRANS instance-id 1

ステッ

プ 3   
コンフィギュレーションサブモード

を開始します。

•この例では、VRFテーブル
TRANSとインスタンス ID 1が
関連付けられています。
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目的コマンドまたはアクション

この LISPサイトの EID-to-RLOCの
マッピング関係と、それに関連するト

ラフィックポリシーを設定します。

database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight

例：

Router(config-router-lisp-eid-table)# database-mapping 10.1.2.0/24
172.16.2.2 priority 1 weight 100

ステッ

プ 4   

•この例では、このサイトのイン
スタンス ID 1内の EIDプレ
フィックス 10.1.2.0/24が、ロー
カルの IPv4RLOC172.16.2.2に関
連付けられています。

この eid-table vrfでの
EID-to-RLOCのすべての
マッピングおよびLISPサイ
トのインスタンス IDが設定
されるまで、この手順を繰

り返します。

（注）

IPv4のLISPETRとして動作するこの
ルータがLISPのマッピングシステム

ipv4etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key

例：

Router(config-router-lisp-eid-table)# ipv4 etr map-server 172.16.1.2
key 0 TRANS-key

ステッ

プ 5   
に登録する際に使用する認証キー、

LISP Map Serverのロケータアドレス
を設定します。

•この例では、Map Serverと認証
キーが eid-tableサブコマンド
モード内で指定されます。これ

により、認証キーはこのVPN内
で、このインスタンス IDのみに
関連付けられます。

Map Serverはこの ETRで設
定されたものと一致するEID
プレフィックスおよびイン

スタンス ID、および同一の
認証キーによって設定され

る必要があります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

Map Serverのロケータアド
レスには IPv4または IPv6の
アドレスを指定できます。

この例では、各 xTRには
IPv4 RLOC接続しかないた
め、Map Serverは IPv4のロ
ケータアドレスを使用して

到達可能です。（詳細につ

いては、『LISP Command
ReferenceGuide』を参照して
ください。）

（注）

IPv4のLISPETRとして動作するこの
ルータがLISPのマッピングシステム

同じ LISP Map Serverに別のロケータアドレスを設定するには、ステッ
プ 13を繰り返します。

ステッ

プ 6   
に登録する際に使用する認証キー、

例：

Router(config-router-lisp-eid-table)# ipv4 etr map-server 172.16.1.6
key 0 TRANS-key

LISP Map Serverのロケータアドレス
を設定します。

•この例では、冗長Map Serverが
設定されます。（この場合、xTR
とMSが同じ場所に配置される
ため、xTRはこのコマンドによ
り、登録先としてそれ自体、な

らびに同一サイトのネイバー

xTR/MS/MRを示すことになりま
す）。

LISP eid-tableコンフィギュレーショ
ンモードを終了し、LISPコンフィ
ギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp-eid-table)# exit

ステッ

プ 7   

このルータが IPv4の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMap Request

ipv4itrmap-resolvermap-resolver-address

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 172.16.1.2

ステッ

プ 8   
メッセージを送信する LISP Map
Resolverのロケータアドレスを設定
します。

•この例では、Map Resolverは
router lispコンフィギュレーショ
ンモード内で指定され、どのイ

ンスタンス IDにも関連性がない
ため、eid-tableのすべてのインス
タンスに継承されます。また、
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目的コマンドまたはアクション

冗長Map Resolverが設定されま
す。（この場合、xTRとMRが
同じ場所に配置されるため、xTR
はこのコマンドにより、マッピ

ング解決にそれ自体、ならびに

同一サイトのネイバー

xTR/MS/MRを示すことになりま
す）。

• Map Resolverのロケータアドレ
スには IPv4または IPv6のアドレ
スを指定できます。この例では、

各 xTRには IPv4 RLOC接続しか
ないため、Map Resolverは IPv4
のロケータアドレスを使用して

到達可能です。（詳細について

は、『LISP Command Reference
Guide』を参照してください。）

複数のMap Resolverが利用
可能な場合、最大 2つの
Map Resolverを設定できま
す。（詳細については、

『LISP Command Reference
Guide』を参照してくださ
い。）

（注）

このルータが IPv4の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMap Request

LISP Map Resolverに別のロケータアドレスを設定するには、ステップ
16を繰り返します。

ステッ

プ 9   
メッセージを送信する LISP Map

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 172.16.1.6

Resolverのロケータアドレスを設定
します。

•この例では、冗長Map Resolver
が設定されます。（この場合、

xTRとMRが同じ場所に配置さ
れるため、xTRはこのコマンド
により、マッピング解決にそれ

自体、ならびに同一サイトのネ

イバー xTR/MS/MRを示すこと
になります）。

• Map Resolverのロケータアドレ
スには IPv4または IPv6のアドレ
スを指定できます。この例では、
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目的コマンドまたはアクション

各 xTRには IPv4 RLOC接続しか
ないため、Map Resolverは IPv4
のロケータアドレスを使用して

到達可能です。（詳細について

は、『LISP Command Reference
Guide』を参照してください。）

複数のMap Resolverが利用
可能な場合、最大 2つの
Map Resolverを設定できま
す。（詳細については、

『LISP Command Reference
Guide』を参照してくださ
い。）

（注）

IPv4アドレスファミリの LISP ITR機
能を有効化します。

ipv4itr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr

ステッ

プ 10   

IPv4アドレスファミリの LISP ETR
機能を有効化します。

ipv4etr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr

ステッ

プ 11   

LISPコンフィギュレーションモード
を終了し、グローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp)# exit

ステッ

プ 12   

すべての IPv4接続先のアップスト
リームのネクストホップに向かうデ

フォルトルートを設定します。

iprouteipv4-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 172.16.2.1

ステッ

プ 13   

• IPv4 EIDを送信元とし、LISPお
よび非LISPの両方のサイトを宛
先とするパケットはすべて、2つ
の方法のいずれかで転送されま

す。

•トラフィックが
LISP-to-LISPである場合、
LISPでカプセル化されLISP
サイトに送信
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目的コマンドまたはアクション

•トラフィックが
LISP-to-non-LISPである場
合はネイティブ転送

•パケットは LISP EIDが送信元で
ある場合、および接続先が次の

エントリの 1つに一致する場合
に、LISPでカプセル化する対象
とみなされます。

•現在のマップキャッシュの
エントリ

•正当なネクストホップを持
つデフォルトルート

•ルートなし

この設定例では、xTRに IPv4のRLOC
接続があるため、アップストリームの

サービスプロバイダーへのデフォル

トルートがすべての IPv4パケットに
使用され、LISP処理をサポートしま
す。

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了します。

exit

例：

Router(config)# exit

ステッ

プ 14   

例：

次の例では、上の図とこの手順に示したリモートサイトデバイスの完全な設定方法を示します。

ここに示したのは 1つのリモートサイトの設定のみであることに注意してください。

1つの xTRを備え、本部サイトのMap ServerとMap Resolverを使用したサイト 2の設定例：

hostname Site2-xTR
!
vrf definition TRANS
address-family ipv4
exit
!
vrf definition SOC
address-family ipv4
exit
!
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vrf definition FIN
address-family ipv4
exit
!
interface Loopback0
description Management Loopback (in default space)
ip address 172.31.1.2 255.255.255.255
!
interface GigabitEthernet0/0/0
description WAN Link to IPv4 Core
ip address 172.16.2.2 255.255.255.252
negotiation auto
!
interface GigabitEthernet0/0/1
vrf forwarding TRANS
ip address 10.1.2.1 255.255.255.0
negotiation auto
!
interface GigabitEthernet0/0/2
vrf forwarding SOC
ip address 10.2.2.1 255.255.255.0
negotiation auto
!
interface GigabitEthernet0/0/3
vrf forwarding FIN
ip address 10.3.2.1 255.255.255.0
negotiation auto
!
router lisp
eid-table default instance-id 0
database-mapping 172.31.1.2/32 172.16.2.2 priority 1 weight 100
ipv4 etr map-server 172.16.1.2 key DEFAULT-key
ipv4 etr map-server 172.16.1.6 key DEFAULT-key
exit
!
eid-table vrf TRANS instance-id 1
database-mapping 10.1.2.0/24 172.16.2.2 priority 1 weight 100
ipv4 etr map-server 172.16.1.2 key TRANS-key
ipv4 etr map-server 172.16.1.6 key TRANS-key
exit
!
eid-table vrf SOC instance-id 2
database-mapping 10.2.2.0/24 172.16.2.2 priority 1 weight 100
ipv4 etr map-server 172.16.1.2 key SOC-key
ipv4 etr map-server 172.16.1.6 key SOC-key
exit
!
eid-table vrf FIN instance-id 3
database-mapping 10.3.2.0/24 172.16.2.2 priority 1 weight 100
ipv4 etr map-server 172.16.1.2 key FIN-key
ipv4 etr map-server 172.16.1.6 key FIN-key
exit
!
ipv4 itr map-resolver 172.16.1.2
ipv4 itr map-resolver 172.16.1.6
ipv4 itr
ipv4 etr
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 172.16.2.1

LISP 仮想化の検証とトラブルシューティング
LISPを設定した後、LISPの設定と動作の確認およびトラブルシューティングを、以下に説明する
任意のステップに従って実行できます。ただし、特定の検証およびトラブルシューティングのス

テップは特定の種類の LISPデバイスにのみ適用される場合があります。
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この手順では、次の図に示すトポロジと「シンプルなLISP共有モデル仮想化を設定する」手順の
設定を使用しますが、コマンドは LISPの共有モデル仮想化およびパラレルモデル仮想化のいず
れにも適用可能です。

図 31：仮想化された IPv4 および IPv6 の EID を持ち、IPv4 コアを共有するシンプルな LISP サイト

次の例は、使用可能なすべてのコマンドと出力表示を示したものではありません。各コマンド

の詳細については、『Cisco IOS LISP Command Reference』を参照してください。
（注）

手順の概要

1. enable
2. show running-config | section router lisp
3. show [ip | ipv6] lisp
4. show [ip | ipv6] lispmap-cache
5. show [ip | ipv6] lispdatabase [eid-tablevrfvrf-name]
6. showlispsite [namesite-name]
7. lig {[self {ipv4 | ipv6}] | {hostname | destination-EID}
8. ping {hostname | destination-EID}
9. clear [ip | ipv6] lispmap-cache

手順の詳細

ステップ 1 enable
特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワードを入力します（要求された場合）。
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例：

Router> enable

ステップ 2 show running-config | section router lisp
show running-config | section router lispコマンドは、デバイスの LISP設定をすばやく確認でき便利です。
このコマンドは、あらゆるLISPデバイスに適用されます。次に示すのは、仮想化された IPv4および IPv6
EIDプレフィックスを持ち、IPv4コアを共有するシンプルな LISPサイトを設定した場合の show
running-config | section router lispコマンドの出力例です。

例：

Router# show running-config | section router lisp

router lisp
eid-table vrf PURPLE instance-id 101
database-mapping 192.168.1.0/24 10.0.0.2 priority 1 weight 1
database-mapping 2001:DB8:A:A::/64 10.0.0.2 priority 1 weight 1
eid-table vrf GOLD instance-id 102
database-mapping 192.168.1.0/24 10.0.0.2 priority 1 weight 1
database-mapping 2001:DB8:B:A::/64 10.0.0.2 priority 1 weight 1
exit
!
ipv4 itr map-resolver 10.0.2.2
ipv4 itr
ipv4 etr map-server 10.0.2.2 key Left-key
ipv4 etr
ipv6 itr map-resolver 10.0.2.2
ipv6 itr
ipv6 etr map-server 10.0.2.2 key Left-key
ipv6 etr
exit

ステップ 3 show [ip | ipv6] lisp
show ip lispおよび show ipv6 lispコマンドは、それぞれ IPv4と IPv6のアドレスファミリに対応し、LISP
をデバイスに設定しながら動作状態をすばやく確認でき便利です。このコマンドは、あらゆるLISPデバ
イスに適用されます。

例：

最初の例は、LISPの動作状態の要約と、EIDテーブルによる IPv6アドレスファミリに関する情報を示し
ています。

Router# show ipv6 lisp eid-table summary

Instance count: 2
Key: DB - Local EID Database entry count (@ - RLOC check pending

* - RLOC consistency problem),
DB no route - Local EID DB entries with no matching RIB route,
Cache - Remote EID mapping cache size, IID - Instance ID,
Role - Configured Role

Interface DB DB no Cache Incom Cache
EID VRF name (.IID) size route size plete Idle Role
PURPLE LISP0.101 1 0 1 0.0% 0.0% ITR-ETR
GOLD LISP0.102 1 0 1 0.0% 0.0% ITR-ETR

例：
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2番目の例は、LISPの動作状態と、PURPLEという名前のVRFの IPv6アドレスファミリに関する情報を
示しています。

Router# show ipv6 lisp eid-table vrf PURPLE

Instance ID: 101
Router-lisp ID: 0
Locator table: default
EID table: PURPLE
Ingress Tunnel Router (ITR): enabled
Egress Tunnel Router (ETR): enabled
Proxy-ITR Router (PITR): disabled
Proxy-ETR Router (PETR): disabled
Map Server (MS): disabled
Map Resolver (MR): disabled
Map-Request source: 2001:DB8:A:A::1
ITR Map-Resolver(s): 10.0.2.2
ETR Map-Server(s): 10.0.2.2 (00:00:24)
ITR use proxy ETR RLOC(s): none

例：

3番目の例は、LISPの動作状態と、インスタンス ID 101の IPv6アドレスファミリに関する情報を示して
います。

Router# show ipv6 lisp instance-id 101

Instance ID: 101
Ingress Tunnel Router (ITR): enabled
Egress Tunnel Router (ETR): enabled
Proxy-ITR Router (PITR): disabled
Proxy-ETR Router (PETR): disabled
Map Server (MS): disabled
Map Resolver (MR): disabled
Map-Request source: 2001:DB8:A:A::1
ITR Map-Resolver(s): 10.0.2.2
ETR Map-Server(s): 10.0.2.2 (00:00:11)
ITR Solicit Map Request (SMR): accept and process
Max SMRs per map-cache entry: 8 more specifics
Multiple SMR suppression time: 60 secs

ETR accept mapping data: disabled, verify disabled
ETR map-cache TTL: 1d00h

ステップ 4 show [ip | ipv6] lispmap-cache
show ip lisp map-cacheおよび show ipv6 lisp map-cacheコマンドは、それぞれ IPv4と IPv6のアドレスファ
ミリに対応し、ITRまたは PITRとして設定されているデバイスのマップキャッシュの動作状態を確認で
き便利です。

例：

次の例は、仮想化された IPv4および IPv6 EIDプレフィックスを持ち、IPv4コアを共有するシンプルな
LISPサイトを設定した場合の設定に基づいた、IPv6マップキャッシュに関する情報を示しています。こ
の出力例では、IPv6 EIDプレフィックス 2001:db8:b:b::/64を持つ別のサイトのマップキャッシュエントリ
を受信したと想定しています。

Router# show ip lisp map-cache eid-table vrf GOLD

LISP IPv6 Mapping Cache for EID-table vrf GOLD (IID 102), 2 entries

::/0, uptime: 01:09:52, expires: never, via static send map-request
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Negative cache entry, action: send-map-request
2001:DB8:B:B::/64, uptime: 00:00:10, expires: 23:59:42, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.1.2 00:00:10 up 1/1

ステップ 5 show [ip | ipv6] lispdatabase [eid-tablevrfvrf-name]
show ip lisp databaseおよび show ipv6 lisp databaseコマンドは、それぞれ IPv4と IPv6のアドレスファミ
リに対応し、ETRとして設定されているデバイスのデータベースマッピングの動作状態を確認でき便利
です。

例：

次の例は、GOLDという名前の VRFの IPv6マッピングデータベースに関する情報を示しています。

Router# show ipv6 lisp database eid-table vrf GOLD

LISP ETR IPv6 Mapping Database for EID-table vrf GOLD (IID 102), LSBs: 0x1, 1 entries

EID-prefix: 2001:DB8:B:A::/64
10.0.0.2, priority: 1, weight: 1, state: site-self, reachable

ステップ 6 showlispsite [namesite-name]
show lisp siteコマンドは、LISPサイトをMap Serverに設定しがなら、すばやく動作状態を確認でき便利
です。このコマンドは、Map Serverとして設定されたデバイスにのみ適用されます。次の出力例は、仮想
化された IPv4と IPv6 EIDプレフィックスでシンプルな LISPサイトを設定した場合の設定に基づいてお
り、インスタンス ID 101に関する情報を示しています。

例：

Router# show lisp site instance-id 101

LISP Site Registration Information

Site Name Last Up Who Last Inst EID Prefix
Register Registered ID

Left 00:00:36 yes 10.0.0.2 101 192.168.1.0/24
00:00:43 yes 10.0.0.2 101 2001:DB8:A:A::/64

Right 00:00:31 yes 10.0.1.2 101 192.168.2.0/24
00:00:02 yes 10.0.1.2 101 2001:DB8:A:B::/64

例：

2番目の例は、IPv6 EIDプレフィックス 2001:db8:a:a:/64およびインスタンス ID 101の LISPサイトに関す
る情報を示しています。

Router# show lisp site 2001:db8:a:a:/64 instance-id 101

LISP Site Registration Information

Site name: Left
Allowed configured locators: any
Requested EID-prefix:
EID-prefix: 2001:DB8:A:A::/64 instance-id 101
First registered: 02:41:55
Routing table tag: 0
Origin: Configuration
Registration errors:
Authentication failures: 4
Allowed locators mismatch: 0

ETR 10.0.0.2, last registered 00:00:22, no proxy-reply, no map-notify
TTL 1d00h
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Locator Local State Pri/Wgt
10.0.0.2 yes up 1/1

ステップ 7 lig {[self {ipv4 | ipv6}] | {hostname | destination-EID}
LISP Internet Groper（lig）コマンドは、LISPコントロールプレーンをテストするのに役立ちます。ligコ
マンドは、表示された接続先ホスト名またはEID、もしくはルータのローカルEIDプレフィックスを照会
するのに使用できます。このコマンドにより、接続先EIDがLISPマッピングデータベースシステムに存
在するか、またはサイトがマッピングデータベースシステムに登録されているかどうかを簡単にテスト

できます。このコマンドは、IPv4および IPv6のいずれのアドレスファミリにも適用でき、マップキャッ
シュが保持されているLISPデバイスのいずれにも適用されます（たとえば ITRや PITRとして設定されて
いる場合）。次の出力例は、仮想化された IPv4と IPv6 EIDプレフィックスでシンプルな LISPサイトを設
定した場合の設定に基づいており、インスタンス ID 101と IPv4 EIDプレフィックス 192.168.2.1に関する
情報を示しています。

例：

Router# lig instance-id 101 192.168.2.1

Mapping information for EID 192.168.2.1 from 10.0.1.2 with RTT 12 msecs
192.168.2.0/24, uptime: 00:00:00, expires: 23:59:52, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.1.2 00:00:00 up 1/1

例：

2番目の出力例は、PURPLEという名前の VRFに関する情報を示しています。

Router# lig eid-table vrf PURPLE self

Mapping information for EID 192.168.1.0 from 10.0.0.1 with RTT 20 msecs
192.168.1.0/24, uptime: 00:00:00, expires: 23:59:52, via map-reply, self
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.0.1 00:00:00 up, self 1/1

ステップ 8 ping {hostname | destination-EID}
pingコマンドは、基本的なネットワーク接続と到達可能性、および接続先 EIDや RLOCアドレスの稼働
状況をテストするのに便利です。pingを使用する場合、LISPがカプセル化を行うため、常に送信元アド
レスを指定する必要があります。pingアプリケーションが独自にデフォルトの発信元アドレスを割り当て
ることのないようにしてください。これは、pingには 4つの異なる用途があり、送信元アドレスを明示的
に指定しないと、アプリケーションが間違ったアドレスを使用して誤った結果を返し、動作の検証やトラ

ブルシューティングが困難になる可能性があるためです。pingの 4つの用途は次のとおりです。

• RLOC-to-RLOC：「echo」パケットをネイティブに送信し（LISPカプセル化なし）、返された
「echo-reply」をネイティブに受信します。この方法で、xTRからMap ServerやMap Resolverなど、
ロケータとさまざまなデバイス間の基本的なネットワーク接続をテストできます。

• EID-to-EID：LISPでカプセル化した「echo」パケットを送信し、LISPでカプセル化された「echo-reply」
を受信します。この方法で、LISPサイト間の LISPデータプレーン（カプセル化）をテストできま
す。

• EID-to-RLOC：「echo」パケットをネイティブに送信し（LISPカプセル化なし）、PITRのメカニズ
ムによって LISPでカプセル化された「echo-reply」を受信します。この方法で、PITRのインフラス
トラクチャをテストできます。
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• RLOC-to-EID：LISPでカプセル化した「echo」パケットを送信し、返された「echo-reply」をネイティ
ブに受信します。この方法、PETRの機能をテストできます。

pingコマンドは IPv4と IPv6のアドレスファミリそれぞれに適用でき、どのようなLISPデバイス上でも
何らかの方法で使用できます。（たとえば、LISPカプセル化を行うには、デバイスが ITRか PITRとして
設定されている必要があります）。

次のpingコマンドの出力例では、仮想化された IPv4および IPv6のEIDプレフィックスでシンプルなLISP
サイトを設定した場合の設定に基づいています。（pingは LISPコマンドではないため、EIDテーブルや
インスタンス IDを認識しません。仮想化を含む場合、出力リミッタは VRFでのみ指定できます。）

例：

Router# ping vrf PURPLE 2001:DB8:a:b::1 source 2001:DB8:a:a::1 rep 100

Type escape sequence to abort.
Sending 100, 100-byte ICMP Echos to 2001:DB8:A:B::1, timeout is 2 seconds:
Packet sent with a source address of 2001:DB8:A:A::1%PURPLE
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
Success rate is 100 percent (100/100), round-trip min/avg/max = 0/0/1 ms

例：

Router# ping vrf GOLD

Protocol [ip]: ipv6
Target IPv6 address: 2001:db8:b:b::1
Repeat count [5]:
Datagram size [100]:
Timeout in seconds [2]:
Extended commands? [no]: y
Source address or interface: 2001:db8:b:a::1
.
.
.
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 2001:DB8:B:B::1, timeout is 2 seconds:
Packet sent with a source address of 2001:DB8:B:A::1%GOLD
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 0/0/0 ms

ステップ 9 clear [ip | ipv6] lispmap-cache
clear ip lisp map-cacheおよび clear ipv6 lisp map-cacheコマンドにより、ルータによって格納されている
すべての IPv4または IPv6ダイナミック LISPマップキャッシュエントリが削除されます。これは、LISP
コントロールプレーンの動作状態をすばやく確認するのに便利です。このコマンドは、マップキャッシュ

を保持している LISPデバイス（ITRまたは PITRとして設定されているデバイスなど）に適用されます。

例：

次の例は、インスタンス ID 101の IPv4マップキャッシュ情報を表示し、インスタンス ID 101のマップ
キャッシュを削除するのに使用するコマンドを示し、さらにキャッシュ削除後 showの情報を示していま
す。

Router# show ip lisp map-cache instance-id 101

LISP IPv4 Mapping Cache for EID-table vrf PURPLE (IID 101), 2 entries
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0.0.0.0/0, uptime: 00:25:17, expires: never, via static send map-request
Negative cache entry, action: send-map-request

192.168.2.0/24, uptime: 00:20:13, expires: 23:39:39, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.1.2 00:20:13 up 1/1

Router# clear ip lisp map-cache instance-id 101

Router# show ip lisp map-cache instance-id 101

LISP IPv4 Mapping Cache, 1 entries

0.0.0.0/0, uptime: 00:00:02, expires: never, via static send map-request
Negative cache entry, action: send-map-request

LISP 共有モデル仮想化の設定例
詳細な設定例は、「LISP共有モデル仮想化の設定方法」セクションの各タスク内にあります。

その他の参考資料

関連資料

場所マニュアルタイトル

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/
iproute_lisp/command/ip-lisp-cr-book.html

『Cisco IOS IP Routing: LISP Command
Reference』

Cisco LISPのソフトウェアイメージのダウン
ロードページ

『Enterprise IPv6 Transitions Strategy Using the
Locator/ID Separation Protocol』

Cisco LISPのソフトウェアイメージのダウン
ロードページ

『Cisco IOS LISP0 Virtual Interface, Application
Note, Version 1.0』

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/15_2m_and_t/
release/notes/15_2m_and_t.html

『Cross-Platform Release Notes for Cisco IOS
Release 15.2M&T』

標準

タイトル規格

http://www.iana.org/assignments/
address-family-numbers/address-family-numbers.xml

IANA Address Family Numbers
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSソフト
ウェアリリースおよび機能セットを検索して

MIBをダウンロードする場合は、次の URLに
ある Cisco MIB Locatorを使用します。http://
www.cisco.com/go/mibs

なし

RFC

タイトルRFC

Locator/ID Separation Protocol (LISP) http://
tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-22

draft-ietf-lisp-22

LISP Map Server http://tools.ietf.org/html/
draft-ietf-lisp-ms-16

draft-ietf-lisp-ms-16

LISP Alternative Topology (LISP+ALT) http://
tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-alt-10

draft-ietf-lisp-alt-10

LISP Canonical Address Format (LCAF) http://
tools.ietf.org/wg/lisp/

draft-ietf-lisp-LCAF-06

Interworking LISP with IPv4 and IPv6 http://
tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-interworking-06

draft-ietf-lisp-interworking-06

LISP Internet Groper (LIG) http://tools.ietf.org/html/
draft-ietf-lisp-lig-06

draft-ietf-lisp-lig-06

LISP MIB http://tools.ietf.org/wg/lisp/
draft-ietf-lisp-mib/

draft-ietf-lisp-mib-03

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右の URLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストール

して設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために使

用してください。このWebサイト上のツール
にアクセスする際は、Cisco.comのログイン ID
およびパスワードが必要です。
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LISP 共有モデル仮想化の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 4：LISP 共有モデル仮想化の機能情報

機能情報リリース機能名

LISP共有モデル仮想化機能は、
エンドポイント ID（EID）空間
と関連付けられた VRFをイン
スタンス IDにバインドするこ
とによって作成されるEID空間
を使用します。すべての仮想化

EIDは、共通の「共有」ロケー
タ空間を使用します。

15.2(2)T

15.1(1)SY1
LISP共有モデルの仮想化
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第 6 章

LISP パラレルモデルの仮想化

• 機能情報の確認, 179 ページ

• LISPパラレルモデル仮想化に関する情報, 179 ページ

• LISPパラレルモデル仮想化の設定方法, 186 ページ

• LISPパラレルモデル仮想化の設定例, 206 ページ

• その他の参考資料, 206 ページ

• LISPパラレルモデル仮想化の機能情報, 208 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

LISP パラレルモデル仮想化に関する情報

LISP 仮想化の概要
物理ネットワークインフラストラクチャの導入は、ハードウェアへの設備投資と同時に、設置や

運用管理のサポートのための人的資源への投資が必要です。組織内の個別のユーザグループが

ネットワークを独自に制御する必要があったとしても、別の物理ネットワークを導入し、運用す
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ることに経済的な意味はほとんどありません。物理プラントが容量いっぱいまで利用されること

はほとんどなく、使用されない容量（帯域幅、プロセッサ、メモリなど）が残ります。さらに、

物理プラントにおける電源やラックスペース、冷却ニーズは、現代の「グリーン」要件を満たし

ません。ネットワークを仮想化すると、物理資産を効率的に活用しながら、組織のニーズを満た

すことができます。

ネットワーク仮想化の目的は、下の図のように、共通した1つの物理インフラストラクチャ上で、
複数の、論理的に分離されたトポロジを作成することです。

図 32： LISP の導入環境

仮想ネットワーク環境の導入を検討する際には、デバイスとパスレベルの両方を考慮してくださ

い。

デバイスレベルの仮想化

デバイスレベルでの仮想化では、下の図に示すとおり、Virtual Routing and Forwarding（VRF）を
使用して、レイヤ 3ルーティングテーブルの複数のインスタンスを作成することが必要です。
VRFは、IPアドレス全体のセグメンテーションを行い、オーバーラップしたアドレス空間とトラ
フィックの分離を可能にします。個別のルーティング、QoS、セキュリティ、および管理ポリシー
を VRFインスタンスごとに適用できます。IGPまたは EGPルーティングプロセスは、グローバ
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ル（デフォルト）ルーティングテーブル内でと同様、通常VFR内で有効化されます。以下に詳細
を示すように、LISPはインスタンス IDを同様の目的で VRFにバインドします。

図 33：デバイスレベルの仮想化

パスレベルの仮想化

VRFテーブルの分離は、下の図のように、従来の機能のいくつかを使って、ネットワークパス全
体で維持されます。シングルホップパスのセグメンテーション（ホップバイホップ）は通常、

802.1q VLAN、VPI/VCI PW、EVNなどの技術によって実現されます。LISPを使用することもで
きます。従来のマルチホップ機能には、MPLSやGREトンネルが含まれます。以下に詳細を示す
ように、LISPは VRFをインスタンス ID（IID）にバインドし、次に IIDが LISPヘッダーに含ま
れ、シングルまたはマルチホップに必要なデータプレーン（トラフィックフロー）分離を実現し

ます。

図 34：パスレベルの仮想化
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デバイスレベルの LISP の仮想化

LISPはロケータ IDの分離を実行するなかで、2つの名前空間（EIDと RLOC）を作成することを
考えれば、LISPの仮想化ではEIDとRLOCの名前空間両方の仮想化を考慮することは容易にわか
るでしょう。つまり、片方または両方を仮想化できます。

• EID仮想化：LISPインスタンス IDを EID VRFにバインドすることで有効化できます。イン
スタンス IDは LISP Canonical Address Format（LCAF）のドラフトで定義される数値タグで、
コントロールプレーンおよびデータプレーン両方のアドレス空間セグメンテーションを維

持するために使用されます。

• RLOC仮想化：ロケータアドレスと関連するマッピングサービスを、それらが到達可能にな
る特定の VRFに接続することで、RLOCの仮想化が有効化されます。

LISPは EIDと RLOC両方の名前空間の仮想化を考慮するため、共有モデルとパラレルモデルの
2つの運用モデルが定義されます。完全を期すために、以下の説明は LISPのデフォルト（非仮想
化）モデルの確認から始め、その後共有モデルとパラレルモデルの詳細について説明します。

デフォルト（非仮想化）LISP モデル

デフォルトでは、LISPはEID空間とRLOC空間のいずれでも仮想化されていません。つまり、特
に設定しない限り、EIDと RLOCのアドレスは両方とも、デフォルト（グローバル）ルーティン
グテーブルで解決されます。次の図に、この概念を示します。

図 35：デフォルト（非仮想化）LISP モデル（EID と RLOC を両方とも、デフォルト（グローバル）ルーティン
グテーブルで解決します）。

上の図に示すように、EIDと RLOCのアドレスは両方とも、デフォルトのテーブルで解決されま
す。マッピングシステムはデフォルトテーブルを介して到達できる必要があります。このデフォ

ルトモデルは、LISP仮想化におけるパラレルモデルの単一インスタンス化と見なすことができ、
EIDと RLOCアドレスは、このデフォルトテーブルの場合のように同じ名前空間内にあります。
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LISP パラレルモデルの仮想化
LISPのパラレルモデルの仮想化は、VRFに関連付けられた仮想化 EID空間を、同じ VRFまたは
別の VRFに関連付けられた RLOCに結び付けます。次の図に、この概念を示します。

図 36： LISP パラレルモデルの仮想化により、同一または異なる VRF 内の EID および関連する RLOC が解決さ
れます。この例では、EID と RLOC の両方のアドレスが同じ VRF 内で解決されていますが、複数の（パラレル
の）セグメント化が同じデバイス上で設定されています（青色とピンク）。

上の図に示すように、EID空間は VRFとの関連付けにより仮想化され、これらの VRFは LISPイ
ンスタンス IDに結び付けられて、LISP内のコントロールプレーンおよびデータプレーンを分離
します。一般的な「共有」ロケータ空間、上の図に示すデフォルト（グローバル）テーブルは、

すべての仮想化EIDでRLOCアドレスを解決するために使用されます。マッピングシステムも、
一般的なロケータ空間を経由して到達可能である必要があります。

上の図に示した例では、VRFに関連付けられた（およびインスタンス IDにロケータ空間に関連
付けられている（および VRFインスタンス IDにバインドされている）仮想化 EID空間が同じ
VRF（この場合はピンク/ピンクおよび青/青）に関連付けられたロケータ空間に結び付けられてい
ることを示しています。ただし、これは必須ではありません。EIDVRFはRLOCVRFと一致する
必要はありません。いずれにしても、マッピングシステムは関連するロケータ空間を経由して到

達可能である必要があります。パラレルインスタンスは複数定義できます。
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最も一般的なケースでは、共有モデルとパラレルモデルは組み合わさり、複数の EIDVRFが共通
のRLOCVRFを共有し、また下の図に示すように、このアーキテクチャの複数のインスタンスが
同じプラットフォーム上で実行されます。

図 37： LISP は、共有モデルおよびパラレルモデルを組み合わせることで最大の柔軟性を提供できます。

上の図のように、共有モデルとパラレルモデルは組み合わさっていくつかの EIDインスタンスを
関連付け、一つの共有RLOCVRFにし、他のいくつかの EIDインスタンスを別の共有RLOCVRF
に関連付けます。

LISP のパラレル仮想化モデルアーキテクチャ
アーキテクチャの面では、LISPのパラレル仮想化モデルは、シングルまたはマルチテナンシー構
成で導入できます。パラレルモデルマルチテナンシーの場合、一連の xTRは複数の顧客の間で
共有され、各々の顧客は独自のプライベート（セグメント化された）コアインフラストラクチャ

とマッピングシステムを使用します。顧客に関連付けられたすべてのサイトは同じインスタンス

IDを使用し、下の図に示すとおり、独自の EIDの名前空間を使用する VPNの一部です。

図 38： LISP のパラレルモデルマルチテナンシーの場合、共有 xTR は仮想化コアネットワークおよびマッピ
ングシステムを使用します。LISP のインスタンス ID は、LISP のデータプレーンとコントロールプレーンを
セグメント化します。
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LISP パラレルモデル仮想化の実装に関する考慮事項と警告
LISPのパラレルモデル仮想化を実装する際に、いくつかの重要な考慮事項と警告があります。そ
れぞれのrouter lisp値インスタンス化は、ソフトウェアによって個別のプロセスと見なされます。
インスタンス IDは、router lispインスタンス化内でのみ一意である必要があります。下の例を確
認してください。

xTR-1(config)# vrf definition alpha
xTR-1(config-vrf)# address-family ipv4
xTR-1(config-vrf-af)# exit
xTR-1(config)# vrf definition beta
xTR-1(config-vrf)# address-family ipv4
xTR-1(config-vrf-af)# exit
xTR-1(config-vrf)# vrf definition gamma
xTR-1(config-vrf)# address-family ipv4
xTR-1(config-vrf-af)# exit
xTR-1(config-vrf)# vrf definition delta
xTR-1(config-vrf)# address-family ipv4
xTR-1(config-vrf-af)# exit
xTR-1(config-vrf)# exit
xTR-1(config)# router lisp 1
xTR-1(config-router-lisp)# locator-table vrf alpha
xTR-1(config-router-lisp)# eid-table vrf beta instance-id 101
xTR-1(config-router-lisp-eid-table)# exit
xTR-1(config-router-lisp)# exit
xTR-1(config)# router lisp 2
xTR-1(config-router-lisp)# locator-table vrf gamma
xTR-1(config-router-lisp)# eid-table vrf delta instance-id 101
xTR-1(config-router-lisp-eid-table)# exit
xTR-1(config-router-lisp)# eid-table vrf beta instance-id 201
The vrf beta table is not available for use as an EID table (in use by router lisp 1 EID
instance 101 VRF)

上の例では、alpha、beta、gamma、deltaの 4つの VRFが作成されています。router lispインスタ
ンス化の router lisp 1が作成され、alphaという名前のロケータテーブル VRFに関連付けられてい
ます。次に、betaという名前の EIDテーブル VRFが指定され、インスタンス ID 101に関連付け
られます。次に、新しい router lispインスタンス化の router lisp 2が作成され、gammaという名前
のロケータテーブルVRFに関連付けられます。次に、deltaという名前の EIDテーブルVRFが指
定され、インスタンス ID 101に関連付けられます。これら 2つのインスタンス IDは互いに関係
がなく、一方は router lisp 1にのみ関連し、もう一方は router lisp 2にのみ関連します。

上の例では、router lisp 2で betaという名前の EIDテーブル VRFを設定する試みが行われていま
す。ルータは、この EIDテーブル VRFを使用することはできません。この betaは、すでに router
lisp 1インスタンス化で eid-tableコマンドに関連付けられているためです。

インスタンス IDは再使用でき、どの EID VRFにカプセル化解除されるかは router lispインスタ
ンス化と、関連付けられているロケータテーブル VRFによります。ただし、同じ EID VRFを複
数のロケータテーブル VRFに接続することはできません。
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LISP パラレルモデル仮想化の設定方法

シンプルな LISP パラレルモデル仮想化を設定する
LISP ITR/ETR（xTR）機能および LISP Map ResolverとMap Serverを設定して有効化し、LISPパ
ラレルモデルを仮想化するには、この手順を実行します。

この手順で実行する設定を下の図に示します。これは、パラレルモードで接続された 2つの LISP
サイト用です。各LISPサイトは、ITRとETRの両方（xTR）として設定されている単一のエッジ
ルータを使用し、アップストリームのプロバイダーと単一の接続を持ちます。ただし、アップス

トリームの接続はVLANでセグメント化され、コア内でRLOC空間の分離を維持します。ここで
は 2つの VRFを青と緑で定義します。各パラレルネットワーク上では IPv4 RLOC空間を使用し
ます。IPv4と IPv6両方の EIDアドレス空間を使用します。LISPサイトは、コアネットワークの
パラレルモデルアーキテクチャを維持するようにセグメント化された、1つのMap Server/Map
Resolver（MS/MR）に登録されます。

図 39：各 1 つの IPv4 RLOC および IPv4 EID を持つシンプルな LISP サイト

上の図のトポロジで示したコンポーネントは次のとおりです。

• LISPサイト：

• CPEは LISP ITRおよび ETR（xTR）として機能します。

•いずれの LISP xTRにも、ゴールドと紫の 2つのVRFがあり、上の図に示すように、各
VRFには IPv4と IPv6両方の EIDプレフィックスが含まれます。オーバーラップしてい
るプレフィックスは説明用に使用しています。LISPのインスタンス IDを使用して、2
つのVRF間の分離を維持しています。この例では、共有キーはVPNごとに設定されま
す。

•各LISP xTRには、パラレル IPv4コアネットワークへの単一のRLOC接続があります。
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LISPMapServerおよびMapResolverをマッピングサービスに使用する際、LISP ITRとETR（xTR）
機能を設定して有効化するには、（LISPサイトの各xTRに接続した時点で）この手順のステップ
を実行します。この手順の最後に示す設定例では、2つの xTRの詳細な設定を説明します（左の
xTRと右の xTR）。

はじめる前に

次の設定では、参照したVRFは vrf definitionコマンドを使用して作成されると想定しています。

手順の概要

1. configureterminal
2. routerlisplisp-instantiation-number
3. locator-tablevrfrloc-vrf-name
4. eid-tablevrfEID-vrf-nameinstance-idinstance-id
5. database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight
6. この LISPサイトの eid-table vrfおよびインスタンス ID内で EID-to-RLOCのマッピングがすべ
て設定されるまで、ステップ 4を繰り返します。

7. exit
8. ipv4itrmap-resolvermap-resolver-address
9. ipv4etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key
10. ipv4itr
11. ipv4etr
12. ipv6itrmap-resolvermap-resolver-address
13. ipv6etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key
14. ipv6itr
15. ipv6etr
16. exit
17. iproutevrfrloc-vrf-nameipv4-prefixnext-hop
18. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 1   

指定したLISPインスタンス化番号を
作成し、LISPコンフィギュレーショ

routerlisplisp-instantiation-number

例：

Router(config)# router lisp

ステッ

プ 2   
ンモードを開始します（ソフトウェ

アのみ）。これに続くすべての LISP
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目的コマンドまたはアクション

コマンドは、そのルータLISPインス
タンス化に適用されます。

•この例では、ルータLISPインス
タンス化 1が設定されます。

ルータLISPインスタンス化を設定し
て、EIDをカプセル化してコントロー

locator-tablevrfrloc-vrf-name

例：

Router(config-router-lisp)# locator-table vrf BLUE

ステッ

プ 3   
ルプレーンパケットを送信する際に

指定したVRFをRLOC空間として使
用できるようにします。

•この例では、BLUEという名前
の RLOC VRFを設定していま
す。

VRFテーブルと LISPインスタンス
IDとの間の関係を設定し、eid-table

eid-tablevrfEID-vrf-nameinstance-idinstance-id

例：

Router(config-router-lisp)# eid-table vrf PURPLE instance-id 101

ステッ

プ 4   
コンフィギュレーションサブモード

を開始します。

•この例では、VRFテーブル
PURPLEとインスタンス ID 101
が関連付けられています。

この LISPサイトの EID-to-RLOCの
マッピング関係と、それに関連する

database-mappingEID-prefix/prefix-lengthlocatorprioritypriorityweightweight

例：

Router(config-router-lisp-eid-table)# database-mapping 192.168.1.0/24
10.0.0.2 priority 1 weight 1

ステッ

プ 5   
トラフィックポリシーを設定しま

す。

•この例では、このサイトのイン
スタンス ID 1内の単一の IPv4
EIDプレフィックス
192.168.1.0/24は、ローカルの
IPv4RLOC10.0.0.2に関連付けら
れています。

この LISPサイトの EID-to-RLOCの
マッピング関係と、それに関連する

この LISPサイトの eid-table vrfおよびインスタンス ID内で EID-to-RLOC
のマッピングがすべて設定されるまで、ステップ 4を繰り返します。

ステッ

プ 6   
トラフィックポリシーを設定しま

す。例：

Router(config-router-lisp-eid-table)# database-mapping
2001:db8:a:a::/64 10.0.0.2 priority 1 weight 1

•この例では、このサイトのイン
スタンス ID 1内の IPv6 EIDプ
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目的コマンドまたはアクション

レフィックス 2001:db8:a:a::/64
は、ローカルの IPv4 RLOC
10.0.0.2にも関連付けられていま
す。

LISP eid-tableコンフィギュレーショ
ンモードを終了し、LISPコンフィ
ギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp-eid-table)# exit

ステッ

プ 7   

このルータが IPv4の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMapRequest

ipv4itrmap-resolvermap-resolver-address

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 10.0.2.2

ステッ

プ 8   
メッセージを送信する LISP Map
Resolverのロケータアドレスを設定
します。

•この例では、router lispコンフィ
ギュレーションモードでMap
Resolverを指定しています。

• Map Resolverのロケータアドレ
スには IPv4または IPv6のアド
レスを指定できます。この例で

は、各 xTRには IPv4 RLOC接
続しかないため、Map Resolver
は IPv4のロケータアドレスを
使用して到達可能です。（詳細

については、『LISP Command
Reference Guide』を参照してく
ださい。）

複数のMap Resolverが利用
可能な場合、最大 2つの
Map Resolverを設定できま
す。（詳細については、

『LISP Command Reference
Guide』を参照してくださ
い。）

（注）

IPv4の LISP ETRとして動作するこ
のルータが LISPのマッピングシス

ipv4etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr map-server 10.0.2.2 key 0
PURPLE-key

ステッ

プ 9   
テムに登録する際に使用する認証

キー、LISPMap Serverのロケータア
ドレスを設定します。
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目的コマンドまたはアクション

•この例では、Map Serverと認証
キーが router lispコンフィギュ
レーションモード内で指定され

ています。

• Map Serverは、この ETR上に設
定されたものに一致する EIDプ
レフィックスとインスタンス

ID、および同一の認証キーを使
用して設定する必要がありま

す。

Map Serverのロケータアド
レスには IPv4または IPv6
のアドレスを指定できま

す。この例では、各 xTRの
接続は IPv4 RLOCのみであ
るため、Map Serverはその
IPv4ロケータアドレスを使
用して到達可能です。（詳

細については、『LISP
Command Reference Guide』
を参照してください。）

（注）

IPv4アドレスファミリの LISP ITR
機能を有効化します。

ipv4itr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 itr

ステッ

プ 10   

IPv4アドレスファミリの LISP ETR
機能を有効化します。

ipv4etr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4 etr

ステッ

プ 11   

このルータが IPv6の EID-to-RLOC
マッピング解決のためのMapRequest

ipv6itrmap-resolvermap-resolver-address

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 itr map-resolver 10.0.2.2

ステッ

プ 12   
メッセージを送信する LISP Map
Resolverのロケータアドレスを設定
します。

•この例では、router lispコンフィ
ギュレーションモードでMap
Resolverを指定しています。

   IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
190

LISP パラレルモデルの仮想化
シンプルな LISP パラレルモデル仮想化を設定する



目的コマンドまたはアクション

• Map Resolverのロケータアドレ
スには IPv4または IPv6のアド
レスを指定できます。この例で

は、各 xTRの接続は IPv4 RLOC
のみであるため、Map Resolver
は IPv4のロケータアドレスを
使用して到達可能です。（詳細

については、『LISP Command
Reference Guide』を参照してく
ださい。）

複数のMap Resolverが利用
可能な場合、最大 2つの
Map Resolverを設定できま
す。（詳細については、

『LISP Command Reference
Guide』を参照してくださ
い。）

（注）

LISP Map Serverのロケータアドレ
ス、および IPv6の LISP ETRとして

ipv6etrmap-servermap-server-addresskeykey-typeauthentication-key

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 etr map-server 10.0.2.2 key 0
PURPLE-key

ステッ

プ 13   
機能するこのルータがLISPマッピン
グシステムに登録する際に使用する

認証キーを設定します。

•この例では、Map Serverと認証
キーが router lispコンフィギュ
レーションモード内で指定され

ています。

• Map Serverは、この ETRで設定
されたものに一致する EIDプレ
フィックスとインスタンス ID、
および同一の認証キーを使用し

て設定する必要があります。
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目的コマンドまたはアクション

Map Serverのロケータアド
レスには IPv4または IPv6
のアドレスを指定できま

す。この例では、各 xTRの
接続は IPv4 RLOCのみであ
るため、Map Serverはその
IPv4ロケータアドレスを使
用して到達可能です。（詳

細については、『LISP
Command Reference Guide』
を参照してください。）

（注）

IPv6アドレスファミリの LISP ITR
機能を有効化します。

ipv6itr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 itr

ステッ

プ 14   

IPv6アドレスファミリの LISP ETR
機能を有効化します。

ipv6etr

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6 etr

ステッ

プ 15   

LISPコンフィギュレーションモード
を終了し、グローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp)# exit

ステッ

プ 16   

すべての IPv4接続先のアップスト
リームのネクストホップに向かうデ

フォルトルートを設定します。

iproutevrfrloc-vrf-nameipv4-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ip route vrf BLUE 0.0.0.0 0.0.0.0 10.0.0.1

ステッ

プ 17   

• IPv4EIDを送信元とし、LISPお
よび非LISPの両方のサイトを宛
先とするパケットはすべて、2
つの方法のいずれかで転送され

ます。

•トラフィックが
LISP-to-LISPである場合、
LISPでカプセル化され
LISPサイトに送信

•トラフィックが
LISP-to-non-LISPである場
合はネイティブ転送
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目的コマンドまたはアクション

•パケットはLISPEIDが送信元で
ある場合、および接続先が次の

エントリの 1つに一致する場合
に、LISPでカプセル化する対象
とみなされます。

•現在のマップキャッシュの
エントリ

•正当なネクストホップを持
つデフォルトルート

•ルートなし

この設定例では、xTRに IPv4の
RLOC接続があるため、アップスト
リームのサービスプロバイダーへの

デフォルトルートがすべての IPv4パ
ケットに使用され、LISP処理をサ
ポートします。

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了します。

exit

例：

Router(config)# exit

ステッ

プ 18   

例：

次の例は、上の図とこの手順に示した LISPトポロジの詳細な設定を示します。xTR上で、VRF
と EIDプレフィックスはデバイスに設定された VLANに接続していると想定しています。

左の xTRの設定例：

hostname Left-xTR
!
ipv6 unicast-routing
!
vrf definition PURPLE
address-family ipv4
exit
address-family ipv6
exit
!
vrf definition GOLD
address-family ipv4
exit
address-family ipv6
exit
!
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interface Ethernet0/0
ip address 10.0.0.2 255.255.255.0
!
interface Ethernet1/0.1
encapsulation dot1q 101
vrf forwarding PURPLE
ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
ipv6 address 2001:DB8:A:A::1/64
!
interface Ethernet1/0.2
encapsulation dot1q 102
vrf forwarding GOLD
ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
ipv6 address 2001:DB8:B:A::1/64
!
router lisp
eid-table vrf PURPLE instance-id 101
database-mapping 192.168.1.0/24 10.0.0.2 priority 1 weight 1
database-mapping 2001:DB8:A:A::/64 10.0.0.2 priority 1 weight 1
eid-table vrf GOLD instance-id 102
database-mapping 192.168.1.0/24 10.0.0.2 priority 1 weight 1
database-mapping 2001:DB8:B:A::/64 10.0.0.2 priority 1 weight 1
exit
!
ipv4 itr map-resolver 10.0.2.2
ipv4 itr
ipv4 etr map-server 10.0.2.2 key Left-key
ipv4 etr
ipv6 itr map-resolver 10.0.2.2
ipv6 itr
ipv6 etr map-server 10.0.2.2 key Left-key
ipv6 etr
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.0.0.1
!

右の xTRの設定例：

hostname Right-xTR
!
ipv6 unicast-routing
!
vrf definition PURPLE
address-family ipv4
exit
address-family ipv6
exit
!
vrf definition GOLD
address-family ipv4
exit
address-family ipv6
exit
!
interface Ethernet0/0
ip address 10.0.1.2 255.255.255.0
!
interface Ethernet1/0.1
encapsulation dot1q 101
vrf forwarding PURPLE
ip address 192.168.2.1 255.255.255.0
ipv6 address 2001:DB8:A:B::1/64
!
interface Ethernet1/0.2
encapsulation dot1q 102
vrf forwarding GOLD
ip address 192.168.2.1 255.255.255.0
ipv6 address 2001:DB8:B:B::1/64
!
router lisp
eid-table vrf PURPLE instance-id 101
database-mapping 192.168.2.0/24 10.0.1.2 priority 1 weight 1
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database-mapping 2001:DB8:A:B::/64 10.0.1.2 priority 1 weight 1
eid-table vrf GOLD instance-id 102
database-mapping 192.168.2.0/24 10.0.1.2 priority 1 weight 1
database-mapping 2001:DB8:B:B::/64 10.0.1.2 priority 1 weight 1
exit
!
ipv4 itr map-resolver 10.0.2.2
ipv4 itr
ipv4 etr map-server 10.0.2.2 key Right-key
ipv4 etr
ipv6 itr map-resolver 10.0.2.2
ipv6 itr
ipv6 etr map-server 10.0.2.2 key Right-key
ipv6 etr
exit
!
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.0.1.1
!

LISP パラレルモデル仮想化用のプライベート LISP マッピングシステムの設定
LISPパラレルモデル仮想化用のスタンドアロン LISP Map Server/Map Resolver機能を設定して有
効にするには、次の手順を実行します。この手順では、プライベート LISPマッピングシステム
向けスタンドアロンMap Server/Map Resolver（MS/MR）として、Ciscoのルータを設定します。
MR/MSはスタンドアロンデバイスとして設定されるため、LISPAlternateLogical Topology（ALT）
接続は必要ありません。関連する LISPサイトはすべて、このMap Serverに登録してMap Server
が（想定される）プライベート LISPシステム内のすべての登録済み EIDプレフィックスの完全
な情報を持つよう設定する必要があります。

•マッピングシステム

図 40：各 1 つの IPv4 RLOC および IPv4 EID を持つシンプルな LISP サイト

•上の図では、1つのMap Server/Map Resolver（MS/MR）システムが、適切なパラレル
RLOC空間内で LISP xTRの登録に使用されると想定されています。MS/MRには各
VLAN/VRF（緑と青）内に IPv4の RLOCアドレス 10.0.2.2があり、IPv4コアでのパラ
レルモデル RLOC分離を可能にします。

IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
195

LISP パラレルモデルの仮想化
シンプルな LISP パラレルモデル仮想化を設定する



• Map Serverのサイト設定は、LISPのインスタンス IDを使用して仮想化されており、2
つの VRF（紫とゴールド）の間の分離を維持します。

ルータ LISPインスタンス化と RLOC VRFすべてについてこの手順を繰り返します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. routerlisplisp-instantiation-number
4. locator-tablevrfrloc-vrf-name
5. sitesite-name
6. authentication-key [key-type] authentication-key
7. eid-prefixinstance-idinstance-idEID-prefix
8. eid-prefixinstance-idinstance-idEID-prefix
9. exit
10. ipv4map-resolver
11. ipv4map-server
12. ipv6map-resolver
13. ipv6map-server
14. exit
15. iproutevrfrloc-vrf-nameipv4-prefixnext-hop
16. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

指定した LISPインスタンス化番号を作成し、LISPコンフィ
ギュレーションモードを開始します（ソフトウェアのみ）。

routerlisplisp-instantiation-number

例：

Router(config)# router lisp

ステップ 3   

これに続くすべての LISPコマンドは、そのルータ LISPイン
スタンス化に適用されます。
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目的コマンドまたはアクション

•この例では、ルータ LISPインスタンス化 1が設定され
ます。

ルータLISPインスタンス化を設定して、EIDをカプセル化し
てコントロールプレーンパケットを送信する際に指定した

VRFを RLOC空間として使用できるようにします。

locator-tablevrfrloc-vrf-name

例：

Router(config)# locator-table vrf BLUE

ステップ 4   

•この例では、BLUEという名前のRLOCVRFを設定しま
す。

Purpleという名前の LISPサイトを指定し、LISPサイトコン
フィギュレーションモードを開始します。

sitesite-name

例：

Router(config-router-lisp)# site
Purple

ステップ 5   

•この例では、Purpleという名前の LISPサイトを設定し
ています。

Map Serverに登録する際に ETRによって送信されたMap
Registerメッセージを認証するため SHA-2 HMACハッシュの
作成に使用されたパスワードを設定します。

authentication-key [key-type]
authentication-key

例：

Router(config-router-lisp-site)#
authentication-key 0 Purple-key

ステップ 6   

ETRはこのMap Serverで設定されたものに一致す
る EIDプレフィックスとインスタンス ID、および
同一の認証キーを使用して設定する必要がありま

す。

（注）

Map Serverに登録する際に ETRによって送信された
Map-Registerメッセージ内で許可される EIDプレフィックス

eid-prefixinstance-idinstance-idEID-prefix

例：

Router(config-router-lisp-site)#

ステップ 7   

およびインスタンス IDを設定します。この LISPサイトの下
に追加の IPv4 EIDプレフィックスを設定するには、このス
テップを必要に応じて繰り返します。eid-prefix instance-id 101

192.168.1.0/24

•この例では、IPv4の EIDプレフィックス 192.168.1.0/24
とインスタンス ID 101が関連付けられています。

Map Serverに登録する際に ETRによって送信された
Map-Registerメッセージ内で許可される EIDプレフィックス

eid-prefixinstance-idinstance-idEID-prefix

例：

Router(config-router-lisp-site)#

ステップ 8   

およびインスタンス IDを設定します。この LISPサイトの下
に追加の IPv6 EIDプレフィックスを設定するには、このス
テップを必要に応じて繰り返します。eid-prefix instance-id 101

2001:db8:a:a::/64

•この例では、IPv6 EIDプレフィックス 2001:db8:a:a::/64
とインスタンス ID 101が関連付けられています。
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目的コマンドまたはアクション

LISPサイトコンフィギュレーションモードを終了し、LISP
コンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp-site)# exit

ステップ 9   

このルータLISPインスタンス化において、IPv4アドレスファ
ミリ内のEID向けにLISPMapResolver機能を有効化します。

ipv4map-resolver

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4
map-resolver

ステップ 10   

このルータLISPインスタンス化において、IPv4アドレスファ
ミリ内の EIDの LISP Map Server機能を有効化します。

ipv4map-server

例：

Router(config-router-lisp)# ipv4
map-server

ステップ 11   

このルータLISPインスタンス化において、IPv6アドレスファ
ミリ内のEID向けにLISPMapResolver機能を有効化します。

ipv6map-resolver

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6
map-resolver

ステップ 12   

このルータLISPインスタンス化において、IPv6アドレスファ
ミリ内の EIDの LISP Map Server機能を有効化します。

ipv6map-server

例：

Router(config-router-lisp)# ipv6
map-server

ステップ 13   

LISPコンフィギュレーションモードを終了し、グローバル
コンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router-lisp)# exit

ステップ 14   

指定した RLOC VRF内で到達可能な IPv4接続先すべてに向
けた、アップストリームのネクストホップへのデフォルト

ルートを設定します。

iproutevrfrloc-vrf-nameipv4-prefixnext-hop

例：

Router(config)# ip route vrf BLUE
0.0.0.0 0.0.0.0 10.0.2.1

ステップ 15   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、特権

EXECモードに戻ります。
exit

例：

Router(config)# exit

ステップ 16   
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例：

Map Server/Map Resolverの設定例。

hostname MSMR
!
vrf definition BLUE
address-family ipv4
exit
!
vrf definition GREEN
address-family ipv4
exit
!
ipv6 unicast-routing
!
interface Ethernet0/0.101
encapsulation dot1Q 101
vrf forwarding BLUE
ip address 10.0.0.2 255.255.255.0
!
interface Ethernet0/0.102
encapsulation dot1Q 102
vrf forwarding GREEN
ip address 10.0.0.2 255.255.255.0
!
router lisp 1
locator-table vrf BLUE
site Purple
authentication-key PURPLE-key
eid-prefix instance-id 101 192.168.1.0/24
eid-prefix instance-id 101 192.168.2.0/24
eid-prefix instance-id 101 2001:DB8:A:A::/64
eid-prefix instance-id 101 2001:DB8:A:B::/64
!
ipv4 map-server
ipv4 map-resolver
ipv6 map-server
ipv6 map-resolver
!
router lisp 2
locator-table vrf GREEN
site Gold
authentication-key GOLD-key
eid-prefix instance-id 102 192.168.1.0/24
eid-prefix instance-id 102 192.168.2.0/24
eid-prefix instance-id 102 2001:DB8:B:A::/64
eid-prefix instance-id 102 2001:DB8:B:B::/64

!
ipv4 map-server
ipv4 map-resolver
ipv6 map-server
ipv6 map-resolver
!
ip route vrf GREEN 0.0.0.0 0.0.0.0 10.0.2.1
ip route vrf BLUE 0.0.0.0 0.0.0.0 10.0.2.1

LISP 仮想化の検証とトラブルシューティング
LISPを設定した後、LISPの設定と動作の確認およびトラブルシューティングを、以下に説明する
任意のステップに従って実行できます。ただし、特定の検証およびトラブルシューティングのス

テップは特定の種類の LISPデバイスにのみ適用される場合があります。
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この手順では、次の図に示すトポロジと「シンプルなLISP共有モデル仮想化を設定する」手順の
設定を使用しますが、コマンドは LISPの共有モデル仮想化およびパラレルモデル仮想化のいず
れにも適用可能です。

図 41：仮想化された IPv4 および IPv6 の EID を持ち、IPv4 コアを共有するシンプルな LISP サイト

次の例は、使用可能なすべてのコマンドと出力表示を示したものではありません。各コマンド

の詳細については、『Cisco IOS LISP Command Reference』を参照してください。
（注）

手順の概要

1. enable
2. show running-config | section router lisp
3. show [ip | ipv6] lisp
4. show [ip | ipv6] lispmap-cache
5. show [ip | ipv6] lispdatabase [eid-tablevrfvrf-name]
6. showlispsite [namesite-name]
7. lig {[self {ipv4 | ipv6}] | {hostname | destination-EID}
8. ping {hostname | destination-EID}
9. clear [ip | ipv6] lispmap-cache

手順の詳細

ステップ 1 enable
特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワードを入力します（要求された場合）。
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例：

Router> enable

ステップ 2 show running-config | section router lisp
show running-config | section router lispコマンドは、デバイスの LISP設定をすばやく確認でき便利です。
このコマンドは、あらゆるLISPデバイスに適用されます。次に示すのは、仮想化された IPv4および IPv6
EIDプレフィックスを持ち、IPv4コアを共有するシンプルな LISPサイトを設定した場合の show
running-config | section router lispコマンドの出力例です。

例：

Router# show running-config | section router lisp

router lisp
eid-table vrf PURPLE instance-id 101
database-mapping 192.168.1.0/24 10.0.0.2 priority 1 weight 1
database-mapping 2001:DB8:A:A::/64 10.0.0.2 priority 1 weight 1
eid-table vrf GOLD instance-id 102
database-mapping 192.168.1.0/24 10.0.0.2 priority 1 weight 1
database-mapping 2001:DB8:B:A::/64 10.0.0.2 priority 1 weight 1
exit
!
ipv4 itr map-resolver 10.0.2.2
ipv4 itr
ipv4 etr map-server 10.0.2.2 key Left-key
ipv4 etr
ipv6 itr map-resolver 10.0.2.2
ipv6 itr
ipv6 etr map-server 10.0.2.2 key Left-key
ipv6 etr
exit

ステップ 3 show [ip | ipv6] lisp
show ip lispおよび show ipv6 lispコマンドは、それぞれ IPv4と IPv6のアドレスファミリに対応し、LISP
をデバイスに設定しながら動作状態をすばやく確認でき便利です。このコマンドは、あらゆるLISPデバ
イスに適用されます。

例：

最初の例は、LISPの動作状態の要約と、EIDテーブルによる IPv6アドレスファミリに関する情報を示し
ています。

Router# show ipv6 lisp eid-table summary

Instance count: 2
Key: DB - Local EID Database entry count (@ - RLOC check pending

* - RLOC consistency problem),
DB no route - Local EID DB entries with no matching RIB route,
Cache - Remote EID mapping cache size, IID - Instance ID,
Role - Configured Role

Interface DB DB no Cache Incom Cache
EID VRF name (.IID) size route size plete Idle Role
PURPLE LISP0.101 1 0 1 0.0% 0.0% ITR-ETR
GOLD LISP0.102 1 0 1 0.0% 0.0% ITR-ETR

例：
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2番目の例は、LISPの動作状態と、PURPLEという名前のVRFの IPv6アドレスファミリに関する情報を
示しています。

Router# show ipv6 lisp eid-table vrf PURPLE

Instance ID: 101
Router-lisp ID: 0
Locator table: default
EID table: PURPLE
Ingress Tunnel Router (ITR): enabled
Egress Tunnel Router (ETR): enabled
Proxy-ITR Router (PITR): disabled
Proxy-ETR Router (PETR): disabled
Map Server (MS): disabled
Map Resolver (MR): disabled
Map-Request source: 2001:DB8:A:A::1
ITR Map-Resolver(s): 10.0.2.2
ETR Map-Server(s): 10.0.2.2 (00:00:24)
ITR use proxy ETR RLOC(s): none

例：

3番目の例は、LISPの動作状態と、インスタンス ID 101の IPv6アドレスファミリに関する情報を示して
います。

Router# show ipv6 lisp instance-id 101

Instance ID: 101
Ingress Tunnel Router (ITR): enabled
Egress Tunnel Router (ETR): enabled
Proxy-ITR Router (PITR): disabled
Proxy-ETR Router (PETR): disabled
Map Server (MS): disabled
Map Resolver (MR): disabled
Map-Request source: 2001:DB8:A:A::1
ITR Map-Resolver(s): 10.0.2.2
ETR Map-Server(s): 10.0.2.2 (00:00:11)
ITR Solicit Map Request (SMR): accept and process
Max SMRs per map-cache entry: 8 more specifics
Multiple SMR suppression time: 60 secs

ETR accept mapping data: disabled, verify disabled
ETR map-cache TTL: 1d00h

ステップ 4 show [ip | ipv6] lispmap-cache
show ip lisp map-cacheおよび show ipv6 lisp map-cacheコマンドは、それぞれ IPv4と IPv6のアドレスファ
ミリに対応し、ITRまたは PITRとして設定されているデバイスのマップキャッシュの動作状態を確認で
き便利です。

例：

次の例は、仮想化された IPv4および IPv6 EIDプレフィックスを持ち、IPv4コアを共有するシンプルな
LISPサイトを設定した場合の設定に基づいた、IPv6マップキャッシュに関する情報を示しています。こ
の出力例では、IPv6 EIDプレフィックス 2001:db8:b:b::/64を持つ別のサイトのマップキャッシュエントリ
を受信したと想定しています。

Router# show ip lisp map-cache eid-table vrf GOLD

LISP IPv6 Mapping Cache for EID-table vrf GOLD (IID 102), 2 entries

::/0, uptime: 01:09:52, expires: never, via static send map-request
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Negative cache entry, action: send-map-request
2001:DB8:B:B::/64, uptime: 00:00:10, expires: 23:59:42, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.1.2 00:00:10 up 1/1

ステップ 5 show [ip | ipv6] lispdatabase [eid-tablevrfvrf-name]
show ip lisp databaseおよび show ipv6 lisp databaseコマンドは、それぞれ IPv4と IPv6のアドレスファミ
リに対応し、ETRとして設定されているデバイスのデータベースマッピングの動作状態を確認でき便利
です。

例：

次の例は、GOLDという名前の VRFの IPv6マッピングデータベースに関する情報を示しています。

Router# show ipv6 lisp database eid-table vrf GOLD

LISP ETR IPv6 Mapping Database for EID-table vrf GOLD (IID 102), LSBs: 0x1, 1 entries

EID-prefix: 2001:DB8:B:A::/64
10.0.0.2, priority: 1, weight: 1, state: site-self, reachable

ステップ 6 showlispsite [namesite-name]
show lisp siteコマンドは、LISPサイトをMap Serverに設定しがなら、すばやく動作状態を確認でき便利
です。このコマンドは、Map Serverとして設定されたデバイスにのみ適用されます。次の出力例は、仮想
化された IPv4と IPv6 EIDプレフィックスでシンプルな LISPサイトを設定した場合の設定に基づいてお
り、インスタンス ID 101に関する情報を示しています。

例：

Router# show lisp site instance-id 101

LISP Site Registration Information

Site Name Last Up Who Last Inst EID Prefix
Register Registered ID

Left 00:00:36 yes 10.0.0.2 101 192.168.1.0/24
00:00:43 yes 10.0.0.2 101 2001:DB8:A:A::/64

Right 00:00:31 yes 10.0.1.2 101 192.168.2.0/24
00:00:02 yes 10.0.1.2 101 2001:DB8:A:B::/64

例：

2番目の例は、IPv6 EIDプレフィックス 2001:db8:a:a:/64およびインスタンス ID 101の LISPサイトに関す
る情報を示しています。

Router# show lisp site 2001:db8:a:a:/64 instance-id 101

LISP Site Registration Information

Site name: Left
Allowed configured locators: any
Requested EID-prefix:
EID-prefix: 2001:DB8:A:A::/64 instance-id 101
First registered: 02:41:55
Routing table tag: 0
Origin: Configuration
Registration errors:
Authentication failures: 4
Allowed locators mismatch: 0

ETR 10.0.0.2, last registered 00:00:22, no proxy-reply, no map-notify
TTL 1d00h
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Locator Local State Pri/Wgt
10.0.0.2 yes up 1/1

ステップ 7 lig {[self {ipv4 | ipv6}] | {hostname | destination-EID}
LISP Internet Groper（lig）コマンドは、LISPコントロールプレーンをテストするのに役立ちます。ligコ
マンドは、表示された接続先ホスト名またはEID、もしくはルータのローカルEIDプレフィックスを照会
するのに使用できます。このコマンドにより、接続先EIDがLISPマッピングデータベースシステムに存
在するか、またはサイトがマッピングデータベースシステムに登録されているかどうかを簡単にテスト

できます。このコマンドは、IPv4および IPv6のいずれのアドレスファミリにも適用でき、マップキャッ
シュが保持されているLISPデバイスのいずれにも適用されます（たとえば ITRや PITRとして設定されて
いる場合）。次の出力例は、仮想化された IPv4と IPv6 EIDプレフィックスでシンプルな LISPサイトを設
定した場合の設定に基づいており、インスタンス ID 101と IPv4 EIDプレフィックス 192.168.2.1に関する
情報を示しています。

例：

Router# lig instance-id 101 192.168.2.1

Mapping information for EID 192.168.2.1 from 10.0.1.2 with RTT 12 msecs
192.168.2.0/24, uptime: 00:00:00, expires: 23:59:52, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.1.2 00:00:00 up 1/1

例：

2番目の出力例は、PURPLEという名前の VRFに関する情報を示しています。

Router# lig eid-table vrf PURPLE self

Mapping information for EID 192.168.1.0 from 10.0.0.1 with RTT 20 msecs
192.168.1.0/24, uptime: 00:00:00, expires: 23:59:52, via map-reply, self
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.0.1 00:00:00 up, self 1/1

ステップ 8 ping {hostname | destination-EID}
pingコマンドは、基本的なネットワーク接続と到達可能性、および接続先 EIDや RLOCアドレスの稼働
状況をテストするのに便利です。pingを使用する場合、LISPがカプセル化を行うため、常に送信元アド
レスを指定する必要があります。pingアプリケーションが独自にデフォルトの発信元アドレスを割り当て
ることのないようにしてください。これは、pingには 4つの異なる用途があり、送信元アドレスを明示的
に指定しないと、アプリケーションが間違ったアドレスを使用して誤った結果を返し、動作の検証やトラ

ブルシューティングが困難になる可能性があるためです。pingの 4つの用途は次のとおりです。

• RLOC-to-RLOC：「echo」パケットをネイティブに送信し（LISPカプセル化なし）、返された
「echo-reply」をネイティブに受信します。この方法で、xTRからMap ServerやMap Resolverなど、
ロケータとさまざまなデバイス間の基本的なネットワーク接続をテストできます。

• EID-to-EID：LISPでカプセル化した「echo」パケットを送信し、LISPでカプセル化された「echo-reply」
を受信します。この方法で、LISPサイト間の LISPデータプレーン（カプセル化）をテストできま
す。

• EID-to-RLOC：「echo」パケットをネイティブに送信し（LISPカプセル化なし）、PITRのメカニズ
ムによって LISPでカプセル化された「echo-reply」を受信します。この方法で、PITRのインフラス
トラクチャをテストできます。
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• RLOC-to-EID：LISPでカプセル化した「echo」パケットを送信し、返された「echo-reply」をネイティ
ブに受信します。この方法、PETRの機能をテストできます。

pingコマンドは IPv4と IPv6のアドレスファミリそれぞれに適用でき、どのようなLISPデバイス上でも
何らかの方法で使用できます。（たとえば、LISPカプセル化を行うには、デバイスが ITRか PITRとして
設定されている必要があります）。

次のpingコマンドの出力例では、仮想化された IPv4および IPv6のEIDプレフィックスでシンプルなLISP
サイトを設定した場合の設定に基づいています。（pingは LISPコマンドではないため、EIDテーブルや
インスタンス IDを認識しません。仮想化を含む場合、出力リミッタは VRFでのみ指定できます。）

例：

Router# ping vrf PURPLE 2001:DB8:a:b::1 source 2001:DB8:a:a::1 rep 100

Type escape sequence to abort.
Sending 100, 100-byte ICMP Echos to 2001:DB8:A:B::1, timeout is 2 seconds:
Packet sent with a source address of 2001:DB8:A:A::1%PURPLE
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
Success rate is 100 percent (100/100), round-trip min/avg/max = 0/0/1 ms

例：

Router# ping vrf GOLD

Protocol [ip]: ipv6
Target IPv6 address: 2001:db8:b:b::1
Repeat count [5]:
Datagram size [100]:
Timeout in seconds [2]:
Extended commands? [no]: y
Source address or interface: 2001:db8:b:a::1
.
.
.
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 2001:DB8:B:B::1, timeout is 2 seconds:
Packet sent with a source address of 2001:DB8:B:A::1%GOLD
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 0/0/0 ms

ステップ 9 clear [ip | ipv6] lispmap-cache
clear ip lisp map-cacheおよび clear ipv6 lisp map-cacheコマンドにより、ルータによって格納されている
すべての IPv4または IPv6ダイナミック LISPマップキャッシュエントリが削除されます。これは、LISP
コントロールプレーンの動作状態をすばやく確認するのに便利です。このコマンドは、マップキャッシュ

を保持している LISPデバイス（ITRまたは PITRとして設定されているデバイスなど）に適用されます。

例：

次の例は、インスタンス ID 101の IPv4マップキャッシュ情報を表示し、インスタンス ID 101のマップ
キャッシュを削除するのに使用するコマンドを示し、さらにキャッシュ削除後 showの情報を示していま
す。

Router# show ip lisp map-cache instance-id 101

LISP IPv4 Mapping Cache for EID-table vrf PURPLE (IID 101), 2 entries
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0.0.0.0/0, uptime: 00:25:17, expires: never, via static send map-request
Negative cache entry, action: send-map-request

192.168.2.0/24, uptime: 00:20:13, expires: 23:39:39, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.1.2 00:20:13 up 1/1

Router# clear ip lisp map-cache instance-id 101

Router# show ip lisp map-cache instance-id 101

LISP IPv4 Mapping Cache, 1 entries

0.0.0.0/0, uptime: 00:00:02, expires: never, via static send map-request
Negative cache entry, action: send-map-request

LISP パラレルモデル仮想化の設定例
詳細な設定例は、「LISPパラレルモデル仮想化の設定方法」セクションの各タスク内にありま
す。

その他の参考資料

関連資料

場所マニュアルタイトル

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/
iproute_lisp/command/ip-lisp-cr-book.html

『Cisco IOS IP Routing: LISP Command
Reference』

Cisco LISPのソフトウェアイメージのダウン
ロードページ

『Enterprise IPv6 Transitions Strategy Using the
Locator/ID Separation Protocol』

Cisco LISPのソフトウェアイメージのダウン
ロードページ

『Cisco IOS LISP0 Virtual Interface, Application
Note, Version 1.0』

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/15_2m_and_t/
release/notes/15_2m_and_t.html

『Cross-Platform Release Notes for Cisco IOS
Release 15.2M&T』

標準

タイトル規格

http://www.iana.org/assignments/
address-family-numbers/address-family-numbers.xml

IANA Address Family Numbers
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_lisp/command/ip-lisp-cr-book.html
http://lisp.cisco.com/lisp_down.html
http://lisp.cisco.com/lisp_down.html
http://lisp.cisco.com/lisp_down.html
http://lisp.cisco.com/lisp_down.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/15_2m_and_t/release/notes/15_2m_and_t.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/15_2m_and_t/release/notes/15_2m_and_t.html
http://www.iana.org/assignments/address-family-numbers/address-family-numbers.xml
http://www.iana.org/assignments/address-family-numbers/address-family-numbers.xml


MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSソフト
ウェアリリースおよび機能セットを検索して

MIBをダウンロードする場合は、次の URLに
ある Cisco MIB Locatorを使用します。http://
www.cisco.com/go/mibs

なし

RFC

タイトルRFC

Locator/ID Separation Protocol (LISP) http://
tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-22

draft-ietf-lisp-22

LISP Map Server http://tools.ietf.org/html/
draft-ietf-lisp-ms-16

draft-ietf-lisp-ms-16

LISP Alternative Topology (LISP+ALT) http://
tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-alt-10

draft-ietf-lisp-alt-10

LISP Canonical Address Format (LCAF) http://
tools.ietf.org/wg/lisp/

draft-ietf-lisp-LCAF-06

Interworking LISP with IPv4 and IPv6 http://
tools.ietf.org/html/draft-ietf-lisp-interworking-06

draft-ietf-lisp-interworking-06

LISP Internet Groper (LIG) http://tools.ietf.org/html/
draft-ietf-lisp-lig-06

draft-ietf-lisp-lig-06

LISP MIB http://tools.ietf.org/wg/lisp/
draft-ietf-lisp-mib/

draft-ietf-lisp-mib-03
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右の URLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストール

して設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために使

用してください。このWebサイト上のツール
にアクセスする際は、Cisco.comのログイン ID
およびパスワードが必要です。

LISP パラレルモデル仮想化の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 5：LISP パラレルモデル仮想化の機能情報

機能情報リリース機能名

LISPのパラレルモデルの仮想
化は、VRFに関連付けられた
仮想化 EID空間を、同じ VRF
または別の VRFに関連付けら
れた RLOCに結び付けます。

15.2(3)TLISPパラレルモデルの仮想化
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第 7 章

サブネットでの LISP ホストモビリティ

• 機能情報の確認, 209 ページ

• サブネットでの LISPホストモビリティに関する情報, 209 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

サブネットでの LISP ホストモビリティに関する情報

サブネット全体での LISP ホストモビリティの概要
サブネットコマンドとサブネット全体で LISPのホストモビリティを使用して、拡張サブネット
を展開できます。詳細な設定ガイドと事例は開発中です。近日中にここで公開します。それまで

の間は、『LISP Command Reference』を参照してください。
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第 8 章

LISP Delegate Database Tree（DDT）

• 機能情報の確認, 211 ページ

• Delegate Database Tree（DDT）に関する情報, 211 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

Delegate Database Tree（DDT）に関する情報

LISP Delegate Database Tree（DDT）の概要
LISPの Delegate Database Tree（DDT）コマンドを使用して、分散型の LISPマッピングシステム
を導入できます。詳細な設定ガイドと事例は開発中です。近日中にここで公開します。それまで

の間は、『LISP Command Reference』を参照してください。
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第 9 章

LISP ESM マルチホップモビリティ

LISPESMマルチホップモビリティ機能により、Locator/IDSeparation Protocol（LISP）ダイナミッ
クホスト検出機能は、LISPトポロジ内の LISPカプセル化/カプセル化解除機能から分離されま
す。

• 機能情報の確認, 213 ページ

• LISP ESMマルチホップモビリティに関する制限事項, 214 ページ

• LISP ESMマルチホップモビリティに関する情報, 214 ページ

• LISP ESMマルチホップモビリティの設定方法, 217 ページ

• LISP ESMマルチホップモビリティの設定例, 228 ページ

• LISP ESMマルチホップモビリティに関する追加情報, 230 ページ

• LISP ESMマルチホップモビリティの機能情報, 230 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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LISP ESM マルチホップモビリティに関する制限事項
• Locator/ID Separation Protocol（LISP）マルチホップモビリティは、オーバーレイトランス
ポート仮想化（OTV）テクノロジーを備えた拡張サブネットモード（ESM）でのみサポート
されます。

• OTVData Center Interconnect（DCI）フレームワークを介したトラフィックのUターンを防ぐ
ため、OTV First Hop Redundancy Protocol（FHRP）の分離を必要とします。

•ネットワークアドレス変換された（NATされた）エンドポイント ID（EID）はサポートし
ていません。

LISP ESM マルチホップモビリティに関する情報

LISP ESM マルチホップモビリティの概要
ファーストホップルータ（FHR）は、ダイナミックホストエンドポイント ID（EID）の存在を
検出し、サイトゲートウェイの xTRに通知します。入力トンネルルータ（ITR）と出力トンネル
ルータ（ETR）の両方として設定されているデバイスは xTRと呼ばれます。サイトゲートウェイ
に xTRマップはサーバによるダイナミック EIDを登録します。サイトゲートウェイの xTRは、
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リモートサイトとダイナミック EID間のトラフィックの Locator/ID Separation Protocol（LISP）に
よるカプセル化/カプセル化解除を実行します。

図 42：LISP ESM マルチホップモビリティのトポロジ例

LISP ESMマルチホップモビリティ機能を導入する際には、FHRおよびサイトゲートウェイ xTR
との間に複数のレイヤ 3ホップを使用できます。データセンターに、ファイアウォールやロード
バランサなどの非 LISPデバイスを挿入できます。

LISPは、15.4(1)Tリリースよりサイレントホストの移動をサポートします。（注）

LISPは、Open Shortest Path First（OSPF）プロトコル、Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS）プロトコル、Routing Information Protocol（RIP）、Border Gateway Protocol（BGP）経
由での、LISPが検出したサーバのホストルートの、内部ゲートウェイプロトコル（IGP）へ
の再配布をサポートしています。

（注）

3つの IPv4ルーティングロケータ（RLOC）を使用して Locator ID/Separation Protocol（LISP）サ
イトの LISP ESMマルチホップモビリティを設定するには、次の作業を実行します。このタスク
では、LISPサイトはアップストリームのプロバイダーと 2つの接続を持ち、ITRと ETRの両方と
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して設定された（xTRと呼ばれる）単一のエッジルータを使用します。RLOCとエンドポイント
ID（EID）のプレフィックスは、いずれも IPv4です。LISPサイトは、ネットワークコアのMap
Resolver Map Server（MRMS）デバイスに登録します。この LISP設定で使用するトポロジを、次
の図に示します。

図 43：LISP ESM マルチホップモビリティのトポロジ

上の図のトポロジで示したコンポーネントは次のとおりです。

LISPサイト

•顧客宅内機器（CPE）は LISPの ITRおよび ETR（xTR）として機能します。

• LISPの xTRは、IPv4 EIDプレフィクス 10.1.0.0/16に権限を持ちます。

• LISPの xTRはコアへの RLOC接続が 2つあります。xTR-1への RLOC接続は 172.18.3.3、
xTR-2への RLOC接続は 172.19.4.4です。

マッピングシステム

• MRMSシステムは、LISP xTRの設定に使用できると想定されています。MRMSには IPv4
RLOC 10.1.1.0と 10.1.1.9があります。
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•マッピングサービスは、プライベートなマッピングシステムを介したこの LISPソリュー
ションの一部として、またはパブリックな LISPマッピングシステムとして提供されるもの
と想定されます。

LISP ESM マルチホップモビリティの設定方法

ファーストホップルータの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router lisp
4. locator-set locator-set-name
5. ipv4-address priority priority-locator weight locator-weight
6. 別のロケータエントリを設定するには、ステップ 5を繰り返します。
7. exit
8. eid-table default instance-id id
9. dynamic-eid dynamic-eid-name
10. database-mapping dynamic-eid-prefix/prefix-length locator-set name
11. eid-notify ipv4-address key password
12. map-notify-group ipv4-group-address
13. exit
14. exit
15. exit
16. interface type number
17. lisp mobility dynamic-eid-name
18. lisp extended-subnet-mode
19. ip address ip-address mask
20. standby group-number ip virtual-ip-address
21. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

LISPコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

router lisp

例：
Device(config)# router lisp

ステップ 3   

ロケータセットを指定し、LISPロケータセッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

locator-set locator-set-name

例：
Device(config-router-lisp)# locator-set WestDC

ステップ 4   

LISPロケータセットを設定します。LISPのロ
ケータセットとは、ファーストホップルータ

ipv4-address priority priority-locator weight
locator-weight

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)# 172.16.1.2
priority 10 weight 50

ステップ 5   

（FHR）がゲートウェイ xTRと通信する際に使
用する一連のアドレスです。割り当てられた優

先度とウェイトを使用してロケータエントリを

作成することで、各ロケータアドレスを設定で

きます。

—別のロケータエントリを設定するには、ステップ 5
を繰り返します。

ステップ 6   

LISPロケータセットコンフィギュレーション
モードを終了し、LISPコンフィギュレーション
モードに戻ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)# exit

ステップ 7   

デフォルトの Virtual Routing and Forwarding
（VRF）テーブルと LISPインスタンス IDの間

eid-table default instance-id id

例：
Device(config-router-lisp)# eid-table default
instance-id 0

ステップ 8   

の関連付けを設定して、EIDテーブルコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

LISP仮想マシン（VM）モビリティ（ダイナミッ
ク EIDローミング）のポリシーを指定して、ダ

dynamic-eid dynamic-eid-name

例：
Device(config-router-lisp-eid-table)# dynamic-eid
VMs

ステップ 9   

イナミックEIDコンフィギュレーションモード
を開始します。

LISP VMモビリティ（ダイナミック EID）ポリ
シー用の IPv4のマッピング関係および関連する
トラフィックポリシーを設定します。

database-mapping dynamic-eid-prefix/prefix-length
locator-set name

例：
Device(config-router-lisp-eid-table-dynamic-eid)#
database-mapping 10.1.1.0/24 locator-set WestDC

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

指定した IPv4アドレスと、ゲートウェイxTRと
共に使用される認証キーを使用した、ゲートウェ

eid-notify ipv4-address key password

例：
Device(config-router-lisp-eid-table-dynamic-eid)#
eid-notify 192.0.2.21 key k

ステップ 11   

イ xTRへのダイナミックエンドポイント ID
（EID）プレゼンス通知の送信を有効化します。

サイトベースのmap-notifyマルチキャストメッ
セージの送受信用 IPv4マルチキャストグループ
アドレスを指定します。

map-notify-group ipv4-group-address

例：
Device(config-router-lisp-eid-table-dynamic-eid)#
map-notify-group 224.0.0.0

ステップ 12   

ダイナミックEIDコンフィギュレーションモー
ドを終了し、EIDテーブルコンフィギュレーショ
ンモードに戻ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp-eid-table-dynamic-eid)#
exit

ステップ 13   

EIDテーブルコンフィギュレーションモードを
終了し、LISPコンフィギュレーションモードに
戻ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp-eid-table)# exit

ステップ 14   

LISPコンフィギュレーションモードを終了し、
グローバルコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp)# exit

ステップ 15   

インターフェイスのタイプと番号を指定し、イ

ンターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface type number

例：
Device(config)# interface Vlan 11

ステップ 16   

インターフェイス上での EIDモビリティを許可
し、ダイナミック EIDの名前を指定します。

lisp mobility dynamic-eid-name

例：
Device(config-if)# lisp mobility VMs

ステップ 17   

インターフェイスで拡張サブネットモードを有

効化します。

lisp extended-subnet-mode

例：
Device(config-if)# lisp extended-subnet-mode

ステップ 18   

指定したインターフェイスの IPv4アドレスを設
定します。

ip address ip-address mask

例：
Device(config-if)# ip address 10.1.1.2
255.255.255.0

ステップ 19   

IPv4のHot Standby Router Protocol（HSRP）を有
効化し、仮想 IPアドレスを設定します。

standby group-number ip virtual-ip-address

例：
Device(config-if)# standby 1 ip 10.1.1.1

ステップ 20   

IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
219

LISP ESM マルチホップモビリティ
ファーストホップルータの設定



目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 21   

サイトゲートウェイ xTR の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router lisp
4. locator-set locator-set-name
5. ipv4-address priority priority-locator weight locator-weight
6. exit
7. eid-table default instance-id id
8. database-mapping dynamic-eid-prefix/prefix-length locator-set name
9. dynamic-eid dynamic-eid-name
10. database-mapping dynamic-eid-prefix/prefix-length locator-set name
11. eid-notify authentication-key password
12. exit
13. exit
14. ipv4 itr map-resolver map-resolver-address
15. ipv4 itr
16. ipv4 etr map-server map-server-address key authentication-key
17. ipv4 etr
18. exit
19. interface type number
20. ip address ip-address mask
21. lisp mobility dynamic-eid-name
22. lisp extended-subnet-mode
23. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

LISPコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

router lisp

例：
Device(config)# router lisp

ステップ 3   

ロケータセットを指定し、LISPロケータセット
コンフィギュレーションモードを開始します。

locator-set locator-set-name

例：
Device(config-router-lisp)# locator-set WestDC

ステップ 4   

LISPロケータセットを設定します。LISPロケー
タセットとは、エンドポイント ID（EID）との

ipv4-address priority priority-locator weight
locator-weight

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)# 172.18.3.3
priority 10 weight 50

ステップ 5   

間でLISPトラフィックをカプセル化またはカプ
セル化解除する際、ゲートウェイ xTRが使用す
る一連のアドレスです。

LISPロケータセットコンフィギュレーション
モードを終了し、LISPコンフィギュレーション
モードに戻ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)# exit

ステップ 6   

デフォルトの Virtual Routing and Forwarding
（VRF）テーブルと LISPインスタンス IDの間

eid-table default instance-id id

例：
Device(config-router-lisp)# eid-table default
instance-id 0

ステップ 7   

の関連付けを設定して、EIDテーブルコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

LISP仮想マシン（VM）モビリティ（ダイナミッ
ク EID）ポリシー用の IPv4のマッピング関係お

database-mapping dynamic-eid-prefix/prefix-length
locator-set name

例：
Device(config-router-lisp-eid-table)#
database-mapping 10.1.0.0/16 locator-set WestDC

ステップ 8   

よび関連するトラフィックポリシーを設定しま

す。

LISP VMモビリティ（ダイナミック EIDローミ
ング）のポリシーを指定して、ダイナミックEID
コンフィギュレーションモードを開始します。

dynamic-eid dynamic-eid-name

例：
Device(config-router-lisp-eid-table)# dynamic-eid
VMs

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

LISP VMモビリティ（ダイナミック EID）ポリ
シー用の IPv4マッピング関係および関連するト
ラフィックポリシーを設定します。

database-mapping dynamic-eid-prefix/prefix-length
locator-set name

例：
Device(config-router-lisp-eid-table-dynamic-eid)#
database-mapping 10.1.1.0/24 locator-set WestDC

ステップ 10   

認証キーを指定して、ファーストホップルータ

（FHR）から送信されるEID通知を検証します。
eid-notify authentication-key password

例：
Device(config-router-lisp-eid-table-dynamic-eid)#
eid-notify authentication-key k

ステップ 11   

ダイナミック EIDコンフィギュレーションモー
ドを終了し、EIDテーブルコンフィギュレーショ
ンモードに戻ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp-eid-table-dynamic-eid)#
exit

ステップ 12   

EIDテーブルコンフィギュレーションモードを
終了し、LISPコンフィギュレーションモードに
戻ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp-eid-table)# exit

ステップ 13   

このデバイスが IPv4 EID-to-RLOCマッピング解
決のためMapRequestメッセージを送信するLISP
MapResolverのロケータアドレスを設定します。

ipv4 itr map-resolver map-resolver-address

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver
172.20.5.5

ステップ 14   

• Map Resolverのロケータアドレスには IPv4
または IPv6のアドレスを指定できます。

Map Resolverを複数使用できる場合、
最大 8つ設定できます。

（注）

IPv4アドレスファミリのLISP入力トンネルルー
タ（ITR）機能を有効化します。

ipv4 itr

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr

ステップ 15   

IPv4エンドポイント ID（EID）を登録する際、
LISP Map Serverの IPv4または IPv6のロケータ

ipv4 etr map-server map-server-address key
authentication-key

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4 etr map-server
172.20.5.5 key mskey

ステップ 16   

アドレスを、出力トンネルルータ（ETR）が使
用するように設定します。

IPv4アドレスファミリの LISP ETR機能を有効
化します。

ipv4 etr

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4 etr

ステップ 17   
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目的コマンドまたはアクション

LISPコンフィギュレーションモードを終了し、
グローバルコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp)# exit

ステップ 18   

インターフェイスのタイプと番号を指定し、イ

ンターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface type number

例：
Device(config)# interface FastEthernet 1/4

ステップ 19   

インターフェイスの IPv4アドレスを設定しま
す。

ip address ip-address mask

例：
Device(config-if)# ip address 192.0.2.21
255.255.255.0

ステップ 20   

インターフェイス上での EIDモビリティを許可
し、ダイナミック EIDの名前を指定します。

lisp mobility dynamic-eid-name

例：
Device(config-if)# lisp mobility VMs

ステップ 21   

インターフェイスで拡張サブネットモードを有

効化します。

lisp extended-subnet-mode

例：
Device(config-if)# lisp extended-subnet-mode

ステップ 22   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 23   
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xTR の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router lisp
4. locator-set locator-set-name
5. ipv4-address priority priority-locator weight locator-weight
6. 別のロケータエントリを設定するには、ステップ 5を繰り返します。
7. exit
8. eid-table default instance-id id
9. database-mapping dynamic-eid-prefix/prefix-length locator-set name
10. exit
11. ipv4 itr map-resolver map-resolver-address
12. ipv4 itr
13. ipv4 etr map-server map-server-address key authentication-key
14. ipv4 etr
15. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

LISPコンフィギュレーションモードを開始します。router lisp

例：
Device(config)# router lisp

ステップ 3   

ロケータセットを指定し、LISPロケータセットコン
フィギュレーションモードを開始します。

locator-set locator-set-name

例：
Device(config-router-lisp)# locator-set
Site3RLOCS

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

LISPロケータセットを設定します。LISPロケータセッ
トとは、エンドポイント ID（EID）との間で LISPトラ

ipv4-address priority priority-locator weight
locator-weight

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)#
203.0.113.2 priority 10 weight 50

ステップ 5   

フィックをカプセル化またはカプセル化解除する際、

ゲートウェイ xTRが使用する一連のアドレスです。

—別のロケータエントリを設定するには、

ステップ 5を繰り返します。
ステップ 6   

LISPロケータセットコンフィギュレーションモードを
終了し、LISPコンフィギュレーションモードに戻りま
す。

exit

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)#
exit

ステップ 7   

デフォルトの VRFテーブルと LISPインスタンス IDの
間の関連付けを設定して、EIDテーブルコンフィギュ
レーションモードを開始します。

eid-table default instance-id id

例：
Device(config-router-lisp)# eid-table
default instance-id 0

ステップ 8   

IPv4マッピング関係、および LISP仮想マシン（VM）
モビリティ（ダイナミックEID）ポリシーに関連するト
ラフィックポリシーを設定します。

database-mapping
dynamic-eid-prefix/prefix-length locator-set
name

例：
Device(config-router-lisp-eid-table)#
database-mapping 198.51.100.0/24
locator-set Site3RLOCS

ステップ 9   

EIDテーブルコンフィギュレーションモードを終了し、
LISPコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp-eid-table)#
exit

ステップ 10   

このルータが IPv4の EID-to-RLOCマッピング解決のた
めのMapRequestメッセージを送信するLISPMapResolver
のロケータアドレスを設定します。

ipv4 itr map-resolver map-resolver-address

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr
map-resolver 172.20.5.5

ステップ 11   

• Map Resolverのロケータアドレスには IPv4または
IPv6のアドレスを指定できます。

Map Resolverを複数使用できる場合、最大 8
つ設定できます。

（注）

IPv4アドレスファミリの LISP ITR機能を有効化しま
す。

ipv4 itr

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr

ステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

出力トンネルルータ（ETR）が IPv4エンドポイント ID
（EID）を登録する際、LISP Map Serverの IPv4ロケー
タアドレスを使用するよう設定します。

ipv4 etr map-server map-server-address key
authentication-key

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4 etr
map-server 172.20.5.5 key k3

ステップ 13   

IPv4アドレスファミリの LISP ETR機能を有効化しま
す。

ipv4 etr

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4 etr

ステップ 14   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 15   

Map Server/Map Resolver の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router lisp
4. site site-name
5. authentication-key password
6. eid-prefix eid-prefix accept-more-specifics
7. exit
8. 別の LISPサイトを設定するには、ステップ 4～ 7を繰り返します。
9. ipv4 map-server
10. ipv4 map-resolver
11. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

Locator/IDSeparationProtocol（LISP）コンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

router lisp

例：
Device(config)# router lisp

ステップ 3   

LISPサイトを設定し、LISP Map Serverで LISPサイトコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

site site-name

例：
Device(config-router-lisp)# site
EastWestDC

ステップ 4   

MapServerに登録する際に出力トンネルルータ（ETR）に
よって送信されたマッピング登録メッセージを認証するた

authentication-key password

例：
Device(config-router-lisp-site)#
authentication-key k

ステップ 5   

め、ハッシュベースメッセージ認証コード（HMAC）セ
キュアハッシュアルゴリズム（SHA-1）ハッシュを作成
するのに使用したパスワードを設定します。

Map Serverに登録する際に ETRによって送信されるマッ
ピング登録メッセージに許可されるエンドポイント ID

eid-prefix eid-prefix accept-more-specifics

例：
Device(config-router-lisp-site)#
eid-prefix 10.1.0.0/16
accept-more-specifics

ステップ 6   

（EID）プレフィックスのリストを設定します。設定され
た EIDプレフィックスよりも詳細な EIDプレフィックス
は承認、追跡されるよう規定します。

LISPサイトコンフィギュレーションモードを終了し、
LISPコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp-site)# exit

ステップ 7   

—別の LISPサイトを設定するには、ス
テップ 4～ 7を繰り返します。

ステップ 8   

デバイスが IPv4の LISP Map Serverとして動作するよう設
定します。

ipv4 map-server

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4
map-server

ステップ 9   

デバイスが IPv4の LISP Map Resolverとして機能するよう
設定します。

ipv4 map-resolver

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4
map-resolver

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

LISPコンフィギュレーションモードを終了し、特権EXEC
モードに戻ります。

end

例：
Device(config-router-lisp)# end

ステップ 11   

LISP ESM マルチホップモビリティの設定例
図 44：LISP ESM マルチホップトポロジ

次の例では、上の図に示した LISPのトポロジの詳細な設定を示します。

例：ファーストホップルータの設定

Device# configure terminal
Device(config)# router lisp
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Device(config-router-lisp)# locator-set WestDC
Device(config-router-lisp-locator-set)# 172.16.1.2 priority 10 weight 50
Device(config-router-lisp-locator-set)# 172.17.2.3 priority 10 weight 50
Device(config-router-lisp-locator-set)# exit
Device(config-router-lisp)# eid-table default instance-id 0
Device(config-router-lisp-eid-table)# dynamic-eid VMs
Device(config-router-lisp-eid-table-dynamic-eid)# database-mapping 10.1.1.0/24 locator-set
WestDC
Device(config-router-lisp-eid-table-dynamic-eid)# eid-notify 192.0.2.21 key k
Device(config-router-lisp-eid-table-dynamic-eid)# map-notify-group 224.0.0.0
Device(config-router-lisp-eid-table-dynamic-eid)# exit
Device(config-router-lisp-eid-table)# exit
Device(config-router-lisp)# exit
Device(config)# interface Vlan11
Device(config-if)# lisp mobility VMs
Device(config-if)# lisp extended-subnet-mode
Device(config-if)# ip address 10.1.1.2 255.255.255.0
Device(config-if)# standby 1 ip 10.1.1.1

例：サイトゲートウェイ xTR の設定

Device> enable
Device# configure terminal
Device (config)# router lisp
Device(config-router-lisp)# locator-set WestDC
Device(config-router-lisp-locator-set) # 172.18.3.3 priority 10 weight 50
Device(config-router-lisp-locator-set)# exit
Device(config-router-lisp)# eid-table default instance-id 0
Device(config-router-lisp-eid-table)# database-mapping 10.1.0.0/16 locator-set WestDC
Device(config-router-lisp-eid-table)# dynamic-eid VMs
Device(config-router-lisp-eid-table-dynamic-eid)# database-mapping 10.1.1.0/24 locator-set
WestDC
Device(config-router-lisp-eid-table-dynamic-eid)# eid-notify authentication-key k
Device(config-router-lisp-eid-table-dynamic-eid)# exit
Device(config-router-lisp-eid-table)# exit
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 172.20.5.5
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr
Device(config-router-lisp)# ipv4 etr map-server 172.20.5.5 key k
Device(config-router-lisp)# ipv4 etr
Device(config-router-lisp)# exit
Device(config)# interface FastEthernet1/4
Device(config-if)# ip address 192.0.2.21 255.255.255.0
Device(config-if)# lisp mobility VMs
Device(config-if)# lisp extended-subnet-mode

例：xTR の設定

Device> enable
Device# configure terminal
Device (config)# router lisp
Device(config-router-lisp)# locator-set Site3RLOCS
Device(config-router-lisp-locator-set)# 203.0.113.2 priority 10 weight 50
Device(config-router-lisp-locator-set)# exit
Device(config-router-lisp)# eid-table default instance-id 0
Device(config-router-lisp-eid-table)# database-mapping 198.51.100.0/24 locator-set Site3RLOCS
Device(config-router-lisp-eid-table)# exit
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 172.20.5.5
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr
Device(config-router-lisp)# ipv4 etr map-server 172.20.5.5 key k3
Device(config-router-lisp)# ipv4 etr
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例：Map Server Map Resolver の設定

Device> enable
Device# configure terminal
Device (config)# router lisp
Device(config-router-lisp)# site EastWestDC
Device(config-router-lisp-site)# authentication-key k
Device(config-router-lisp-site)# eid-prefix 10.1.0.0/16 accept-more-specifics
Device(config-router-lisp-site)# exit
Device(config-router-lisp)# ipv4 map-server
Device(config-router-lisp)# ipv4 map-resolver

LISP ESM マルチホップモビリティに関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: LISP
Command Reference』

Locator/ID Separation Protocol（LISP）コマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右の URLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストール

して設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために使

用してください。このWebサイト上のツール
にアクセスする際は、Cisco.comのログイン ID
およびパスワードが必要です。

LISP ESM マルチホップモビリティの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを
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示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

機能情報リリース機能名

LISP ESMマルチホップモビリ
ティ機能により、Locator/ID
Separation Protocol（LISP）ダイ
ナミックホスト検出機能は、

LISPトポロジ内の LISPカプセ
ル化/カプセル化解除機能から
分離されます。

Cisco IOS XE Release 3.11SLISP ESMマルチホップモビリ
ティ
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第 10 章

Disjoint RLOC ドメインの LISP サポート

Locator/ID Separation Protocol（LISP）は、新しい IPルーティングアーキテクチャを有効化する
「間接参照レベル」を実装します。LISPは、IPアドレスを 2つの名前空間に分離します。すな
わち、エンドホストに割り当てられたエンドポイント ID（EID）と、グローバルルーティング
システムを構成するデバイスに割り当てられたルーティングロケータ（RLOC）です。

Disjoint RLOCドメインにおけるLISPのサポートにより、異なるRLOC空間に接続しているが相
互に接続のないLISPサイト間のLISP-to-LISPコミュニケーションを可能にします。DisjointRLOC
空間の一例としては、IPv4および IPv6インターネットの RLOC空間が挙げられます。ある LISP
サイトに IPv4のみの RLOC接続があり、2番目のサイトに IPv6の RLOC接続しかないときで
も、Disjoint RLOCドメイン機能の LISPサポートにより、LISPを介して通信できます。

• 機能情報の確認, 233 ページ

• Disjoint RLOCドメインの LISPサポートの前提条件, 234 ページ

• Disjoint RLOCドメインの LISPサポートの制限事項, 234 ページ

• Disjoint RLOCドメインの LISPのサポートに関する情報, 234 ページ

• Disjoint RLOCドメインの LISPサポートの設定方法, 237 ページ

• Disjoint RLOCドメインの LISPサポートの確認, 250 ページ

• Disjoint RLOCドメインの LISPサポートの設定例, 251 ページ

• Disjoint RLOCドメインの LISPサポートに関する追加情報, 255 ページ

• Disjoint RLOCドメインの LISPサポートの機能情報, 256 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ
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ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの前提条件
Map Serverおよび再カプセル化トンネルルータ（RTR）は、参加するすべてのロケータ空間に接
続する必要があります。

Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの制限事項
Map Serverおよび再カプセル化トンネルルータ（RTR）は、8を超えるロケータスペースに参加
することはできません。

Disjoint RLOC ドメインの LISP のサポートに関する情報

Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの概要
ネットワークの重要な原則は、ネットワークシステム全体を構成するすべてのデバイス間に、

ルーティングおよび到達可能性が存在する必要があることです。インターネットワークへの直接

接続ができないパブリックまたはプライベートのネットワークが多数あります。たとえば、次の

ものがあります。

• IPv4インターネットと IPv6インターネット。

•サービスプロバイダー Aからの IPv4マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）VPN
とサービスプロバイダー Bからの IPv4 MPLS VPN。

•サービスプロバイダー Aからの IPv4 MPLS VPNと IPv4インターネット。

ネットワーク内のサイトが、あるルーティングドメインに接続し、他のサイトが別のルーティン

グドメインに接続する場合、異なるルーティングドメイン間の接続を容易にするために、ゲート

ウェイ機能が必要になります。従来のルーティングアーキテクチャで異なるルーティングドメイ

ン間を接続しようとすると、複雑になる可能性があります。

Locator/ID Separation Protocol（LISP）特有のプロパティにより、IPアドレスは 2つの名前空間、
すなわち、エンドポイント ID（EID）とルーティングロケータ（RLOC）に分離され、また、異
なる RLOCドメインが接続できるようになります。Disjoint RLOCドメイン機能の LISPのサポー
トにより、この機能を有効にする設定機構が簡素化します。主要コンポーネントは、LISP Map
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Serverの新しいコントロールプレーン設定オプション、および異なるロケータ空間の間でデータ
プレーン接続を行う、再カプセル化トンネルルータ（RTR）と呼ばれる機能です。

LISP Map Server

Disjoint RLOCドメイン機能の LISPサポートの重要な概念は、LISPマッピングシステムに LISP
サイトすべての完全な情報があるという認識です。LISPのサイトがMap Serverに登録されると、
登録メッセージはそのサイトが権限を持つ EID空間に関する情報だけでなく、RLOCに関する情
報も提供します。

Disjoint RLOCドメイン機能の LISPサポートにより、LISP Map Serverで LISPサイトが接続でき
るルーティングロケータの範囲を定義する新しい設定オプションが提供されます。定義が完了す

ると、Map Serverは自動的に、個々のサイトに共通の、あるいは異なるロケータ接続があるかど
うかを決定します。MapServerは次に、この情報を用いてMap-Requestメッセージを処理し、LISP
サイトと相互通信するための伝達手段を決定します。Map-Requestメッセージには、送信元と接続
先の EID情報が含まれます。Map ServerがMap-Requestメッセージを受信すると、Map-Request
メッセージと共に含まれる送信元 EIDと接続先 EIDに関連する RLOCを、設定されたロケータ範
囲と比較します。

•入力トンネルルータ（ITR）（送信元 EID）と出力トンネルルータ（ETR）（接続先 EID）
が共通ロケータスペースで少なくとも 1つの RLOCを共有している場合、Map Serverは
Map-Requestメッセージを通常どおり転送します。この場合、ETRはMap-Replyメッセージ
を生成することができます。このメッセージは、（少なくとも 1つの）共通ロケータ空間全
体への到達可能性があるため、ITRに返送されます。

• ITR（送信元 EID）と ETR（接続先 EID）が共通ロケータ空間で少なくとも 1つの RLOCを
共有していない場合、Map ServerはプロキシMap-Replyメッセージを ITRに送信します。こ
の ITRには ITRと ETR間の異なるロケータ空間を接続できる RTRのリストが含まれます。

• ITR（送信元 EID）と ETR（接続先 EID）に関連付けられた RLOCが設定されたロケータ範
囲のいずれとも一致しない場合、Map ServerはMap-Requestを通常通り ETRに転送します。
この場合、RLOCはロケータ範囲設定で定義されていなくても、ルーティングを介して到達
可能と想定されます。

サイトがロケータ空間を共有している場合、LISPデータプレーンパケットは、サイト間を直接
流れます。サイト間のロケータ空間が異なる場合、RTRを使用して LISPデータプレーンパケッ
トを接続します。

LISP RTR

再カプセル化トンネルルータ（RTR）は、ロケータ空間を共有しないLISPサイト間のLISP-to-LISP
トラフィックの、データプレーン通信をサポートします。機能的には、RTRは、あるロケータ範
囲の ITRからLISPでカプセル化したパケットを取得し、カプセル化を解除し、マップキャッシュ
を参照し、さらに別のロケータ範囲の ETRに再カプセル化します。次は RTRの重要な考慮事項
です。

• RTR自体が、バインドされているすべてのロケータ範囲の RLOCを持つ必要があります。

• RTRはMap-Requestメッセージを送信して、それ自体のマップキャッシュに入力します。
Map-Requestメッセージには、Map-Requestメッセージを送信しているデバイス（この場合
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RTR）のロケータに対応する 1つ以上のエントリを入力した ITR RLOCフィールドが含まれ
るため、ロケータを定義するにはロケータセットの設定も必要です。これにより、MapServer
がロケータ範囲の接続性を評価するRTRから、正しくMap-Requestを受信することができま
す。

• RTRはプロキシ入力トンネルルータ（PITR）とプロキシ出力トンネルルータ（PETR）と
同様の機能を実行するため、これらの機能は RTRで有効にする必要があります。

図 45：LISP - Disjoint RLOC ドメインのトポロジ

図 1では、Locator/ID Separation Protocol（LISP）のDisjoint Routing Locator（RLOC）サポートを、
アドレスファミリを横断する（IPv4/IPv6）接続に提供するのに必要な以下の手順を説明していま
す。

•入力/出力トンネルルータ（xTR）はLISPサイトのルータを表します。図 1では、xTR4には
IPv4インターネットへの RLOC接続のみがあり、xTR6には IPv6インターネットへの RLOC
接続のみがあります。

• Map serverMap Resolver（MSMR）は、LISPコントロールプレーンをサポートするMSMRを
表します。

•再カプセル化トンネルルータ（RTR）は、ロケータ範囲を結合させる LISPデータプレーン
のデバイスを示します。
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Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの設定方法

xTR の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip address ip-address mask
5. ipv6 address ipv6-address/ipv6-prefix
6. interface type number
7. ip address ip-address mask
8. router lisp
9. locator-set locator-set-name
10. ipv4-address priority priority-locator weight locator-weight
11. ipv6-address priority priority-locator weight locator-weight
12. exit
13. eid-table default instance-id id
14. database-mapping dynamic-eid-prefix/prefix-length locator-set name
15. database-mapping dynamic-eid-prefix/prefix-length locator-set name
16. exit
17. ipv4 itr map-resolver map-resolver-address
18. ipv4 itr
19. ipv4 etr map-server map-server-address key authentication-key
20. ipv4 etr
21. ipv6 itr map-resolver map-resolver-address
22. ipv6 itr
23. ipv6 etr map-server map-server-address key authentication-key
24. ipv6 etr
25. exit
26. ip route prefix mask ip-address
27. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスのタイプと番号を指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：
Device(config)# interface loopback0

ステップ 3   

インターフェイスの IPv4アドレスを設定します。ip address ip-address mask

例：
Device(config-if)# ip address 10.10.10.4
255.255.255.0

ステップ 4   

インターフェイスの IPv6アドレスを設定します。ipv6 address ipv6-address/ipv6-prefix

例：
Device(config-if)# ipv6 address
2001:DB8:0:ABCD::1/64

ステップ 5   

インターフェイスのタイプと番号を指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：
Device(config)# interface ethernet0/0

ステップ 6   

インターフェイスの IPv4アドレスを設定します。ip address ip-address mask

例：
Device(config-if)# ip address 10.0.4.1
255.255.255.252

ステップ 7   

LISPコンフィギュレーションモードを開始します。router lisp

例：
Device(config-if)# router lisp

ステップ 8   

ロケータセットを指定し、LISPロケータセットコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

locator-set locator-set-name

例：
Device(config-router-lisp)# locator-set
R4

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

LISPロケータセットを設定します。LISPのロケータセッ
トとは、ファーストホップルータがゲートウェイxTRと

ipv4-address priority priority-locator weight
locator-weight

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)#
10.0.4.1 priority 1 weight 1

ステップ 10   

通信する際に使用する一連のアドレスです。割り当てら

れた優先度とウェイトを使用してロケータエントリを作

成することで、各 IPv4ロケータアドレスを設定できま
す。

LISPロケータセットを設定します。LISPのロケータセッ
トとは、ファーストホップルータがゲートウェイxTRと

ipv6-address priority priority-locator weight
locator-weight

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)#
2001:DB8:4::2 priority 1 weight 1

ステップ 11   

通信する際に使用する一連のアドレスです。割り当てら

れた優先度とウェイトを使用してロケータエントリを作

成することで、各 IPv6ロケータアドレスを設定できま
す。

LISPロケータセットコンフィギュレーションモードを
終了し、LISPコンフィギュレーションモードに戻りま
す。

exit

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)#
exit

ステップ 12   

デフォルト（グローバル）ルーティングテーブルとLISP
インスタンス IDの間の関連付けを設定して、EIDテーブ
ルコンフィギュレーションモードを開始します。

eid-table default instance-id id

例：
Device(config-router-lisp)# eid-table
default instance-id 0

ステップ 13   

この LISPサイトの IPv4または IPv6のマッピング関係、
および関連するトラフィックポリシー（ロケータセット

に定義）を設定します。

database-mapping
dynamic-eid-prefix/prefix-length locator-set
name

例：
Device(config-router-lisp-eid-table)#
database-mapping 10.10.10.0/24
locator-set R4

ステップ 14   

この LISPサイトの IPv4または IPv6のマッピング関係、
および関連するトラフィックポリシー（ロケータセット

に定義）を設定します。

database-mapping
dynamic-eid-prefix/prefix-length locator-set
name

例：
Device(config-router-lisp-eid-table)#
database-mapping 2001:DB8::/48
locator-set R4

ステップ 15   

EIDテーブルコンフィギュレーションモードを終了し、
LISPコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp-eid-table)#
exit

ステップ 16   
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目的コマンドまたはアクション

このデバイスが IPv4 EID-to-RLOC（エンドポイント ID
からルーティングロケータ）マッピング解決のためMap

ipv4 itr map-resolver map-resolver-address

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr
map-resolver 10.0.2.1

ステップ 17   

Requestメッセージを送信するLISPMapResolverのロケー
タアドレスを設定します。

• Map Resolverのロケータアドレスには IPv4または
IPv6のアドレスを指定できます。

Map Resolverを複数使用できる場合、最大 8つ
設定できます。

（注）

IPv4アドレスファミリの LISP入力トンネルルータ
（ITR）機能を有効化します。

ipv4 itr

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr

ステップ 18   

LISP Map Serverの IPv4ロケータアドレスを、出力トン
ネルルータ（ETR）が IPv4エンドポイント ID（EID）を
登録する際に使用するよう設定します。

ipv4 etr map-server map-server-address key
authentication-key

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4 etr
map-server 10.0.2.1 key R4KEY

ステップ 19   

IPv4アドレスファミリのLISPETR機能を有効化します。ipv4 etr

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4 etr

ステップ 20   

このルータが IPv6の EID-to-RLOCマッピング解決のた
めのMapRequestメッセージを送信するLISPMapResolver
のロケータアドレスを設定します。

ipv6 itr map-resolver map-resolver-address

例：
Device(config-router-lisp)# ipv6 itr
map-resolver 10.0.2.1

ステップ 21   

• Map Resolverのロケータアドレスには IPv4または
IPv6のアドレスを指定できます。

Map Resolverを複数使用できる場合、最大 8つ
設定できます。

（注）

IPv6アドレスファミリのLISP ITR機能を有効化します。ipv6 itr

例：
Device(config-router-lisp)# ipv6 itr

ステップ 22   

ETRが IPv6EIDを登録する際に、LISPMapServerの IPv6
ロケータアドレスを使用するように設定します。

ipv6 etr map-server map-server-address key
authentication-key

例：
Device(config-router-lisp)# ipv6 etr
map-server 10.0.2.1 key R4KEY

ステップ 23   
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目的コマンドまたはアクション

IPv6アドレスファミリのLISPETR機能を有効化します。ipv6 etr

例：
Device(config-router-lisp)# ipv6 etr

ステップ 24   

LISPコンフィギュレーションモードを終了し、グローバ
ルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp)# exit

ステップ 25   

ネクストホップの接続先までのスタティックルートを確

立します。

ip route prefix mask ip-address

例：
Device(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0
10.0.4.2

ステップ 26   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config)# end

ステップ 27   
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MSMR の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip address ip-address mask
5. ipv6 address ipv6-address/ipv6-prefix
6. router lisp
7. locator-set locator-set-name
8. ipv4-address priority priority-locator weight locator-weight
9. exit
10. 別のロケータセットを指定して設定するには、ステップ 7～ 9を繰り返します。
11. locator-scope name
12. rtr-locator-set locator-set-name
13. rloc-prefix ipv4-rloc-prefix
14. exit
15. 別のロケータ範囲を指定して設定するには、ステップ 11～ 14を繰り返します。
16. site site-name
17. authentication-key password
18. eid-prefix ipv4-eid-prefix
19. eid-prefix ipv6-eid-prefix
20. exit
21. Map Serverで別の LISPサイトを設定するには、ステップ 16～ 20を繰り返します。
22. ipv4 map-server
23. ipv6 map-server
24. ipv4 map-resolver
25. ipv6 map-resolver
26. exit
27. ip route prefix mask ip-address
28. ipv6 route ipv6-prefix/prefix-length ipv6-address
29. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスのタイプと番号を指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface type number

例：
Device(config)# interface ethernet0/0

ステップ 3   

インターフェイスの IPv4アドレスを設定します。ip address ip-address mask

例：
Device(config-if)# ip address 10.0.2.1
255.255.255.252

ステップ 4   

インターフェイスの IPv6アドレスを設定します。ipv6 address ipv6-address/ipv6-prefix

例：
Device(config-if)# ipv6 address
2001:DB8:1::1/64

ステップ 5   

LISPコンフィギュレーションモードを開始します。router lisp

例：
Device(config-if)# router lisp

ステップ 6   

ロケータセットを指定し、LISPロケータセットコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

locator-set locator-set-name

例：
Device(config-router-lisp)# locator-set
rtr-set1

ステップ 7   

LISPロケータセットを設定します。LISPのロケー
タセットとは、ファーストホップルータがゲート

ipv4-address priority priority-locator weight
locator-weight

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)#
10.0.3.1 priority 1 weight 1

ステップ 8   

ウェイ xTRと通信する際に使用する一連のアドレ
スです。割り当てられた優先度とウェイトを使用し

てロケータエントリを作成することで、各ロケー

タアドレスを設定できます。

LISPロケータセットコンフィギュレーションモー
ドを終了し、LISPコンフィギュレーションモード
に戻ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)#
exit

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

—別のロケータセットを指定して設定するに

は、ステップ 7～ 9を繰り返します。
ステップ 10   

ロケータ範囲を指定して、ロケータ範囲コンフィ

ギュレーションモードを開始します。

locator-scope name

例：
Device(config-router-lisp)# locator-scope
s1

ステップ 11   

再カプセル化トンネルルータ（RTR）のロケータ
セットを指定して、アドレスファミリ分離/横断ルー

rtr-locator-set locator-set-name

例：
Device(config-router-lisp-locator-scope)#
rtr-locator-set rtr-set1

ステップ 12   

ティングロケータ（RLOC）へのプロキシ応答で使
用します。

RLOCプレフィックスを設定して、入力トンネル
ルータ（ITR）RLOCと出力トンネルルータ（ETR）
RLOCをチェックします。

rloc-prefix ipv4-rloc-prefix

例：
Device(config-router-lisp-locator-scope)#
rloc-prefix 0.0.0.0/0

ステップ 13   

LISPロケータセットコンフィギュレーションモー
ドを終了し、LISPコンフィギュレーションモード
に戻ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)#
exit

ステップ 14   

—別のロケータ範囲を指定して設定するには、

ステップ 11～ 14を繰り返します。
ステップ 15   

Map Serverで LISPサイトを指定し、LISPサイトコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

site site-name

例：
Device(config-router-lisp)# site R4

ステップ 16   

LISPサイトで使用する認証キーを指定します。authentication-key password

例：
Device(config-router-lisp-site)#
authentication-key R4KEY

ステップ 17   

サイトの IPv4EIDのプレフィックスを指定します。eid-prefix ipv4-eid-prefix

例：
Device(config-router-lisp-site)#
eid-prefix 10.10.10.0/24

ステップ 18   

サイトの IPv6 EIDアドレスのプレフィックスを指
定します。

eid-prefix ipv6-eid-prefix

例：
Device(config-router-lisp-site)#
eid-prefix 2001:DB8::/48

ステップ 19   
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目的コマンドまたはアクション

LISPサイトコンフィギュレーションモードを終了
し、LISPコンフィギュレーションモードに戻りま
す。

exit

例：
Device(config-router-lisp-site)# exit

ステップ 20   

—Map Serverで別の LISPサイトを設定するに
は、ステップ 16～ 20を繰り返します。

ステップ 21   

IPv4 Map Serverの機能を有効化します。ipv4 map-server

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4
map-server

ステップ 22   

IPv6 Map Serverの機能を有効化します。ipv6 map-server

例：
Device(config-router-lisp)# ipv6
map-server

ステップ 23   

IPv4 Map Resolverの機能を有効化します。ipv4 map-resolver

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4
map-resolver

ステップ 24   

IPv6 Map Resolverの機能を有効化します。ipv6 map-resolver

例：
Device(config-router-lisp)# ipv6
map-resolver

ステップ 25   

LISPコンフィギュレーションモードを終了し、グ
ローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：
Device(config-router-lisp)# exit

ステップ 26   

ネクストホップの接続先までのスタティックルー

トを確立します。

ip route prefix mask ip-address

例：
Device(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0
10.0.2.2

ステップ 27   

ネクストホップの接続先までのスタティックルー

トを確立します。

ipv6 route ipv6-prefix/prefix-length ipv6-address

例：
Device(config)# ipv6 route ::/0
2001:DB8:1::ABCD

ステップ 28   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config)# end

ステップ 29   
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RTR の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip address ip-address mask
5. ipv6 address ipv6-address/ipv6-prefix
6. router lisp
7. locator-set locator-set-name
8. ipv4-address priority priority-locator weight locator-weight
9. ipv6-address priority priority-locator weight locator-weight
10. exit
11. map-request itr-rlocs locator-set-name
12. eid-table default instance-id id
13. map-cache ipv4-EID-prefixmap-request
14. map-cache ipv6-EID-prefixmap-request
15. exit
16. ipv4 map-request-source source-address
17. ipv4 map-cache-limit cache-limit
18. ipv4 proxy-etr
19. ipv4 proxy-itr ipv4-local-locator ipv6-local-locator
20. ipv4 itr map-resolver map-resolver-address
21. ipv6 map-request-source source-address
22. ipv6 map-cache-limit cache-limit
23. ipv6 proxy-etr cache-limit
24. ipv6 proxy-itr ipv6-local-locator ipv4-local-locator
25. ipv6 itr map-resolver map-resolver-address
26. exit
27. ip route prefix mask ip-address
28. ipv6 route ipv6-prefix/prefix-length ipv6-address
29. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスのタイプと番号を指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：
Device(config)# interface ethernet0/0

ステップ 3   

インターフェイスの IPv4アドレスを設定します。ip address ip-address mask

例：
Device(config-if)# ip address 10.0.3.1
255.255.255.252

ステップ 4   

インターフェイスの IPv6アドレスを設定します。ipv6 address ipv6-address/ipv6-prefix

例：
Device(config-if)# ipv6 address
2001:DB8:2::1/64

ステップ 5   

LISPコンフィギュレーションモードを開始します。router lisp

例：
Device(config-if)# router lisp

ステップ 6   

ロケータセットを指定し、LISPロケータセットコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

locator-set locator-set-name

例：
Device(config-router-lisp)# locator-set
setALL

ステップ 7   

再カプセル化トンネルルータ（RTR）の IPv4または IPv6
アドレスおよびポリシーを設定します。

ipv4-address priority priority-locator weight
locator-weight

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)#
10.0.3.1 priority 1 weight 1

ステップ 8   

RTRの IPv4または IPv6アドレスおよびポリシーを設定
します。

ipv6-address priority priority-locator weight
locator-weight

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)#
2001:DB8:2::1 priority 1 weight 1

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

LISPロケータセットコンフィギュレーションモードを
終了し、LISPコンフィギュレーションモードに戻りま
す。

exit

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)#
exit

ステップ 10   

RTRから送信されたMap Requestメッセージの入力トン
ネルルータ（ITR）RLOCフィールドで、ロケータセッ

map-request itr-rlocs locator-set-name

例：
Device(config-router-lisp)# map-request
itr-rlocs setALL

ステップ 11   

トがルーティングロケータ（RLOC）として使用される
よう設定します。

デフォルト（グローバル）ルーティングテーブルとLISP
インスタンス IDの間の関連付けを設定して、EIDテーブ
ルコンフィギュレーションモードを開始します。

eid-table default instance-id id

例：
Device(config-router-lisp)# eid-table
default instance-id 0

ステップ 12   

ITRにスタティックな EID-to-RLOC（エンドポイント ID
からルーティングロケータ）のマッピングを設定して、

map-cache ipv4-EID-prefixmap-request

例：
Device(config-router-lisp-eid-table)#
map-cache 0.0.0.0/0 map-request

ステップ 13   

LISPの接続先EIDへのマッピング要求メッセージ送信を
有効化します。

ITRにスタティックな EID-to-RLOCのマッピングを設定
して、LISPの接続先EIDへのマッピング要求メッセージ
送信を有効化します。

map-cache ipv6-EID-prefixmap-request

例：
Device(config-router-lisp-eid-table)#
map-cache ::/0 map-request

ステップ 14   

LISP EIDテーブルコンフィギュレーションモードを終
了し、LISPコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp-eid-table)#
exit

ステップ 15   

LISP IPv4のマッピング要求メッセージに使用する IPv4
の送信元アドレスを指定します。ステップ 7～ 10、およ

ipv4 map-request-source source-address

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4
map-request-source 10.0.3.1

ステップ 16   

びステップ 11で設定された ITRRLOCが優先されます。
ただし、このステップ（16）は必要です。

（任意）ルータに保存を許可する IPv4LISPマップキャッ
シュエントリの最大数を設定します。有効な範囲は 0～
100000です。

ipv4 map-cache-limit cache-limit

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4
map-cache-limit 100000

ステップ 17   

デバイスを IPv4 LISPプロキシ出力トンネルルータ
（PETR）として機能するように設定します。

ipv4 proxy-etr

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4
proxy-etr

ステップ 18   
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目的コマンドまたはアクション

このデバイスを IPv4プロキシ入力トンネルルータ
（PITR）として機能するように設定します。また、IPv4

ipv4 proxy-itr ipv4-local-locator
ipv6-local-locator

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4
proxy-itr 10.0.3.1 2001:DB8:2::1

ステップ 19   

および IPv6のロケータアドレスを、カプセル化したデー
タパケットの送信元アドレスとして使用するように設定

します。

このデバイスが IPv4EID-to-RLOCマッピング解決のため
マッピング要求メッセージを送信する LISPMap Resolver
のロケータアドレスを設定します。

ipv4 itr map-resolver map-resolver-address

例：
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr
map-resolver 10.0.2.1

ステップ 20   

• Map Resolverのロケータアドレスには IPv4または
IPv6のアドレスを指定できます。

Device(config-router-lisp)# ipv4 itr
map-resolver 2001:DB8:1::1

MapResolverを複数使用できる場合、最大 8つ
設定できます。

（注）

ステップ 7～ 10、およびステップ 11で設定された ITR
RLOCが優先されます。ただし、このステップ（16）は
必要です。

ipv6 map-request-source source-address

例：
Device(config-router-lisp)# ipv6
map-request-source 2001:DB8:2::1

ステップ 21   

（任意）デバイスに保存を許可する IPv6 LISPマップ
キャッシュエントリの最大数を設定します。有効な範囲

は 0～ 100000です。

ipv6 map-cache-limit cache-limit

例：
Device(config-router-lisp)# ipv6
map-cache-limit 100000

ステップ 22   

デバイスが IPv6 LISP PETRとして機能するように設定し
ます。

ipv6 proxy-etr cache-limit

例：
Device(config-router-lisp)# ipv6
proxy-etr

ステップ 23   

このデバイスが IPv6 PITRとして機能するように設定し
ます。また、IPv4および IPv6のロケータアドレスが、

ipv6 proxy-itr ipv6-local-locator
ipv4-local-locator

例：
Device(config-router-lisp)# ipv6
proxy-itr 2001:DB8:2::1 10.0.3.1

ステップ 24   

カプセル化したデータパケットの送信元アドレスとして

使用されるように設定します。

このルータが IPv6の EID-to-RLOCマッピング解決のた
めのMapRequestメッセージを送信するLISPMapResolver
のロケータアドレスを設定します。

ipv6 itr map-resolver map-resolver-address

例：
Device(config-router-lisp)# ipv6 itr
map-resolver 10.0.2.1

ステップ 25   

• Map Resolverのロケータアドレスには IPv4または
IPv6のアドレスを指定できます。

Device(config-router-lisp)# ipv6 itr
map-resolver 2001:DB8:1::1

MapResolverを複数使用できる場合、最大 8つ
設定できます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

LISPコンフィギュレーションモードを終了し、グローバ
ルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp)# exit

ステップ 26   

ネクストホップの接続先までのスタティックルートを確

立します。

ip route prefix mask ip-address

例：
Device(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0
10.0.3.2

ステップ 27   

ネクストホップの接続先までのスタティックルートを確

立します。

ipv6 route ipv6-prefix/prefix-length
ipv6-address

例：
Device(config)# ipv6 route ::/0
2001:DB8:ABCD::1

ステップ 28   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config)# end

ステップ 29   

Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの確認

手順の概要

1. enable
2. show ip lisp database
3. show ipv6 lisp database
4. show lisp site detail
5. show ip lisp map-cache
6. show ipv6 lisp map-cache

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

Locator/ID Separation Protocol（LISP）出力トンネルルータ
（ETR）で設定されたローカルの IPv4エンドポイント ID

show ip lisp database

例：
Device# show ip lisp database

ステップ 2   

（EID）プレフィックスと、それに関連するロケータセット
を表示します。

LISP ETRで設定されたローカルの IPv6 EIDプレフィックス
と、それに関連するロケータセットを表示します。

show ipv6 lisp database

例：
Device# show ipv6 lisp database

ステップ 3   

LISP Map Serverに設定されている LISPサイトの詳細を表示
します。

show lisp site detail

例：
Device# show lisp site detail

ステップ 4   

現在のダイナミックおよびスタティックな IPv4エンドポイ
ント IDからルーティングロケータ（EID-to-RLOC）のマッ
プキャッシュエントリを表示します。

show ip lisp map-cache

例：
Device# show ip lisp map-cache

ステップ 5   

現在のダイナミックおよびスタティック IPv6 EID-to-RLOC
マップキャッシュエントリを表示します。

show ipv6 lisp map-cache

例：
Device# show ipv6 lisp map-cache

ステップ 6   

Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの設定例
図 46：LISP - Disjoint RLOC ドメインのトポロジ
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次の例では、上の図に示した LISPのトポロジの詳細な設定を示します。

例：xTR の設定
次に、xTR4を設定する方法の例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface loopback0
Device(config-if)# ip address 10.10.10.4 255.255.255.0
Device(config-if)# ipv6 address 2001:DB8:0:ABCD::1/64
Device(config-if)# interface ethernet0/0
Device(config-if)# ip address 10.0.4.1 255.255.255.252
Device(config-if)# router lisp
Device(config-router-lisp)# locator-set R4
Device(config-router-lisp-locator-set)# 10.0.4.1 priority 1 weight 1
Device(config-router-lisp-locator-set)# exit
Device(config-router-lisp)# eid-table default instance-id 0
Device(config-router-lisp-eid-table)# database-mapping 10.10.10.0/24 locator-set R4
Device(config-router-lisp-eid-table)# database-mapping 2001:DB8::/48 locator-set R4
Device(config-router-lisp-eid-table)# exit
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 10.0.2.1
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr
Device(config-router-lisp)# ipv4 etr map-server 10.0.2.1 key R4KEY
Device(config-router-lisp)# ipv4 etr
Device(config-router-lisp)# ipv6 itr map-resolver 10.0.2.1
Device(config-router-lisp)# ipv6 itr
Device(config-router-lisp)# ipv6 etr map-server 10.0.2.1 key R4KEY
Device(config-router-lisp)# ipv6 etr
Device(config-router-lisp)# exit
Device(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.0.4.2

次に、xTR6を設定する方法の例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface loopback0
Device(config-if)# ip address 172.16.0.4 255.255.255.0
Device(config-if)# ipv6 address 2001:DB8::4/64
Device(config-if)# interface ethernet0/0
Device(config-if)# ipv6 address 2001:DB8:4::2/64
Device(config-if)# router lisp
Device(config-router-lisp)# locator-set R6
Device(config-router-lisp-locator-set)# 2001:DB8:4::2 priority 1 weight 1
Device(config-router-lisp-locator-set)# exit
Device(config-router-lisp)# eid-table default instance-id 0
Device(config-router-lisp-eid-table)# database-mapping 172.16.0.2/24 locator-set R4
Device(config-router-lisp-eid-table)# database-mapping 2001:DB8::1/48 locator-set R4
Device(config-router-lisp-eid-table)# exit
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 2001:DB8:3::2
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr
Device(config-router-lisp)# ipv4 etr map-server 2001:DB8:3::2 key R4KEY
Device(config-router-lisp)# ipv4 etr
Device(config-router-lisp)# ipv6 itr map-resolver 2001:DB8:3::2
Device(config-router-lisp)# ipv6 itr
Device(config-router-lisp)# ipv6 etr map-server 2001:DB8:3::2 key R4KEY
Device(config-router-lisp)# ipv6 etr
Device(config-router-lisp)# exit
Device(config)# ipv6 route ::/0 2001:DB8:4::1

   IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
252

Disjoint RLOC ドメインの LISP サポート
例：xTR の設定



例：MSMR の設定

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface ethernet0/0
Device(config-if)# ip address 10.0.2.1 255.255.255.252
Device(config-if)# ipv6 address 2001:DB8:1::1/64
Device (config-if)# router lisp
Device(config-router-lisp)# locator-set rtr-set1
Device(config-router-lisp-locator-set)# 10.0.3.1 priority 1 weight 1
Device(config-router-lisp-locator-set)# exit
Device(config-router-lisp)# locator-set rtr-set2
Device(config-router-lisp-locator-set)# 2001:DB8:2::1/64 priority 1 weight 1
Device(config-router-lisp-locator-set)# exit
Device(config-router-lisp)# locator-scope s1
Device(config-router-lisp-locator-scope)# rtr-locator-set rtr-set1
Device(config-router-lisp-locator-scope)# rloc-prefix 0.0.0.0/0
Device(config-router-lisp-locator-scope)# exit
Device(config-router-lisp)# locator-scope s2
Device(config-router-lisp-locator-scope)# rtr-locator-set rtr-set2
Device(config-router-lisp-locator-scope)# rloc-prefix ::/0
Device(config-router-lisp-locator-scope)# exit
Device(config-router-lisp)# site R4
Device(config-router-lisp-site)# authentication-key R4KEY
Device(config-router-lisp-site)# eid-prefix 10.10.10.0/24
Device(config-router-lisp-site)# eid-prefix 2001:DB8::/48
Device(config-router-lisp-site)# exit
Device(config-router-lisp)# site R6
Device(config-router-lisp-site)# authentication-key R6KEY
Device(config-router-lisp-site)# eid-prefix 172.16.0.2/24
Device(config-router-lisp-site)# eid-prefix 2001:DB8::1/48
Device(config-router-lisp-site)# exit
Device(config-router-lisp)# ipv4 map-server
Device(config-router-lisp)# ipv4 map-resolver
Device(config-router-lisp)# exit
Device(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.0.2.2
Device(config)# ipv6 route ::/0 2001:DB8:1::ABCD

例：RTR の設定

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface Ethernet0/0
Device(config-if)# ip address 10.0.3.1 255.255.255.252
Device(config-if)# ipv6 address 2001:DB8:2::1/64
Device (config-if)# router lisp
Device(config-router-lisp)# locator-set setALL
Device(config-router-lisp-locator-set)# 10.0.3.1 priority 1 weight 1
Device(config-router-lisp-locator-set)# 2001:DB8:2::1 priority 1 weight 1
Device(config-router-lisp-locator-set)# exit
Device(config-router-lisp)# map-request itr-rlocs setALL
Device(config-router-lisp)# eid-table default instance-id 0
Device(config-router-lisp-eid-table)# map-cache 0.0.0.0/0 map-request
Device(config-router-lisp-eid-table)# map-cache ::/0 map-request
Device(config-router-lisp-eid-table)# exit
Device(config-router-lisp)# ipv4 map-request-source 10.0.3.1
Device(config-router-lisp)# ipv4 map-cache-limit 100000
Device(config-router-lisp)# ipv4 proxy-etr
Device(config-router-lisp)# ipv4 proxy-itr 10.0.3.1 2001:DB8:2::1
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 10.0.2.1
Device(config-router-lisp)# ipv4 itr map-resolver 2001:DB8:1::1
Device(config-router-lisp)# ipv6 map-request-source 2001:DB8:2::1
Device(config-router-lisp)# ipv6 map-cache-limit 100000
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Device(config-router-lisp)# ipv6 proxy-etr
Device(config-router-lisp)# ipv6 proxy-itr 2001:DB8:2::1 10.0.3.1
Device(config-router-lisp)# ipv6 itr map-resolver 10.0.2.1
Device(config-router-lisp)# ipv6 itr map-resolver 2001:DB8:1::1
Device(config-router-lisp)# exit
Device(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.0.3.2
Device(config)# ipv6 route ::/0 2001:DB8:ABCD::1

例：Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの確認

show ip lisp database コマンドの出力例

Locator/ID Separation Protocol（LISP）出力トンネルルータ（ETR）で設定されたローカル IPv4エ
ンドポイント ID（EID）プレフィックスと、それに関連付けられたロケータセットを表示するに
は、特権 EXECモードで show ip lisp databaseコマンドを使用します。

Device# show ip lisp database
.
.
.
10.10.10.0/24, locator-set R4
Locator Pri/Wgt Source State
10.0.4.1 1/1 cfg-addr site-self, reachable

show ipv6 lisp database コマンドの出力例

LISPETRで設定されたローカル IPv6EIDプレフィックスと、それに関連付けられたロケータセッ
トを表示するには、特権 EXECモードで show ip lisp databaseコマンドを使用します。

Device# show ipv6 lisp database
.
.
.
2001:DB8::/48, locator-set R4
Locator Pri/Wgt Source State
10.0.4.1 1/1 cfg-addr site-self, reachable
mm

show lisp site detail コマンドの出力例

LISP Map Server上に設定された LISPサイトを表示するには、特権 EXECモードで show lisp site
detailコマンドを使用します。

Device# show lisp site detail
.
.
.
Site name: R4
.
.
.
EID-prefix: 10.10.10.0/24
.
.
.
ETR 10.0.4.1, last registered 00:00:52, no proxy-reply, map-notify
TTL 1d00h, no merge, hash-function sha1, nonce 0x28517C31-0x7B233E66
state complete, no security-capability
xTR-ID 0xEC52ECC2-0x006CEAFE-0x814263B3-0x89675EB6
site-ID unspecified
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Locator Local State Pri/Wgt Scope
10.0.4.1 yes up 1/1 s1
EID-prefix: 2001:DB8::/48
.
.
.
.
ETR 10.0.4.1, last registered 00:00:39, no proxy-reply, map-notify
TTL 1d00h, no merge, hash-function sha1, nonce 0xF91CB211-0x5B00E72C
state complete, no security-capability
xTR-ID 0xEC52ECC2-0x006CEAFE-0x814263B3-0x89675EB6
site-ID unspecified
Locator Local State Pri/Wgt Scope
10.0.4.1 yes up 1/1 s1
.
.
.

show ip lisp map-cache コマンドの出力例

現在のダイナミックおよびスタティック IPv4エンドポイント IDからルーティングロケータ
（EID-to-RLOC）のマップキャッシュエントリを表示するには、特権 EXECモードで show ip lisp
map-cacheコマンドを使用します。

Device# show ip lisp map-cache

LISP IPv4 Mapping Cache for EID-table default (IID 0), 2 entries
.
.
.
172.16.0.2/24, uptime: 00:01:14, expires: 00:13:44, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.3.1 00:01:14 up 1/1

show ipv6 lisp map-cache コマンドの出力例

現在のダイナミックおよびスタティック IPv6 EID-to-RLOCのマップキャッシュエントリを表示
するには、特権 EXECモードで show ipv6 lisp map-cacheコマンドを使用します。

Device# show ipv6 lisp map-cache

LISP IPv6 Mapping Cache for EID-table default (IID 0), 2 entries
.
.
.
2001:DB8::1/48, uptime: 00:02:18, expires: 00:12:44, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.3.1 00:02:18 up 1/1

Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートに関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: LISP
Command Reference』

Locator/ID Separation Protocol（LISP）コマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右の URLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストール

して設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために使

用してください。このWebサイト上のツール
にアクセスする際は、Cisco.comのログイン ID
およびパスワードが必要です。

Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

機能情報リリース機能名

Disjoint RLOCドメインにおけ
る LISPのサポートにより、異
なるRLOC空間に接続している
が相互に接続のない LISPサイ
ト間の LISP-to-LISPコミュニ
ケーションを可能にします。

Cisco IOS XE Release 3.11SDisjoint RLOCドメインの LISP
サポート

   IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
256

Disjoint RLOC ドメインの LISP サポート
Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの機能情報

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_lisp/command/ip-lisp-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_lisp/command/ip-lisp-cr-book.html
http://www.cisco.com/support
http://www.cisco.com/go/cfn


第 11 章

LISP データプレーンセキュリティ

Locator/ID Separation Protocol（LISP）データプレーンセキュリティ機能により、LISP VPNから
のトラフィックのみが、VPNでカプセル化を解除できるようになります。この機能は、LISPパ
ケットがトンネルルータによって接続先でカプセル化解除されるときに有効になります。出力

トンネルルータ（ETR）およびプロキシ出力トンネルルータ（PETR）により、データパケット
に含まれる送信元ルーティングロケータ（RLOC）のアドレスが、LISP VPNのメンバーである
ことが検証されます。

このソリューションではRLOCネットワークに実装されたUnicastReversePathForwarding（uRPF）
により、LISPでカプセル化されたデータパケットの RLOC送信元アドレスがスプーフィングさ
れるのを確実に防ぎます。LISP VPN以外からのパケットは送信元 RLOCが無効であり、ETRと
PETRでのカプセル化解除時にブロックされます。

LISPデータプレーンのセキュリティ機能を実装する利点には次のことが挙げられます。

•カプセル化解除時の ETRと PETRの検証による、セキュリティの強化。

• 機能情報の確認, 258 ページ

• LISPデータプレーンセキュリティの前提条件, 258 ページ

• LISPデータプレーンセキュリティの制約事項, 258 ページ

• LISPデータプレーンセキュリティに関する情報, 258 ページ

• LISPデータプレーンセキュリティの設定方法, 260 ページ

• LISPデータプレーンセキュリティの設定例, 268 ページ

• LISPデータプレーンセキュリティに関する追加情報, 269 ページ

• LISPデータプレーンセキュリティの機能情報, 270 ページ
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

LISP データプレーンセキュリティの前提条件
•インスタンス ID（IID）にバインドされた Virtual Routing and Forwarding（VRF）インスタン
スの概念を含む LISPの概念の理解。これらの概念は、「LISPの概要」、「LISPの設定」、
「LISPの仮想化モデル」で説明しています。

• RLOCネットワークでの uRPFの実装。

LISP データプレーンセキュリティの制約事項
•所定の LISP VPN内のサイトはすべて、1つあるいは共通する一連のMap-Serverに登録する
必要があります。つまり、固有のインスタンス IDに関連付けられているすべての IPプレ
フィックスは、共通Map-Serverから委託され、これらのMap-Serverが所定の LISP VPN用の
完全な RLOCのセットを確実に生成できるようにする必要があります。

LISP データプレーンセキュリティに関する情報

送信元 RLOC カプセル化解除のフィルタリング
入力トンネルルータ（ITR）またはプロキシ入力トンネルルータ（PITR）から ETRまたは PETR
へのパケット送信の際、カプセル化解除の段階で LISPパケットを監視する機能により、データ
プレーンのセキュリティを強化します。設定ミスであれ攻撃であれ、VPNに属さないLISPパケッ
トのカプセル化解除から、LISP VPN側のサイトを保護するため、着信する LISPパケットの送信
元アドレスを、有効なLISPVPNエンドサイトに対応した、動的に配信される一連の送信元RLOC
アドレスと比較します。ETRと PETRが LISPパケットをカプセル化解除することで、着信する
LISPデータパケットの送信元 RLOCアドレスが、VPNのメンバーであることを検証します。こ
のソリューションでは、送信元アドレスがスプーフィングされていないことが必要なため、RLOC
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のコアネットワーク内にユニキャスト RPFまたは入力アンチスプーフィングアクセスコント
ロールリスト（ACL）が必要となります。

次の図のシナリオを検討してください。

1 顧客 Aは 2つの LISPサイト、つまりサイト 1とサイト 2を持ち、それぞれが xTR（ETRと
ITRとして機能するデバイス）を持っています。サイト 1とサイト 2は、インスタンス ID 1で
LISP VPNの LISPコントロールプレーンをサポートするMap Server（Map Server/Map
Resolver[MSMR]デバイスのもの）に登録します。Map Serverは自動的に両方のサイトの登録
RLOCを記録し、有効なRLOCのリストを両方のサイトに動的に転送します。これにより、顧
客 Aの LISP VPNのサイト 1とサイト 2は相互にトラフィックを送信できます。送信元 RLOC
が、有効な送信元 RLOCリストに一致しないため、LISPでカプセル化された他のトラフィッ
クは許可されません。

2 顧客 Nは、同様に 2つの LISPサイト、サイト 1、サイト 2を持ち、その両方がインスタンス
ID 2でこの LISP VPNの LISPコントロールプレーンをサポートするMap Serverに登録されま
す。MapServerは自動的に両方のサイトの登録RLOCを記録し、有効なRLOCのリストを両方
のサイトに動的に転送します。これにより、顧客 Nの LISP VPNのサイト 1とサイト 2は相互
にトラフィックを送信できます。送信元 RLOCが、有効な送信元 RLOCリストに一致しない
ため、LISPでカプセル化された他のトラフィックは許可されません。

LISPサイトを登録する送信元 RLOCが自動で学習されるのに加え、インスタンス IDごとのメン
バーシップリストに、登録のない特定の有効なデバイス（PxTRなど）の送信元 RLOCを含める
こともできます。この機能を導入すると、PxTRの送信元 RLOCは xTRで使用可能になります。

送信元 RLOCカプセル化解除フィルタリングを実装する際の指針を次に示します。
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• Map Serverが EIDインスタンス IDの完全なメンバーリストを生成するには、顧客の VPNに
参加しているすべての xTRから登録を受ける必要があります。

• Map Serverは、受け取ったMap-Registerメッセージの中のマッピングレコード情報を使用し
て、EIDインスタンス IDと RLOCのメンバーシップリストを作成します。

•特定のインスタンス IDに関連付けられているすべての IPプレフィックスは、共通のMap
Serverからデリゲートされ、これらのMap Serverが所定の LISP VPN用の完全な RLOCの
セットを作成できるようにする必要があります。

• VPN内のすべての xTRは、共通するMap Serverのセットに登録する必要があります。

• Map Serverが PxTRRLOCを検出し、取得したRLOCを PxTRに配布できるようにするため、
PxTRは（通常）Map Serverに登録しません。したがって、PxTR RLOCはMap Serverに手動
で設定する必要があります。

• Map Serverで作成された EIDインスタンスのメンバーシップリストは、VPNのメンバーで
ある xTRと PxTRにのみ伝えられます。

LISP パケット転送用の TCP ベースのセッション
LISPデータプレーンのセキュリティメカニズムでは、RLOCのフィルタリストが VPNのメン
バーに自動配布および更新されることが必要です。この自動配信は xTRとMap Serverとの間に確
立された TCPベースのセッションにより行われ、正常な登録処理が完了した後に実行されます。

たとえば、xTRはMap Registerメッセージを定期的に送信し、その結果Map Serverによって発行
されたマップ通知メッセージを処理します。Map ServerはMap Registerメッセージを処理し、対
応する登録状態を更新し、一致するマップ通知メッセージを送信します。

より信頼でき、安全で、スケーラブルな転送オプションとして、xTRとMap Server間の、LISPが
関連した通信に TCPベースのセッションを実行します。

TCPベースのセッションに関する指針を次に示します。

• UDPベースの登録メカニズムが実行され、次に TCPベースのセッションが確立され、EID
インスタンスRLOCのメンバーシップリストの配布に使用されます。Map Serverがサポート
可能な xTRの数は、Map Serverが確立して維持できる TCPセッションの数により制限され
ます。これにより、1台のMap Serverがホスト可能な VPNカスタマーの数が決まります。

•同じ VPNに属する xTRは、同じMap Serverに登録する必要があります。これにより、VPN
の中のサイトの数が、Map Serverがサポート可能な TCPセッションの数に制限されます。

LISP データプレーンセキュリティの設定方法

MSMR の設定
MSMRのデバイスを設定するには、次のステップを実行します。
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ステップ 5～ 10は任意です。Map Serverにより検出された RLOCアドレス（フィルタリス
ト）のリストを変更する際に使用できます。

（注）

はじめる前に

• LISP VPN内で機能する PxTRに関連付けられた、利用可能な RLOCがあることを確認しま
す。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router lisp
4. map-server rloc members distribute
5. locator-setlocator-set-name
6. ipv4-addresspriorityvalueweightvalue
7. exit
8. eid-table vrfvrf-nameinstance-idiid
9. map-server rloc members modify-discovered add locator-setlocator-set-name
10. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

LISPコンフィギュレーションモードを開始します。router lisp

例：
Device(config)# router lisp

ステップ 3   

xTRへの EIDプレフィックスリストの顧客側での配布
を有効化します。

map-server rloc members distribute

例：
Device(config-router-lisp)# map-server
rloc members distribute

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）PxTRのロケータセットを指定し、LISPロケー
タセットコンフィギュレーションモードを開始します。

locator-setlocator-set-name

例：
Device(config-router-lisp)# locator-set
PTR_set

ステップ 5   

（任意）LISPロケータセットを設定します。割り当て
られた優先度とウェイトを使用してロケータエントリを

作成することで、各ロケータアドレスを設定できます。

ipv4-addresspriorityvalueweightvalue

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)#
10.10.10.1 priority 1 weight 1

ステップ 6   

（任意）LISPロケータセットコンフィギュレーション
モードを終了して、LISPコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

exit

例：
Device(config-router-lisp-locator-set)#
exit

ステップ 7   

（任意）VRFテーブルとLISPインスタンス IDとの間の
関連付けを設定し、eid-tableコンフィギュレーションサ
ブモードを開始します。

eid-table vrfvrf-nameinstance-idiid

例：
Device(config-router-lisp)# eid-table
vrf cust-A instance-id 1

ステップ 8   

（任意）指定したロケータセットのRLOCアドレスを、
検出された RLOCアドレスのリストに追加します。

map-server rlocmembersmodify-discovered
add locator-setlocator-set-name

例：
Device(config-router-lisp-eid-table)#
map-server rloc members

ステップ 9   

配布オプションが有効化されていると、更新

されたリストが顧客側のxTRに送信されます。
（注）

modify-discovered add locator-set
PTR_set

（任意）eid-table設定サブモードを終了し、LISPコン
フィギュレーションモードを開始します。

exit

例：
Device(config-router-lisp-eid-table)#
exit

ステップ 10   

xTR の設定
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顧客 A（図を参照）に属する xTRのデータプレーンセキュリティを有効化するため、次に示す
ようにサイト 1で xTRを設定します。

はじめる前に

• MSMRを設定済みであることを確認します。

• uRPFが RLOCネットワークに実装されていることを確認します。

•識別された EID、および xTRとして機能する LISPデバイスがあることを確認します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router lisp
4. decapsulation filter rloc source member
5. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

LISPコンフィギュレーションモードを開始します。router lisp

例：
Device(config)# router lisp

ステップ 3   

LISPパケットの送信元 RLOCアドレス検証を有効化
します。

decapsulation filter rloc source member

例：
Device(config-router-lisp)#
decapsulation filter rloc source member

ステップ 4   

LISPコンフィギュレーションモードを終了し、グロー
バルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp)# exit

ステップ 5   

次の作業

•上の手順は、顧客 Aのサイトの 1つである「サイト 1」で xTRのデータプレーンセキュリ
ティを有効化します。顧客 Aの 2番目のサイトである「サイト 2」の RLOCカプセル化解除
フィルタリングを有効化するには、このステップを繰り返す必要があります。

PxTR の設定
PxTRを設定するには、次のステップを実行します。

はじめる前に

•顧客サイトのMSMRデバイスと xTRが設定されていることを確認します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router lisp
4. decapsulation filter rloc source members
5. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

LISPコンフィギュレーションモードを開始します。router lisp

例：
Device(config)# router lisp

ステップ 3   

LISPパケットの送信元 RLOCアドレス検証を有効化
します。

decapsulation filter rloc source members

例：
Device(config-router-lisp)#
decapsulation filter rloc source members

ステップ 4   

LISPコンフィギュレーションモードを終了し、グロー
バルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：
Device(config-router-lisp)# exit

ステップ 5   

次の作業

•必要に応じて、他の PxTRも設定します。

Map Server の LISP データプレーンセキュリティの確認
以下のコマンドを使用して、MapServerのLISPデータプレーンセキュリティ機能を確認します。

手順の概要

1. show lisp [session [established] | vrf [vrf-name [session [peer-address]]]]
2. show lisp site rloc members [instance-idiid]

手順の詳細

ステップ 1 show lisp [session [established] | vrf [vrf-name [session [peer-address]]]]
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例：
Device# show lisp session

Sessions for VRF default, total: 8, established: 7
Peer State Up/Down In/Out Users
2001:DB8:A:1::2 Up 00:04:13 2/7 2
2001:DB8:A:2::2 Up 00:04:13 2/7 2
2001:DB8:A:3::2 Up 00:03:53 2/7 2
2001:DB8:B:1::2 Up 00:04:04 2/6 2
2001:DB8:B:2::2 Init never 0/0 1
2001:DB8:C:1::2 Up 00:03:55 2/6 2
2001:DB8:C:2::2 Up 00:03:54 2/6 2
2001:DB8:E:F::2 Up 00:04:04 6/19 4

このコマンドにより、信頼性の高い転送セッションの情報を表示します。複数の転送セッションが見つ

かった場合、対応する情報が表示されます。

ステップ 2 show lisp site rloc members [instance-idiid]

例：
Device# show lisp site rloc members

LISP RLOC membership for EID table default (IID 0), 5 entries

RLOC Origin Valid
10.0.1.2 registration Yes
10.0.2.2 config & registration Yes

Origin列は、RLOCメンバー設定の詳細（RLOCメンバーが手動で設定されたか、受信した登録から自動
的に収集され設定されたか、またはその両方か）を表示します。Valid列は、RLOCが xTRまたは PxTR
に配布される有効なメンバーであるかどうかを示します。リストされているRLOCは、登録から収集され
ている場合には有効でない可能性がありますが、「modify-discovered」設定で「オーバーライド」オプショ
ンが使用され、指定されたロケータセットはその RLOCを含みません。

xTR または PxTR の LISP データプレーンセキュリティの確認とトラブ
ルシューティング

以下のコマンドを使用して、xTRまたは PxTRの LISPデータプレーンセキュリティ機能を確認
します。

手順の概要

1. show lisp [session [established] | vrf [vrf-name [session [peer-address]]]]
2. show lisp decapsulation filter [IPv4-rloc-address | IPv6-rloc-address] [eid-table eid-table-vrf | instance-id

iid]
3. show cef source-filter table
4. debug lisp control-plane eid-membership
5. debug lisp control-plane session

   IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
266

LISP データプレーンセキュリティ
xTR または PxTR の LISP データプレーンセキュリティの確認とトラブルシューティング



手順の詳細

ステップ 1 show lisp [session [established] | vrf [vrf-name [session [peer-address]]]]

例：
Device# show lisp session

Sessions for VRF default, total: 8, established: 7
Peer State Up/Down In/Out Users
2001:DB8:A:1::2 Up 00:04:13 2/7 2
2001:DB8:A:2::2 Up 00:04:13 2/7 2
2001:DB8:A:3::2 Up 00:03:53 2/7 2
2001:DB8:B:1::2 Up 00:04:04 2/6 2
2001:DB8:B:2::2 Init never 0/0 1
2001:DB8:C:1::2 Up 00:03:55 2/6 2
2001:DB8:C:2::2 Up 00:03:54 2/6 2
2001:DB8:E:F::2 Up 00:04:04 6/19 4

このコマンドにより、信頼性の高い転送セッションの情報を表示します。複数の転送セッションが見つ

かった場合、対応する情報が表示されます。

ステップ 2 show lisp decapsulation filter [IPv4-rloc-address | IPv6-rloc-address] [eid-table eid-table-vrf | instance-id iid]

例：

Device# show lisp decapsulation filter instance-id 0

LISP decapsulation filter for EID-table default (IID 0), 3 entries

Source RLOC Added by
10.0.0.1 Config
10.0.0.5 209.165.200.230 209.165.200.232
10.0.0.6 Config 209.165.200.230

xTRまたは PxTRの RLOCアドレス設定の詳細（手動で設定または検出されているか）が上のテーブルに
表示されます。

ステップ 3 show cef source-filter table

例：
Device# show cef source-filter table

[lisp:0:0:IPv4] state [enabled, active], 0 entries, refcount 3, flags [], action [drop]
Database epoch 0
Hits 0, misses 0, fwd 0, drop 0

このコマンドは、Cisco Express Forwarding（CEF）の送信元フィルタテーブルを表示します。

ステップ 4 debug lisp control-plane eid-membership

例：
Device# debug lisp control-plane eid-membership

LISP control plane EID membership debugging is on

EIDメンバーシップディスカバリのデバッグ情報を表示します。

ステップ 5 debug lisp control-plane session
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例：
Device# debug lisp control-plane session

LISP control plane session debugging is on

セッション確立のデバッグに関する詳細情報を表示します。

LISP データプレーンセキュリティの設定例

例：MSMR の設定

ロケータセットとRLOCアドレスを追加する手順は任意です。MapServerで検出されたRLOC
アドレスのリスト（フィルタリスト）を変更する際にこの手順を使用できます。

（注）

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router lisp
Device(config-router-lisp)# map-server rloc members distribute
Device(config-router-lisp)# locator-set PTR_set
Device(config-router-lisp-locator-set)# 10.10.10.1 priority 1 weight 1
Device(config-router-lisp-locator-set)# exit
Device(config-router-lisp)# eid-table vrf cust-A instance-id 1
Device(config-router-lisp-eid-table)# map-server rloc members modify-discovered add
locator-set PTR_set
Device(config-router-lisp-eid-table)# exit

1つ以上のMap Serverを設定するには、必要に応じて上の手順を繰り返します。

例：xTR の設定

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router lisp
Device(config-router-lisp)# decapsulation filter rloc source member
Device(config-router-lisp)# exit

上の手順は、顧客サイトの 1つで xTRのデータプレーンセキュリティを有効化します。他のサ
イトの RLOCカプセル化解除のフィルタリングを有効化するには、上の手順を繰り返す必要があ
ります。
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例：PxTR の設定

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router lisp
Device(config-router-lisp)# decapsulation filter rloc source member
Device(config-router-lisp)# exit

LISP データプレーンセキュリティに関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: LISP Command
Reference』

Locator/ID Separation Protocol（LISP）コマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

Locator/ID Separation Protocol（LISP）RFC 6830

Interworking between Locator/ID Separation Protocol
(LISP) and Non-LISP Sites

RFC 6832

Locator/ID Separation Protocol (LISP) Map-Server
Interface

RFC 6833

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

• CISCO-MIB
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/iproute_lisp/command/ip-lisp-cr-book.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/iproute_lisp/command/ip-lisp-cr-book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

LISP データプレーンセキュリティの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 6：LISP データプレーンセキュリティの機能情報

機能情報リリース機能名

LISPデータプレーンセキュリ
ティ機能により、LISP VPNか
らのトラフィックのみが VPN
でカプセル化を解除できます。

次のコマンドがこの機能によっ

て導入されました。clear lisp
vrf、decapsulation filter rloc
source、debug lisp control-plane
eid-membership、debug lisp
control-plane session、
map-server rloc members
distribute、map-server rloc
members modify-discovered、
show lisp decapsulation filter、
show lisp site rloc members、
show lisp session。

Cisco IOS XEリリース 3.14SLISPデータプレーンセキュリ
ティ
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第 12 章

LISP Reliable Registration

LISP Reliable Registrationの機能により、出力トンネルルータ（ETR）とMap Server（MS）間に
おいて TCPベースの Reliable Map Registrationの確立をサポートします。

• LISP Reliable Registrationに関する情報, 273 ページ

• LISP Reliable Registrationに関する追加情報, 277 ページ

• LISP Reliable Registrationの機能情報, 278 ページ

LISP Reliable Registration に関する情報

LISP Reliable Map Registration
LISPの ETRは、Map SererにUDPベースのマップ登録メッセージを定期的に送信します。これに
より、制御トラフィックと拡張性の問題が発生します。TCPベースの Reliable Map Registrationや
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LISP Reliable Map Registrationの機能は、UDPベースのマップ登録機能を強化または代替するもの
として開発されました。

図 47：LISP Reliable Map Registration のメカニズム

図に示した LISP Reliable Map Registrationのメカニズムを、以下に説明します。

• ETRは UDPベースのマップ登録メッセージをMap Serverに送信します。

• Map Serverはマップ登録を処理し、ETRに map-notifyを送信します。このメッセージは確認
応答として機能します。

• ETRは 3ウェイハンドシェイクを使用してMap Serverとの TCPセッションを開始します。
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TCPベースのマップ登録がMap Serverにサポートされていない場合、ETRは
UDPベースのマップ登録を使用してMapServerとのセッションを確立します。

（注）

• TCPセッションが確立されると、Map Serverは ETRに登録更新メッセージを送信します。

• ETRは TCP接続を介してMap Serverにマップ登録を送信します。

• Map Serverはマップ登録の確認応答をします。

この機能の設定コマンドはありません。この機能は自動的に有効になります。（注）

LISP Reliable Registration の確認
LISPネットワークで自動的に有効化されるLISPReliable Registrationの機能を確認するには、次の
手順を実行します。この例では、LISPサイトは ITRと ETR両方の機能を持つ単一のエッジルー
タ（xTR）を使用しています。ルーティングロケータ（RLOC）は IPv4です。EIDプレフィック
スは IPv4と IPv6の両方です。LISPサイトは、ネットワークコアで 2つのMapServer/MapResolver
（MSMR）デバイスに登録しています。LISP Reliable Registrationの確認に使用するトポロジは下
の図のとおりです。

図 48：LISP Reliable Registration のトポロジ
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トポロジに示すコンポーネントを次に説明します。

• xTR1と xTR2は 2つの LISPサイトの xTRです。

•コア 1とコア 2は、LISP設定のないルーティングロケータ（RLOC）のコアルータです。

•新しいMSMRは、Reliable Map RegistrationをサポートしているMap Server/Map Resolverであ
る一方、古いMSMRは Reliable Map Registrationをサポートしていません。

• PxTR1はプレフィックス 10.0.0.0/8を持つネットワークと LISPサイト間で、プロキシ入力ト
ンネルルータ（PITR）およびプロキシ出力トンネルルータ（PETR）として機能します。

•この設定では、制御トラフィックを減らすため静的なルーティングプロトコルのみが使用さ
れています。

次の出力で「Up」列の「#」印は Reliable Map Registrationのセッションを示しています。
Device# show lisp site

LISP Site Registration Information
* = Some locators are down or unreachable
# = Some registrations are sourced by reliable transport

Site Name Last Up Who Last Inst EID Prefix
Register Registered ID

A never no -- 0.0.0.0/0
01:59:44 yes# 203.0.113.11 10.10.10.0/24
01:59:44 yes# 203.0.113.11 10.20.20.0/24
01:59:44 yes# 203.0.113.11 172.16.0.0/24
01:59:44 yes# 203.0.113.11 2001:DB8::/32

B never no -- 0.0.0.0/0
never no -- 10.0.0.0/8
01:59:43 yes# 198.51.100.21 10.30.30.0/24
01:59:43 yes# 198.51.100.21 10.40.40.0/24
never no -- 21.0.0.0/8
01:59:43 yes# 198.51.100.21 21.21.21.0/24
01:59:43 yes# 198.51.100.21 2001:DB8::/48

次の出力で「Up」列に「#」印がないことにより、古いMSMRは Reliable Map Registrationをサ
ポートしていないことがわかります。

Device# show lisp site

LISP Site Registration Information
* = Some locators are down or unreachable

Site Name Last Up Who Last Inst EID Prefix
Register Registered ID

A never no -- 0.0.0.0/0
00:00:00 yes 203.0.113.11 172.16.0.0/24
00:00:55 yes 198.51.100.21 21.21.21.0/24
00:00:03 yes 203.0.113.11 2001:DB8::/32

B never no -- 10.0.0.0/8
00:00:00 yes 203.0.113.11 10.10.10.0/24
00:00:00 yes 203.0.113.11 10.20.20.0/24
00:00:55 yes 198.51.100.21 10.30.30.0/24
00:00:55 yes 198.51.100.21 10.40.40.0/24
00:00:52 yes 198.51.100.21 2001:DB8::/48

次は、2つのMap Serverを使用する xTR1からの出力です。Reliable Map Registrationセッション
は、209.165.201.31（新しいMSMR）で確立していますが、209.165.201.41（古いMSMR）では確
立していません。

Device# show lisp session
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Sessions for VRF default, total: 2, established: 1
Peer State Up/Down In/Out Users
209.165.201.31 Up 05:05:40 6/3 2
209.165.201.41 Down never 0/0 1

次は、NewMSMRからの出力です。2つの ETRで Reliable Map Registrationセッションが確立され
ています。

Device# show lisp session

Sessions for VRF default, total: 2, established: 2
Peer State Up/Down In/Out Users
203.0.113.11 Up 05:19:53 3/6 1
198.51.100.21 Up 05:18:28 2/5 1

LISP Reliable Registration に関する追加情報

関連資料

場所マニュアルタイトル

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: LISP Command
Reference』

LISPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

Cisco Locator/ID Separation Protocol（LISP）RFC 6830

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右の URLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストール

して設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために使

用してください。このWebサイト上のツール
にアクセスする際は、Cisco.comのログイン ID
およびパスワードが必要です。
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LISP Reliable Registration の機能情報
表 7：LISP Reliable Registration の機能情報

機能情報リリース機能名

LISP Reliable Registrationの機能
により、出力トンネルルータ

（ETR）とMap Server（MS）
間における TCPベースの信頼
できるマップ登録の確立をサ

ポートします。

次のコマンドが変更されまし

た：show lisp site。

Cisco IOS XE Denali 16.2LISP Reliable Registration
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第 13 章

オーバーラッププレフィックス

オーバーラッププレフィックスの機能により、1つの LISPサイトからの EIDプレフィックスが
別の LISPサイトからの EIDプレフィックスのサブセットとなっている場合に、2つのサイトに
よるエンドポイント ID（EID）登録をサポートします。

• オーバーラッププレフィックスの前提条件, 279 ページ

• オーバーラッププレフィックスに関する情報, 279 ページ

• オーバーラッププレフィックスの設定方法, 280 ページ

• オーバーラッププレフィックスに関する追加情報, 282 ページ

• オーバーラッププレフィックスの機能情報, 283 ページ

オーバーラッププレフィックスの前提条件
• xTR（出力トンネルルータと入力トンネルルータの両方として機能するコンポーネント）と
Map Server/Map Resolver（MS/MR）の間に、信頼できる登録が確立される必要があります。

オーバーラッププレフィックスに関する情報

エンドポイント ID（EID）
IPv4の EIDの値は 32ビット、IPv6の EIDの値は 128ビットです。EIDは、パケットの最初の
LISPヘッダーの送信元と宛先アドレスフィールドで使用されます。
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EID プレフィックス
EIDプレフィックスは、アドレス割り当て機関によってLISPサイトに割り当てられたEIDのうち
2のべき乗のブロックです。

Map Server/Map Resolver（MS/MR）
MSとMSの機能が同じデバイス上に実装されると、MS/MRデバイスと呼ばれます。

オーバーラッププレフィックスの設定方法

オーバーラッププレフィックスの設定

EIDプレフィックスを「acceptmore」キーワードを使用して設定し、MSがより詳細なプレフィッ
クスの登録を承認できるようにします。

router lisp
site site3
authentication-key cisco
eid-prefix 172.16.0.0/8 accept-more-specifics
exit

MSに 3.0.0.0/8を登録します。
router lisp
database-mapping 172.16.0.0/8 10.0.0.3 priority 1 weight 100

より詳細な 3.1.0.0/16をMSに登録し、xTR3から登録されたプレフィックス 3.0.0.0/8にオーバー
ラップします。

router lisp
database-mapping 192.168.0.0/16 10.0.0.4 priority 1 weight 100
database-mapping 192.0.2.0/8 10.0.0.4 priority 1 weight 100

オーバーラッププレフィックスの確認

LISPネットワークのオーバーラッププレフィックスの機能を確認するには、次の手順を実行しま
す。この例では、MSMR、xTR2、xTR3、xTR4の 4つのルータを使用します。各ルータは同じサ
ブネット（RLOC空間）10.0.0.0/24でインターフェイス接続しています。ルータの IPアドレスは
以下のとおりです。

IP アドレスルータ

10.0.0.1MSMR

10.0.0.2xTR2

10.0.0.3xTR3
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IP アドレスルータ

10.0.0.4xTR4

MS/MRの出力：
Device# show lisp site

LISP Site Registration Information
* = Some locators are down or unreachable
# = Some registrations are sourced by reliable transport

Site Name Last Up Who Last Inst EID Prefix
Register Registered ID

site2 00:15:08 yes# 10.0.0.2 2.0.0.0/8
site3 00:15:05 yes# 10.0.0.3 3.0.0.0/8

00:15:01 yes# 10.0.0.4 3.1.0.0/16
site4 00:15:01 yes# 10.0.0.4 4.0.0.0/8

xTR1の出力：
Device# show ip lisp map-cache

LISP IPv4 Mapping Cache for EID-table default (IID 0), 3 entries

0.0.0.0/0, uptime: 00:18:05, expires: never, via static send map-request
Negative cache entry, action: send-map-request

3.0.0.0/8, uptime: 00:00:16, expires: 23:59:43, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.0.3 00:00:16 up 1/100

3.1.0.0/16, uptime: 00:00:08, expires: 23:59:51, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.0.4 00:00:08 up 1/100

xTR2の出力：
Device# show ip lisp map-cache

LISP IPv4 Mapping Cache for EID-table default (IID 0), 3 entries

0.0.0.0/0, uptime: 00:18:44, expires: never, via static send map-request
Negative cache entry, action: send-map-request

2.0.0.0/8, uptime: 00:00:57, expires: 23:59:02, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.0.2 00:00:57 up 1/100

3.1.0.0/16, uptime: 00:18:40, expires: 23:42:12, via map-reply, self, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.0.4 00:17:47 up 1/100

Device# show ip lisp away

LISP Away Table for router lisp 0 (default) IID 0
Entries: 1

Prefix Producer
3.1.0.0/16 mapping-notification

xTR3の出力：
Device# show ip lisp map-cache

LISP IPv4 Mapping Cache for EID-table default (IID 0), 2 entries

0.0.0.0/0, uptime: 00:19:26, expires: never, via static send map-request
Negative cache entry, action: send-map-request

2.0.0.0/8, uptime: 00:01:35, expires: 23:58:24, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
10.0.0.2 00:01:35 up 1/100
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Device# show ip lisp away

LISP Away Table for router lisp 0 (default) IID 0
Entries: 0

オーバーラッププレフィックスに関する追加情報

関連資料

場所マニュアルタイトル

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: LISP Command
Reference』

LISPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

Cisco Locator/ID Separation Protocol（LISP）RFC 6830

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右の URLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストール

して設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために使

用してください。このWebサイト上のツール
にアクセスする際は、Cisco.comのログイン ID
およびパスワードが必要です。
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オーバーラッププレフィックスの機能情報

表 8：オーバーラッププレフィックスの機能情報

機能情報リリース機能名

オーバーラッププレフィック

スの機能により、1つの LISP
サイトからのEIDプレフィック
スが別の LISPサイトからの
EIDプレフィックスのサブセッ
トとなっている場合に、2つの
サイトによるエンドポイント

ID（EID）登録をサポートしま
す。

次のコマンドが変更されまし

た：authentication-key、
database-mapping、router lisp。

Cisco IOS XE Denali 16.2オーバーラッププレフィック

ス
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第 14 章

LISP Generalized SMR

LISP Generalized SMRの機能により、データベースマッピングに変更が生じたとしても、LISP
xTR（ITRと ETR）がマップキャッシュを更新できます。

この機能の設定コマンドはありません。この機能は自動的に有効になります。（注）

• LISP Generalized SMRに関する情報, 285 ページ

• LISP Generalized SMRの確認 , 286 ページ

• LISP Reliable Registrationに関する追加情報, 289 ページ

• LISP Generalized SMRの機能情報, 290 ページ

LISP Generalized SMR に関する情報

Solicit-Map-Request（SMR）
Map Requestの要請（SMR）により、データベースマッピングに変更が生じた際に ETRがMap
Replyメッセージを制御できます。また、SMRにより、リモート ITRがキャッシュされたデータ
ベースマッピングを更新できます。SMRメッセージは、Map Requestメッセージに設定された単
なる 1ビットのデータです。SMRメッセージを受信すると、ITRまたは PITRがMap Requestを送
信します。

この機能の設定コマンドはありません。この機能は自動的に有効になります。（注）
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Generalized SMR（GSMR）
SMRは、主に LISPのモビリティをサポートするために使用されていました。この機能が一般化
され（Generalized Solicit Map Request - GSMR）、次の機能をサポートしています。

•設定解除されたローカル EID

•ルートのないローカルEID（ETRがデータパケットのカプセル化を解除したが、設定された
ローカル EIDへのルートが見つからない場合）

•モビリティホストの移動および検出

•オーバーラッププレフィックス

この機能の設定コマンドはありません。この機能は自動的に有効になります。（注）

LISP Generalized SMR の確認
LISPネットワークで自動的に有効化される LISP Generalized SMR機能を確認するには、次の手順
を実行します。この例では、LISPサイトは ITRと ETR両方の機能を持つ単一のエッジルータ
（xTR）を使用しています。ルーティングロケータ（RLOC）は IPv4です。EIDプレフィックス
は IPv4と IPv6の両方です。LISPサイトは、ネットワークコアで 2つのMap Server/Map Resolver
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（MSMR）デバイスに登録しています。LISP Generalized SMRの確認に使用するトポロジは下の
図のとおりです。

図 49：LISP Generalized SMR トポロジ

トポロジに示すコンポーネントを次に説明します。

• xTR1と xTR2は 2つの LISPサイトの xTRです。

•コア 1とコア 2は、LISP設定のないルーティングロケータ（RLOC）のコアルータです。

•新しいMSMRは、Reliable Map RegistrationをサポートしているMap Server/Map Resolverであ
る一方、古いMSMRは Reliable Map Registrationをサポートしていません。

• PxTR1はプレフィックス 10.0.0.0/8を持つネットワークと LISPサイト間で、プロキシ入力ト
ンネルルータ（PITR）およびプロキシ出力トンネルルータ（PETR）として機能します。

•この設定では、制御トラフィックを減らすため静的なルーティングプロトコルのみが使用さ
れています。

172.16.0.0/24が xTR2マップキャッシュにあることを確認します。
Device# show ip lisp map-cache
LISP IPv4 Mapping Cache for EID-table default (IID 0), 3 entries
0.0.0.0/0, uptime: 03:32:45, expires: never, via static send map-request
Negative cache entry, action: send-map-request
10.20.20.0/24, uptime: 00:00:05, expires: 23:59:54, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
203.0.113.11 00:00:05 up 1/100
172.16.0.0/24, uptime: 00:35:49, expires: 23:24:10, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
203.0.113.11 00:35:49 up 1/100

xTR1の Ethernet1/0インターフェイスのシャットダウンします。
Device(config)# interface ethernet 1/0
Device(config-if)# shutdown
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172.16.0.0/24が xTR1マップキャッシュにあることを確認します。
Device# show ip lisp data
LISP ETR IPv4 Mapping Database for EID-table default (IID 0), LSBs: 0x1
Entries total 3, no-route 1, inactive 0
10.10.10.0/24, locator-set set1
Locator Pri/Wgt Source State
203.0.113.11 1/100 cfg-addr site-self, reachable
10.20.20.0/24, locator-set set1
Locator Pri/Wgt Source State
203.0.113.11 1/100 cfg-addr site-self, reachable
172.16.0.0/24, locator-set set1 *** NO ROUTE TO EID PREFIX ***
Locator Pri/Wgt Source State
203.0.113.11 1/100 cfg-addr site-self, reachable

ホスト Bからホスト Aに Pingを実行します。
Device# ping 172.16.0.12
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 172.16.0.12, timeout is 2 seconds:
.....
Success rate is 0 percent (0/5)

xTR1はデータパケットのカプセル化を解除し、ルートのない状況を検出し、xTR2に SMRを送
信します。

Device#
*Feb 19 22:08:15.160: LISP: Send map request type dyn-EID SMR
*Feb 19 22:08:15.160: LISP: Send map request for EID prefix IID 0 192.168.0.22/32
*Feb 19 22:08:15.160: LISP-0: AF IID 0 IPv4, Send SMR map-request for 172.16.0.12 to
198.51.100.21.
*Feb 19 22:08:15.160: LISP-0: EID-AF IPv4, Sending probe map-request from 203.0.113.11 to
198.51.100.21
for EID 21.21.21.22/32, ITR-RLOCs 1, nonce 0x68E45971-0xE3DF4931, SMR 172.16.0.12, DoNotReply.

xTR2は SMRを処理し、Map ServerにMap Requestを送信します。
Device#
*Feb 19 22:08:15.161: LISP: Processing received Map-Request(1) message on Ethernet0/0 from
203.0.113.11:4342 to 198.51.100.21:4342
*Feb 19 22:08:15.161: LISP: Received map request for IID 0 192.168.0.22/32, source_eid IID
0 172.16.0.12, ITR-RLOCs: 203.0.113.11,
records 1, nonce 0x68E45971-0xE3DF4931, probe, SMR, DoNotReply
*Feb 19 22:08:15.161: LISP-0: AF IID 0 IPv4, Scheduling SMR trigger Map-Request for
172.16.0.12/32 from 192.168.0.22.
*Feb 19 22:08:15.161: LISP-0: IID 0 SMR & D bit set, not replying to map-request.
*Feb 19 22:08:15.290: LISP: Send map request type SMR
*Feb 19 22:08:15.290: LISP: Send map request for EID prefix IID 0 172.16.0.12/32
Device#
*Feb 19 22:08:15.290: LISP-0: AF IID 0 IPv4, Send SMR triggered map request for 172.16.0.12/32
(1) from 192.168.0.22.
*Feb 19 22:08:15.290: LISP-0: EID-AF IPv4, Sending map-request from 172.16.0.12 to 172.16.0.12
for EID 172.16.0.12/32, ITR-RLOCs 1,
nonce 0x4D04AB2F-0x99FF6FF5 (encap src 198.51.100.21, dst 209.165.201.41).
Device#
*Feb 19 22:08:16.333: LISP: Send map request type SMR
*Feb 19 22:08:16.333: LISP: Send map request for EID prefix IID 0 172.16.0.12/32
*Feb 19 22:08:16.333: LISP-0: AF IID 0 IPv4, Send SMR triggered map request for 172.16.0.12/32
(2) from 192.168.0.22.
*Feb 19 22:08:16.333: LISP-0: EID-AF IPv4, Sending map-request from 172.16.0.12 to 172.16.0.12
for EID 172.16.0.12/32, ITR-RLOCs 1,
nonce 0x4D04AB2F-0x99FF6FF5 (encap src 198.51.100.21, dst 209.165.201.41).
Device#
*Feb 19 22:08:18.423: LISP-0: Map Request IID 0 prefix 172.16.0.12/32 SMR[LL], Switching
Map-Resolver 209.165.201.41 to 209.165.201.31.
*Feb 19 22:08:18.423: LISP: Send map request type SMR
*Feb 19 22:08:18.423: LISP: Send map request for EID prefix IID 0 172.16.0.12/32
*Feb 19 22:08:18.423: LISP-0: AF IID 0 IPv4, Send SMR triggered map request for 172.16.0.12/32
(3) from 192.168.0.22.
*Feb 19 22:08:18.423: LISP-0: EID-AF IPv4, Sending map-request from 172.16.0.12 to 172.16.0.12
for EID 172.16.0.12/32, ITR-RLOCs 1,
nonce 0x5A4AC708-0x59A42AB6 (encap src 198.51.100.21, dst 209.165.201.31).
*Feb 19 22:08:18.424: LISP: Processing received Map-Reply(2) message on Ethernet0/0 from
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209.165.201.31:4342 to 198.51.100.21:4342
*Feb 19 22:08:18.424: LISP: Received map reply nonce 0x5A4AC708-0x59A42AB6, records 1

xTR2のマップキャッシュは、Map ServerからのMap Replyに応じて更新されます。
Device# show ip lisp map-cache
LISP IPv4 Mapping Cache for EID-table default (IID 0), 3 entries

0.0.0.0/0, uptime: 03:56:43, expires: never, via static send map-request
Negative cache entry, action: send-map-request
10.20.20.0/24, uptime: 00:24:04, expires: 23:35:56, via map-reply, complete
Locator Uptime State Pri/Wgt
203.0.113.11 00:24:04 up 1/100
172.16.0.10/24, uptime: 00:59:48, expires: 00:00:51, via map-reply, forward-native
Negative cache entry, action: forward-native

xTR1は 172.16.0.10/24プレフィックスをアウェイのテーブルに配置します。
Device# show ip lisp away
LISP Away Table for router lisp 0 (default) IID 0
Entries: 1
Prefix Producer
172.16.0.10/24 local EID

LISP Reliable Registration に関する追加情報

関連資料

場所マニュアルタイトル

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: LISP Command
Reference』

LISPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

Cisco Locator/ID Separation Protocol（LISP）RFC 6830
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右の URLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストール

して設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために使

用してください。このWebサイト上のツール
にアクセスする際は、Cisco.comのログイン ID
およびパスワードが必要です。

LISP Generalized SMR の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 9：LISP Generalized SMR の機能情報

機能情報リリース機能名

LISP Generalize SMR機能は、
LISPのモビリティ、設定解除
されたローカルエンドポイン

ト ID（EID）、ルートのない
ローカルEID、オーバーラップ
プレフィックスサポート、モ

ビリティホストの移動と検出

をサポートします。

次のコマンドが変更されまし

た：show ip lisp away、show ip
lisp data、show ip lisp
map-cache。

Cisco IOS XE Denali 16.2LISP Generalized SMR
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第 15 章

TTL 伝達の無効化およびサイト ID 認定

TTL伝達の無効化機能により、RLOCと EIDが異なるアドレスファミリに属する場合に、LISP
ネットワークで tracerouteツールを実行するための TTL（Time-To-Live、存続可能時間）の無効
化をサポートします。

サイト ID認定機能により、複数のLISPサイトによるエンドポイント ID（EID）プレフィックス
の登録をサポートします。

• TTL伝達の無効化およびサイト ID認定に関する情報, 291 ページ

• サイト ID認定の設定方法, 294 ページ

• TTL伝達を無効化する方法, 295 ページ

• TTL伝達の無効化およびサイト ID認定に関する追加情報, 297 ページ

• TTL伝達の無効化およびサイト ID認定の機能情報, 298 ページ

TTL 伝達の無効化およびサイト ID 認定に関する情報

LISP サイト
LISPサイトとは、エッジネットワークにあり単一の技術で管理される一連のルータです。エッジ
ネットワークの LISPルータは、コアネットワークからエッジネットワークを区切る境界ポイン
トです。

Map Server（MS）
MSは、クライアント出力トンネルルータ（ETR）からの登録要求を承認し、正常に登録された
ETRの EIDプレフィックスを集約することで、分散型 LISPマッピングデータベースの一部を実
行します。
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ルーティングロケータ（RLOC）
RLOCは、出力トンネルルータ（ETR）の IPv4または IPv6のアドレスです。

Traceroute ツール
Tracerouteツールは、パケットが接続先に移動する際に通るルートを検出するために使用されま
す。

サイト ID 認定
サイトとは、認証ドメインという概念でとらえるのが最適です。つまり、同じ管理者のコントロー

ル下にある一連の ETRです。Map Serverは同じキーを共有するサイトのすべての ETRを認証し
ます。サイトという概念がなければ、Map Serverはネットワーク中のすべての ETRと、その認証
キーについてあらかじめ知っている必要があるでしょう。サイトマネージャは、Map Serverの設
定を変更しなくては新しいETRを導入できなくなります。サイトを、トポロジカルなグループで
はなく認証ドメインと考えることにより、サイト ID認定のメリットが、別の管理者の制御下で
ETRを経て EIDプレフィックスに到達する機能にあることが容易にわかります。

サイト ID認定機能があれば、Map Serverを複数のサイトで同じプレフィックス設定にすることが
可能です。この機能の名前は、少なくとも 1つのプレフィックスを共有する任意の 2つのサイト
は一意のサイト IDによって資格要件を満たす必要があることに由来しています。
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TTL 伝達

図 50：TTL 伝達のメカニズム

図に示した TTL伝達のメカニズムを、以下に説明します。

• LISP ITRはパケットをカプセル化して、内部ヘッダーから外部ヘッダーに TTL値をコピー
します。

• LISP ETRはパケットのカプセル化を解除し、外部ヘッダーの TTL値が内部ヘッダーの TTL
値よりも小さい場合に、外部ヘッダーから内部ヘッダーに TTL値をコピーします。
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TTL伝達を有効化すると、tracerouteツールが LISP ITRと ETR間のすべての中間ホップを表示で
きます。ただし、RLOCとEIDが異なるアドレスファミリである場合、tracerouteの出力はうまく
いきません。

上のように、アドレスファミリを横断している状態では、LISPは内部と外部の IPv4または IPv6
ヘッダー間で TTLを伝達しません。カプセル化の過程では、ITRは内部ヘッダーの TTL値を使用
する代わりに、外部ヘッダーで最大の許容 TTLを使用します。

ITRと ETR間の LISPトンネルが tracerouteのクライアントにシングルホップとして認識される必
要があります。これは、特定の eid-tableまたは router lispタグ全体に disable-ttl-propagate設定 CLI
を使用することで設定できます。

TTL伝達は自動的に有効になります。（注）

サイト ID 認定の設定方法

サイト ID 認定の設定
site A

conf t
router lisp
site A
site-id 1
authentication-key key1
eid-prefix 1.2.0.0/16 accept-more-specifics

site B
conf t

router lisp
site A
site-id 1
authentication-key key2
eid-prefix 1.2.0.0/16 accept-more-specifics

例：サイト ID 認定
サイト ID登録を受信すると、Map Serverは一致する最長の設定済みプレフィックスを検索しま
す。検索されたプレフィックスが登録に比べ詳細情報に欠け、「より詳細な情報を受け取る」キー

ワードを持たない場合、登録は拒否されます。そうでない場合、そのプレフィックスに関連する

サイトのキーを使用して認証されます。この例では、ETRがMap Serverに任意のプレフィックス
を登録できるように「緩やかな」Map Server設定を使用します。

緩やかなMap Serverの設定：
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2つのサイトに対し同じ緩やかな設定をした新しいMSMRを設定します。（注）

enable
conf t
router lisp
locator-table default
site A
site-id 100
authentication-key key1
eid-prefix 0.0.0.0/0 accept-more-specifics
eid-prefix 2000:AAAA:BBBB::/96 accept-more-specifics
exit
!
site B
site-id 200
authentication-key key2
eid-prefix 0.0.0.0/0 accept-more-specifics
eid-prefix 10.0.0.0/8 accept-more-specifics
eid-prefix 21.0.0.0/8 accept-more-specifics
eid-prefix 2000:BBBB:AAAA::/96 accept-more-specifics
exit
ipv4 map-server
ipv4 map-resolver
ipv6 map-server
ipv6 map-resolver
exit

TTL 伝達を無効化する方法

TTL伝達は、特定の EIDテーブルまたはルータ LISPタグ全体に対して無効化できます。（注）

EID テーブルの TTL 伝達の無効化
enable
configure terminal
router lisp
eid-table default instance-id 0
disable-ttl-propagate
end

ルータ LISP タグの TTL 伝達の無効化
enable
configure terminal
router lisp
disable-ttl-propagate
end

IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
295

TTL 伝達の無効化およびサイト ID 認定
TTL 伝達を無効化する方法



TTL 伝達の無効化の確認
LISPネットワークで自動的に有効化されるTTL伝達の無効化機能を確認するには、次の作業を実
行します。この例では、LISPサイトは ITRとETR両方の機能を持つ単一のエッジルータ（xTR）
を使用しています。ルーティングロケータ（RLOC）は IPv4です。EIDプレフィックスは IPv4と
IPv6の両方です。LISPサイトは、ネットワークコアで 2つのMap Server/Map Resolver（MSMR）
デバイスに登録しています。TTL伝達の無効化の確認で使用するトポロジを、次の図に示します。

図 51：TTL 伝達の無効化のトポロジ

トポロジに示すコンポーネントを次に説明します。

• xTR1と xTR2は 2つの LISPサイトの xTRです。

•コア 1とコア 2は、LISP設定のないルーティングロケータ（RLOC）のコアルータです。

•新しいMSMRは、Reliable Map RegistrationをサポートしているMap Server/Map Resolverであ
る一方、古いMSMRは Reliable Map Registrationをサポートしていません。

• PxTR1はプレフィックス 10.0.0.0/8を持つネットワークと LISPサイト間で、プロキシ入力ト
ンネルルータ（PITR）およびプロキシ出力トンネルルータ（PETR）として機能します。

•この設定では、制御トラフィックを減らすため静的なルーティングプロトコルのみが使用さ
れています。
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IPv6の EIDと IPv4の RLOC tracerouteの出力では、TTL伝達が無効化されていない場合でも
ITRと ETR間の中間ホップが非表示となります。

（注）

TTLを無効化した後、IPv4 RLOC traceroute出力上の IPv4 EIDは、ホスト Aに次のように表示
されます。

Device# traceroute 192.168.0.22

Type escape sequence to abort.
Tracing the route to 192.168.0.22
VRF info: (vrf in name/id, vrf out name/id)
1 203.0.113.11 1 msec 1 msec 0 msec
2 10.40.40.21 1 msec 1 msec 1 msec
3 192.168.0.22 0 msec 2 msec *

TTL 伝達の無効化およびサイト ID 認定に関する追加情報

関連資料

場所マニュアルタイトル

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: LISP Command
Reference』

LISPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

Cisco Locator/ID Separation Protocol（LISP）RFC 6830

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右の URLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストール

して設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために使

用してください。このWebサイト上のツール
にアクセスする際は、Cisco.comのログイン ID
およびパスワードが必要です。
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TTL 伝達の無効化およびサイト ID 認定の機能情報
表 10：TTL 伝達の無効化およびサイト ID 認定の機能情報

機能情報リリース機能名

TTL伝達の無効化機能により、
RLOCとEIDが異なるアドレス
ファミリに属する場合に、LISP
ネットワークで tracerouteツー
ルを実行するための TTL
（Time-To-Live、存続可能時
間）の無効化をサポートしま

す。

サイト ID認定機能により、複
数の LISPサイトによるエンド
ポイント ID（EID）プレフィッ
クスの登録をサポートします。

次のコマンドが変更されまし

た：disable-ttl-propagate、
eid-prefix、eid-table、router
lisp、site-id、traceroute。

Cisco IOS XE Denali 16.2TTL伝達の無効化およびサイ
ト ID認定

   IP ルーティング：LISP コンフィギュレーションガイド
298

TTL 伝達の無効化およびサイト ID 認定
TTL 伝達の無効化およびサイト ID 認定の機能情報


	IP ルーティング：LISP コンフィギュレーション ガイド
	目次
	最初にお読みください
	Locator/ID Separation Protocol（LISP）の概要
	機能情報の確認
	LISP を設定するための前提条件
	LISP の設定に関する制約事項
	LISP の設定に関する情報
	LISP 機能の概要
	LISP ネットワーク要素の機能
	LISP 代替論理トポロジ
	LISP トンネル ルータ
	LISP 入力トンネル ルータ（ITR）
	LISP Map Resolver
	LISP Map Server
	LISP のプロキシ ETR
	LISP のプロキシ ITR

	LISP の概要の機能情報


	LISP（Locator/ID Separation Protocol）の設定
	LISP を設定するための前提条件
	LISP の設定方法
	2 つの IPv4 RLOC と IPv4 EID のあるデュアルホーム接続 LISP サイトを設定する
	2 つの xTR、2 つの IPv4 RLOC、および 1 つの IPv4 EID のあるマルチホーム接続 LISP サイトを設定する
	2 つの xTR、2 つの IPv4 RLOC、および IPv4 と IPv6 両方の EID を持つマルチホーム接続 LISP サイトを設定する
	それぞれが IPv4 と IPv6 両方の RLOC および IPv4 と IPv6 両方の EID を持つ 2 つの xTR がある LISP マルチホーム サイトを設定する
	スタンドアロン Map Resolver/Map Server を使用してプライベート な LISP マッピングシステムを設定する
	個別に ALT 接続された Map Resolver および Map Server デバイスを使用して、パブリック マッピングシステムを設定する
	ALT 接続の LISP Map Resolver の設定
	ALT 接続の LISP Map Server の設定

	PETR と PITR の設定
	IPv4 と IPv6 両方の RLOC を備えたプロキシ出力トンネル ルータの導入
	IPv4 および IPv6 の RLOC を両方備えたプロキシ入力トンネル ルータの導入

	ロケータ ID セパレーション プロトコルの検証とトラブルシュート

	その他の参考資料
	LISP の機能情報

	LISP マルチキャスト
	機能情報の確認
	LISP マルチキャストの前提条件
	LISP マルチキャストの制約事項
	LISP マルチキャストに関する情報
	LISP マルチキャストの設定方法
	LISP マルチキャストの設定
	LISP マルチキャスト の VRF での設定

	LISP マルチキャストの確認
	LISP マルチキャストの設定例
	例：LISP マルチキャストの設定
	例：LISP マルチキャストの VRF での設定

	LISP マルチキャストに関する追加情報
	LISP マルチキャストの機能情報

	LISP 共有モデルの仮想化
	機能情報の確認
	LISP 共有モデル仮想化に関する情報
	LISP 仮想化の概要
	LISP 共有モデルの仮想化
	LISP 共有モデル仮想化のアーキテクチャ
	LISP 共有化モデル仮想化の実装に関する考慮事項と警告

	LISP 共有モデル仮想化の設定方法
	シンプルな LISP 共有モデル仮想化を設定する
	LISP 共有モデル仮想化用のプライベート LISP マッピング システムの設定

	大規模な LISP 共有モデル仮想化を設定する
	大規模な LISP 共有モデル仮想化のリモート サイトを設定する

	LISP 仮想化の検証とトラブルシューティング

	LISP 共有モデル仮想化の設定例
	その他の参考資料
	LISP 共有モデル仮想化の機能情報

	LISP パラレル モデルの仮想化
	機能情報の確認
	LISP パラレル モデル仮想化に関する情報
	LISP 仮想化の概要
	LISP パラレル モデルの仮想化
	LISP のパラレル仮想化モデル アーキテクチャ
	LISP パラレル モデル仮想化の実装に関する考慮事項と警告

	LISP パラレル モデル仮想化の設定方法
	シンプルな LISP パラレル モデル仮想化を設定する
	LISP パラレル モデル仮想化用のプライベート LISP マッピング システムの設定

	LISP 仮想化の検証とトラブルシューティング

	LISP パラレル モデル仮想化の設定例
	その他の参考資料
	LISP パラレル モデル仮想化の機能情報

	サブネットでの LISP ホスト モビリティ
	機能情報の確認
	サブネットでの LISP ホスト モビリティに関する情報
	サブネット全体での LISP ホスト モビリティの概要


	LISP Delegate Database Tree（DDT）
	機能情報の確認
	Delegate Database Tree（DDT）に関する情報
	LISP Delegate Database Tree（DDT）の概要


	LISP ESM マルチホップ モビリティ
	機能情報の確認
	LISP ESM マルチホップ モビリティに関する制限事項
	LISP ESM マルチホップ モビリティに関する情報
	LISP ESM マルチホップ モビリティの概要

	LISP ESM マルチホップ モビリティの設定方法
	ファースト ホップ ルータの設定
	サイト ゲートウェイ xTR の設定
	xTR の設定
	Map Server/Map Resolver の設定

	LISP ESM マルチホップ モビリティの設定例
	例：ファースト ホップ ルータの設定
	例：サイト ゲートウェイ xTR の設定
	例：xTR の設定
	例：Map Server Map Resolver の設定

	LISP ESM マルチホップ モビリティに関する追加情報
	LISP ESM マルチホップ モビリティの機能情報

	Disjoint RLOC ドメインの LISP サポート
	機能情報の確認
	Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの前提条件
	Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの制限事項
	Disjoint RLOC ドメインの LISP のサポートに関する情報
	Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの概要

	Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの設定方法
	xTR の設定
	MSMR の設定
	RTR の設定

	Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの確認
	Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの設定例
	例：xTR の設定
	例：MSMR の設定
	例：RTR の設定
	例：Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの確認

	Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートに関する追加情報
	Disjoint RLOC ドメインの LISP サポートの機能情報

	LISP データ プレーン セキュリティ
	機能情報の確認
	LISP データ プレーン セキュリティの前提条件
	LISP データ プレーン セキュリティの制約事項
	LISP データ プレーン セキュリティに関する情報
	送信元 RLOC カプセル化解除のフィルタリング
	LISP パケット転送用の TCP ベースのセッション

	LISP データ プレーン セキュリティの設定方法
	MSMR の設定
	xTR の設定
	PxTR の設定
	Map Server の LISP データ プレーン セキュリティの確認
	xTR または PxTR の LISP データ プレーン セキュリティの確認とトラブルシューティング

	LISP データ プレーン セキュリティの設定例
	例：MSMR の設定
	例：xTR の設定
	例：PxTR の設定

	LISP データ プレーン セキュリティに関する追加情報
	LISP データ プレーン セキュリティの機能情報

	LISP Reliable Registration
	LISP Reliable Registration に関する情報
	LISP Reliable Map Registration
	LISP Reliable Registration の確認

	LISP Reliable Registration に関する追加情報
	LISP Reliable Registration の機能情報

	オーバーラップ プレフィックス
	オーバーラップ プレフィックスの前提条件
	オーバーラップ プレフィックスに関する情報
	エンドポイント ID（EID）
	EID プレフィックス
	Map Server/Map Resolver（MS/MR）

	オーバーラップ プレフィックスの設定方法
	オーバーラップ プレフィックスの設定
	オーバーラップ プレフィックスの確認

	オーバーラップ プレフィックスに関する追加情報
	オーバーラップ プレフィックスの機能情報

	LISP Generalized SMR
	LISP Generalized SMR に関する情報
	Solicit-Map-Request（SMR）
	Generalized SMR（GSMR）

	LISP Generalized SMR の確認
	LISP Reliable Registration に関する追加情報
	LISP Generalized SMR の機能情報

	TTL 伝達の無効化 および サイト ID 認定
	TTL 伝達の無効化およびサイト ID 認定に関する情報
	LISP サイト
	Map Server（MS）
	ルーティング ロケータ（RLOC）
	Traceroute ツール
	サイト ID 認定
	TTL 伝達

	サイト ID 認定の設定方法
	サイト ID 認定の設定
	例：サイト ID 認定

	TTL 伝達を無効化する方法
	EID テーブルの TTL 伝達の無効化
	ルータ LISP タグの TTL 伝達の無効化
	TTL 伝達の無効化の確認

	TTL 伝達の無効化およびサイト ID 認定に関する追加情報
	TTL 伝達の無効化およびサイト ID 認定の機能情報


